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はじめに

このマニュアルは、Hitachi Virtual Storage Platform 5000 シリーズ（以下、VSP 5000 シリーズ

と略します）用の TrueCopy for Mainframe ユーザガイドです。このマニュアルでは、TrueCopy
for Mainframe（TC-MF）の概要と操作について説明しています。

 対象ストレージシステム

 マニュアルの参照と適合プログラムバージョン

 対象読者

 マニュアルで使用する記号について

 マニュアルに掲載されている画面図について

 「Thin Image」の表記について

 Storage Navigator に表示される「Thin Image」「TI」について

 操作対象リソースについて

 発行履歴
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対象ストレージシステム

このマニュアルでは、次に示す VSP 5000 シリーズのストレージシステムに対応する製品（プログ

ラムプロダクト）を対象として記述しています。

• Virtual Storage Platform 5100

• Virtual Storage Platform 5200

• Virtual Storage Platform 5500

• Virtual Storage Platform 5600

• Virtual Storage Platform 5100H

• Virtual Storage Platform 5200H

• Virtual Storage Platform 5500H

• Virtual Storage Platform 5600H

このマニュアルでは特に断りのない限り、VSP 5000 シリーズのストレージシステムを単に「スト

レージシステム」と称することがあります。

VSP 5100H, VSP 5200H, VSP 5500H, VSP 5600H は、ハイブリッドフラッシュアレイモデルで

す。オールフラッシュアレイモデルとハイブリッドフラッシュアレイモデルの対応関係を次の表に

示します。両方のモデルで、設定可能値や操作は基本的に同じです。このため、このマニュアルで

は、両方のモデルを代表して、オールフラッシュアレイモデルの名称を使って説明します。オール

フラッシュアレイモデルとハイブリッドフラッシュアレイモデルで、設定可能値や操作が異なる場

合にのみ、それぞれのモデルの名称を使って説明します。

オールフラッシュアレイモデル ハイブリッドフラッシュアレイモデル

VSP 5100 VSP 5100H

VSP 5200 VSP 5200H

VSP 5500 VSP 5500H

VSP 5600 VSP 5600H

マニュアルの参照と適合プログラムバージョン

このマニュアルは、DKCMAIN プログラムバージョン 90-09-24-XX に適合しています。

メモ　

• このマニュアルは、上記バージョンの DKCMAIN プログラムをご利用の場合に も使いやすくなるよう作

成されていますが、上記バージョン未満の DKCMAIN プログラムをご利用の場合にもお使いいただけます。

• 各バージョンによるサポート機能については、別冊の『バージョン別追加サポート項目一覧』を参照くださ

い。

対象読者

このマニュアルは、次の方を対象読者として記述しています。

• ストレージシステムを運用管理する方

• UNIX®
コンピュータまたは Windows®コンピュータを使い慣れている方
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• Web ブラウザを使い慣れている方

使用する OS および Web ブラウザの種類については、『Hitachi Device Manager - Storage
Navigator ユーザガイド』を参照してください。

マニュアルで使用する記号について

このマニュアルでは、注意書きや補足情報を、次のとおり記載しています。

注意　

データの消失・破壊のおそれや、データの整合性がなくなるおそれがある場合などの注意を示します。

メモ　

解説、補足説明、付加情報などを示します。

ヒント　

より効率的にストレージシステムを利用するのに役立つ情報を示します。

マニュアルに掲載されている画面図について

このマニュアルに掲載されている画面図はサンプルであり、実際に表示される画面と若干異なる場

合があります。また画面に表示される項目名はご利用環境により異なる場合があります。

このマニュアルでは、Windows コンピュータ上の画面を掲載しています。UNIX コンピュータ上で

ご使用の Storage Navigator の画面は、マニュアルに掲載されている画面の表示と異なる場合があ

ります。Storage Navigator の画面や基本操作に関する注意事項については、『Hitachi Device
Manager - Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

「Thin Image」の表記について

このマニュアルでの「Thin Image」の表記について説明します。

表記 説明

Thin Image (CAW/CoW)
TI (CAW/CoW)

プログラムプロダクト「Thin Image」「Thin Image Advanced」を区

別するために、プログラムプロダクト「Thin Image」に関する機能、

操作を説明する際に使用する表記です。

Thin Image Advanced
TI Advanced

プログラムプロダクト「Thin Image Advanced」に関する機能、操作

を説明する際に使用する表記です。

Thin Image
TI

プログラムプロダクト「Thin Image」「Thin Image Advanced」の両

方に関する機能、操作を説明する際に使用する表記です。

例えば、“Thin Image ペア”は、プログラムプロダクト「Thin Image」
のペアとプログラムプロダクト「Thin Image Advanced」のペアの両

方を示します。
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Storage Navigator に表示される「Thin Image」「TI」について

Storage Navigator に表示される［Thin Image］［TI］は、プログラムプロダクト「Thin Image」
「Thin Image Advanced」の両方を示す総称※です。例を示します。

• ［Thin Image］に表示されるペア数は、プログラムプロダクト「Thin Image」「Thin Image
Advanced」の合計ペア数です。

• ［TI］に表示されるペアテーブル数は、プログラムプロダクト「Thin Image」「Thin Image
Advanced」の合計ペアテーブル数です。

ただし、プログラムプロダクト「Thin Image」「Thin Image Advanced」を区別する必要がある場

合は、別々の名称で表示されます。例を示します。

• ［TI］に表示されるライセンス容量は、プログラムプロダクト「Thin Image」のライセンス容

量です。

• ［TI Advanced］に表示されるライセンス容量は、プログラムプロダクト「Thin Image
Advanced」のライセンス容量です。

注※

［Thin Image］［TI］が、プログラムプロダクト「Thin Image」だけを示すことがあります。

この場合には、本マニュアルの該当箇所に、Thin Image (CAW/CoW)だけであることを記載し

ています。

操作対象リソースについて

Storage Navigator のメイン画面には、ログインしているユーザ自身に割り当てられているリソー

スだけが表示されます。ただし、割り当てられているリソースの管理に必要とされる関連のリソー

スも表示される場合があります。また、このマニュアルで説明している機能を使用するときには、

各操作対象のリソースが特定の条件を満たしている必要があります。

各操作対象のリソースの条件については『メインフレームシステム構築ガイド』を参照してくださ

い。

発行履歴

マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

4047-1J-U20-D2 2024 年 2 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-09-24-XX
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マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

• データ移行元 VSP とデータ移行先 VSP 5200 または VSP 5600
のデータ移行をサポートした。

◦ 2.1 システム要件

◦ 9.1 データの移行

• Storage Navigator の CTG ID 表示の記載に TrueCopy for
Mainframe ペアの場合ハイフン(-)表示をする記載を追加した。

◦ C.2 ［リモートレプリケーション］画面

4047-1J-U20-D1 2023 年 10 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-09-23-XX

• リモートコピーパス異常時の回復対策の記載を追加した。

◦ 11.1.2 TrueCopy for Mainframe のリモートパスの状態に

関するトラブルシューティング

4047-1J-U20-D0 2023 年 6 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-09-21-XX

• PPRC マルチターゲット差分コピー機能をサポートした。

◦ 2.11 PPRC マルチターゲット機能サポート

◦ 2.11.1 PPRC マルチターゲット構成の要件

◦ 2.11.3 MTIR を用いる PPRC マルチターゲット構成

◦ 3.1.4 TrueCopy for Mainframe のシステムオプションモー

ド

◦ 6.6 PPRC マルチターゲット機能使用時の注意事項

◦ (1) PPRC マルチターゲット構成で正サイトから副サイトへ

業務を切り替える

◦ C.2 ［リモートレプリケーション］画面

• 画面変更に伴い、GUI リファレンスを変更した。

◦ C.2 ［リモートレプリケーション］画面

• RAID Manager のオプションのパラメータの設定範囲を変更し

た。

◦ A.2 RAID Manager のオプションのパラメータの設定範囲

4047-1J-U20-C0 2023 年 3 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-09-01-XX

• CU ごとに算出されるリモートコピー接続によるパス数の合計

値の記載を削除した。

◦ 2.5 GDPS サポート

• TrueCopy for Mainframe と Universal Replicator for
Mainframe の同時コピー時の注記を追加した。

◦ 4.1 TrueCopy for Mainframe と共用可能なボリューム

• ジャーナルタイプの説明を修正した。

◦ C.2 ［リモートレプリケーション］画面

• Initialization Failed 初期化エラーと Invalid Port 無効ポート

に、未サポートのプロトコルでパス作成した場合の説明と対策

を追加した。

◦ 11.1.2 TrueCopy for Mainframe のリモートパスの状態に

関するトラブルシューティング

4047-1J-U20-B1 2023 年 1 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-08-82-XX

• プログラムプロダクト「Thin Image Advanced」の追加に伴い、

マニュアル内の「Thin Image」について、Thin Image Advanced
と Thin Image を区別できるように表記を変更した。
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マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

4047-1J-U20-B0 2022 年 12 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-08-81-XX

• MTIR ペアが自動で形成された場合にデフォルトで設定される

オプションについて説明を修正した。

◦ 2.11.3 MTIR を用いる PPRC マルチターゲット構成

4047-1J-U20-A0 2022 年 7 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-08-61-XX

• MTIR ペアが自動で形成された場合にデフォルトで設定される

オプションについて説明を追加した。

◦ 2.11.3 MTIR を用いる PPRC マルチターゲット構成

◦ 8.2.1 ペアオプションを編集する

4047-1J-U20-91 2022 年 5 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-08-42-XX

• PPRC と Business Continuity Manager を併用した場合の注意

事項を追加した。

◦ B.2.2 CGROUP（FREEZE/RUN）コマンド

• 容量削減機能の回復時のエラーコードの説明を修正した。

◦ 11.3.1 RAID Manager 操作時のエラーコードと内容

4047-1J-U20-90 2022 年 4 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-08-41-XX

• ESE-VOL および User Directed Space Release 機能をサポー

トした。

◦ 11.5.4 CSM の IWNR1314W と IWNR1311W のメッセー

ジが表示された場合

◦ 11.5.5 CSM のペア状態を示す画面が更新されない場合

• 既存ペアの差分管理方式が変更される記載を修正した。

◦ 3.1.5 システム詳細設定

• コピーしきい値オプション（システムオプションモード 1254、
1260）の注意事項の記載を変更した。

◦ 3.1.4 TrueCopy for Mainframe のシステムオプションモー

ド

• ペア削除に失敗したときのトラブルシューティングの記載を変

更した。

◦ 11.1.1 TrueCopy for Mainframe の一般的なトラブルシュ

ーティング

• 長距離ケーブルを使用して TrueCopy for Mainframe 接続した

場合の、データ転送時の速度や性能について記載を修正した。

◦ 3.4.2 TrueCopy for Mainframe のファイバチャネル接続

4047-1J-U20-81 2022 年 2 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-08-22-XX

• 画面変更に伴い、GUI リファレンスを変更した。

◦ C.8.1 ［リモート接続追加］画面

4047-1J-U20-80 2022 年 1 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-08-21-XX

• オープンシステムホストとストレージシステム間の FC-NVMe
による接続環境での TrueCopy ペア作成をサポートした。

◦ C.2 ［リモートレプリケーション］画面

• TrueCopy for Mainframe で PPRC マルチターゲット機能をサ

ポートした。

◦ 2.1 システム要件

◦ 2.11 PPRC マルチターゲット機能サポート
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マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

◦ 3.3.1 ボリュームペアの要件

◦ 3.3.4 セカンダリボリュームへの I/O

◦ 3.5.3 コンシステンシーグループの要件

◦ 4.7 Performance Monitor

◦ 5.1 構成操作の流れ

◦ 6 PPRC マルチターゲット機能を用いた 3DC 構成の構築

◦ 7.3.2 TrueCopy for Mainframe ペアを作成する

◦ 8.1.2 TrueCopy for Mainframe ペア状態の定義

◦ (1)TrueCopy for Mainframe の分割タイプ

◦ (2)分割タイプの表記の差異について

◦ 8.2.1 ペアオプションを編集する

◦ 10.5 PPRC マルチターゲット機能を用いた 3DC 構成での

災害リカバリ

◦ 11.3.1 RAID Manager 操作時のエラーコードと内容

◦ C.2 ［リモートレプリケーション］画面

◦ C.4 ［ペア一致率参照］画面

◦ C.5 ［ペアプロパティ参照］画面

• TrueCopy for Mainframe と Universal Replicator for
Mainframe の 3DC デルタリシンク構成で Preserve Mirror
FlashCopy 機能をサポートした。

◦ 2.10 zHyperWrite 機能サポート

• Suspend 時の状態説明に、スワップサスペンド後にホスト I/O
がなかった場合の記載を追加した。

◦ 8.1.2 TrueCopy for Mainframe ペア状態の定義

• zHyperWrite 機能と Preserve Mirror FlashCopy 機能の併用時

の注意を追加した。

◦ 2.10 zHyperWrite 機能サポート

• TrueCopy for Mainframe コピー中の削除失敗時の手順を追記

した。

◦ 8.2.2 TrueCopy for Mainframe ペアを強制的に削除する

◦ 11.1.1 TrueCopy for Mainframe の一般的なトラブルシュ

ーティング

• エラーコード（FD24）を追加した。

◦ 11.3.1 RAID Manager 操作時のエラーコードと内容

• ストレージシステムを揮発立ち上げした際の注意を追加した。

◦ 3.3.4 セカンダリボリュームへの I/O

• TrueCopy for Mainframe で設定できるシステム詳細設定の説

明を追加した。

◦ 3.1.5 システム詳細設定

• ShadowImage for Mainframe ペアのセカンダリボリュームの

状態に応じた TrueCopy for Mainframe ペアの再同期時の操作

可否を変更した。

◦ 4.3.4 ShadowImage for Mainframe セカンダリボリューム

と TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームの共有

4047-1J-U20-71 2021 年 10 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-08-02-XX
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マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

• VSP 5200, 5600 との接続に関する記載を追加した。

◦ 3.5.3 コンシステンシーグループの要件

• システムオプションモード 1254 および 1260 をサポートした。

◦ 3.1.4 TrueCopy for Mainframe のシステムオプションモー

ド

• プログラムプロダクトのライセンス容量不足時の制限に関する

記載を変更した。

◦ 2.1 システム要件

4047-1J-U20-70 2021 年 8 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-08-01-XX

• ストレージシステムの新しいモデルとして次のモデルを追加し

た。

◦ VSP 5200, 5600

◦ VSP 5200H, 5600H

• 画面変更に伴い、GUI リファレンスを変更した。

◦ C.2 ［リモートレプリケーション］画面

◦ C.11.1 ［TC ペア作成］画面または［UR ペア作成］画面

◦ C.11.3 ［設定確認］画面

• ［リモート接続］画面のローカルストレージシステム（MCU）

の情報表示に関する記載を変更した。

◦ C.3 ［リモート接続］画面

4047-1J-U20-60 2021 年 4 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-06-21-XX

• 物理パス iSCSI 接続の記載を修正した。

◦ 2.1 システム要件

◦ 5.3.1 往復応答時間とは

• ShadowImage for Mainframe 連携時のペア操作可否表にスワ

ップサスペンド・スワップリシンクの記載を追加した。

◦ 4.3.1 ShadowImage for Mainframe プライマリボリューム

と TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームの共有

◦ 4.3.2 ShadowImage for Mainframe プライマリボリューム

と TrueCopy for Mainframe セカンダリボリュームの共有

◦ 4.3.3 ShadowImage for Mainframe プライマリボリューム

と TrueCopy for Mainframe ボリュームの共有

◦ 4.3.4 ShadowImage for Mainframe セカンダリボリューム

と TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームの共有

4047-1J-U20-50 2021 年 1 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-06-01-XX

• VOS3 メインフレームホスト接続での、VSP 5000 シリーズと

VSP のサポートバージョンを記載した。

• 2.1 システム要件

• 画面変更に伴い、GUI リファレンスを変更した。

◦ C.8.1 ［リモート接続追加］画面

4047-1J-U20-40 2020 年 9 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-05-01-XX

• リモートパスの状態が Path Blockade 時の対策に、自動回復に

ついての記載を追記した。

◦ 10.1.2 TrueCopy for Mainframe のリモートパスの状態に

関するトラブルシューティング

18 はじめに
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マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

• シリアル番号入力形式の説明を追記した。

◦ 5.3 リモート接続を追加する

• DP-VOL を TrueCopy for Mainframe ペアとして使用するとき

の注記を追加した。

• 4.6.2 DP-VOL を TrueCopy for Mainframe ペアのボリュ

ームとして使用するときの注意事項

4047-1J-U20-32 2020 年 7 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-04-04-XX

• 画面変更に伴い、GUI リファレンスを変更した。

◦ C.2 ［リモートレプリケーション］画面

◦ C.5 ［ペアプロパティ参照］画面

• VOS3 メインフレームホスト接続での、VSP 5000 シリーズと

VSP の接続構成に関する記載を変更した。

◦ 2.1 システム要件

4047-1J-U20-31 2020 年 4 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-04-01-XX

• VOS3 機能を拡張サポートした。

◦ 2.1 システム要件

◦ 4.6.1 DP-VOL と DP-VOL 以外での TrueCopy for
Mainframe ペア構成可否

◦ 4.6.2 DP-VOL を TrueCopy for Mainframe ペアのボリュ

ームとして使用するときの注意事項

◦ 10.3.1 RAID Manager 操作時のエラーコードと内容

• Business Continuity Manager からコマンドデバイス経由でパ

スを削除する場合の注意事項を追加した。

◦ 2.2.4 Business Continuity Manager からコマンドデバイ

ス経由でパスを削除する場合の注意事項

• システムオプションモード 190 の記載を追記した。

◦ 3.1.4 TrueCopy for Mainframe のシステムオプションモー

ド

◦ 3.3.4 セカンダリボリュームへの I/O

4047-1J-U20-20 2020 年 2 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-03-01-XX

• 参照ユーザガイドの名称を変更した。

◦ 4.7 Performance Monitor

◦ 7.1.7 コピー操作と I/O 統計データのモニタリング

◦ 10.1.1 TrueCopy for Mainframe の一般的なトラブルシュ

ーティング

4047-1J-U20-10 2019 年 11 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-02-01-XX

4047-1J-U20-01 2019 年 9 月 適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-01-51-XX

4047-1J-U20-00 2019 年 7 月 新規

適合 DKCMAIN プログラムバージョン：90-01-41-XX
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1
TrueCopy for Mainframe の概要

TrueCopy for Mainframe を使用すると、遠隔地にボリュームの複製を作成、保持できます。

TrueCopy for Mainframe では正サイトのストレージシステムである VSP 5000 シリーズのデータ

と同期して、副サイトのストレージシステムへデータをコピーします。正サイトのストレージシス

テムから副サイトのストレージシステムへは、ファイバチャネルインタフェースでのリモートコピ

ー接続を経由してデータをコピーします。ホストからの書き込み命令は、正サイトのストレージシ

ステムへ書き込み後、副サイトのストレージシステムへのコピーが終わってから、ホストへ完了応

答が返されます。

TrueCopy for Mainframe は正サイトまたは副サイトのストレージシステムのどちらか一方、また

は両方で、ShadowImage for Mainframe（SI-MF）または Universal Replicator for Mainframe
（UR-MF）と組み合わせることができます。これら複数のコピー系プログラムプロダクトを組み合

わせることで、重要なデータをさまざまな障害から回復できます。

ローカルストレージシステムは、Storage Navigator 動作 PC を接続しているストレージシステム

を指します。また、リモートストレージシステムは、ローカルストレージシステムと接続している

ストレージシステムを指します。このマニュアルでは、特に記載がないかぎり、正サイトにプライ

マリボリュームがあり、副サイトにセカンダリボリュームがある構成を前提に説明しています。

 1.1 TrueCopy for Mainframe の機能

 1.2 TrueCopy for Mainframe の構成要素

 1.3 ストレージシステム

 1.4 TrueCopy for Mainframe のペアボリューム

 1.5 物理パス

 1.6 コンシステンシーグループ

 1.7 インタフェース

 1.8 ホストフェイルオーバソフトウェア

 1.9 エラー報告通信（ERC）

 1.10 リモートコピー
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TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



 1.11 ペア状態
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1.1 TrueCopy for Mainframe の機能

TrueCopy for Mainframe を使用して遠隔地にボリュームの複製を作成、保持するためには、

TrueCopy for Mainframe ペアを作成します。TrueCopy for Mainframe ペアは次の順序で作成し

ます。

操作手順

1. コピーしたい正サイトのストレージシステムのボリュームを選択します。

2. コピー先となる副サイトのストレージシステムで、ボリュームを作成するか、作成済みのボリ
ュームを指定します。

3. 正サイトと副サイトのストレージシステムをファイバチャネルインタフェースでリモートコピ
ー接続します。

4. 正サイトのストレージシステムのボリューム（プライマリボリューム）のすべてのデータを、
副サイトのストレージシステムのボリューム（セカンダリボリューム）にコピーします。

正常な TrueCopy for Mainframe 動作では、プライマリボリュームに書き込まれるすべてのデータ

がセカンダリボリュームにコピーされるため、セカンダリボリュームが完全なバックアップである

ことが保証されます。

TrueCopy for Mainframe ペアを分割すると、プライマリボリュームへの書き込みは続きますが、

セカンダリボリュームへのコピーは行われなくなり、そのペアは同期ではなくなります。

• ペアの分割中も、副サイトのホストからセカンダリボリュームへ、読み取りや書き込みができ

るようになります。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームが同期していないときは、プライマリボリュー

ムとセカンダリボリュームが再同期するまで、差分データがビットマップとして記憶されます。

• ペアを再同期すると、同期していないデータだけが転送されるので、コピー時間を削減できま

す。

VSP 5000 シリーズは、1 回の書き込み操作で、トラック内の連続して更新されたデータ用の制御

パラメータと FBA（CKD ではない）形式のレコードセットを転送します。これによって FBA から

CKD への変換、および CKD から FBA への変換に必要なオーバーヘッドがなくなります。

TrueCopy for Mainframe を使用する場合、TrueCopy for Mainframe ペアに割り当てられていない

ボリュームへのホスト I／O 処理に加えて TrueCopy for Mainframe によるコピーなどのバックグ

ラウンド処理が追加されます。このため、TrueCopy for Mainframe を使用しない場合に比べて、

性能が低下したり稼働率が上昇したりするおそれがあります。

TrueCopy for Mainframe を使用するには、その構成要素に関する理解が必要です。これらは次の

トピックで説明します。

1.2 TrueCopy for Mainframe の構成要素

TrueCopy for Mainframe システムは、通常、次の要素で構成されます。すべてではありませんが

多くがユーザによるセットアップを必要とします。

• ストレージシステム

正サイト、または正サイトに接続された副サイトに必要です。副サイトのストレージシステム

はファイバチャネルインタフェースでリモートコピー接続を経由して正サイトのストレージシ
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ステムに接続します。正サイトまたは副サイトのストレージシステムは、VSP 5000 シリーズ以

外のモデルであることもあります。

• 副サイトのストレージシステムに接続するホスト

災害リカバリ時に使用するため、副サイトのストレージシステムにホストを接続することを推

奨します。副サイトのストレージシステムにホストを接続できない場合は、正サイトのホスト

と副サイトのストレージシステムを通信させます。

• プライマリボリュームおよびセカンダリボリューム

• 正サイトと副サイトのストレージシステム間のデータを転送するための、ファイバチャネルイ

ンタフェースのリモートコピー接続

• ファイバチャネルインタフェース用ポート

Bidirectional ポート

• TrueCopy for Mainframe 構成およびペア動作実行のために使用する Storage Navigator 動作

PC

• Business Continuity Manager、RAID Manager、または PPRC コマンドを使用することでも、

TrueCopy for Mainframe 操作を実行できます。

次に基本的な TrueCopy for Mainframe の構成要素を示します。

図 1  TC-MF の構成要素（ファイバチャネルインタフェース）

1.3 ストレージシステム

TrueCopy for Mainframe の操作には、正サイトと副サイトの両方にストレージシステムが必要で

す。副サイトのストレージシステムは、VSP 5000 シリーズ、VSP G1000, VSP G1500, VSP
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F1500、または VSP である場合があります。このマニュアルでは、正サイトのストレージシステム

が VSP 5000 シリーズの場合について説明します。

正サイトのストレージシステムは、専用のファイバチャネルインタフェースのリモートコピー接続

を経由して、副サイトのストレージシステムと通信します。

正サイトのストレージシステムはプライマリボリュームおよび次の動作を管理します。

• プライマリボリュームへのホスト I/O 操作

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームの間の、形成コピーと更新コピー

• ペア状態と構成情報

副サイトのストレージシステムはセカンダリボリュームおよび次の動作を管理します。

• 正サイトのストレージシステムから発行したセカンダリボリュームへのコピー動作

• ペア状態と構成情報の管理を支援

正サイトと副サイトのストレージシステムには、VSP 5000 シリーズと、VSP 5000 シリーズ以外の

ストレージシステムを組み合わせて使用できます。詳細は、「3.1.3 VSP 5000 シリーズ以外のスト

レージシステムの使用」を参照してください。

1.4 TrueCopy for Mainframe のペアボリューム

TrueCopy for Mainframe は、ユーザが設定したペアのリモートコピー操作を実行します。各

TrueCopy for Mainframe ペアは 1 つのプライマリボリュームと 1 つのセカンダリボリュームから

構成されます。TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームはオリジナルデータが入ったボ

リュームで、TrueCopy for Mainframe のセカンダリボリュームはバックアップまたは複製データ

が入ったミラーボリュームです。

TrueCopy for Mainframe ペアは分割、再同期、およびペアを組んでいない状態に戻せます。

• ペアを作成すると、プライマリボリュームとセカンダリボリュームが同期した状態となります。

• ペアを分割すると、新しいデータはプライマリボリュームに送られますが、セカンダリボリュ

ームには送られません。

• ペアを再同期すると、プライマリボリュームで変更されたデータがセカンダリボリュームにコ

ピーされます。

• 必要であれば、セカンダリボリュームのデータをプライマリボリュームにコピーすることもで

きます。

通常、すべてのホストはいつでも Read と Write の I/O 操作にプライマリボリュームを使用できま

す。また副サイトのストレージシステムは、セカンダリボリュームに対するホストからの Write
I/O を拒否します。セカンダリボリュームの Write オプションを設定すると、ペアが分割している

間はセカンダリボリュームへ書き込みできるようになります。この場合、ペアの再同期にはセカン

ダリボリュームとプライマリボリュームの差分データを使用します。

1.5 物理パス

TrueCopy for Mainframe は、ファイバチャネルインタフェースで接続した正サイトと副サイトの

ストレージシステムの間で動作します。物理パスはリモートコピー接続とも呼ばれますが、正サイ

トのストレージシステムである VSP 5000 シリーズのポートと副サイトのストレージシステムのポ

ートを接続します。ポートにはデータの送受信を可能にする Bidirectional の属性を割り当てます。
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TrueCopy for Mainframe は 1 つの物理パスだけでも使用できますが、2 つ以上のパスを独立して

接続し、冗長化することを推奨します。各 CU ユニットに 大 8 つの物理パスが使用できます。

1.6 コンシステンシーグループ

コンシステンシーグループは、 大 4 組のストレージシステムに割り当てられる複数の TrueCopy
ペアと TrueCopy for Mainframe ペアから構成されるグループです。コンシステンシーグループを

指定すると、コンシステンシーグループ単位でコマンドを発行できるため、同じグループ内ペアの

大 4 台の副サイトのストレージシステムに格納しているセカンダリボリューム間でデータの一

貫性を保持できます。

コンシステンシーグループには、グループ単位、またはボリューム単位に TrueCopy for Mainframe
のコマンドを発行できます。グループ単位でコマンドを発行した場合、グループ内のすべてのペア

でコマンドが実行され、グループ内のペアの状態を一括して変更できます。

コンシステンシーグループの詳細は、「3.5 コンシステンシーグループの計画」を参照ください。

1.7 インタフェース

TrueCopy for Mainframe の操作は、次のインタフェースを使って実行します。

• Storage Navigator は、TrueCopy for Mainframe のセットアップ、操作、およびモニタリング

ができるブラウザベースのインタフェースです。GUI によって操作方法がわかりやすくなって

いるため、特別な操作知識を必要としません。

◦ 正サイトのストレージシステムに、Storage Navigator 動作 PC を接続します。

◦ 副サイトにも Storage Navigator 動作 PC を準備すると、正サイトが利用できない場合に、

副サイトでより効率的に TrueCopy for Mainframe の操作を実行できます。

• ペアの動作およびペア状態のモニタリングは、ホストからストレージシステムへの Business
Continuity Manager コマンドを使って実行できます。

• ペアの操作とリモートパスの操作、ペア状態とリモートパス状態のモニタリングは、UNIX/PC
サーバからストレージシステムへの RAID Manager コマンドを使って実行できます。

• 大半の TrueCopy for Mainframe の操作は、ホストからの PPRC コマンドを使って実行できま

す。すべての VSP 5000 シリーズが IBM PPRC ホストソフトウェア機能をサポートしていま

す。

1.8 ホストフェイルオーバソフトウェア

ホストフェイルオーバソフトウェアは、正サイトと副サイトのホスト間で情報を転送するために使

用します。これは、災害リカバリ処理の重要なコンポーネントです。

• TrueCopy for Mainframe を災害リカバリに使用する場合は、リカバリ処理を確実にするために

ホストフェイルオーバ機能が必要です。

• TrueCopy for Mainframe をデータの移動手段として使用する場合は、ホストフェイルオーバの

利用を推奨しますが、必須ではありません。

TrueCopy for Mainframe は、ホストフェイルオーバ機能を提供しません。プラットフォームに適

用するフェイルオーバソフトウェア（例：Copy Services Manager）をご使用ください。
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1.9 エラー報告通信（ERC）

エラー報告通信（ERC）は、正サイトと副サイトのホストプロセッサ間で情報を転送します。災害

リカバリ処理の重要なコンポーネントです。

1.10 リモートコピー

形成コピーを実行すると、プライマリボリューム内のすべてのデータをセカンダリボリュームにコ

ピーします。その後、正サイトのストレージシステムはホストから書き込み命令を受け付けると更

新コピーを実行します。更新コピーでは、ホストの更新がプライマリボリュームへコピーされると

同時に、それらをセカンダリボリュームへコピーします。

次に形成コピーと更新コピーの動作を説明します。

図 2  TC-MF のリモートコピー

1.10.1 形成コピー

新しい TrueCopy for Mainframe ペアを作成する場合は、プライマリボリュームの全内容をトラッ

ク単位でセカンダリボリュームにコピーします（この中には診断トラックや割り当てられていない

交替トラックは含まれません）。形成コピーは、ホスト I/O プロセスとは別にプライマリボリューム

とセカンダリボリュームを同期させます。形成コピーでは、すでにプライマリボリュームとセカン

ダリボリュームが完全に同一であることが確実な場合は、データを一切コピーしないという選択が

できます。データ転送速度とシステム性能の間の柔軟性を向上させるオプションも指定できます。

• ［コピー速度］では、TrueCopy for Mainframe ペアを作成／再同期する際の TrueCopy for
Mainframe 形成コピーで、同時にコピーされるトラック数（3 トラックまたは 15 トラック）を

指定できます。コピーするトラック数が多いほど、動作は速く完了します。コピーするトラッ

ク数が少ないほど、維持される性能レベルは高くなります。コピー速度の値と、1RIO 単位での

転送サイズとの関係を次の表に示します。

表 1  3390 Business Continuity Manager（BCM）からペア操作した場合

コピー速度 転送サイズ

1 174KB（58KB×3）

3 870KB（58KB×15）
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表 2  3390 Business Continuity Manager（BCM）以外からペア操作した場合

コピー速度 転送サイズ

1-3 174KB（58KB×3）

4 以上 870KB（58KB×15）

表 3  3380　Business Continuity Manager（BCM）からペア操作した場合

コピー速度 転送サイズ

1 144KB（48KB×3）

3 720KB（48KB×15）

表 4  3380　Business Continuity Manager（BCM）以外からペア操作した場合

コピー速度 転送サイズ

1-3 144KB（48KB×3）

4 以上 720KB（48KB×15）

• ［形成コピー優先度］では、TrueCopy for Mainframe ペアの作成や再同期を実行する際の、形

成コピーの実行順序を指定できます。 大形成コピー数を超える数のペアを作成する場合に使

用します。

• ［ 大形成コピー数］では、正サイトのストレージシステムが同時に実行できる形成コピーの

大ペア数を指定できます。

• ［往復応答時間］では、プライマリボリュームからセカンダリボリュームへデータをコピーする

ときの往復応答時間を指定できます。この設定値を基に、更新 I/O に対する更新コピーの応答

時間に影響を与えないように形成コピーの速度を自動調整します。

［コピー速度］は RAID Manager と Storage Navigator で利用できます。その他のオプションは

Storage Navigator で利用できます。

1.10.2 更新コピー

形成コピー完了後にホストがプライマリボリュームへの Write I/O 操作を出すと、データはプライ

マリボリュームに書き込まれ、セカンダリボリュームにコピーされます。両方のボリュームへの書

き込み完了後に、Write I/O に対する完了応答がホストへ返されます。これによってペアの同期を

維持します。

更新コピーは形成コピーより高い優先順位を持ちます。しかし更新がホストによって送られた時点

で形成コピーが進行中の場合は、形成コピーのコピー操作が完了するまで、更新コピーが待機しま

す。例えばコピー速度が 15 トラックなら、更新コピーは 大 15 トラックまで待機できます（1 シ

リンダ）。

1.11 ペア状態

ペア状態は、正サイトのストレージシステム（プライマリボリュームがあるストレージシステム）

が管理します。
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• 正サイトのストレージシステムは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームのペアの状

態を変更できます。

• 副サイトのストレージシステムは、セカンダリボリュームのペアの状態は変更できますが、プ

ライマリボリュームのペアの状態は変更できません。正サイトのストレージシステムは、セカ

ンダリボリュームのペア状態が変わったことを検出して、それに従ってプライマリボリューム

の状態を変更します。

• ペアの状態は主に次のように変化します。

◦ ボリュームが TrueCopy for Mainframe ペアに割り当てられていない場合、そのボリューム

は単一ボリューム（Simplex）です。

◦ 形成コピーがペアを作成し始めると、正サイトのストレージシステムは両方のボリュームの

状態を Pending（コピー中のボリューム）に変更します。形成コピー操作が完了すると、正

サイトのストレージシステムは両方のボリュームの状態を Duplex（ペアボリューム）に変

更します。

◦ 正サイトまたは副サイトのストレージシステムからペアを分割すると、プライマリボリュー

ムとセカンダリボリュームの状態は Suspend に変更されます。

◦ エラーなど何かの理由で、正サイトのストレージシステムがプライマリボリュームとセカン

ダリボリュームの同期を保持できない場合、正サイトのストレージシステムはプライマリボ

リュームとセカンダリボリューム（可能な場合）の状態を Suspend に変更します。

◦ 正サイトのストレージシステムからペアを削除すると、正サイトのストレージシステムは両

方のボリュームを Simplex に変更します。

◦ 副サイトのストレージシステムからペアを削除すると、副サイトのストレージシステムはセ

カンダリボリュームを Simplex に変更し、正サイトのストレージシステムはそのペアが副サ

イトのストレージシステムから削除されたことを検出（パスが正常な場合）して、プライマ

リボリュームの状態を Suspend に変更します。
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2
要件と仕様

この章では、Business Continuity Manager、PPRC、およびその他メインフレーム関連のインタ

フェースおよび機能のための基本的なシステム要件と仕様について説明します。

この章のほか、「3 TrueCopy for Mainframe の計画」でも、TrueCopy for Mainframe のセットア

ップと使用の前に注意が必要な TrueCopy for Mainframe の要素について、多くの仕様、推奨事項、

および要件について説明しています。

 2.1 システム要件

 2.2 Business Continuity Manager（BCM）の仕様

 2.3 PPRC の仕様および制限事項

 2.4 P/DAS サポートおよび制限事項

 2.5 GDPS サポート

 2.6 RMF PPRC リンク統計情報サポート

 2.7 Basic HyperSwap 機能の計画－TPC-R/CSM 連携サポート

 2.8 Extended Address Volume サポート

 2.9 RAID Manager からの TrueCopy for Mainframe 操作サポート

 2.10 zHyperWrite 機能サポート

 2.11 PPRC マルチターゲット機能サポート
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2.1 システム要件

表 5  TrueCopy for Mainframe のシステム要件

項目 要件

VSP 5000 シリーズ • CU 数：255

• CU 番号の範囲：0x00～0xfe
ただし、PPRC マルチターゲット機能を使用する場合は、CU 番号の範

囲は 0x00～0x7f となります。

対応デバイス

エミュレーションタイプ
• 3390-3、3390-9、3390-A、3390-L、3390-M、3390-V

• 3380-3、3380-A

• 6588-3、6588-9、6588-A、6588-L、6588-M

• 6586-A、6586-G、6586-J、6586-K

• 旧機種モデルと接続する場合は、旧機種でエミュレーションタイプの

3390-3R を使用できます。

ただし、PPRC マルチターゲット機能を使用する場合は、次のエミュレ

ーションタイプのみサポートします。

3390-1、3390-2、3390-3、3390-9、3390-L、3390-M、3390-A、

3380-3、3380-A

VSP 5100, 5500 と接続できる

ストレージシステム

次のストレージシステムと接続できます。本製品と新しいモデルとのサポ

ート接続可否については、新しいモデル側のユーザガイドを参照してくださ

い。

• VSP 5100, 5500（90-01-4X-00/00 以降）

• VSP G1000（80-06-70-00/00 以降）

• VSP G1500 および VSP F1500（80-06-70-00/00 以降）

• VSP（70-06-63-00/00 以降）

上記に加えて、DKCMAIN バージョンが 90-08-01-XX/XX 以降の VSP
5100, 5500 は、次のストレージシステムと接続できます。

• VSP 5200, 5600（全バージョン）

VOS3 のメインフレームホストに接続する場合、次のバージョンの VSP
5100, 5500 と VSP による正サイト・副サイトの組み合わせをサポートしま

す。

• VSP 5100, 5500（90-05-0X-XX/XX 以降）

• VSP（70-06-70-XX/XX 以降）

災害リカバリのときには、副サイトのストレージシステムで業務を運用する

ため、正サイトと副サイトの両方で VSP 5000 シリーズを使用することをお

勧めします。

ご不明な点は、「11.7 お問い合わせ先」に示す問い合わせ先にお問い合わせ

ください。

VSP 5200, 5600 と接続できる

ストレージシステム

次のストレージシステムと接続できます。本製品と新しいモデルとのサポ

ート接続可否については、新しいモデル側のユーザガイドを参照してくださ

い。

• VSP 5000 シリーズ（90-08-01-XX/XX 以降）

• VSP G1000, G1500 および VSP F1500（80-06-87-XX/XX 以降）

• VSP（70-06-66-XX/XX 以降）

データ移行の用途で TrueCopy for Mainframe を使用できます。デー

タ移行元として使用可能なボリュームは、VSP（70-06-66 以降）上の単
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項目 要件

一ボリューム（Simplex）または ShadowImage for Mainframe のセカ

ンダリボリューム（ペア状態は Split/SUSPOP）です。データ移行先と

して使用可能なボリュームは、VSP 5200 または VSP 5600（90-09-23-
XX/XX 以降）上の単一ボリューム（Simplex）です。データ移行手順に

ついては「9 TrueCopy for Mainframe を使ったデータの移行」を参照

してください。データ移行用途の場合のみ VSP との接続をサポートし

ます。データ移行用途以外の用途では VSP との接続は未サポートで

す。

災害リカバリのときには、副サイトのストレージシステムで業務を運用する

ため、正サイトと副サイトの両方で VSP 5000 シリーズを使用することをお

勧めします。

ご不明な点は、「11.7 お問い合わせ先」に示す問い合わせ先にお問い合わせ

ください。

RAID レベル TrueCopy for Mainframe は RAID1、RAID5、RAID6 構成をサポートしま

す。

TrueCopy for Mainframe • システムごとにライセンスキーが必要です。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムの両方にインストールしま

す。

• TrueCopy for Mainframe 同期だけ。VSP 5000 シリーズでは、

TrueCopy for Mainframe 非同期をサポートしません。

• TrueCopy と共存できます。

• 利用可能なライセンス容量を超過するペア作成はできません。

• VOS3 接続で使用する場合は、インストール後に、TrueCopy for
Mainframe で使用するボリュームをオンラインにしてください。すで

にオンラインになっている場合は、一度オフラインにしてからオンライ

ンにしてください。

ただし TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームまたはセカンダ

リボリュームに Dynamic Provisioning for Mainframe の仮想ボリュームを

使用している場合は、次のライセンス容量制限が適用されます。

• TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームまたはセカンダリボ

リュームに Dynamic Provisioning for Mainframe の仮想ボリュームを

使うと、仮想ボリュームに割り当てられるページの容量が TrueCopy for
Mainframe のライセンス容量としてカウントされます。

• 実際のライセンス容量が利用可能なライセンス容量を超えると、通常ボ

リューム、Dynamic Provisioning for Mainframe の仮想ボリュームの

どちらを使用するかに関わらず、ペア作成ができなくなります。さら

に、ライセンス容量を超えてから 30 日を過ぎると、通常ボリューム、

Dynamic Provisioning for Mainframe の仮想ボリュームのどちらを使

用するかに関わらず、実行できるペア操作は、ペア分割とペア削除だけ

になります。

必要な他のライセンス Remote Replication Extended
PPRC マルチターゲット機能を使用する場合に必要となります。

対応メインフレームホスト

プラットフォーム
• MVS

• OS/390

• VOS3

• z/Linux Redhat

• z/Linux SuSE

• z/OS

• z/VM
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項目 要件

• z/VSE
サポートバージョンについては、11.7 お問い合わせ先節に示す問い合わせ先

にお問い合わせください。

メインフレーム関連 • IBM PPRC をサポートします。

• オプションのエラー報告通信（ERC）機能は MVS/DFP 3.2.0 以降を必

要とします。

• TrueCopy for Mainframe のセカンダリボリュームを Universal
Replicator for Mainframe のプライマリボリュームに設定する場合、 正
サイトと副サイトに複数のホストがあるときは、すべてのホストの時刻

を合わせるために、SYSPLEX タイマが必要です。

• ICKDSF R16 + PTF 機能には VM/ESA 2.1.0 以降が必要です。

新情報については、11.7 お問い合わせ先節に示す問い合わせ先にお問い合

わせください。

物理パス 正サイトと副サイトのストレージシステムを接続する物理パスが必要です。

iSCSI ポートを使用することはできません。

直接、またはスイッチによる接続があります。3.4 TrueCopy for Mainframe
の物理パスの計画を参照してください。

リモートパス • リモートパスは正サイトと副サイトのストレージシステムの CU に別

々に確立します。

• 正サイトのストレージシステムの 1 つの CU に許可されるリモートパ

スの 大数は 32 です（正サイトのストレージシステムの 1 つの CU に

対して、副サイトのストレージシステムの 4 個の CU×各副サイトのス

トレージシステムの CU に対してリモートパス 8 本ずつ）。

• 正サイトのストレージシステムの CU ごとに、各副サイトのストレージ

システムの CU を追加してください。

副サイトのストレージシステ

ムの 大数

正サイトのストレージシステムの 1 つの CU に対して、副サイトのストレー

ジシステムの CU は 大 4 個設定できます。1 つの正サイトのストレージ

システムには、 大で 1,020 個（255 の CU×4 個）の副サイトのストレー

ジシステムの CU を設定できます。

ペアボリューム • セカンダリボリュームの容量はプライマリボリュームの容量と同じか、

またはそれ以上である必要があります。

ただし、セカンダリボリュームの容量がプライマリボリュームの容量よ

り大きい場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームのスワッ

プ操作はできません。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームの 大容量は次のとお

りです。

◦ Dynamic Provisioning for Mainframe の仮想ボリューム（DP-
VOL）の場合：DP-VOL の 大容量と同じです。詳細は、『メイン

フレームシステム構築ガイド』を参照してください。

◦ DP-VOL 以外の場合：262,668Cyl です。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームは他のプログラムプロ

ダクトボリュームと共用できます。4.1 TrueCopy for Mainframe と共

用可能なボリューム節を参照してください。

詳細については、3.3 TrueCopy for Mainframe のボリュームペアの計画節

を参照してください。

ペア数 大ペア数の算出方法は、3.3.6 TrueCopy for Mainframe の 大ペア数節を

参照してください。

コンシステンシーグループ 大 256 個（0x00～0xFF）
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項目 要件

ディスクトラック

フォーマット

プライマリボリュームとセカンダリボリュームのためのトラックフォーマ

ットは次の要件を満たす必要があります。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームが同じトラックフォー

マットを持つこと。

• キー長が 1、データ長が 8 のゼロレコード（R0）が標準フォーマットで

あること。R0 が標準フォーマットでない場合、正サイトのストレージ

システムは形成コピー動作を停止します。

• R0 の CCHH（論理シリンダアドレスおよび論理ヘッドアドレス）は、

トラックの物理シリンダアドレスと物理ヘッドアドレスと同一にして

ください。

• トラック内の各ユーザレコードの CCHH は同一にしてください。

エラー報告通信（ERC）

ソフトウェア
• 災害リカバリに必要です。

• データの移動手段として使用する場合は、ホストフェイルオーバの利用

を推奨しますが、必須ではありません。

詳細情報は 3.6 エラー報告通信節を参照してください。

TrueCopy for Mainframe イン

タフェース
• Storage Navigator（必須）

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロールが必要です。

正サイトと副サイトのストレージシステムは、別々の LAN を使用して

Storage Navigator 動作 PC を接続します。

• Business Continuity Manager（任意）

コマンドデバイスが必要

2.2 Business Continuity Manager（BCM）の仕様節を参照してくださ

い。

• RAID Manager（任意）

コマンドデバイスが必要

2.9 RAID Manager からの TrueCopy for Mainframe 操作サポート節

を参照してください。

• PPRC（任意）

2.3 PPRC の仕様および制限事項節を参照してください。

2.2 Business Continuity Manager（BCM）の仕様

ホストからストレージシステムに対して、Business Continuity Manager のコマンドを使って

TrueCopy for Mainframe ペアを操作できます。Business Continuity Manager のコマンドでペア

の追加、分割、再同期、および削除ができ、また、ペア状態のモニタリングもできます。正サイト

と副サイトのストレージシステムに対して TrueCopy for Mainframe の関連づけもできます。

注意　

Business Continuity Manager を使用しても PPRC を使用しても、同様の TrueCopy for Mainframe ペアの操

作を実行できます。しかし、Business Continuity Manager と PPRC は独立した機能であるため、ペア操作で

は併用しないでください。

Business Continuity Manager の詳細な情報については、『Business Continuity Manager ユーザ

ーズガイド』を参照してください。また、対応する PPRC 機能については、「表 10  PPRC コマン

ドに対応する Business Continuity Manager コマンド」を参照してください。
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2.2.1 コマンドデバイス

Business Continuity Manager を使用するためには、オープンシステム用コマンドデバイスとは別

のコマンドデバイスが必要です。Business Continuity Manager 用コマンドデバイスは Business
Continuity Manager からだけ構成できます。

Storage Navigator の［ストレージシステム］ツリーで［論理デバイス］を選択すると、コマンド

デバイスを確認できます。

注意　

• Business Continuity Manager 用コマンドデバイスを使用しない場合は、BCM コマンドはホストからスキ

ャンされたデバイスに発行されます。スキャンされたデバイス内ではホスト I/O（Read/Write）処理、コピ

ー処理などの内部処理が動作しているため、内部処理と BCM コマンド処理の競合が発生します。その結

果、ホスト I/O レスポンス遅延、スループット低下などの現象が発生し、さらに MIH（Missing Interrupt
Handler）となる可能性があります。そのため、ホスト側に影響を与えないように Business Continuity
Manager 用のコマンドデバイスを使用してください。

• コマンドデバイスとして使用するボリュームの I/O 監視時間は、MIH（Missing Interrupt Handler）値を

使用します。45（秒）以上の MIH 値をホストから設定してください。

2.2.2 Business Continuity Manager ではサポートしていない TrueCopy
for Mainframe のオプション

次に示す TrueCopy for Mainframe のオプションは、Business Continuity Manager を使って変更

できません。

ペア操作

これらのオプションには次のデフォルト値が使用されます。これらのオプションを変更する場合

は、Storage Navigator を使用してペア操作を実施してください。

表 6  Business Continuity Manager でサポートしていない Storage Navigator のペア操作

Business Continuity
Manager のペア操作

Storage Navigator の
画面

設定項目
Business Continuity Manager
で操作した場合のデフォルト値

ペア形成（YKMAKE） ［TC ペア作成］ ［形成コピー優

先度］

無効※

［CFW データ］［セカンダリボリュームにコピ

ー］

［セカンダリボ

リュームへの

DFW 使用］

［不要］

ペア分割（YKSUSPND） ［ペア分割］ ［SSB 転送(F/
M=FB)］

［無効］

［プライマリボ

リューム書き

込み］

［プライマリボリュームフェンス

レベルによる］

ペア再同期（YKRESYNC） ［ペア再同期］ ［コピー優先

度］

無効※

［ペアオプション編集］ ［CFW データ］［セカンダリボリュームにコピ

ー］
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注※

ペア作成の優先度は、YKMAKE コマンドを実施した順に形成コピーが動作します。ペア再同

期の優先度は、YKRESYNC コマンドを実施した順に形成コピーが動作します。コンシステン

シーグループに対して YKRESYNC コマンドを実施した場合は、グループ内の LDEV 番号の

小さいペアから順に形成コピーが動作します。

パス操作

これらのオプションには次のデフォルト値が使用されます。これらのオプションを変更する場合

は、Storage Navigator を使用してパス操作を実施するか、または Business Continuity Manager
でパス操作を実施後に、Storage Navigator を使用してオプションを変更してください。

表 7  Business Continuity Manager でサポートしていない Storage Navigator のパス操作

Business Continuity
Manager のパス操作

Storage Navigator の画

面
設定項目

Business Continuity
Manager で操作した場

合のデフォルト値

リモート接続追加

（YKBLDPTH）
［リモート接続追加］ ［ 小パス数］ 1

［RIO MIH 時間］ 15

［往復応答時間］ 1 ミリ秒

［FREEZE オプション］ ［無効］

［CU オプション変更］ ［ホストの PPRC 対応］ ［該当］または［非該当］
※

［リモートコピーのサービ

ス SIM］

［報告しない］

注※

Business Continuity Manager からリモート接続追加を実施するときに、次のどれかの条件を

満たしている場合、［非該当］が設定されます。どの条件も満たさない場合は、［該当］が設定

されます。

• リモート DKC 制御機能を用いて、別サイトの装置にリモート接続追加（YKBLDPTH）を

実施した場合

• リモート DKC 制御機能を用いないでリモート接続追加（YKBLDPTH）を実施し、かつ次

のどれかの条件を満たす場合

◦ システムオプションモード 163 が有効

◦ リモート接続追加（YKBLDPTH）で指示された正サイトのストレージシステムの CU
を、TPF として使用する設定

◦ Business Continuity Manager ホストと接続しているポートの、CU エミュレーション

タイプが I-2107 以外

2.2.3 セカンダリボリューム操作時の F/M = FB メッセージ出力抑止オプシ

ョン

Duplex 状態の TrueCopy for Mainframe ペアのセカンダリボリュームに、Business Continuity
Manager から分割または削除操作を実施すると、プライマリボリュームが Suspend 状態となり正

サイトのストレージシステムに接続したホストに F/M = FB のメッセージが出力されます。この

F/M = FB のメッセージは、システムオプションモード 776 を設定することで出力を抑止できます。
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ただし、障害によってペアが Suspend 状態になった場合は、システムオプションモード 776 を設

定していても F/M = FB のメッセージが出力されます。また、［CU オプション変更］画面で［ホス

トの PPRC 対応］を［非該当］に設定している場合は、システムオプションモード 776 の設定に関

わらず F/M = FB のメッセージは出力されません。

表 8  セカンダリボリューム操作時の F/M = FB メッセージの出力有無

プライマリボリュ

ームの

分割要因

設定項目

システムオプションモード 776 = ON システムオプションモード 776 = OFF

［ホストの PPRC
対応］ =［該当］

［ホストの PPRC 対

応］ = ［非該当］

［ホストの PPRC
対応］ = ［該当］

［ホストの PPRC 対

応］ = ［非該当］

BCM からセカンダ

リボリュームへの分

割または削除操作よ

る Suspend

なし なし あり なし

障害による

Suspend
あり なし あり なし

2.2.4 Business Continuity Manager からコマンドデバイス経由でパスを

削除する場合の注意事項

次の構成で Business Continuity Manager からリモートコマンドデバイスに対し、論理パス B の

パス削除を指示すると、エラーコード「C04C」または「C123」により、失敗する可能性がありま

す。このエラーが発生した場合は、論理パス B の状態を確認してください。パスが既に削除されて

いれば問題ありません。

2.3 PPRC の仕様および制限事項

TrueCopy for Mainframe の操作の大半は、ホストから PPRC TSO または ICKDSF PPRCOPY コ

マンドを使って実行できます。VSP 5000 シリーズでは IBM PPRC ホストソフトウェア機能をサ

ポートしています。
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2.3.1 PPRC を使用した TrueCopy for Mainframe の操作

PPRC を使って次の操作を実行できます。

• TrueCopy for Mainframe ペアの、作成、分割、再同期、および削除

• コンシステンシーグループの、分割、再同期、および削除

• 論理パスの確立および削除

• パスとペア状態の閲覧

PPRC コマンド使用時は次の項目が適用されます。

• VSP 5000 シリーズは、必要であれば TSO CESTPATH および CDELPATH コマンドを経由し

て、自動でポートの構成を変更し、正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージ

システムへのリモートパスを、副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシス

テムへのコピーパスに切り替えることができます。

VSP 5000 シリーズは指定した正サイトのストレージシステムがホストに対してオフラインで

あることを確認して、必要であればこれを自動的に TrueCopy for Mainframe のコマンド/デー

タ送信側ポートとして構成します。同様に、必要であれば対応する副サイトのストレージシス

テムが TrueCopy for Mainframe のコマンド/データ受信側ポートとして構成されます。

CDELPATH コマンドが発行されると、TrueCopy for Mainframe のパスは削除されます。

TrueCopy for Mainframe のパスがすでにポートにない場合、ポートは自動的に TrueCopy for
Mainframe のコマンド/データの送信側ポートから受信側ポートに変更されます。

• ファイバチャネルインタフェースに対して、CESTPATH コマンド、CDELPATH コマンドと、

LUN Manager の「SCSI パス定義」機能を同時に使用しないでください。また、CESTPATH
コマンドおよび CDELPATH コマンドを使用する前に、対象となるファイバチャネルポートを、

Bidirectional ポートに設定してください。

CESTPATH コマンドを発行する前に該当のパスがオフラインかどうかを確認してください。アク

ティブなパスがあると、ポート属性を変更できないためパスを追加できません。

2.3.2 PPRC ではサポートしていない TrueCopy for Mainframe のオプショ

ン

次に示す TrueCopy for Mainframe のオプションは PPRC を使って変更できません。これらのオ

プションを変更する場合は Storage Navigator を使用してください。

表 9  PPRC でサポートしていない Storage Navigator の操作

PPRC の操作 Storage Navigator の画面 設定項目
PPRC で操作した場合

のデフォルト値

リモート接続追加

（CESTPATH）
［リモート接続追加］ ［ 小パス数］ 1

［RIO MIH 時間］ 15 秒

［往復応答時間］ 1 ミリ秒

［FREEZE オプショ

ン］

CESTPATH コマンドの

CGROUP オプションが

適用されます。

［CU オプション変更］ ［ホストの PPRC 対

応］

［該当］
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PPRC の操作 Storage Navigator の画面 設定項目
PPRC で操作した場合

のデフォルト値

［リモートコピーのサ

ービス SIM］

［報告しない］

ペア形成（CESTPAIR）［TC ペア作成］ ［形成コピー優先度］ 0

［CFW データ］ ［セカンダリボリューム

にコピー］※1

［セカンダリボリュー

ムへの DFW 使用］

［不要］※2

注※1
TrueCopy for Mainframe ペアを作成する場合、［CFW データ］オプションに［プライマリボ

リュームのみ］を設定したときは、プライマリボリューム内に CFW で更新したデータセット

はセカンダリボリュームで使用できません。セカンダリボリュームでも CFW で更新したデ

ータセットを使用する場合は、TrueCopy for Mainframe ペアを削除してから、データセット

をフォーマットしてください。

機能スイッチを使用すれば、PPRC コマンドで［CFW データ］オプションに ［プライマリボ

リュームのみ］を指定できます。機能スイッチを使用して［CFW データ］オプションに［プ

ライマリボリュームのみ］を指定する場合、システムオプションモード 1091 が「OFF」の状

態であることを事前に確認してください。システムオプションモード 1091 が「ON」の状態で

［プライマリボリュームのみ］を指定すると、セカンダリボリュームへの I/O で異常終了する

おそれがあります。システムオプション 1091 については、「3.1.4 TrueCopy for Mainframe
のシステムオプションモード」を参照してください。 また、「11.7 お問い合わせ先」に示す問

い合わせ先に連絡してください。

注※2
この設定はプライマリボリュームの I/O 機能に影響しません。副サイトのストレージシステ

ムの障害によってキャッシュの片方が遮断された場合も、コピー動作はそのまま DFW を使用

します。［不要］と［必要］の違いは、副サイトのストレージシステムのキャッシュの片方が

遮断されたときに、必要なオプションを使用して新しいペアを作成できないという点です。

2.3.3 PPRC コマンドと Business Continuity Manager コマンドの比較

Business Continuity Manager と PPRC はそれぞれ別の機能です。同じペアの操作に Business
Continuity Manager コマンドと PPRC コマンドを使用しないでください。

表 10  PPRC コマンドに対応する Business Continuity Manager コマンド

PPRC コマンド パラメータ
Business Continuity

Manager コマンド
サポート形態

CESTPATH DEVN YKBLDPTH config

PRIM config

SEC config

LINK config

CGROUP 未サポート

RESETHP 未サポート

CESTPAIR DEVN YKMAKE/ YKRESYNC config

PRIM config
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PPRC コマンド パラメータ
Business Continuity

Manager コマンド
サポート形態

SEC config

MODE コマンド（RESYNC）

パラメータ（NOCOPY）

PACE config（CopyPace）

CRIT config（ErrorLevel）

MSGREQ 未サポート

ONLINSEC 未サポート

CSUSPEND DEVN YKSUSPND※ config

PRIM config

SEC config

PRIMARY 未サポート

QUIESCE 未サポート

CDELPAIR DEVN YKDELETE config

PRIM

SEC

CRECOVER DEVN YKRECOVER config

PRIM

SEC

ID

CQUERY DEVN YKQUERY config

FORMAT/
UNFORMAT

未サポート

VOLUME/PATHS 未サポート

CGROUP DEVN YKFREEZE/YKRUN config

PRIM config

SEC config

FREEZE/RUN コマンド

CDELPATH DEVN YKDELPTH config

PRIM config

SEC config

注※

プライマリボリュームへのペア分割指示だけをサポート。

2.3.4 CESTPATH/YKBLDPTH に対する SAID 値

LINK パラメータ（ポート）と SAID（システムアダプタ ID）の対応を次の表に示します。

同じ LINK パラメータ（ポート）であっても、CESTPATH/YKBLDPTH で使用するリンクパラメ

ータに対する SAID 値と、RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータに対する SAID 値では、

SAID 値が異なりますので注意してください。SAID 値については、次の表を参照してください。
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• CESTPATH/YKBLDPTH で使用するリンクパラメータに対する SAID 値

◦ 表 11  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#0)

◦ 表 12  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#1)

◦ 表 13  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#2)

◦ 表 14  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#3)

◦ 表 15  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#4)

◦ 表 16  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#5)

• RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータに対する SAID 値

◦ 表 17  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#0)

◦ 表 18  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#1)

◦ 表 19  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#2)

◦ 表 20  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#3)

◦ 表 21  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#4)

◦ 表 22  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#5)

表 11  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#0)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-01A CL1-A X'0000' CHB-02A CL1-B X'0001'

CL3-A X'0020' CL3-B X'0021'

CL5-A X'0040' CL5-B X'0041'

CL7-A X'0060' CL7-B X'0061'

CHB-01B CL1-C X'0002' CHB-02B CL1-D X'0003'

CL3-C X'0022' CL3-D X'0023'

CL5-C X'0042' CL5-D X'0043'

CL7-C X'0062' CL7-D X'0063'

CHB-01E CL1-E X'0004' CHB-02E CL1-F X'0005'

CL3-E X'0024' CL3-F X'0025'

CL5-E X'0044' CL5-F X'0045'

CL7-E X'0064' CL7-F X'0065'

CHB-01F CL1-G X'0006' CHB-02F CL1-H X'0007'
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パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CL3-G X'0026' CL3-H X'0027'

CL5-G X'0046' CL5-H X'0047'

CL7-G X'0066' CL7-H X'0067'

表 12  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#1)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-11A CL2-A X'0010' CHB-12A CL2-B X'0011'

CL4-A X'0030' CL4-B X'0031'

CL6-A X'0050' CL6-B X'0051'

CL8-A X'0070' CL8-B X'0071'

CHB-11B CL2-C X'0012' CHB-12B CL2-D X'0013'

CL4-C X'0032' CL4-D X'0033'

CL6-C X'0052' CL6-D X'0053'

CL8-C X'0072' CL8-D X'0073'

CHB-11E CL2-E X'0014' CHB-12E CL2-F X'0015'

CL4-E X'0034' CL4-F X'0035'

CL6-E X'0054' CL6-F X'0055'

CL8-E X'0074' CL8-F X'0075'

CHB-11F CL2-G X'0016' CHB-12F CL2-H X'0017'

CL4-G X'0036' CL4-H X'0037'

CL6-G X'0056' CL6-H X'0057'

CL8-G X'0076' CL8-H X'0077'

表 13  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#2)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-21A CL1-J X'0008' CHB-22A CL1-K X'0009'

CL3-J X'0028' CL3-K X'0029'

CL5-J X'0048' CL5-K X'0049'

CL7-J X'0068' CL7-K X'0069'

CHB-21B CL1-L X'000A' CHB-22B CL1-M X'000B'

CL3-L X'002A' CL3-M X'002B'

CL5-L X'004A' CL5-M X'004B'

CL7-L X'006A' CL7-M X'006B'

CHB-21E CL1-N X'000C' CHB-22E CL1-P X'000D'

CL3-N X'002C' CL3-P X'002D'

CL5-N X'004C' CL5-P X'004D'

CL7-N X'006C' CL7-P X'006D'
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パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-21F CL1-Q X'000E' CHB-22F CL1-R X'000F'

CL3-Q X'002E' CL3-R X'002F'

CL5-Q X'004E' CL5-R X'004F'

CL7-Q X'006E' CL7-R X'006F'

表 14  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#3)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-31A CL2-J X'0018' CHB-32A CL2-K X'0019'

CL4-J X'0038' CL4-K X'0039'

CL6-J X'0058' CL6-K X'0059'

CL8-J X'0078' CL8-K X'0079'

CHB-31B CL2-L X'001A' CHB-32B CL2-M X'001B'

CL4-L X'003A' CL4-M X'003B'

CL6-L X'005A' CL6-M X'005B'

CL8-L X'007A' CL8-M X'007B'

CHB-31E CL2-N X'001C' CHB-32E CL2-P X'001D'

CL4-N X'003C' CL4-P X'003D'

CL6-N X'005C' CL6-P X'005D'

CL8-N X'007C' CL8-P X'007D'

CHB-31F CL2-Q X'001E' CHB-32F CL2-R X'001F'

CL4-Q X'003E' CL4-R X'003F'

CL6-Q X'005E' CL6-R X'005F'

CL8-Q X'007E' CL8-R X'007F'

表 15  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#4)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-41A CL9-A X'0080' CHB-42A CL9-B X'0081'

CLB-A X'00A0' CLB-B X'00A1'

CLD-A X'00C0' CLD-B X'00C1'

CLF-A X'00E0' CLF-B X'00E1'

CHB-41B CL9-C X'0082' CHB-42B CL9-D X'0083'

CLB-C X'00A2' CLB-D X'00A3'

CLD-C X'00C2' CLD-D X'00C3'

CLF-C X'00E2' CLF-D X'00E3'

CHB-41E CL9-E X'0084' CHB-42E CL9-F X'0085'

CLB-E X'00A4' CLB-F X'00A5'

CLD-E X'00C4' CLD-F X'00C5'
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パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CLF-E X'00E4' CLF-F X'00E5'

CHB-41F CL9-G X'0086' CHB-42F CL9-H X'0087'

CLB-G X'00A6' CLB-H X'00A7'

CLD-G X'00C6' CLD-H X'00C7'

CLF-G X'00E6' CLF-H X'00E7'

表 16  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#5)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-51A CLA-A X'0090' CHB-52A CLA-B X'0091'

CLC-A X'00B0' CLC-B X'00B1'

CLE-A X'00D0' CLE-B X'00D1'

CLG-A X'00F0' CLG-B X'00F1'

CHB-51B CLA-C X'0092' CHB-52B CLA-D X'0093'

CLC-C X'00B2' CLC-D X'00B3'

CLE-C X'00D2' CLE-D X'00D3'

CLG-C X'00F2' CLG-D X'00F3'

CHB-51E CLA-E X'0094' CHB-52E CLA-F X'0095'

CLC-E X'00B4' CLC-F X'00B5'

CLE-E X'00D4' CLE-F X'00D5'

CLG-E X'00F4' CLG-F X'00F5'

CHB-51F CLA-G X'0096' CHB-52F CLA-H X'0097'

CLC-G X'00B6' CLC-H X'00B7'

CLE-G X'00D6' CLE-H X'00D7'

CLG-G X'00F6' CLG-H X'00F7'

2.4 P/DAS サポートおよび制限事項

TrueCopy for Mainframe は IBM P/DAS ホストソフトウェア機能をサポートします。P/DAS によ

って、すべてのアプリケーション I/O を TrueCopy for Mainframe ペアのプライマリボリュームか

らセカンダリボリュームへリダイレクトすると、データアクセスに割り込むことなくデータを再配

置または移行できます。P/DAS 操作の要件および手順についての詳細は、IBM 出版物を参照して

ください。

P/DAS を使用には、次の制限事項があります。

• チャネルエクステンダを介した P/DAS はサポートしていません。

• P/DAS は CFW 操作をサポートしません。TrueCopy for Mainframe ボリュームで P/DAS 操

作を実行するには、事前に CFW アプリケーションを停止してください。

• VSP 5000 シリーズでは、P/DAS SWAP をサポートしています。
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P/DAS サポートの 新情報については、「11.7 お問い合わせ先」に示す問い合わせ先にお問い合わ

せください。

2.5 GDPS サポート

IBM の GDPS ファシリティ用のリモートコピーをサポートします。GDPS は、 大 40km 離れた

複数のサイト間に分散したストレージシステムでの、データのミラーリング、および作業負荷のバ

ランスをとるための IBM が提供する機能です。このサポートによって、IBM Parallel Sysplex を

稼働しているユーザは、ストレージシステムの、リモートコピーオプションを活用でき、データの

可用性を確保できます。

GDPS の操作は、ホスト対応のスクリプトと PPRC コマンドを使用して、PPRC 管理ボリュームの

グループを自動制御できる特徴があります。VSP 5000 シリーズのマイクロコードバージョンおよ

びプログラムプロダクトのバージョンに応じて、正サイトと副サイトのストレージシステムに関す

る追加のインストール要件があります。詳細は、お問い合わせください。

VSP 5000 シリーズは CESTPATH LINK パラメータによる FREEZE オプションの制御はサポー

トしません。FREEZE オプションは CESTPATH の CGROUP オプションを使って制御します。

各自の GDPS 構成ファイルまたは構成データベースの CESTPATH LINK オプションを、必要に応

じて変更してください。

GDPS の詳細は、IBM 出版物を参照してください。

2.6 RMF PPRC リンク統計情報サポート

IBM のリソース測定機能（RMF）を使用する場合に、エンタープライズ・ストレージ・サーバー

（ESS）を指定すると、PPRC の Fibre リンクパスの統計情報を取得できます。

RMF を使用して統計情報を取得する場合、データを取得する間隔ごとのデータサイズの合計が 100
キロバイト以下のときは、データサイズはゼロと報告されることがあります。

RMF を使用して PPRC の Fibre リンクパスの統計情報を取得した場合に表示される、LINK パラ

メータ（ポート）に対するシステムアダプタ ID（SAID）値を、次の表に示します。

RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータに対する SAID 値と CESTPATH TSO コマンド

の LINK パラメータに対する SAID 値とは異なります。

CESTPATH TSO コマンドの LINK パラメータに対する SAID 値については、次の表を参照してく

ださい。

• 表 11  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#0)

• 表 12  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#1)

• 表 13  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#2)

• 表 14  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#3)

• 表 15  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#4)
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• 表 16  CESTPATH/YKBLDPTH 操作での LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値
(CBX#5)

表 17  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#0)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-01A CL1-A X'0000' CHB-02A CL1-B X'0010'

CL3-A X'0001' CL3-B X'0011'

CL5-A X'0002' CL5-B X'0012'

CL7-A X'0003' CL7-B X'0013'

CHB-01B CL1-C X'0004' CHB-02B CL1-D X'0014'

CL3-C X'0005' CL3-D X'0015'

CL5-C X'0006' CL5-D X'0016'

CL7-C X'0007' CL7-D X'0017'

CHB-01E CL1-E X'0008' CHB-02E CL1-F X'0018'

CL3-E X'0009' CL3-F X'0019'

CL5-E X'000a' CL5-F X'001a'

CL7-E X'000b' CL7-F X'001b'

CHB-01F CL1-G X'000c' CHB-02F CL1-H X'001c'

CL3-G X'000d' CL3-H X'001d'

CL5-G X'000e' CL5-H X'001e'

CL7-G X'000f' CL7-H X'001f'

表 18  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#1)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-11A CL2-A X'0020' CHB-12A CL2-B X'0030'

CL4-A X'0021' CL4-B X'0031'

CL6-A X'0022' CL6-B X'0032'

CL8-A X'0023' CL8-B X'0033'

CHB-11B CL2-C X'0024' CHB-12B CL2-D X'0034'

CL4-C X'0025' CL4-D X'0035'

CL6-C X'0026' CL6-D X'0036'

CL8-C X'0027' CL8-D X'0037'

CHB-11E CL2-E X'0028' CHB-12E CL2-F X'0038'

CL4-E X'0029' CL4-F X'0039'

CL6-E X'002a' CL6-F X'003a'

CL8-E X'002b' CL8-F X'003b'

CHB-11F CL2-G X'002c' CHB-12F CL2-H X'003c'

CL4-G X'002d' CL4-H X'003d'

CL6-G X'002e' CL6-H X'003e'

要件と仕様 47
TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CL8-G X'002f' CL8-H X'003f'

表 19  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#2)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-21A CL1-J X'0040' CHB-22A CL1-K X'0050'

CL3-J X'0041' CL3-K X'0051'

CL5-J X'0042' CL5-K X'0052'

CL7-J X'0043' CL7-K X'0053'

CHB-21B CL1-L X'0044' CHB-22B CL1-M X'0054'

CL3-L X'0045' CL3-M X'0055'

CL5-L X'0046' CL5-M X'0056'

CL7-L X'0047' CL7-M X'0057'

CHB-21E CL1-N X'0048' CHB-22E CL1-P X'0058'

CL3-N X'0049' CL3-P X'0059'

CL5-N X'004a' CL5-P X'005a'

CL7-N X'004b' CL7-P X'005b'

CHB-21F CL1-Q X'004c' CHB-22F CL1-R X'005c'

CL3-Q X'004d' CL3-R X'005d'

CL5-Q X'004e' CL5-R X'005e'

CL7-Q X'004f' CL7-R X'005f'

表 20  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#3)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-31A CL2-J X'0060' CHB-32A CL2-K X'0070'

CL4-J X'0061' CL4-K X'0071'

CL6-J X'0062' CL6-K X'0072'

CL8-J X'0063' CL8-K X'0073'

CHB-31B CL2-L X'0064' CHB-32B CL2-M X'0074'

CL4-L X'0065' CL4-M X'0075'

CL6-L X'0066' CL6-M X'0076'

CL8-L X'0067' CL8-M X'0077'

CHB-31E CL2-N X'0068' CHB-32E CL2-P X'0078'

CL4-N X'0069' CL4-P X'0079'

CL6-N X'006a' CL6-P X'007a'

CL8-N X'006b' CL8-P X'007b'

CHB-31F CL2-Q X'006c' CHB-32F CL2-R X'007c'

CL4-Q X'006d' CL4-R X'007d'
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パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CL6-Q X'006e' CL6-R X'007e'

CL8-Q X'006f' CL8-R X'007f'

表 21  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#4)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-41A CL9-A X'0080' CHB-42A CL9-B X'0090'

CLB-A X'0081' CLB-B X'0091'

CLD-A X'00820' CLD-B X'0092'

CLF-A X'00833' CLF-B X'0093'

CHB-41B CL9-C X'0084' CHB-42B CL9-D X'0094'

CLB-C X'0085' CLB-D X'0095'

CLD-C X'0086' CLD-D X'0096'

CLF-C X'0087' CLF-D X'0097'

CHB-41E CL9-E X'0088' CHB-42E CL9-F X'0098'

CLB-E X'0089' CLB-F X'0099'

CLD-E X'008a' CLD-F X'009a'

CLF-E X'008b' CLF-F X'009b'

CHB-41F CL9-G X'008c' CHB-42F CL9-H X'009c'

CLB-G X'008d' CLB-H X'009d'

CLD-G X'008e' CLD-H X'009e'

CLF-G X'008f' CLF-H X'009f'

表 22  RMF PPRC リンク統計情報の LINK パラメータ（ポート）に対する SAID 値 (CBX#5)

パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CHB-51A CLA-A X'00a0' CHB-52A CLA-B X'00b0'

CLC-A X'00a1' CLC-B X'00b1'

CLE-A X'00a2' CLE-B X'00b2'

CLG-A X'00a3' CLG-B X'00b3'

CHB-51B CLA-C X'00a4' CHB-52B CLA-D X'00b4'

CLC-C X'00a5' CLC-D X'00b5'

CLE-C X'00a6' CLE-D X'00b6'

CLG-C X'00a7' CLG-D X'00b7'

CHB-51E CLA-E X'00a8' CHB-52E CLA-F X'00b8'

CLC-E X'00a9' CLC-F X'00b9'

CLE-E X'00aa' CLE-F X'00ba'

CLG-E X'00ab' CLG-F X'00bb'

CHB-51F CLA-G X'00ac' CHB-52F CLA-H X'00bc'
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パッケージロ

ケーション
ポート SAID パッケージロ

ケーション
ポート SAID

CLC-G X'00ad' CLC-H X'00bd'

CLE-G X'00ae' CLE-H X'00be'

CLG-G X'00af' CLG-H X'00bf'

2.7 Basic HyperSwap 機能の計画－TPC-R/CSM 連携サポート

Basic HyperSwap 機能は、IBM の災害リカバリ用ソフトウェアである TPC-R/CSM で実行されま

す。次の図は、TPC-R/CSM を使用した TrueCopy for Mainframe の動作を示します。

図 3  TPC-R/CSM を使用した、TC-MF 同期ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリューム

の交換

Basic HyperSwap 機能を使用する場合は、次の環境で使用してください。

• システムオプションモード 484 および 769 を「オン」にする。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムの双方向にパスを作成してから、TrueCopy for
Mainframe 同期ペアを作成する。

Basic HyperSwap 機能を使用するときのペア数は、処理能力の観点から、TrueCopy for Mainframe
ボリュームにアクセスするパスが接続しているチャネルボード（CHB）1 つにつき、1,000 ペアま

でとすることを推奨します。

TPC-R/CSM から Basic HyperSwap 機能の操作を実施する場合、ホストのリソースを十分確保し

て実施してください。ホストのリソース不足のため、TrueCopy for Mainframe ペアの再同期が失

敗することがあります。なお、TrueCopy for Mainframe ペアの再同期が失敗した場合、ホストの

リソース不足を回復したあと、TPC-R/CSM から再同期が失敗した分割状態のプライマリボリュー

ムとセカンダリボリュームの TrueCopy for Mainframe ペアを削除後、そのペア作成操作を実施し

てください。

Basic HyperSwap 機能の操作を実施した場合、FREEZE コマンドの処理時間が 20 秒以内に終了し

ないと、操作が失敗することがあります。FREEZE コマンドの処理時間が 20 秒以内に終了する条

件を次に示しますので、次の条件内での運用を推奨します。

• ホストパス数× LPAR 数× CGROUP 数（CU 数）≦ 160

• ペア数 ≦ 4,096 ペア
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Basic HyperSwap 機能を使用してプライマリボリュームとセカンダリボリュームを交換する場合、

あらかじめ作成したパスを使用して TrueCopy for Mainframe 同期ペアを再同期します。したがっ

て、パスを作成していない場合は、Basic HyperSwap 機能を使用した交換ができません。

TPC-R/CSM から Basic HyperSwap 機能の操作を実施した場合、ホスト I/O、およびホスト操作の

MIH タイマが 1 秒となります。これによって、ホスト I/O、およびホスト操作に対して、MIH が

報告されることがあります。

正サイトと副サイトのストレージシステムは、同じ機種とマイクロコードバージョンで構成するこ

とを推奨します。正サイトと副サイトのストレージシステムで、機種とマイクロコードバージョン

が異なると、サポートされている機能が、正サイトと副サイトのストレージシステム間で異なる環

境になります。Basic HyperSwap によってプライマリボリュームとセカンダリボリュームを交換

したあとに、サポートされていない機能のコマンドが発行されると、異常終了することがあります。

2.8 Extended Address Volume サポート

Extended Address Volume（EAV）を TrueCopy for Mainframe ペアとして割り当てることができ

ます。また、EAV と EAV 以外の構成で TrueCopy for Mainframe ペアを作成できます。次の表に

詳細を示します。

表 23  EAV と EAV 以外での TC-MF ペア構成可否

プライマリボリューム

（デバイスエミュレーションタイプ）

セカンダリボリューム

（デバイスエミュレーションタイプ）

EAV（3390-A） EAV 以外（3390-X※）

EAV（3390-A） 可 否

EAV 以外（3390-X※） 可 可

注※

3390-X は 3390-A 以外の 3390 系のデバイスエミュレーションタイプを示します。TrueCopy
for Mainframe がサポートしている 3390 系のデバイスエミュレーションタイプは表 5 
TrueCopy for Mainframe のシステム要件を参照してください。

既存のデータを EAV（3390-A）に移行するために、プライマリボリュームが EAV 以外（3390-X）、

セカンダリボリュームが EAV（3390-A）の構成がサポートされます。ただし、逆の構成（プライ

マリボリュームが EAV（3390-A）、セカンダリボリュームが EAV 以外（3390-X））へのスワップ操

作はできません。

3390 系以外のデバイスエミュレーションタイプと 3390 系エミュレーションとの組み合わせはサ

ポートしていません。

2.9 RAID Manager からの TrueCopy for Mainframe 操作サポー

ト

UNIX/PC サーバと VSP 5000 シリーズを接続すると、UNIX/PC サーバの RAID Manager から

TrueCopy for Mainframe と TrueCopy のペア操作（ペアの作成、分割、再同期、削除）とパス操

作（パスの追加、削除）を実行できます。
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In-Band（Fibre-Channel）方式で RAID Manager の操作を実施する場合、操作の前に UNIX/PC
サーバと接続した VSP 5000 シリーズの Target ポートに LUN を定義して、コマンドデバイスを設

定してください。LUN 定義ができるのは UNIX/PC サーバと接続したオープン系の論理ボリュー

ムだけです。コマンドデバイス設定の詳細は、『RAID Manager ユーザガイド』を参照してくださ

い。

2.9.1 RAID Manager からの TrueCopy for Mainframe 操作仕様

RAID Manager と Storage Navigator から操作できる TrueCopy for Mainframe 操作とオプショ

ン設定の比較を次の表に示します。Storage Navigator でサポートしている操作、オプション設定

の一部は、RAID Manager ではサポートしていません。

分類 操作種別 オプション Storage Navigator RAID Manager

ペア操作 ［TC ペア作成］ オプションなし 操作可能 操作可能

［形成コピータイプ］ 設定可能 設定可能

［コピー速度］※1 設定可能※1 設定可能※1

［形成コピー優先度］ 設定可能 設定不可（「32」に固定）

［差分管理］ 設定不可 設定不可（「自動」に固定）

［CFW データ］ 設定不可 設定不可（「セカンダリボリューム」

に固定）※2

［セカンダリボリュームへ

の DFW 使用］

設定可能 設定不可（「DFW 不要」に固定）

［ホスト I/O タイムスタン

プ転送］

設定可能 設定不可（「無効」に固定）※3

［ペア分割］ オプションなし 操作可能 操作可能

［SSB 転送(F/M=FB)］ 設定可能 設定不可（「非通知」に固定）

［プライマリボリューム書

き込み］

設定可能 設定不可（「セカンダリボリューム」

に固定）

［ペア再同期］ オプションなし 操作可能 操作可能

［プライマリボリュームフ

ェンスレベル］

設定可能 設定可能

［コピー速度］※1 設定可能※1 設定可能※1

［コピー優先度］ 設定可能 設定不可（「32」に固定）

［CFW データ］ 設定不可 設定不可（「セカンダリボリューム」

に固定）※2

［ホスト I/O タイムスタン

プ転送］

設定可能 設定不可（現状の設定を引き継ぐ）
※3、4

［ペア削除］ オプションなし 操作可能 操作可能

［削除モード］ 設定可能 設定不可（「通常」に固定）

［ペアオプション編集］ オプションなし 操作可能 操作不可

パス操作 ［リモート接続追加］ オプションなし 操作可能 操作可能

［ 小パス数］ 設定可能 設定不可（「1」に固定）

［RIO MIH 時間］ 設定可能 設定不可（「15 秒」に固定）

［FREEZE オプション］ 設定可能 設定不可（「無効」に固定）

［往復応答時間］ 設定可能 設定不可（「1 ミリ秒」に固定）
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分類 操作種別 オプション Storage Navigator RAID Manager

［リモート接続削除］ オプションなし 操作可能 操作可能

［リモートパス追加/削除］ オプションなし 操作可能 操作可能

［SSID 追加/削除］ オプションなし 操作可能 操作可能

［ストレージシステムオプ

ション変更］

オプションなし 操作可能 操作可能

［ 小パス数］ 設定可能 設定可能

［RIO MIH 時間］ 設定可能 設定可能

［FREEZE オプション］ 設定可能 設定可能

［往復応答時間］ 設定可能 設定可能

その他の

操作

［リモートレプリカオプシ

ョン編集］

オプションなし 操作可能 操作不可

［CU オプション変更］ オプションなし 操作可能 操作不可

［性能モニタ］ オプションなし 操作可能 操作不可

［操作履歴参照］ オプションなし 操作可能 操作不可

注※1
Storage Navigator から操作する場合は、コピー速度は 3 トラックまたは 15 トラックを選択

できます。RAID Manager から操作する場合は、トラックサイズのパラメータ（1-15）でコピ

ー速度を指定でき、3 以下を指定するとコピー速度は 3 トラック、4 以上を指定するとコピー

速度は 15 トラックで動作します。

注※2
機能スイッチ#12 を有効にすると、［CFW データ］に［プライマリボリュームのみ］が指定で

きます。［CFW データ］に［プライマリボリュームのみ］を設定した場合は、プライマリボリ

ューム内に CFW で更新したデータセットはセカンダリボリュームで使用できません。セカ

ンダリボリュームでも CFW で更新したデータセットを使用する場合は、TrueCopy for
Mainframe ペアを削除後にデータセットをフォーマットしてください。なお、この機能を使

用する場合は、11.7 お問い合わせ先節に示す問い合わせ先にお問い合わせください。

注※3
機能スイッチ#36 を有効にすると、［ホスト I/O タイムスタンプ転送］に［有効］が指定可能

になります。TrueCopy for Mainframe ペアを下記に示す機能と連携させる場合は、［ホスト

I/O タイムスタンプ転送］を［有効］に設定してください。

• TrueCopy for Mainframe と Universal Replicator for Mainframe の 3DC カスケード構

成で、Universal Replicator for Mainframe のセカンダリボリュームへ ShadowImage for
Mainframe を連携させて ATTIME サスペンド機能を使用する場合

• TrueCopy for Mainframe と Universal Replicator for Mainframe の 3DC カスケード構

成で、Universal Replicator for Mainframe のリストアジャーナルを拡張コンシステンシ

ーグループとして使用する場合

ATTIME サスペンド機能および拡張コンシステンシーグループの詳細については、

『Universal Replicator for Mainframe ユーザガイド』を参照してください。なお、この機能を

使用する場合は、11.7 お問い合わせ先節に示す問い合わせ先にお問い合わせください。

注※4
RAID Manager からのペア再同期時には、［ホスト I/O タイムスタンプ転送］を［有効］から

［無効］へ変更することはできません。また、ペア削除をしないで［ホスト I/O タイムスタン
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プ転送］を［有効］から［無効］へ変更する場合は、Storage Navigator から［ホスト I/O タ
イムスタンプ転送］を［無効］に設定して、ペア再同期を実施してください。

2.10 zHyperWrite 機能サポート

zHyperWrite 機能は、IBM 社の DS シリーズ ディスクアレイ装置でサポートしている

zHyperWrite の互換機能です。上位アプリケーションである DB2 のログを書き込むときに行われ

る二重化処理で、TrueCopy for Mainframe の更新コピーを使用して二重化処理するのではなく、

ホストから TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームに対し

て書き込みます。zHyperWrite 機能には、PTF が必要です。z/OS V2R1 以降の OS を使用してく

ださい。zHyperWrite 機能の詳細については、IBM のマニュアルを参照してください。

なお、zHyperWrite 機能を有効にするためには、TrueCopy for Mainframe の MCU と RCU のシ

ステムオプションモード 1091 を「ON」にする必要があります。システムオプションモード 1091
を「ON」にすると、正サイトおよび副サイトのストレージシステムが zHyperWrite 機能をサポー

トしていることをホストが認識し、zHyperWrite 機能が有効になります。システムオプションモー

ドの設定は、保守員が実施します。システムオプションモード 1091 を「ON」にする場合は、保守

員に連絡してください。

正サイトおよび副サイトのストレージシステムが zHyperWrite 機能サポートしていることをホス

トが認識できず、zHyperWrite 機能が有効にならないことがあります。システムオプションモード

1091 を「ON」にしたあとは、RMF で DB2 ログデータセットが格納されている TrueCopy for
Mainframe ペアのセカンダリボリュームに、I/O が発行されているかどうかを確認して、

zHyperWrite 機能が有効になっているかどうかを確認してください。

システムオプションモード 1091 を「ON」にしても zHyperWrite 機能が有効になっていない場合

は、次の手順に従って zHyperWrite 機能を有効にします。なお、zHyperWrite 機能を無効にする

場合は、正サイトからシステムオプションモード 1091 を「OFF」にします。システムオプション

モード 1091 を「OFF」にしても zHyperWrite 機能が無効にならない場合も、次の手順に従って

zHyperWrite 機能を無効にします。

メモ　

zHyperWrite 機能を有効にする手順と無効にする手順は同じです。

操作手順

1. 同じ CU 内のボリュームに対して、z/OS の validateコマンドを実行します。コマンドは、

TrueCopy for Mainframe ペアで組まれたボリューム以外のボリュームに対して実行すること

を推奨します。

ds qd,DEV#,validate

2. RMF で、DB2 ログデータセットが格納されている TrueCopy for Mainframe ペアのセカンダリ

ボリュームに、I/O が発行されているかどうかを確認して、zHyperWrite 機能が有効になってい

るか、無効になっているかを確認します。

3. zHyperWrite 機能が有効（または、無効）になっていない場合は、同じ CU 内のボリュームに

対して、z/OS の Vary Path ONLINEコマンドを実行します。コマンドは、TrueCopy for
Mainframe ペアで組まれたボリューム以外のボリュームに対して実行することを推奨します。

また、対象となるホストからコマンドを実行するボリュームに接続されているパスのうち、ど
れか 1 つに対して実行してください。

v path(DEV#,CHPID#),online
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コマンドを実行したら、手順 2 を実施して zHyperWrite 機能が有効（または、無効）であるか

を確認します。

4. zHyperWrite 機能が有効（または、無効）になっていない場合は、同じ CU 内のボリュームに

対して、z/OS の Vary ON DEVICEコマンドを実行します。コマンドは、TrueCopy for
Mainframe ペアで組まれたボリューム以外のボリュームに対して実行することを推奨します。

v DEV#,online

コマンドを実行したら、手順 2 を実施して zHyperWrite 機能が有効（または、無効）であるか

を確認します。

5. zHyperWrite 機能が有効（または、無効）になっていない場合は、TrueCopy for Mainframe
ペアを分割して、再同期します。

TrueCopy for Mainframe ペアを分割して、再同期したら、手順 2 を実施して zHyperWrite 機

能が有効（または、無効）であるかを確認します。zHyperWrite 機能が有効（または、無効）

になっていない場合、または TrueCopy for Mainframe ペアの分割や再同期ができない場合は、

手順 6 に進んでください。

6. ホストを再起動します。

注意　

• Universal Replicator for Mainframe と連携した 3DC マルチターゲット構成で zHyperWrite 機能を使用

するためには、［メインフレームシステム機能編集］画面で［zHyperWrite + 3DC Multi Target］を有効に

してください。 ただし、zHyperWrite 機能をサポートしていない機種や、サポート版と非サポート版のマ

イクロコードバージョンが 3DC マルチターゲット構成内で混在した場合、zHyperWrite 機能が使用できま

せん。

なお、Universal Replicator for Mainframe と連携した 3DC デルタリシンク構成では、zHyperWrite 機能

が使用できません。Universal Replicator for Mainframe と連携した 3DC デルタリシンク構成で

zHyperWrite 機能を使用すると、I/O がコマンドを拒否します（F/M=0F、Reason Code=78）。

• ストレージシステムを揮発立ち上げ（DKC および DKU の強制揮発電断、電源オフから揮発電源オン、ま

たはオフラインでのマイクロプログラム交換）した場合、［メインフレームシステム機能編集］画面の

［zHyperWrite + 3DC Multi Target］の設定が無効になります。揮発立ち上げ後、この機能を再度有効に設

定してください。

• zHyperWrite 機能と Preserve Mirror FlashCopy 機能は併用できます。

ただし、zHyperWrite 機能と Preserve Mirror FlashCopy 機能を併用する際は、次の点に注意してくださ

い。

◦ zHyperWrite で更新中のログボリュームに対して Preserve Mirror FlashCopy 機能を用いてバックア

ップを取得する場合、Compatible FlashCopy®の 2 つのターゲットボリューム間でのバックアップデー

タに差異が発生する可能性があります。

上記については、IBM zHyperWrite プログラムとしての期待動作になります。詳細は、IBM へお問い

合わせください。

また、ターゲットボリューム間でのバックアップデータに差異が発生した場合、zHyperWrite による更

新がないタイミングで、Preserve Mirror FlashCopy 機能を使用してバックアップデータを再取得する

ことで復旧できます。

◦ Compatible FlashCopy®のリレーションシップがあるときに、ターゲットとなっている TC-MF に対し

て zHyperWrite の書き込みをすると、Compatible FlashCopy®のコピーデータが上書きされます。

また、Compatible FlashCopy®のターゲットとなっている TC-MF に対して zHyperWrite の書き込み

をしているときに、Compatible FlashCopy®のリレーションシップを作成すると、zHyperWrite のデー

タが Compatible FlashCopy®のコピーにより上書きされます。

• zHyperWrite 機能を使用する場合、TPC-R/CSM の Basic HyperSwap 機能または GDPS の HyperSwap 機

能が必要です。

• CFW データの設定を［プライマリボリュームのみ］にした場合、zHyperWrite 機能を使用できません。こ

の場合、zHyperWrite 機能を使用するためには、TrueCopy for Mainframe ペアの削除後、機能スイッチ

#12 を無効にしてから再度ペアを作成してください。
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• すでに作成されている TrueCopy for Mainframe ペアに zHyperWrite 機能を使用する場合、そのペアの削

除後、機能スイッチ#12 を無効にしてから再度ペアを作成してください。

2.11 PPRC マルチターゲット機能サポート

PPRC マルチターゲット機能は、IBM 社の DS シリーズストレージシステムでサポートしている

Multiple Target PPRC の互換機能です。PPRC マルチターゲット機能では、3 つの TrueCopy for
Mainframe サイトで 3DC 構成を構築し、正サイトのデータを 2 つの副サイトへ同期するマルチタ

ーゲット構成を構築できます。

また、90-09-21-XX/XX 以降の DKCMAIN プログラムバージョンでは、PPRC マルチターゲット差

分コピー機能を使用できます。PPRC マルチターゲット差分コピー機能は、MTIR ペア間の差分デ

ータを管理することで、インクリメンタルリシンク時に差分データのみをコピーする機能です。

2.11.1 PPRC マルチターゲット構成の要件

PPRC マルチターゲット機能を使用する前に、すべてのホストおよびストレージシステムで、次の

準備を行ってください。

• メインフレームホスト側で、機能インディケーター 0745 とフィーチャー・コード 7025 を有効

にします。

• すべてのストレージシステムが、PPRC マルチターゲット機能をサポートしている機種である

ことを確認します。

• DKCMAIN プログラムのバージョンが、90-08-21-XX 以降であることを確認します。

PPRC マルチターゲット差分コピー機能を使用したい場合は、DKCMAIN プログラムのバージ

ョンが、90-09-21-XX/XX 以降であることを確認します。

• 「2.1 システム要件」を満たしていることを確認します。

• システム詳細設定の No.5 を ON にします。

• CU 番号 0x80 以降で TrueCopy/TrueCopy for Mainframe ペアが組まれていないことを確認し

た後、Storage Navigator の［メインフレームシステム機能編集］画面で、No.5 の［TCMF
multi-target］（PPRC マルチターゲット機能）を有効にします。CU 番号 0x80 以降で

TrueCopy/TrueCopy for Mainframe ペアが組まれていた場合は、該当する TrueCopy/
TrueCopy for Mainframe ペアを削除してから［TCMF multi-target］を有効にしてください。

設定方法は、『メインフレームシステム構築ガイド』を参照してください。

注意　

ストレージシステムを揮発立ち上げ（DKC および DKU の強制揮発電断、電源オフから揮発電源オン、または

オフラインでのマイクロプログラム交換）した場合、［メインフレームシステム機能編集］画面の［TCMF multi-
target］の設定が無効になります。揮発立ち上げ後、この機能を再度有効に設定してください。

メモ　

［メインフレームシステム機能編集］画面で［TCMF multi-target］を有効としたストレージシステムで作成し

た TrueCopy for Mainframe ペアの注意事項は「6.6 PPRC マルチターゲット機能使用時の注意事項」を参照し

てください。

メモ　

［メインフレームシステム機能編集］画面で［TCMF multi-target］を無効に変更する場合は、PPRC マルチタ

ーゲット機能を使用した TrueCopy for Mainframe ペアを削除してから設定変更を行ってください。
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メモ　

PPRC マルチターゲット機能を使用する場合は、PPRC コマンドまたは GDPS でペア操作を行ってください。

BCM では、PPRC マルチターゲット構成の構築は可能ですが、MTIR ペアを使用できません。Storage
Navigator、RAID Manager、および CSM からは PPRC マルチターゲット機能を使用したペアを操作できませ

ん。

2.11.2 PPRC マルチターゲット構成

PPRC マルチターゲット機能では、1 つの TrueCopy for Mainframe 正サイトに対して 2 つの副サ

イトを設定した 3DC 構成を構築できます。

通常は、副サイト間で MTIR ペアが自動作成され、「2.11.3 MTIR を用いる PPRC マルチターゲッ

ト構成」となります。

PPRC マルチターゲット構成を次の図に示します。この構成には、次の 3 つのサイトが設定されて

います。

• TrueCopy for Mainframe 正サイト（サイト A）

• TrueCopy for Mainframe 副サイト（サイト B）

• TrueCopy for Mainframe 副サイト（サイト C）

2.11.3 MTIR を用いる PPRC マルチターゲット構成

PPRC マルチターゲット構成を構築すると、TrueCopy for Mainframe 副サイト同士でペアが作成

されます。このペアを、MTIR ペアと呼びます。MTIR を用いる PPRC マルチターゲット構成を構

築すると、正サイト被災時には、残り 2 つの副サイトで二重化を行いながら業務を継続できます。

また、正サイトが回復した際には、元の PPRC マルチターゲット構成に短時間で復旧できます。

MTIR ペアは、2 個目の TrueCopy for Mainframe ペアが正サイトから作成されたタイミングで、

それぞれの副サイトのボリューム間で自動に作成されます。MTIR ペアは、作成時には Suspend 状

態となり、どちらの副サイトでもプライマリ表示となります。

正サイト被災時に副サイトへ業務を切り替える際、副サイト間で Failback を実行することによって

MTIR ペアでコピーが実行されます。これをインクリメンタルリシンクと呼びます。

このコピーは、次の表に示したように、PPRC マルチターゲット差分コピーに対応したペアかどう

かによりコピー動作が異なります。PPRC マルチターゲット差分コピー対応ペアかどうかは、

Storage Navigator の［リモートレプリケーション］画面から確認できます。
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ペアの種類（PPRC マルチターゲット差分コピー対応ペアかどうか） コピー動作

PPRC マルチターゲット差分コピー非対応ペア

（90-09-21-XX/XX 未満で作成したペア）

全データコピー

PPRC マルチターゲット差分コピー対応ペア

（90-09-21-XX/XX 以降で作成したペア）

差分データコピー

PPRC マルチターゲット差分コピーの非対応ペアと対応ペアが連携しているペア 全データコピー

全データコピー動作から差分データコピーに切り替えるためには、全サイトで PPRC マルチターゲ

ット差分コピー機能サポート版のマイクロコードバージョンにバージョンアップした後に、

TrueCopy for Mainframe ペアのサスペンドおよび再同期を実行する必要があります。

また、インクリメンタルリシンク時のコピーは、ペアを再同期した際と同じ動作となるため、形成

コピーよりコピー速度が遅くなることがあります。MTIR を用いる PPRC マルチターゲット構成

を次の図に示します。

PPRC マルチターゲット差分コピー機能では、この機能専用の差分ビットマップを用いて、トラッ

ク単位の差分管理をします。ホストからの正サイトへの書き込みにより更新されたデータを副サイ

トに転送した際に、対応する差分ビットを有効化します。ストレージシステムの内部処理により、

差分ビットの無効化を非同期で実施します。PPRC マルチターゲット構成のペア作成またはペア再

同期が完了した直後は、差分ビットマップの全領域を有効化します。差分の状態は、PPRC
CQUERY コマンドにより確認できます。差分がある場合、MTIR ペアの一致率が 0%~99%の範囲

で表示されます。ホストからの正サイトへの書き込みが継続中は、MTIR ペアの一致率が 0%~99%
の間で遷移します。副サイト同士のデータが一致して、差分ビット無効化処理が完了した場合は、

MTIR ペアの一致率が 100%になります。しかし、ハード障害などにより、MTIR ペアの一致率が

一定時間待っても 100％にならないケースがあります。その際は、ペア分割およびペア再同期によ

り、MTIR ペアの一致率を再計算できます。また、MTIR ペアの一致率が 0%~99%の場合でも、イ

ンクリメンタルリシンクを実施できます。

注意　

コンシステンシーグループを使用した PPRC マルチターゲット構成の場合、副サイトのボリュームでは MTIR
ペアは作成されません。

MTIR ペアの自動形成時に、Storage Navigator にデフォルトで設定されるオプションと、PPRC
コマンドで設定されるオプションを以下に示します。
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• ［プライマリボリュームフェンスレベル］は、Storage Navigator では［なし］、PPRC CQUERY
コマンドでは（PPRC CRIT=NO）に設定されています。

• ［CFW データ］は、Storage Navigator では［セカンダリボリュームにコピー］、DEVSERVE
では「CFW : Y」に設定されています。

• ［セカンダリボリュームへの DFW 使用］は、Storage Navigator では［不要］、DEVSERVE で

は「DFW : YY」に設定されています。

デフォルトで設定されるオプションの値を変更したい場合は、MTIR ペアを選択してから手動で変

更してください。また、上記以外のオプションは自動では設定されません。なお、インクリメンタ

ルリシンク時は、指定されたオプションにて動作します。

関連参照

• 付録 C.2 ［リモートレプリケーション］画面

2.11.4 PPRC カスケード構成

PPRC マルチターゲット構成で、正サイトと副サイト間で Failover および Failback が実行された

場合、PPRC カスケード構成に変わります。PPRC カスケード構成は、1 つの正サイトに対して、

1 つの中間サイトと 1 つの副サイトで構成されます。PPRC カスケード構成では、正サイトと中間

サイトのペア状態が Duplex または Pending の場合、中間サイトと副サイトのペア状態は Suspend
状態となります。

なお、PPRC マルチターゲット構成を構築せずに、1 対 1 の TrueCopy for Mainframe ペアから

PPRC カスケード構成を構築することはできません。また、ICKDSF の PPRCOPY ESTPAIR コマ

ンドで CASCADE オプションを指定することはできません。PPRC カスケード構成を次の図に示

します。この構成には、次の 3 つのサイトが設定されています。

• TrueCopy for Mainframe 正サイト（サイト B）

• TrueCopy for Mainframe 中間サイト（サイト A）

• TrueCopy for Mainframe 副サイト（サイト C）
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3
TrueCopy for Mainframe の計画

この章では、ストレージシステム、ペアボリューム、物理パス、その他 TrueCopy for Mainframe
をセットアップして使用が可能になる前に注意する必要がある点について説明します。

 3.1 TrueCopy for Mainframe を使用するための VSP 5000 シリーズの準備

 3.2 TrueCopy for Mainframe のシステム性能の計画

 3.3 TrueCopy for Mainframe のボリュームペアの計画

 3.4 TrueCopy for Mainframe の物理パスの計画

 3.5 コンシステンシーグループの計画

 3.6 エラー報告通信
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3.1 TrueCopy for Mainframe を使用するための VSP 5000 シリ

ーズの準備

TrueCopy for Mainframe ペアを使用するストレージシステムには、次の準備が必要です。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムに、LAN を使用して Storage Navigator 動作 PC を

接続します。詳細については、『Hitachi Device Manager - Storage Navigator ユーザガイド』

を参照してください。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムを TrueCopy for Mainframe が動作できるように設

定します。「3.1.1 キャッシュメモリとシェアドメモリの増設および減設」および「3.1.2 DASD
高速書き込みの使用」を参照してください。

• 必要であれば、正サイトと副サイトのストレージシステムに対し、システムオプションモード

を設定してください。詳細は「3.1.4 TrueCopy for Mainframe のシステムオプションモード」

を参照してください。

• システムを構築するときに、ストレージシステムとホストを接続して、ストレージシステムか

らのセンス情報が報告できるようにします。正サイトおよび副サイトのストレージシステム

に、それぞれホストを接続する必要があります。副サイトのストレージシステムに専用のホス

トが接続できない場合、副サイトのストレージシステムと正サイトのホストを接続してくださ

い。

• ホストでは、MIH（Missing Interruption Handler）値（ホスト I/O 監視時間ともいう）を、

ペア数、正サイトと副サイトのストレージシステムの間のケーブル長、および形成コピーの速

度に十分対応できる値に設定してください。TrueCopy for Mainframe 動作用に推奨する MIH
値は 60 秒です。MVS には、SYS1.PARMLIB ファイルで MIH 値を指定します。Compatible
XRC 用に推奨する MIH 値は TrueCopy for Mainframe 用とは異なります。同じストレージシ

ステムで TrueCopy for Mainframe と Compatible XRC を同時に実行する場合は、お問い合わ

せください。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムの間に、リモートコピー接続パスを設置します。各

ストレージクラスタとチャネルエクステンダまたはスイッチ間のリモートコピー接続パスを分

散して、柔軟性と可用性を 大にします。正サイトと副サイトのストレージシステムの間のリ

モートパスは、ホストと副サイトのストレージシステムの間の論理パスと異なります。詳細に

ついては、「3.4 TrueCopy for Mainframe の物理パスの計画」を参照してください。

3.1.1 キャッシュメモリとシェアドメモリの増設および減設

キャッシュメモリは TrueCopy for Mainframe ペアの正サイトと副サイトのストレージシステムの

両方で動作できるようにしてください。もし動作できなければ、TrueCopy for Mainframe のペア

作成操作は失敗します。ローカル作業による負荷だけでなく、リモートコピーによる作業負荷も十

分にサポートできるように、副サイトのストレージシステムのキャッシュメモリを用意してくださ

い。

TrueCopy for Mainframe ペアを使用している場合、キャッシュメモリとシェアドメモリの増設お

よび減設に必要な手順を説明します。

(1)　キャッシュメモリの増設の流れ

キャッシュメモリを増設する手順の流れを次に示します。
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操作手順

1. ストレージシステム内のボリュームの状態を確認します。

2. ストレージシステム内のボリュームが、Pending 状態の TrueCopy for Mainframe ペアで使用

しているボリュームの場合は、Duplex 状態へ遷移するのを待つか、TrueCopy for Mainframe
ペアを分割します。

3. キャッシュメモリを増設します。

キャッシュメモリの増設は、保守員が実施します。

4. 手順 2 で TrueCopy for Mainframe ペアを分割した場合は、TrueCopy for Mainframe ペアを再

同期します。

(2)　キャッシュメモリの減設の流れ

キャッシュメモリを減設する手順の流れを次に示します。

操作手順

1. ストレージシステム内のボリュームの状態を確認します。

2. ストレージシステム内のボリュームが、Pending 状態の TrueCopy for Mainframe ペアで使用

しているボリュームの場合は、Duplex 状態へ遷移するのを待つか、TrueCopy for Mainframe
ペアを分割します。

3. キャッシュメモリを減設します。

キャッシュメモリの減設は、保守員が実施します。

4. 手順 2 で TrueCopy for Mainframe ペアを分割した場合は、TrueCopy for Mainframe ペアを再

同期します。

(3)　シェアドメモリの増設および減設の流れ

シェアドメモリを増設および減設する手順の流れを次に示します。

操作手順

1. ストレージシステム内のボリュームの状態を確認します。

2. ストレージシステム内のボリュームが、Pending 状態の TrueCopy for Mainframe ペアで使用

しているボリュームの場合は、Duplex 状態へ遷移するのを待つか、TrueCopy for Mainframe
ペアを分割します。

3. シェアドメモリを増設および減設します。

シェアドメモリの増設および減設は、保守員が実施します。

4. 手順 2 で TrueCopy for Mainframe ペアを分割した場合は、TrueCopy for Mainframe ペアを再

同期します。

3.1.2 DASD 高速書き込みの使用

［セカンダリボリュームへの DFW 使用］オプションに［必要］を指定した場合にだけ、DASD 高

速書き込み（DFW）が正サイトおよび副サイトのストレージシステムで要求されます。セカンダリ

ボリュームへの DFW が遮断されているときに、指定した［必要］を指定してペアを作成した場合、

正サイトのストレージシステムはセカンダリボリュームで DFW OFF を検出し、ペアを分割しま

す。PPRC コマンドを使って作成した TrueCopy for Mainframe ペアのデフォルトは［不要］なの

で、セカンダリボリュームへの DFW が遮断された場合、それらは分割されません。

［セカンダリボリュームへの DFW 使用］の設定はプライマリボリュームの I/O 性能には影響しませ

ん。副サイトのストレージシステムの障害によって片方のキャッシュが遮断されても、コピー動作

はそのまま DFW を使用します。［不要］と［必要］の違いは、副サイトのストレージシステムのキ

ャッシュの片方が遮断されたときに、必要なオプションを使用して新しいペアを作成できないとい

う点です。
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3.1.3 VSP 5000 シリーズ以外のストレージシステムの使用

VSP 5000 シリーズと VSP 5000 シリーズ以外のストレージシステムを接続して、TrueCopy for
Mainframe ペアを作成できます。VSP 5000 シリーズと接続できるストレージシステムは、「2.1 シ
ステム要件」を参照してください。

どの機種も、正サイトまたは副サイトのストレージシステムとして使用できます。

VSP 5000 シリーズと VSP 5000 シリーズ以外のストレージシステムを接続する場合、VSP 5000
シリーズ以外のストレージシステムの DKCMAIN プログラムバージョンについては、「11.7 お問い

合わせ先」にご連絡ください。

VSP 5000 シリーズ以外のストレージシステムを使って TrueCopy for Mainframe ペアを作成する

場合は、必ず正サイトと副サイトのストレージシステムがそれぞれ一意の製番を持つようにしてく

ださい。

3.1.4 TrueCopy for Mainframe のシステムオプションモード

TrueCopy for Mainframe では、ユーザ個々のニーズに対応するために、次の表に示すシステムオ

プションモードを用意しています。インストール時のストレージシステムでは OFF に設定されて

おり、弊社担当者だけが変更できます。設定の変更については「11.7 お問い合わせ先」に示す問い

合わせ先にご相談ください。

表 24  TC-MF 用のシステムオプションモード

モー

ド
説明

20 セカンダリボリューム読み取り兼 VOLSER 書き込み機能（副サイトのストレージシステム専用）。

セカンダリボリュームへの I/O についての詳細は、「3.3.4 セカンダリボリュームへの I/O」を参照し

てください。

36 CRIT=Y(ALL)または CRIT=Y(PATHS)を選択します。

• ON: CRIT=Y(ALL) => ［プライマリボリュームフェンスレベル］ =［セカンダリボリュームデ

ータ］に等しい。

• OFF: CRIT=Y(PATHS) => ［プライマリボリュームフェンスレベル］=［セカンダリボリュー

ム状態］に等しい。

64 ホストから FREEZE コマンドを発行した場合に分割するボリュームの対象を変更できます。この

モードを ON にすることで、ホストから FREEZE コマンドを発行した場合に分割するボリューム

の対象を FREEZE コマンドを発行した CU から DKC 全体に変更します。

• ON: DKC 全体のボリュームを分割する。

• OFF: FREEZE コマンドを発行した CU のボリュームだけ分割する。

190 セカンダリボリューム読み取り兼 VTOC 領域書き込み機能（副サイトのストレージシステム専用）。

セカンダリボリュームへの I/O についての詳細は、「3.3.4 セカンダリボリュームへの I/O」を参照し

てください。

308 DKC エミュレーションタイプが I-2107 の場合、リモートコピーパスの閉塞・回復を知らせる

SIM218x を、ホストに報告するかどうかを選択できます。

• ON：SIM218x をホストに報告する。

• OFF：SIM218x をホストに報告しない。

484 PPRC CQUERY コマンドを使用してリモートコピーパスの状態を表示する場合は、表示方法を選

択できます。

• ON：ファイバチャネルインタフェースとして表示されます。WWNN が表示されます。
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モー

ド
説明

• OFF：従来の ESCON®
インタフェースとして表示されます。WWNN は無効です。

旧機種と接続した場合は、モード 484 を必ず OFF にしてください。

640 TrueCopy for Mainframe セカンダリボリューム（Write 許可または Swap Suspend のペア状態）

と連携した ShadowImage for Mainframe のペア状態が変更された際に IEA494I の報告が必要な

場合、このシステムオプションモードを ON に設定してください。

• ON：TrueCopy for Mainframe セカンダリボリューム（Write 許可または Swap Suspend のペ

ア状態）と連携した ShadowImage for Mainframe のペア状態で変更があった場合に IEA494I
が報告されます。

• OFF：TrueCopy for Mainframe セカンダリボリューム（Write 許可または Swap Suspend の
ペア状態）と連携した ShadowImage for Mainframe のペア状態で変更があった場合でも

IEA494I が報告されません。

689 副サイトのストレージシステムでセカンダリボリュームの MP ユニットの WritePending が 60%
以上のとき、形成コピー動作を抑止するかどうかを選択できます。

• ON：副サイトのストレージシステムでセカンダリボリュームの MP ユニットの WritePending
が 60%以上のとき、形成コピー動作を抑止し、形成コピー動作による副サイトのストレージシ

ステムの WritePending の増加を抑止します。

• OFF：副サイトのストレージシステムでセカンダリボリュームの MP ユニットの

WritePending が 60%以上となっても、形成コピー動作を抑止しません。

769 IBM の災害リカバリ用ソフトウェアである TPC-R/CSM の Basic HyperSwap 機能を使用する場

合に設定します。TPC-R/CSM の Basic HyperSwap 機能では、副サイトの複数のストレージシステ

ムに対してパス形成（CESTPATH）の操作が同時に実施されることがあります。パス形成操作が実

施されると、ポートの属性を切り替えるため、正副装置間のパス状態を一度リンクダウン状態にし

ます。同時に副サイトの複数のストレージシステムに対してパス形成の操作が実施されると、リン

クダウン状態を検出した他のパス形成操作が、パス形成処理のリトライによって、ホストに MIH が

報告される場合があります。このシステムオプションモードを ON に設定し、リンクダウン状態を

検出した場合のパス形成処理のリトライ動作を抑止することで、ホストへの MIH 報告を抑止できま

す。

• ON：パス形成処理でリンクダウン状態を検出した場合にリトライを実施しない。

• OFF：パス形成処理でリンクダウン状態を検出した場合にリトライを実施する。

776 Duplex 状態の TrueCopy for Mainframe ペアのセカンダリボリュームに、Business Continuity
Manager から分割または削除操作を実施した際に正サイトのストレージシステムのホストに F/M
= FB のメッセージを出力するかどうかを選択します。

• ON：F/M = FB のメッセージを出力しません。

• OFF：F/M = FB のメッセージを出力します。

なお、このモードは正サイトと副サイトのストレージシステムの両方に設定してください。

784 RIO の MIH 時間を 5 秒に短縮します。正サイトと副サイトのストレージシステムの間のリモート

パスに障害が検出されたときは、10 秒経過すると、交替パスで RIO をリトライします。

• ON：RIO の MIH 時間を 5 秒に短縮します。

RIO のタイムアウト時間と ABTS（Abort Sequence）のタイムアウト時間がそれぞれ 5 秒に短

縮され、合わせて 10 秒経過すると、交替パスで RIO をリトライします。

• OFF：RIO の MIH 時間は副サイトのストレージシステムを登録したときに設定した時間です。

デフォルトは 15 秒です。

RIO のタイムアウト時間と ABTS のタイムアウト時間が経過すると、交替パスで RIO をリトラ

イします。

1091 IBM 社の zHyperWrite 機能を使用する場合に設定します。

• ON：zHyperWrite 機能を使用する。

• OFF：zHyperWrite 機能を使用しない。
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モー

ド
説明

zHyperWrite 機能は、TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームおよびセカンダリボリュ

ームのそれぞれに対して、ホストから直接書き込む機能です。詳細は、IBM のマニュアルを参照し

てください。

なお、このモードは正サイトと副サイトのストレージシステムの両方に設定してください。

1254 コピー先のボリュームの CLPR の MP ユニットの Write ペンディング率が 35%以上のとき、バッ

クグラウンドで実行するコピーの動作を抑止するかどうかを選択できます。

このオプションは、ストレージシステム内のすべての CLPR に一律機能を適用したいときに使いま

す。CLPR 単位で機能の適用を変えたいときは、システムオプションモード 1260 を使ってくださ

い。

• ON：コピー先のボリュームの CLPR の MP ユニットの Write ペンディング率が 35%以上のと

き、バックグラウンドで実行するコピーの動作を抑止し、コピー先のストレージシステムの

Write ペンディング率の増加を抑止します。

• OFF： システムオプションモード 689 の設定に従います。

［注意事項］

• コピーしきい値オプションの適用フローを含む詳細については、『オープンシステム構築ガイ

ド』のコピーしきい値オプションに関する項目を参照してください。

• このオプションは、次の DKCMAIN プログラムのバージョンで使えます。

◦ 90-07-03-XX/XX 以降、90-08-00-XX/XX 未満

◦ 90-08-02-XX/XX 以降

1260 コピー先のボリュームの CLPR の MP ユニットの Write ペンディング率が 35%以上のとき、バッ

クグラウンドで実行するコピーの動作を抑止するかどうかを選択できます。

このオプションは、コピー先の CLPR ごとに機能の適用を変えたいときに使います。ストレージシ

ステム内のすべての CLPR に一律機能を適用したいときはシステムオプションモード 1254 を使っ

てください。

• ON：コピー先のボリュームの CLPR の MP ユニットの Write ペンディング率が 35%以上のと

き、バックグラウンドで実行するコピーの動作を抑止し、コピー先のストレージシステムの

Write ペンディング率の増加を抑止します。

• OFF： システムオプションモード 689 の設定に従います。

［注意事項］

• コピーしきい値オプションの適用フローを含む詳細については、『オープンシステム構築ガイ

ド』のコピーしきい値オプションに関する項目を参照してください。

• このオプションは、次の DKCMAIN プログラムのバージョンで使えます。

◦ 90-07-03-XX/XX 以降、90-08-00-XX/XX 未満

◦ 90-08-02-XX/XX 以降

1294 マイクロコードバージョンをバージョンダウンする際に設定します。

• ON：PPRC マルチターゲット差分コピー機能サポート版（90-09-21-XX/XX 以降）から PPRC
マルチターゲット差分コピー機能未サポート版（90-09-21-XX/XX 未満）へのバージョンダウン

を許可します。

PPRC マルチターゲット差分コピー機能サポート版で作成した TrueCopy for Mainframe ペア

を削除後に、システムオプションモード 1294 を ON に設定することでバージョンダウンできま

す。バージョンダウン後は、システムオプションモード 1294 の設定を OFF に戻してください。

• OFF： PPRC マルチターゲット差分コピー機能サポート版（90-09-21-XX/XX 以降）から PPRC
マルチターゲット差分コピー機能未サポート版（90-09-21-XX/XX 未満）へのバージョンダウン

を抑止します。
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3.1.5 システム詳細設定

TrueCopy for Mainframe で設定できるシステム詳細設定を次の表に示します。システム詳細設定

は、［システム詳細設定編集］画面で設定できます。設定方法については、『Hitachi Device Manager
- Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

システ

ム詳細

設定

No.

デフォ

ルト
説明

5、6 OFF システム詳細設定 No.5 と No.6 の設定を変更すると、TrueCopy、TrueCopy for
Mainframe、Universal Replicator、Universal Replicator for Mainframe、または

global-active device の新規ペアおよび既存ペアの差分管理方式を変更できます。

システム詳細設定の No.5 と No.6 との組み合わせによる動作の違いは次の通りです。

システム詳細設定 新規ペアの差分管理方式 既存ペアの差分管理方式

No.5 No.６ シェアドメ

モリ差分
階層差分

階層差分か

らシェアド

メモリ差分

へ変更

シェアドメ

モリ差分か

ら階層差分

へ変更

OFF OFF 〇 　 〇 1 　

ON OFF 　 〇 　 〇 1

OFF ON 　 〇 －2 －2

注

1. システム詳細設定を設定後に再同期操作を行い、Duplex 状態に遷移する際に既

存ペアの差分管理方式が変更されます。

2. 既存ペアの差分管理方式は変更されません。シェアドメモリ差分のペアの場合

は、再同期後もシェアドメモリ差分を、階層差分のペアの場合は、再同期後も階

層差分を維持します。

［注意事項］

• ユーザ容量が 4,194,304MB より大きいオープンシステムのボリューム（DP-VOL
のみ）、または 262,668Cyl より大きいメインフレームシステムのボリュームを用い

たペアに関しては、No.5 と No.6 の設定に関係なく、新規ペア作成時に、階層差分

が適用されます。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムで、システム詳細 No.5 と No.6 を同じ設

定にしてください。

3.2 TrueCopy for Mainframe のシステム性能の計画

リモートコピー操作はホスト、ならびに正サイトと副サイトのストレージシステムの I/O 性能に影

響を与えるおそれがあります。TrueCopy for Mainframe は同期操作が性能に与える影響を 小

化、コピー操作の効果を 大化しつつ、バックアップデータの整合性を 高レベルにするために、

次のオプションを提供しています。

• 副サイトのストレージシステムのオプション（「8.2.3 リモート接続オプションを変更する」を

参照してください）

• 形成コピーに関するシステム全体および CU 全体のオプション（「5.4 リモートレプリカオプシ

ョンを変更する」を参照してください）
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• ペアオプション（「8.2.1 ペアオプションを編集する 」を参照してください）

日立のサービスプロバイダが次のようにコピー動作 適化を支援することもできます。

• Write 作業負荷を分析。収集する作業負荷データ（MB/s and IOPS）を参考に以下の主要要素

を決定できます。正確にサイズを測定すると、すべての作業負荷レベル以下でデータボトルネ

ックなしに動作するリモートコピー接続パスを作成します（ボトルネックは性能に深刻な影響

を与えます）。

◦ 帯域量

◦ リモートコピー接続パス数

◦ ホストインタフェースパス数

◦ 正サイトと副サイトのストレージシステムの TrueCopy for Mainframe 専用ポート数

• 災害リカバリのために TrueCopy for Mainframe をセットアップする場合、必ず副サイトのス

トレージシステムをホストに接続してください。これによってセンス情報の報告とホストフェ

イルオーバ情報の転送が可能になります。副サイトのストレージシステムを副サイトのホスト

に接続していない場合、システム管理者が副サイトの状況をモニタリングできるよう、副サイ

トのストレージシステムを正サイトのホストに接続してください。

次にストレージシステム性能に影響を与える条件を列挙し、それらに対処する推奨事項を示します。

表 25  性能に影響する条件・推奨事項

条件 説明 推奨

書き込み集中

作業負荷

SPOOL ボリュームおよびデータベースロギ

ングボリュームのような書き込み集中作業負

荷は、ストレージシステム I/O 応答時間に著し

いインパクトを与えることがあります。

書き込み集中データを幾つかのボリューム

間に分散して、キューイングを 小化しま

す。

ラージ

ブロックサイズ

DB2 遅延書き込みのような大きな書き込みブ

ロックサイズを伴う作業負荷は、パフォーマン

スに影響を与えることがあります。

大きな書き込みブロックサイズを持つ作業

負荷を幾つかのボリュームに分散します。

ハイホスト

チャネル需要

正サイトのストレージシステムのホストチャ

ネルに対する負荷は、パフォーマンスに影響を

与えることがあります。

作業負荷を幾つかのストレージシステムに

分散して、追加のチャネルを活用します。

逐次書き込み

操作

TrueCopy for Mainframe 操作は、バッチ処理

（ダンプ／リストア、ソートなど）のような逐

次書き込み操作の割合が高い作業負荷に対し

て、マイナスの影響を与えることがあります。

TrueCopy for Mainframe ペアに属するボ

リュームに対して、操作をリストアするこ

とは避けてください。代わりに、スクラッ

チボリュームにデータを再リストアしてか

ら、TrueCopy for Mainframe ペアを再作

成してください。

キャッシュ

サイズ

キャッシュサイズが大きいと、読み込みヒット

パフォーマンスを改善できます。これは、より

多くのストレージシステムリソースを書き込

み操作に当てることができるからです。キャ

ッシュリソースが不十分だと、コマンド再試

行、SCP 通知、およびパンク状態を招きます。

ストレージシステム全体のパフォーマンス

を高めるために、ストレージシステムのキ

ャッシュサイズを増やすことを検討してく

ださい。正サイトと副サイトのストレージ

システムのキャッシュおよび NVS の容量

を同じにし、災害リカバリ時に副サイトの

ストレージシステムで正サイトと同様の業

務を実施できるようにしてください。

副サイトのスト

レージシステム

の性能

副サイトのストレージシステムのパフォーマ

ンスは、正サイトのストレージシステムのパフ

ォーマンスに直接影響します。副サイトのス

トレージシステムが更新の多発で高負荷にな

TrueCopy for Mainframe リモートコピー

操作を幾つかの副サイトのストレージシス

テム間で分散し、副サイトのストレージシ

ステムに負荷が掛かるのを回避してくださ

い。
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条件 説明 推奨

ると、正サイトのストレージシステムとシステ

ムの性能も低下します。

リモートコピー

接続パス

リモートコピー接続パスの数が不十分だと、ス

トレージシステム性能が落ちることがありま

す。

必ず正サイトと副サイトのストレージシス

テムの間に十分な数のリモートコピー接続

パスを設置します。特にプライマリボリュ

ームとセカンダリボリュームの両方を含む

ストレージシステムにとって重要です。

3.3 TrueCopy for Mainframe のボリュームペアの計画

TrueCopy for Mainframe ペアボリュームを計画するため、次の項目を実行してください。

• 正サイトのストレージシステムではバックアップする必要がある重要なデータを含むボリュー

ムを識別する

• 副サイトのストレージシステムではコピーされたデータを保持するボリュームをセットアップ

する

3.3.1 ボリュームペアの要件

TrueCopy for Mainframe ボリュームの要件を示します。

• TrueCopy for Mainframe ペア 1 つにつき 1 ボリュームだけ割り当てられます。

• セカンダリボリュームの容量はプライマリボリュームの容量と同じか、またはそれ以上である

必要があります。

ただし、セカンダリボリュームの容量がプライマリボリュームの容量より大きい場合、プライ

マリボリュームとセカンダリボリュームのスワップ操作はできません。

• TrueCopy for Mainframe ではプライマリボリュームとセカンダリボリュームの間に 1 対 1 の

関係が必要です。1 個のプライマリボリュームを複数のセカンダリボリュームにコピーするこ

とはできません（PPRC マルチターゲット機能が有効の場合、1 個のプライマリボリュームから

2 個のセカンダリボリュームにコピーできます）。また、複数のプライマリボリュームを 1 個の

セカンダリボリュームにコピーすることもできません。

• 論理ボリュームイメージ（LVI）

◦ TrueCopy for Mainframe は、ストレージシステムに構成可能なすべてのメインフレーム

LVI をサポートします（3390-3、3390-3R、3390-9、3390-L など）。

◦ マルチプラットフォームボリューム（3390-3A/B/C など）は、TrueCopy for Mainframe ペ

アに割り当てられません。

◦ TrueCopy for Mainframe は、同じ LVI および容量を持つボリューム間（例：3390-3 から

3390-3 へ）でデータをコピーできます。

◦ LVI が同じか、より小さいボリュームからより大きなボリュームへ（例：3390-2 から 3390-3
へ）コピーできます（VTOC 拡大の使用が必要）。

しかし、この機能（小さいボリュームから大きなボリュームへのコピー）は、データの移行

が目的の場合に限って使用することを強く推奨します。小さいボリュームから大きなボリ

ュームへコピーしている場合、副サイトがアプリケーションに使用していて災害が発生して

も、逆方向に（副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへ）

TrueCopy for Mainframe 操作を実行することはできません。また、Business Continuity
Manager から SUSPEND コマンドを発行する場合、Secondary Volume R/W 可、および
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Reverse オプションを指示することはできません。大きなボリュームから小さいボリュー

ムへのコピーを TrueCopy for Mainframe がサポートしないために、この制約があります。

• TrueCopy for Mainframe のディスクトラックフォーマットの要件を確認してください。

TrueCopy for Mainframe はこれらの要件の例外を検出できません。正サイトのストレージシ

ステムは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方のトラックフォーマットが次

の要件を満たさない場合、TrueCopy for Mainframe の形成コピーの操作を中止します。

◦ TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームとセカンダリボリュームは、同じトラッ

クフォーマットであること。

◦ レコードゼロ（R0）は、キー長ゼロおよびデータ長 8 の標準フォーマットであること。R0
が標準フォーマットでない場合、正サイトのストレージシステムは、形成コピーの操作を中

止します。

◦ R0 の CCHH（論理シリンダアドレスと論理ヘッドアドレス）は、トラックの物理シリンダ

アドレスと物理ヘッドアドレスに対して同じであること。

◦ トラック内の各ユーザレコードの CCHH が一意であること。

• TrueCopy for Mainframe のコピーはデータセット単位ではなくボリューム単位で操作するの

で、マルチボリュームのデータセットには特に注意してください。マルチボリュームのデータ

セット（例：複数のボリュームにわたる大容量のデータベース）を完全に複写したり回復した

りする場合は、ボリュームのすべてのデータセットが TrueCopy for Mainframe のセカンダリ

ボリュームにコピーされることを確認してください。

• TrueCopy for Mainframe のペアボリュームは TrueCopy for Mainframe 以外のプログラムプ

ロダクトとも共用できます。詳細は、「4 他の機能との併用」を参照してください。

• TrueCopy for Mainframe は Virtual LVI/LUN（VLL）もサポートします。これによって標準

LVI より小さい LVI を構成できます。VLL ボリュームを TrueCopy for Mainframe ペアに割

り当てる場合は、プライマリボリュームと同じ容量のセカンダリボリュームを指定してくださ

い。プライマリボリュームとセカンダリボリュームの LVI は Storage Navigator で表示されま

す。

3.3.2 複数のペアを同時に作成するときの注意事項

複数のペアを同時に作成する時は、指定したセカンダリボリュームがシステム内で正確に、選択し

たプライマリボリュームと一致するようにしてください。

ペア作成時に複数のボリュームをプライマリボリュームとして選択しても、ダイアログボックスに

はそれらのうち 1 つ、デバイス ID が 小のものしか表示されません。このため指定できるセカン

ダリボリュームは 1 つだけです。システムはデバイス ID に従い、選択したほかのプライマリボリ

ュームに対するセカンダリボリュームとして、副サイトのストレージシステムのデバイス ID を自

動的に割り当てます。

例えば、副サイトのストレージシステムにセカンダリボリュームとして指定したデバイス ID 01、
デバイス ID 02、デバイス ID 03 という 3 個のデバイスがある場合、ペア作成時に 3 個のボリュー

ムをプライマリボリュームとして選択し、その後デバイス ID 01 をセカンダリボリュームとして選

択します。システムはその後、ほかの 2 個のプライマリボリュームにセカンダリボリュームとして

デバイス ID 02 とデバイス ID 03 を割り当てます。このため、適切な順序でセカンダリボリューム

が選択できるように、デバイス ID を割り当ててください。

3.3.3 VOLSER（Volume Serial Number）の重複

TrueCopy for Mainframe の形成コピーの操作は、［形成コピータイプ］で［なし］以外を選択した

場合に、プライマリボリュームの VOLSER をセカンダリボリュームにコピーします。［なし］オプ
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ションでは VOLSER をコピーしません。このことから、TrueCopy for Mainframe ペアのプライマ

リボリュームとセカンダリボリュームの VOLSER は同一になります。ホストの OS は、VOLSER
の重複を許可しないため、ホストの管理者は、重複する VOLSER に関連するシステムの問題に対

して厳重に注意してください。例えば、TrueCopy for Mainframe のセカンダリボリュームが、自

動的にホストとオンラインにならないようにシステムで定義してください。

TrueCopy for Mainframe のセカンダリボリュームとなるボリュームが、TrueCopy for Mainframe
のプライマリボリュームとなるボリュームと同じシステムイメージに物理的に接続すると、次の問

題が発生することがあります。

• TSO CESTPAIR コマンドを使って TrueCopy for Mainframe ペアを作成する場合、セカンダリ

ボリュームがオンラインになることがあります（PPRC はこれを許容しますが、TrueCopy for
Mainframe は許容しません）。これは、ホストイメージへの重複する副オンラインを作り出すお

それがあり、結果は予測不能です。

• TrueCopy for Mainframe ペアを削除すると、古いセカンダリボリュームは通常オフラインにな

ります。ホストイメージが IPL（Initial Program load）されると、システムはオペレータにプ

ライマリボリュームとセカンダリボリュームを提示して、どちらをオフラインにしておくか問

い合わせてきます（旧重複 VOLSER メッセージ）。VOLSER 重複は次のようにして回避できま

す。

1. ホストからのアクセスが発生しないボリュームを特定します。

2. CHP OFF を実行することで、該当するボリュームへのアクセスを完全に遮断します。

3. IPL を実行するときに、LOAD CLEAR を実行します。

これらの問題を避けるために、

• 日立では、プロダクションホストの IOCP とシステム構築時にセカンダリボリュームを作成す

るのであれば、OFFLINE=YES を指定することを強く推奨します。

• セカンダリボリュームがオンラインであるためペア作成に失敗した場合は、全パスをオフライ

ンにしてください。オンラインとなっているホストが特定できない場合は、「11.7 お問い合わせ

先」に示す問い合わせ先にお問い合わせください。SVP の SSBLOG から、オンラインパスの

情報を参照できます。

3.3.4 セカンダリボリュームへの I/O
セカンダリボリュームの読み取り（Read）オプションを指定すると、TrueCopy for Mainframe ペ

アを削除しないで、ホストから TrueCopy for Mainframe のセカンダリボリュームを読み取れます。

セカンダリボリュームの書き込み（Write）オプション指定してペアを分割すると、セカンダリボ

リュームへの書き込みができるようになります。この場合、セカンダリボリュームとプライマリボ

リュームに書き込まれたデータは、トラック単位のビットマップで差分管理され、ペアを再同期す

るときに使用されます。

• セカンダリボリュームの読み取り（Read）兼 VOLSER 書き込みオプション（モード 20）と、

セカンダリボリュームの読み取り（Read）兼 VTOC 領域書き込みオプション（モード 190）は

弊社担当者が有効化します。

• ホストからセカンダリボリュームを Read すると、VTOC 内の参照日付が更新される場合があ

ります。この場合、モード 190 を有効にすることにより VTOC の更新を許可してください。

• CU エミュレーションタイプが I-2107 の場合、ペアが分割している間は、セカンダリボリュー

ムへの CSUSPEND コマンドの再発行は拒否されます。
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• モード 20 を有効にすると、ペアが分割している間、ホストから TrueCopy for Mainframe のセ

カンダリボリュームの VOLSER の更新を許可します。ペアを再同期すると、正サイトのストレ

ージシステムはプライマリボリュームの VOLSER をセカンダリボリュームにコピーします。

• セカンダリボリュームへ Write アクセスするためには、セカンダリボリュームの Write オプシ

ョンを有効にしてペアを分割するか、ペアを削除してください。

• Storage Navigator の［メインフレームシステム機能編集］画面で、No.6 を有効にすることで、

Duplex 状態でセカンダリボリュームの Read が可能となります。

注意　

ストレージシステムを揮発立ち上げ（DKC および DKU の強制揮発電断、電源オフから揮発電源

オン、またはオフラインでのマイクロプログラム交換）した場合、［メインフレームシステム機能

編集］画面の［TCMF SVOL Read］（No.6）の設定が無効になります。揮発立ち上げ後、この機

能を再度有効に設定してください。

3.3.5 差分データの管理

差分データはトラック単位のビットマップで管理されます。ペア分割中に書き込み命令を受け付け

たトラックが差分ビットマップとして管理されます。

正サイトのストレージシステムに VSP 5000 シリーズ以外のストレージシステムを、副サイトのス

トレージシステムに VSP 5000 シリーズを使用する場合、正サイトのストレージシステムで差分デ

ータの管理単位にトラックを指定してください。VSP 5000 シリーズはトラックだけをサポートし

ているため、シリンダを指定すると、TrueCopy for Mainframe ペアを作成できません。

Business Continuity Manager を使用する場合、差分データの管理単位としてはトラックまたはシ

リンダを指定できますが、VSP 5000 シリーズはトラックだけをサポートしているため、どちらを

指定しても、あるいは何も指定しなくても、管理単位にはトラックが適用されます。

RAID Manager を使用する場合、差分データの管理単位は指定できず、常にトラックです。

ボリュームの容量が 262,668Cyl より大きい DP-VOL を使って TrueCopy for Mainframe ペアを

作成する場合、差分データは TrueCopy for Mainframe ペアボリューム内の制御シリンダ領域で管

理されます。このため、ペアボリュームにページが割り当てられていない場合は、ペアを作成する

ときに制御シリンダ情報を記録するページが作成されることがあります。この場合、ボリュームの

容量 4,096Cyl ごとに、差分管理データ用のプール容量が 1 ページ必要です。ただし、制御シリン

ダ情報はユーザのデータと同じページを使用するため、すでにボリュームのすべての領域にページ

が割り当てられている場合は、差分管理データ用のプール容量を追加する必要はありません。

TrueCopy for Mainframe の制御シリンダ情報は、ShadowImage for Mainframe、Universal
Replicator for Mainframe、および Compatible FlashCopy® V2 の制御シリンダ情報と同じページ

に記録されます。

なお、ボリュームの容量が 262,668Cyl より大きい DP-VOL を使用して TrueCopy for Mainframe
ペアを作成したあとで、プールの容量不足によってプールで差分データを管理できないことがあり

ます。この場合、TrueCopy for Mainframe ペアを再同期するときには、プライマリボリュームの

すべてのデータがトラック単位でセカンダリボリュームにコピーされます。

3.3.6 TrueCopy for Mainframe の 大ペア数

TrueCopy for Mainframe の 大ペア数は、65,280 です。Business Continuity Manager または

RAID Manager を使用している場合は、コマンドデバイスを定義してください。したがって、
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Business Continuity Manager または RAID Manager を使用している場合の VSP 5000 シリーズ

中の 大ペア数は、65,280 からそれぞれで定義したコマンドデバイス数を減算した個数です。

3.3.7 大ペア数の算出

VSP 5000 シリーズの 大ペア数を算出します。 大数は次の項目に従って制限されます。

• ボリューム内のシリンダ数。「(1)　シリンダ数を算出する」に従って算出します。

• 各ボリュームで使用するビットマップエリアの数（必要ビットマップエリア数）。これはシリン

ダ数を用いて算出します。

ただし、ボリュームの容量が 262,668Cyl より大きい DP-VOL は、ビットマップエリアを使用しま

せん。そのため、ボリュームの容量が 262,668Cyl より大きい DP-VOL を使用して TrueCopy for
Mainframe ペアを作成する場合、VSP 5000 シリーズの 大ペア数は算出不要です。

計算式で「↑（計算式）↑」は切り上げを、「↓（計算式）↓」は切り下げを意味します。

(1)　シリンダ数を算出する

初に、論理ブロック数を算出します。論理ブロック数はボリュームの容量で単位はブロックです。

論理ブロック数＝ボリューム容量（バイト）÷512

シリンダ数は、次の計算式を使って求めます。

• 3390 の場合

シリンダ数＝（↑（（↑（論理ブロック数÷116）↑）÷15）↑）

• 3380 の場合

シリンダ数＝（↑（（↑（論理ブロック数÷96）↑）÷15）↑）

(2)　ビットマップエリアを算出する

上記で算出したシリンダ数から算出します。

• ビットマップエリア数＝（↑（（シリンダ数 × 15）÷ 122,752）↑）

122,752 は、ビットマップエリア 1 つ当たりの差分量です。差分量の単位はビットです。

メモ　

必要ビットマップエリア数は、ボリュームごとに計算してください。複数ボリュームのシリンダ

数を足した値を使用して必要ビットマップエリア数を算出した場合、正しい算出結果が得られな

いおそれがあります。

例として 10,017 シリンダと 32,760 シリンダの 2 つのボリュームを使用する場合を示します。以

下の正しい計算方法で計算してください。

• 正しい計算方法

（↑（（10,017 × 15） ÷ 122,752）↑） = 2
（↑（（32,760 × 15） ÷ 122,752）↑） = 5
合計 7 ビットマップエリア

• 誤った計算方法

10,017 + 32,760 = 42,777 シリンダ

（↑（（42,777 × 15） ÷ 122,752）↑） = 6
合計 6 ビットマップエリア
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(3)　 大ペア数を算出する

作成できる 大ペア数は次の値から算出します。

• ペア作成に必要なビットマップエリア数：上記で算出

• ストレージシステムで使用できるビットマップエリアの総数：

ストレージシステムで使用できるビットマップエリアの総数は、65,536 です。

◦ 使用するビットマップエリア数は、TrueCopy、TrueCopy for Mainframe、Universal
Replicator、Universal Replicator for Mainframe、および global-active device で共用で

す。そのため、これらのプロダクトを混在して運用する場合は、ストレージシステムのビッ

トマップエリア総数（65,536）から、それぞれのプロダクトの必要ビットマップエリア数を

減算した後で、次の計算式で TrueCopy for Mainframe 作成可能 大ペア数を算出してくだ

さい。なお、それぞれのプロダクトの必要ビットマップエリア数の算出方法は、対応するユ

ーザガイドを参照ください。

◦ 同じボリュームを TrueCopy と Universal Replicator、または TrueCopy for Mainframe と

Universal Replicator for Mainframe で共用する場合も、共用するボリュームが正副どちら

であっても、ストレージシステムのビットマップエリア総数（65,536）から、Universal
Replicator または Universal Replicator for Mainframe の必要ビットマップエリア数を減

算したあとで、次の計算式で TrueCopy for Mainframe 作成可能 大ペア数を算出してくだ

さい。なお、Universal Replicator または Universal Replicator for Mainframe の必要ビッ

トマップエリア数の算出方法は、対応するユーザガイドを参照ください。

作成可能な 大ペア数は、ストレージシステムのビットマップエリア総数と必要ビットマップエリ

ア数を使用して、次の計算式で求めます。

作成可能 大ペア数＝（↓（ストレージシステムのビットマップエリア総数 ÷ 必要ビットマップエ

リア数）↓）

TrueCopy for Mainframe の 大ペア数は、65,280 です。Business Continuity Manager または

RAID Manager を使用している場合は、コマンドデバイスを定義してください。したがって、

Business Continuity Manager または RAID Manager を使用している場合の VSP 5000 シリーズ

中の 大ペア数は、65,280 からそれぞれで定義したコマンドデバイス数を減算した個数です。

3.3.8 形成コピー操作に設定した優先度と実行順序

［リモートレプリカオプション編集］画面で設定した 大形成コピー数の設定値を超えた数の形成コ

ピー操作を実行する場合、実行する形成コピー操作に対して実行順序（優先度）を設定できます。

ここでは、優先度を設定した複数の形成コピー操作を 2 回実行した場合、形成コピー操作の実行順

序の割り当てについて説明します。

大形成コピー数の設定値が 2 の場合、同時に 4 個の TrueCopy for Mainframe ペアを作成する例

について説明します。TrueCopy for Mainframe ペアのプライマリボリュームに設定した優先度を

次の表に示します。

表 26  形成コピー操作を実行するプライマリボリュームに設定した優先度

プライマリボリューム ［形成コピー優先度］に設定した値

LDEV 00 2

LDEV 01 3

LDEV 02 1
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プライマリボリューム ［形成コピー優先度］に設定した値

LDEV 03 4

形成コピーの開始順序とプライマリボリュームに設定した優先度を次の表に示します。

表 27  形成コピーの開始順序とプライマリボリュームに設定した優先度の対応関係

形成コピーの開始順序 プライマリボリューム
［形成コピー優先度］に設定した

値

1 LDEV 02 1

2 LDEV 00 2

3 LDEV 01 3

4 LDEV 03 4

この場合、［ 大形成コピー数］の設定値が 2 のため、LDEV 02 と LDEV 00 の形成コピーが開始

されます。LDEV 02 または LDEV 00 の形成コピーのどちらかが完了すると、LDEV 01 の形成コ

ピーが開始されます。

次の例では、すでに形成コピーが実行されている場合に新たに 2 つの TrueCopy for Mainframe ペ

アを追加する場合、形成コピーが実行される順番の割り当てについて説明します。新たに追加する

TrueCopy for Mainframe ペアのプライマリボリュームおよび優先度を次の表に示します。

表 28  追加する TC-MF ペアのプライマリボリュームに設定した優先度

プライマリボリューム ［形成コピー優先度］に設定した値

LDEV 10 2

LDEV 11 1

ある形成コピーを実行中に、新たに形成コピーを追加する場合、先に実行した形成コピーが完了し

たあとで追加分の形成コピーが実行されます。実行中のすべての形成コピーの優先度を次の表に示

します。

表 29  実行中の形成コピーの開始順序

形成コピーの開始順

序

プライマリボリュ

ーム

［形成コピー優先度］に

設定した値
備考

1 LDEV 02 1 すでに形成コピーの実行が指示

されている TrueCopy for
Mainframe ペア

2 LDEV 00 2 すでに形成コピーの実行が指示

されている TrueCopy for
Mainframe ペア

3 LDEV 01 3 すでに形成コピーの実行が指示

されている TrueCopy for
Mainframe ペア

4 LDEV 03 4 すでに形成コピーの実行が指示

されている TrueCopy for
Mainframe ペア
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形成コピーの開始順

序

プライマリボリュ

ーム

［形成コピー優先度］に

設定した値
備考

5 LDEV 11 1 新たに形成コピーの実行が指示

された TrueCopy for Mainframe
ペア

6 LDEV 10 2 新たに形成コピーの実行が指示

された TrueCopy for Mainframe
ペア

［リモートレプリカオプション編集］画面で設定する［形成コピー優先度］は、同時に実行した形成

コピー操作の数の範囲内で決定されます。このため、 初の形成コピー操作で優先度の順番に従っ

た形成コピー操作が完了するまで、追加分の形成コピー操作は開始されません。

3.4 TrueCopy for Mainframe の物理パスの計画

正サイトと副サイトのストレージシステムを接続する物理パスは、プライマリボリュームおよびセ

カンダリボリュームに送信される可能性のあるデータの総量を、十分に管理できるようにしてくだ

さい。

関連概念

• 3.4.1 TrueCopy for Mainframe に必要な帯域量

• 3.4.2 TrueCopy for Mainframe のファイバチャネル接続

• 3.4.3 TrueCopy for Mainframe の接続形態

• 3.4.4 ポートの計画

3.4.1 TrueCopy for Mainframe に必要な帯域量

すべての作業負荷レベルのデータ転送に対処するため、十分な帯域が必要です。TrueCopy for
Mainframe システムに必要な帯域量は、ホストからプライマリボリュームに送信される I/O 量に基

づいています。Write 作業負荷を測定して必要な帯域を決定してください。作業負荷データは性能

モニタリングソフトウェアを使って収集されます。

関連概念

• 3.4 TrueCopy for Mainframe の物理パスの計画

3.4.2 TrueCopy for Mainframe のファイバチャネル接続

Short Wave（オプティカルマルチモード）または Long Wave（オプティカルシングルモード）の

光ファイバケーブルを使って、正サイトと副サイトのストレージシステムを接続します。正サイト

と副サイトのストレージシステム間の距離によって、次のとおり必要なケーブルおよびネットワー

ク中継機器が異なります。
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ストレージシステム間の距離 ケーブルの種類 ネットワーク中継機器

～1.5km Short Wave（オプティカルマルチ

モード）

0.5km～1.5km の場合は、スイッチ

が必要

1.5km～10km Long Wave（オプティカルシングル

モード）※

特になし

10km～30km Long Wave（オプティカルシングル

モード）※

スイッチが必要

30km 以上 通信回線 認可されたサードパーティー製の

チャネルエクステンダが必要

注※

FCoE の場合、Long Wave を使用できません。

ファイバチャネル接続でスイッチを使用する場合、VSP 5000 シリーズ用の特別な設定は不要です。

Long Wave では、10km まで直接接続（直結）をサポートしています。

長距離ケーブル（Long Wave および通信回線）の場合は、接続距離に応じて、転送性能の低下、転

送遅延の増加が発生します。長距離ケーブルの導入時には、I/O 性能を確認してください。Long
Wave の 10km ケーブル使用時は、転送遅延が約 0.1ms、各ポートの転送速度は約 2Gbps です。

シリアルチャネルによる TrueCopy for Mainframe 接続の可用性に関する 新情報は、お問い合わ

せください。

関連概念

• 3.4 TrueCopy for Mainframe の物理パスの計画

3.4.3 TrueCopy for Mainframe の接続形態

TrueCopy for Mainframe では、3 種類の接続形態がサポートされます。
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関連概念

• 3.4 TrueCopy for Mainframe の物理パスの計画

• (1)　直結の接続形態

• (2)　スイッチを使用した接続形態

• (3)　チャネルエクステンダを使用した接続形態

(1)　直結の接続形態

2 個のデバイスを直結します。

正サイトと副サイトのストレージシステムの間にオープンパッケージを使用している環境で、長距

離（10km 以下の Long Wave）で直結構成の場合、ホストモードオプション 51（Round Trip Set
Up Option）を設定すると、ストレージシステム間の I/O 応答時間が改善され、ホスト I/O の応答

時間を改善できます。

ホストモードオプションについては、『オープンシステム構築ガイド』を参照してください。

なお、ストレージシステム間の接続に使用するパッケージ、プロトコル、およびホストモードオプ

ション 51 の設定によって、Fabric やトポロジの設定が次のとおり異なります。また、設定できる

リンクスピードも異なります。

パッケージ名 プロトコル Fabric の設定 トポロジ
設定できるリンク

スピード

CHB(FC32G) 32GbpsFC OFF FC-AL • 4Gbps

• 8Gbps

Point-to-Point • 16Gbps

• 32Gbps

関連概念

• 3.4.3 TrueCopy for Mainframe の接続形態

(2)　スイッチを使用した接続形態

スイッチを使って光ファイバケーブルを接続します。
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一部のスイッチベンダでは F ポートが必要です（例： McData ED5000）。

正サイトと副サイトのストレージシステムの間にオープンパッケージを使用している環境で、長距

離（100km 程度）でスイッチ構成の場合、ホストモードオプション 51（Round Trip Set Up
Option）を設定すると、ストレージシステム間の I/O 応答時間が改善され、ホスト I/O の応答時間

を改善できます。

ホストモードオプションについては、『オープンシステム構築ガイド』を参照してください。

なお、ストレージシステム間の接続に使用するパッケージ、プロトコル、およびホストモードオプ

ション 51 の設定によって、Fabric やトポロジの設定が次のとおり異なります。また、設定できる

リンクスピードも異なります。

パッケージ名 プロトコル

ホストモード

オプション 51
の設定

Fabric の設定

Initiator ポートと

RCU Target ポー

トのトポロジ

設定できるリ

ンクスピード

CHB(FC32G) 32GbpsFC OFF ON Point-to-Point • 4Gbps

• 8Gbps

• 16Gbps

• 32Gbps

関連概念

• 3.4.3 TrueCopy for Mainframe の接続形態

(3)　チャネルエクステンダを使用した接続形態

長距離にわたってデバイスを接続するためには、チャネルエクステンダとスイッチを使用します。
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Bidirectional ポートの Fabric を ON、トポロジを Point-to-Point に設定してください。

注意　

正サイトのストレージシステムと副サイトのストレージシステムをスイッチ経由でチャネルエクステンダ接続

した状態で、複数のリモートコピーのパスを 1 か所にまとめた場合、構成およびスイッチのルーティングの設

定によっては、特定のスイッチにデータ転送量が集中するおそれがあります。弊社のスイッチを使用する場合の

構成およびルーティングの設定については、お問い合わせください。

注意　

チャネルエクステンダがリモート I/O をサポートできることを確認してください。詳細についてはお問い合わ

せください。

メモ　

• 正サイトと副サイトの各ストレージシステムの間には、少なくとも 2 つの独立したリモートコピー接続（ク

ラスタごとに 1 つ）を設定して、この重要な通信パスにハードウェア的な冗長性を持たせてください。

• 4,000 個以上のペアを使用する場合は、物理パスへの負荷を分散するために、1 本の物理パスを使用するペ

アが 4,000 個以下となるように物理パスを分けてペアを作成することを推奨します。

• 災害リカバリ時には、同じ Write 作業負荷が逆方向でも使用されます。したがって、災害リカバリのために

TrueCopy for Mainframe の導入を計画する場合は、通常動作用の正サイトのストレージシステムから副サ

イトのストレージシステムへのコピーパスと同じ数の副サイトのストレージシステムから正サイトのスト

レージシステムへのリモートコピー接続パスを設置してください。正サイトのストレージシステムから副

サイトのストレージシステムへのパスとは別に、逆方向のリモートコピー接続パスを設置してください。

• PPRC コマンドを使用すると、TSO CESTPATH コマンドおよび CDELPATH コマンドを経由して、自動

でポートの構成を変更し、正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへのリモート

パスを、副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへのコピーパスに切り替えるこ

とができます。そのため、正サイトのストレージシステムから副サイトのストレージシステムへのリモート

パスを設定しておけば、副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへのリモートパ

スが設定されていなくても災害リカバリができます。

関連概念

• 3.4.3 TrueCopy for Mainframe の接続形態

3.4.4 ポートの計画

正サイトと副サイトのストレージシステムで、データは Bidirectional ポートで双方向に、リモート

コピー接続パスに沿って転送されます。
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• Bidirectional ポートがデータを送ります。

• Bidirectional ポートがデータを受信します。

• それぞれのポートが送受信できるデータ量には制限があります。

ピーク期間中に転送予定のデータ量（Write 作業負荷）を把握してください。これによって帯域を

データ転送要件に合致させられるだけでなく、すべての作業負荷レベルに対応するのに十分な

Bidirectional のポート数を各システムで算出できます。

(1)　ポート属性と要件

VSP 5000 シリーズのファイバチャネルポートには、次の属性と要件があります。

Target ポート：ストレージシステムと OPEN ホストを接続します。ホストが Write 要求を発行す

ると、その要求がストレージシステムの Target ポート経由で VSP 5000 シリーズのボリュームへ

送信されます。

Bidirectional ポート：リモートコピー／外部ストレージと接続するためのイニシエータまたはター

ゲットとして使用するためのポート設定です。次の 3 種類のポート属性をもっています。なお、

Bidirectional に設定したポートでホストサーバ接続を共用できますが、性能を求める用途には推奨

しません。

• Initiator ポート：ペアとなったストレージシステムに TrueCopy for Mainframe のコマンドを

送信します。Initiator ポートは TrueCopy for Mainframe 動作用に正サイトのストレージシス

テムで必要です。副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムにデータ

をコピーする場合は、副サイトのストレージシステムにも必要です。

1 つの Initiator ポートは、 大 64 個の RCU Target ポートに接続できます。

VSP 5000 シリーズでは、モード設定によって TSO CESTPATH コマンドに応答し、ファイバ

チャネルポートを Initiator ポートまたは RCU Target ポートとして自動的に構成できます。

「(2)　CESTPATH/CDELPATH コマンドでのプライマリボリュームとセカンダリボリュームの

スワップ」を参照してください。

注意　

ファイバチャネルインタフェースに対して、CESTPATH コマンド、CDELPATH コマンドと、

LUN Manager の SCSI パス定義機能を同時に使用しないでください。

• RCU Target ポート：TrueCopy for Mainframe のコマンドとデータを受信します。RCU
Target ポートは TrueCopy for Mainframe 動作用に副サイトのストレージシステムで設定して

ください。副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムにデータをコピ

ーする場合は正サイトのストレージシステムでも設定してください。

1 つの RCU Target ポートは、 大 16 個の Initiator ポートに接続できます。指定できるリモ

ートパスの数は TrueCopy for Mainframe 用に構成されるポート数によって決まるものではあ

りません。リモート接続ごとにリモートパスの数を指定できます。

• External ポート：External ポートは Universal Volume Manager で設定し、使用します。

TrueCopy for Mainframe では External ポートの属性を持ったポートは使用しません。

(2)　CESTPATH/CDELPATH コマンドでのプライマリボリュームとセカンダリボリュ

ームのスワップ

VSP 5000 シリーズでは、TrueCopy for Mainframe‐PPRC CESTPATH/CDELPATH コマンドを使

用して、次の手順でプライマリボリュームとセカンダリボリュームをスワップできます。

1. リモート接続に使用するポートの属性を Bidirectional に設定します。
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2. 正サイトのストレージシステムに CESTPATH TSO マンドを発行します。

正サイトから副サイトへのリモート接続が作成されます。

3. 正サイトのストレージシステムに FREEZE コマンドを発行します。

4. 正サイトのストレージシステムに CDELPATH TSO コマンドを発行します。

5. 副サイトのストレージシステムに CESTPATH TSO コマンドを発行します。

副サイトから正サイトへのリモート接続が作成されます。

CESTPATH TSO コマンドが発行されると、ポートに HOST 論理パスがない場合、TrueCopy for
Mainframe の論理パスが確立されます。また CDELPATH TSO コマンドが発行されると、

TrueCopy for Mainframe の論理パスが削除されます。

なお、ファイバチャネルインタフェースに対して、CESTPATH コマンド、CDELPATH コマンド

と、LUN Manager の「SCSI（Small Computer System Interface）パス定義」機能を同時に使用

しないでください。また、CESTPATH コマンドおよび CDELPATH コマンドを使用する前に、対

象となるファイバチャネルポートを、Bidirectional ポートに設定してください。

3.5 コンシステンシーグループの計画

コンシステンシーグループによって、 大 4 組のストレージシステムのペアのグループに対して、

同時に 1 つのペア操作を実行できます。コンシステンシーグループによって、同じグループ内ペア

がある 大 4 台の副サイトのストレージシステムに格納されたセカンダリボリューム間で、データ

の一貫性を保持できます。

どのペアをコンシステンシーグループに登録するかを決定してください。これは特定のグループの

ペア全体の状態を一致させるため、また、それらのペアに対して特定の操作を同時に実行するため

に、運用上の基準に基づいて決定してください。

3.5.1 コンシステンシーグループの動作（1 組のストレージシステムで構成

される場合）

1 組のストレージシステムで構成されるコンシステンシーグループに、TrueCopy ペアと TrueCopy
for Mainframe ペアを作成、更新、コピーする場合の概要を示します。
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操作手順

1. RAID Manager または Business Continuity Manager から指定したコンシステンシーグルー

プに TrueCopy/TrueCopy for Mainframe ペアが作成される。

2. オープンシステム用サーバまたはメインフレームシステム用ホストの各アプリケーションから
I/O 要求を受け付け、各ボリュームのデータを更新する。

3. コンシステンシーグループ内で TrueCopy/TrueCopy for Mainframe のコピーが実行される。

ペア作成時にペアをコンシステンシーグループに割り当てられます。詳細は、次のユーザガイドを

参照してください。

• TrueCopy ペアを作成し、それらを RAID Manager を使ってコンシステンシーグループに割り

当てる操作については、『RAID Manager ユーザガイド』および『RAID Manager コマンドリ

ファレンス』を参照してください。

• TrueCopy for Mainframe ペアを作成し、それらを Business Continuity Manager を使ってコ

ンシステンシーグループに割り当てる操作については、『Business Continuity Manager ユーザ

ーズガイド』を参照してください。

3.5.2 コンシステンシーグループの動作（複数組のストレージシステムで構

成される場合）

複数組のストレージシステムで構成されるコンシステンシーグループに、TrueCopy ペアと

TrueCopy for Mainframe ペアを作成、更新、コピーする場合の概要を示します。
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操作手順

1. RAID Manager から複数組のストレージシステムで構成されるコンシステンシーグループを運

用

2. オープンシステム用サーバまたはメインフレームシステム用ホストの各アプリケーションから
I/O 要求を受け付け、各ボリュームのデータを更新する。

3. コンシステンシーグループ内で TrueCopy/TrueCopy for Mainframe のコピーが実行される。

ペア作成時にペアをコンシステンシーグループに割り当てられます。複数組のストレージシステム

で構成されるコンシステンシーグループの構成の作成、コンシステンシーグループへの TrueCopy
ペア、TrueCopy for Mainframe ペアの登録、および操作については、『RAID Manager ユーザガ

イド』および『RAID Manager コマンドリファレンス』を参照してください。

なお、複数組のストレージシステムで構成されるコンシステンシーグループでは、TrueCopy for
Mainframe ペアの登録、および操作は、Business Continuity Manager からはできません。

(1)　コンシステンシーグループで保障されるシステム構成

次の表に、複数組のストレージシステムで構成されるコンシステンシーグループのセカンダリボリ

ューム間のデータ一貫性の保証の対象となるシステム構成を示します。
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システム構成 上位システムのデータの更新順序性※
セカンダリボリューム間のデータ一

貫性の保証範囲

OPEN サーバ

/MF ホスト混在

OPEN サーバ/MF ホスト間でデータ更新の順

序性の保証あり

副サイトの複数のストレージシステム

内の TC、TC-MF セカンダリボリュー

ム

OPEN サーバ

/MF ホスト混在

OPEN サーバ/MF ホスト間でデータ更新の順

序性の保証なし

TC セカンダリボリュームと TC-MF
セカンダリボリューム間の一貫性はな

い

OPEN サーバ間でデータ更新の順序性の保証

あり

副サイトの複数のストレージシステム

内の TC セカンダリボリューム

MF ホスト間でデータ更新の順序性の保証あり 副サイトの複数のストレージシステム

内の TC-MF セカンダリボリューム

OPEN サーバだけ OPEN サーバ間でデータ更新の順序性の保証

あり

副サイトの複数のストレージシステム

内の TC セカンダリボリューム

MF ホストだけ MF ホスト間でデータ更新の順序性の保証あり 副サイトの複数のストレージシステム

内の TC-MF セカンダリボリューム

注※

上位システムでデータの更新順序が保証されていない（データ更新の順序性が必要ない）場合

は、セカンダリボリューム間でのデータ一貫性は保証されません。

(2)　新規のコンシステンシーグループにペアを登録する

新規に複数組のストレージシステムで構成されるコンシステンシーグループを構成し、TrueCopy
ペアおよび TrueCopy for Mainframe ペアを登録する手順を次に示します。

新規に TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペアを作成する場合

1. RAID Manager 用の構成定義ファイル C を複数組のストレージシステムの構成で作成する。

2. RAID Manager から、コンシステンシーグループへの登録を指定して、TrueCopy ペア、

TrueCopy for Mainframe ペア作成操作を実施する（構成定義ファイル C に対して操作する）。

既存の TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペアを使用する場合

1. 既存の TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペアを RAID Manager から操作するために、

RAID Manager 用の構成定義ファイル（構成定義ファイル A）を作成する。

2. RAID Manager から、ペア分割操作を実施する（構成定義ファイル A に対して操作する）。

3. RAID Manager から、コンシステンシーグループを指定しないで、ペア再開操作を実施する（構

成定義ファイル A に対して操作する）。

4. RAID Manager から、ペア分割操作を実施する（構成定義ファイル A に対して操作する）。

5. 新規に RAID Manager 用の構成定義ファイル（構成定義ファイル C）を複数組のストレージシ

ステムの構成で作成する。

6. RAID Manager から、コンシステンシーグループへの登録を指定して、ペア再開操作を実施す

る（構成定義ファイル C に対して実施する）。

ヒント　

既存の TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペアを削除したあとに、「新規に TrueCopy ペア、TrueCopy
for Mainframe ペアを作成する場合」の手順を実施できます。
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(3)　既存のコンシステンシーグループにペアを登録する

既存の複数組のストレージシステムで構成されるコンシステンシーグループに、TrueCopy ペアお

よび TrueCopy for Mainframe ペアを登録する手順を次に示します。

新規に TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペアを作成する場合

1. 既存の RAID Manager 用の構成定義ファイル（構成定義ファイル B）に追加したい TrueCopy
ペア、TrueCopy for Mainframe ペアの情報を追加して、構成定義ファイル（構成定義ファイル

C）を作成する。

2. RAID Manager から、TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペア作成操作を実施する（構

成定義ファイル C に対して操作する）。

既存の TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペアを使用する場合

1. 既存の TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペアを RAID Manager から操作するために、

RAID Manager 用の構成定義ファイル（構成定義ファイル A）を作成する。

2. RAID Manager から、ペア分割操作を実施する（構成定義ファイル A に対して操作する）。

3. RAID Manager から、コンシステンシーグループを指定しないで、ペア再開操作を実施する（構

成定義ファイル A に対して操作する）。

4. RAID Manager から、ペア分割操作を実施する（構成定義ファイル A に対して操作する）。

5. 既存の複数組のストレージシステムの構成の構成定義ファイル（構成定義ファイル B）にペア

分割操作を実施する（構成定義ファイル B に対して操作する）。

6. 既存の複数組のストレージシステムの構成の構成定義ファイル（構成定義ファイル B）に、追

加したい TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペアの情報を追加して、構成定義ファイル

（構成定義ファイル C）を作成する。

7. RAID Manager から、TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペア作成操作を実施する（構

成定義ファイル C に対して操作する）。

ヒント　

既存の TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペアを削除したあとに、「新規に TrueCopy ペア、TrueCopy
for Mainframe ペアを作成する場合」の手順を実施できます。

3.5.3 コンシステンシーグループの要件

1 組のストレージシステムで構成されるコンシステンシーグループには、次の要件を満たしている

必要があります。

• TrueCopy と TrueCopy for Mainframe ペアは、1 つのコンシステンシーグループにだけ割り当

ててください（割り当てられるのは 1 つのコンシステンシーグループだけです）。

• 大で 256 個（00～FF）のコンシステンシーグループを確立できます。1 つのコンシステンシ

ーグループに登録できるペア数は、 大で 8,192 ペアです。

• 1 つのコンシステンシーグループに、TrueCopy ペアと TrueCopy for Mainframe ペアを混在さ

せて構成できます。

• 新しく登録するコンシステンシーグループには、未使用のコンシステンシーグループ ID を割り

当ててください。

複数組のストレージシステムで構成されるコンシステンシーグループには、前述の要件に加えて、

次の要件を満たしている必要があります。

86 TrueCopy for Mainframe の計画

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



• VSP 5100, 5500 の場合、正サイトと副サイトのストレージシステムの両方に VSP 5000 シリー

ズ、VSP G1000, VSP G1500, VSP F1500、VSP を使用してください。

VSP 5200, 5600 の場合、正サイトと副サイトのストレージシステムの両方に VSP 5000 シリー

ズ、VSP G1000, VSP G1500, VSP F1500 を使用してください。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムは、それぞれ 大 4 台使用できます。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムの両方で、複数組のストレージシステムで構成され

るコンシステンシーグループ機能をサポートするマイクロコードプログラムを使用してくださ

い。

◦ 正サイトのストレージシステムが、複数組のストレージシステムで構成されるコンシステン

シーグループ機能をサポートしていない場合、1 組のストレージシステムで構成されるコン

システンシーグループのペアが作成されます。

◦ 副サイトのストレージシステムが、複数組のストレージシステムで構成されるコンシステン

シーグループ機能をサポートしていない場合、ペアを作成できません。

• 複数組のストレージシステムで構成されるコンシステンシーグループの操作に対応した RAID
Manager を使用してください。

• ペア操作は RAID Manager からだけサポートされます。Business Continuity Manager また

は Storage Navigator からのペア操作は、サポートされていません。

• Universal Replicator for Mainframe との連携によるカスケード構成は、サポートされていませ

ん。

• Compatible FlashCopy®との連携はサポートされていません。

注意　

コンシステンシーグループを使用した PPRC マルチターゲット構成の場合、副サイトのボリュームでは MTIR
ペアは作成されません。

TrueCopy の Open/MF コンシステンシーグループを指定した TrueCopy ペアの設定と操作には、

TrueCopy のインストールが必要です。また、TrueCopy の Open/MF コンシステンシーグループと

『TrueCopy ユーザガイド』に記載している TrueCopy のコンシステンシーグループは同じもので

す。TrueCopy のコンシステンシーグループについては、『TrueCopy ユーザガイド』を参照してく

ださい。

3.5.4 TrueCopy ペアと TrueCopy for Mainframe ペアを同じコンシステン

シーグループに登録する

TrueCopy ペアと TrueCopy for Mainframe ペアを同じ TrueCopy の Open/MF コンシステンシー

グループに登録する場合は、同じコンシステンシーグループ ID を使用してください。このため、

RAID Manager と Business Continuity Manager の両方で、事前に使用するコンシステンシーグ

ループ ID を決めておいてください。コンシステンシーグループ ID は未使用のものを指定してく

ださい。

運用を開始するときは、RAID Manager では、コンシステンシーグループ ID を指定してペアを定

義し、Business Continuity Manager では、コピーグループの構成を定義する画面（［Copy Group
Attributes(TC)］画面）で事前にコンシステンシーグループ ID に Open/MF コンシステンシー維持

機能を使用する設定をしてからペアを定義してください。［Copy Group Attributes(TC)］画面で

Open/MF コンシステンシー維持機能を使用する設定については、『Business Continuity Manager
ユーザーズガイド』を参照してください。

RAID Manager または Business Continuity Manager からグループ単位の分割操作を実施する

と、同じコンシステンシーグループに登録されている TrueCopy ペアと TrueCopy for Mainframe
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ペアが分割され、分割操作を受領した時刻までの TrueCopy ペアと TrueCopy for Mainframe ペア

のデータが保障されます。このとき、YKFREEZE と YKRUN は不要です。

同じコンシステンシーグループに TrueCopy ペアと TrueCopy for Mainframe ペアが登録されてい

る場合の、グループ単位のペア分割処理の処理シーケンスは次のとおりです。

処理シーケンス

1. RAID Manager または Business Continuity Manager からグループ単位の分割操作を受領す

る。

2. グループ単位の分割操作を開始する。

3. 分割操作の指示元に操作の完了を報告する。

4. 非同期処理で、対象コンシステンシーグループに属するすべての TrueCopy ペアと TrueCopy
for Mainframe ペアを分割する。

5. 対象コンシステンシーグループに属するすべてのペア分割が完了する。

2．～5．の処理中に対象コンシステンシーグループの TrueCopy ペアまたは TrueCopy for
Mainframe ペアのプライマリボリュームで Write IO を受領時、I/O 受領ボリュームのペアがまだ

分割していない場合は、ペアを分割してから Write IO 処理を実施します。Write IO 処理ではペア

が分割済みのため、データはセカンダリボリュームにコピーせず差分化することでコンシステンシ

ーを保障しています。

図 4  TrueCopy ペア#1 と#2、TrueCopy for Mainframe ペア#3 と#4 を同じコンシステンシーグル

ープにした構成時のグループ単位の分割操作処理シーケンス
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3.5.5 分割の動作

次に I/O 処理中に分割コマンドが発行されたときと、分割コマンド実行中に I/O 処理が要求された

ときに、どのように同じグループ内ペアのセカンダリボリューム間でデータの一貫性を保持するか

を示します。

次のすべての条件が成立するときはグループ内ペアのセカンダリボリューム間でデータの一貫性を

保持できません。

• 分割コマンドを実行中

• ホストから I/O 要求

• I/O 要求の接続先ポートのマイクロプロセッサが閉塞

このような場合は、該当コンシステンシーグループを再同期した後で、再度分割コマンドを実行し

てください。

(1)　I/O 処理中に分割コマンドが発行された時の動作（TrueCopy の場合）

次の図は、I/O 処理中に分割コマンドが発行されたときに、どのように同じグループ内ペアのセカ

ンダリボリューム間でデータの一貫性を保持するかを示します。

TrueCopy ボリュームの場合、コンシステンシーグループに分割コマンド（pairsplit -rまたは

YKSUSPND）が発行されたときに I/O 処理中のボリュームがあると、データの整合性を保持するた

めに、そのボリュームは I/O 処理とセカンダリボリュームへのデータ転送が終了した後に分割しま

す。

次の図は、分割コマンドが発行された時点で、ボリューム B が I/O 処理中だったため、ボリューム

B は I/O 処理とセカンダリボリュームへのデータ転送が終了した後に、分割操作が実行されること

を示します。

図 5  コマンド発行時に、グループ内に I/O 処理中のデータがある場合の分割処理（TrueCopy ボリ

ュームの場合）

(2)　I/O 処理中に分割コマンドが発行された時の動作（TrueCopy for Mainframe の場

合）

TrueCopy for Mainframe ボリュームの場合、コンシステンシーグループに分割コマンド

（pairsplit -rまたは YKSUSPND）が発行されたときに I/O 処理中のボリュームがあると、デー

タの整合性を保持するために、I/O 処理中のボリュームのトラック処理とセカンダリボリュームへ

のデータ転送が終了した後に分割します。
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次の図は、分割コマンドが発行された時点で、あるボリュームがトラック 2 を処理中だったため、

トラック 2 をセカンダリボリュームへコピーしトラック 3 以降を差分化することを示します。

図 6  コマンド発行時に、グループ内に I/O 処理中のデータがある場合の分割処理（TC-MF ボリュ

ームの場合）

(3)　分割コマンドの処理中に I/O 要求があったときの動作

分割コマンド処理中のコンシステンシーグループ内のペアにオープンシステム用のサーバまたはメ

インフレームシステム用のホストから I/O 要求があった場合、該当するペアの分割処理が完了して

いないときは、ほかのペアより優先して分割処理を完了します。I/O 要求は、ペアが分割されてか

ら受け付けられます。グループ内のペアに障害による分割が発生した場合の分割処理も同様に動作

します。このため、該当するグループ内ペアのセカンダリボリューム間でデータの一貫性を保持で

きます。このとき、TrueCopy for Mainframe ペアの場合は、ペアの状態が障害分割に遷移するた

びに「IEA491E」メッセージがメインフレームシステム用のホストに表示（ログ）されます。この

メッセージの詳細については、「B.3.2 IEA491E メッセージ」を参照してください。

(4)　分割後のホストアクセス

RAID Manager と Business Continuity Manager では、ペア分割時に、ペア分割後のプライマリ

ボリュームとセカンダリボリュームに対するホストからのアクセス制限に関するオプションを指定

できます。各オプション指定時のアクセス可否について、次の表に示します。

• RAID Manager ではオプションを指定しないという選択ができます。

• Business Continuity Manager ではオプションを指定しないという選択ができません。

TrueCopy ボリュームは Read アクセスを禁止した状態にできないので、どのオプションを指定し

ても Read アクセスを禁止することはできません。各オプションの詳細については、『RAID
Manager ユーザガイド』、『RAID Manager コマンドリファレンス』または『Business Continuity
Manager ユーザーズガイド』を参照してください。

表 30  ホストからのアクセス制限に関するオプションを指定したときのアクセス可否（プライマリ

ボリューム）

操作元 オプション

プライマリボリュームアクセス可否

TrueCopy ボリューム TC-MF ボリューム

Read Write Read Write

RAID
Manager※

プライマリボリュ

ーム

Write 禁止

○ × ○ ×
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操作元 オプション

プライマリボリュームアクセス可否

TrueCopy ボリューム TC-MF ボリューム

Read Write Read Write

プライマリボリュ

ーム用

オプションなし

○ ○ ○ ○

Business
Continuity
Manager

プライマリボリュ

ーム

Write 禁止

○ × ○ ×

プライマリボリュ

ーム

Write 許可

○ ○ ○ ○

（凡例）

○：アクセスできる

×：アクセスできない

注※

操作元が RAID Manager のアクセス可否は、RAID Manager から TrueCopy プライマリボリ

ュームを操作したときの状態です。RAID Manager から TrueCopy for Mainframe プライマ

リボリュームを操作したときは、オプション指定には関係なく、TrueCopy for Mainframe プ

ライマリボリュームと TrueCopy プライマリボリュームは、「プライマリボリューム用オプシ

ョンなし」の状態となります。

表 31  ホストからのアクセス制限に関するオプションを指定したときのアクセス可否（セカンダリ

ボリューム）

操作元 オプション

セカンダリボリュームへのアクセス可否

TrueCopy ボリューム TC-MF ボリューム

Read Write Read Write

RAID
Manager※

セカンダリボリ

ューム

Read 許可

○ × × ×

セカンダリボリ

ューム Read/
Write 許可

○ ○ ○ ○

セカンダリボリ

ューム用

オプションなし

○ × × ×

Business
Continuity
Manager

セカンダリボリ

ューム Read/
Write 禁止

○ × × ×

セカンダリボリ

ューム Read/
Write 許可

○ ○ ○ ○

（凡例）
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○：アクセスできる

×：アクセスできない

注※

操作元が RAID Manager のアクセス可否は、RAID Manager から TrueCopy セカンダリボリ

ュームを操作したときの状態です。RAID Manager から TrueCopy for Mainframe セカンダ

リボリュームを操作したときは、オプション指定には関係なく、TrueCopy for Mainframe セ

カンダリボリュームと TrueCopy セカンダリボリュームは、「セカンダリボリューム用オプシ

ョンなし」の状態となります。

(5)　分割処理前のペア状態と分割後のペア状態

TrueCopy の Open/MF コンシステンシーグループ内で TrueCopy ペアと TrueCopy for
Mainframe ペアのセカンダリボリューム間でデータの一貫性を保持するためには、すべてのペアが

次の状態となっていることが前提です。

• TrueCopy ペア：PAIR

• TrueCopy for Mainframe ペア：Duplex

PAIR または Duplex 以外の状態のペアがある場合は、必ずすべてのペアを上記の状態にしてから、

そのグループに対してペア分割操作を実施してください。次の表に TrueCopy ペアと TrueCopy
for Mainframe ペアの状態およびペア分割操作を実施した場合の結果を示します。

次の表で網掛け部分と左端 2 列は分割前のペア状態、それ以外の部分は分割後のペア状態を示しま

す。

表 32  TrueCopy ペアと TC-MF ペアの状態およびペア分割操作を実施した場合の結果（RAID
Manager）

ペアの状態

TC-MF ペア

すべてのペアが Duplex
状態である

Duplex 状態のペアと

Suspend 状態のペアがあ

る

すべてのペアが

Suspend 状態である

TC ペア すべてのペアが PAIR
状態である

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

PAIR 状態のペアと

PSUS 状態のペアがあ

る

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

すべてのペアが PSUS
状態である

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Duplex

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Duplex/
Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

表 33  TrueCopy ペアと TC-MF ペアの状態およびペア分割操作を実施した場合の結果（Business
Continuity Manager）

ペアの状態

TC-MF ペア

すべてのペアが Duplex
状態である

Duplex 状態のペアと

Suspend 状態のペアがある

すべてのペアが

Suspend 状態である

TC ペア すべてのペアが PAIR
状態である

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend
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ペアの状態

TC-MF ペア

すべてのペアが Duplex
状態である

Duplex 状態のペアと

Suspend 状態のペアがある

すべてのペアが

Suspend 状態である

PAIR 状態のペアと

PSUS 状態のペアがあ

る

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

すべてのペアが PSUS
状態である

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

TC ペア：PSUS
TC-MF ペア：Suspend

3.5.6 Business Continuity Manager でペアを再同期または削除するとき

の注意事項

1 組のストレージシステムで構成される Open/MF コンシステンシーグループ内の TrueCopy for
Mainframe ペアを Business Continuity Manager で再同期すると、コンシステンシーグループ内

のすべてのペアが再同期されます。ホストから TrueCopy のセカンダリボリュームへアクセス中で

あっても、TrueCopy ペアも同時に再同期されます。コンシステンシーグループ内のすべての

TrueCopy ペアと TrueCopy for Mainframe ペアの状態を確認してから、ペアを再同期してくださ

い。

1 組のストレージシステムで構成される Open/MF コンシステンシーグループ内の TrueCopy for
Mainframe ペアを Business Continuity Manager で削除すると、コンシステンシーグループ内の

TrueCopy for Mainframe ペアだけが削除されます。TrueCopy ペアも同時に削除したいときは、

RAID Manager でペアを削除してください。

3.6 エラー報告通信

エラー報告通信（ERC）は、災害リカバリ作業のための重要なコンポーネントで、正サイトのホス

トプロセッサと副サイトのホストプロセッサの間で情報を転送するために使用します。ERC は、チ

ャネルとチャネル間の通信、Net View 技術、またはその他の相互接続の技術を使用して構成しま

す。どれを使用するかは、インストールの要件や規格によって異なります。TrueCopy for
Mainframe も、VSP 5000 シリーズのプログラムプロダクトも、正サイトと副サイトの間に ERC
を提供しません。

• TrueCopy for Mainframe を災害リカバリに使用する場合は、効果的な復旧作業を保証するため

に ERC が必要です。

• TrueCopy for Mainframe をデータの移動手段として使用する場合は、ERC の利用を推奨しま

すが、必須ではありません。

• TrueCopy for Mainframe ペアがエラー条件によって分割されると、正サイトのストレージシス

テムは、IEA491E システムコンソールメッセージになるセンス情報を生成します。この情報

は、災害検出と復旧のためには、ERC を介して副サイトに転送されなくてはなりません。
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4
他の機能との併用

TrueCopy for Mainframe 以外の機能で使われているボリュームの中には、TrueCopy for
Mainframe のプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームとして利用できるものと、利用で

きないものがあります。この章では、他の機能との併用について説明します。

 4.1 TrueCopy for Mainframe と共用可能なボリューム

 4.2 Universal Replicator for Mainframe

 4.3 ShadowImage for Mainframe

 4.4 Compatible FlashCopy® V2

 4.5 Virtual LVI/LUN（VLL）

 4.6 Dynamic Provisioning for Mainframe

 4.7 Performance Monitor

 4.8 Compatible XRC および Concurrent Copy（CC）

 4.9 Volume Migration

 4.10 Volume Retention Manager

 4.11 Soft Fence
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4.1 TrueCopy for Mainframe と共用可能なボリューム

TrueCopy for Mainframe 以外の機能で使われているボリュームを TrueCopy for Mainframe のプ

ライマリボリュームおよびセカンダリボリュームとして利用できるかどうかを次の表に示します。

表 34  TC-MF 以外の機能で使われているボリュームを TC-MF で利用できるかどうか

機能・ボリューム 状態

TC-MF プライマリボリ

ュームとして利用でき

るか？

TC-MF セカンダリボリ

ュームとして利用でき

るか？

ShadowImage for Mainframe（略称：SI-MF）

プライマリボリューム Split/SUSPOP ○ ○

Resync-R/REVRSY × ×

Universal Replicator for
Mainframe のプライマリ

ボリュームまたはセカン

ダリボリュームとして兼

用

× ×

上記以外 ○ ○

セカンダリボリューム Split/SUSPOP ○ ×

Split/SUSPOP 以外 × ×

予約ボリューム × ×

Compatible FlashCopy® V2

ソースボリューム ○ ○

ターゲットボリューム ○※1、2、3 ×

Compatible Software for IBM® FlashCopy® SE

ソースボリューム ○※4 ○※4

ターゲットボリューム ×※4 ×※4

Compatible XRC

正 VOL ○ ×

副 VOL ○ ×

Concurrent Copy（略称：CC）

Concurrent Copy ボリューム ○ ×

Volume Migration

ソースボリューム ボリューム移動中 ○

（ただし、ボリューム移動

が中断します）

○

（ただし、ボリューム移動

が中断します）

ボリューム移動の終了後 ○ ○

ターゲットボリューム × ×

予約ボリューム × ×

Universal Replicator for Mainframe（略称：UR-MF）

プライマリボリューム Pending × ×

Duplex ○※5、6 ×
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機能・ボリューム 状態

TC-MF プライマリボリ

ュームとして利用でき

るか？

TC-MF セカンダリボリ

ュームとして利用でき

るか？

（ただし、TC-MF のペア

再同期操作または

Business Continuity
Manager の YKRESYNC
REVERSE 操作を実行す

るときに限り、セカンダ

リボリュームとして利用

できます）

Suspend ○※5、6 ×

（ただし、TC-MF のペア

再同期操作または

Business Continuity
Manager の YKRESYNC
REVERSE 操作を実行す

るときに限り、セカンダ

リボリュームとして利用

できます）

障害によって分割 ○※5、6 ×

（ただし、TC-MF のペア

再同期操作または

Business Continuity
Manager の YKRESYNC
REVERSE 操作を実行す

るときに限り、セカンダ

リボリュームとして利用

できます）

セカンダリボリューム Pending × ×

Duplex × ×

Suspend ○※5、6 ×

Swapping ○※5、6 ×

障害によって分割 ○※5、6 ×

Volume Retention Manager

Read/Write 属性のボリューム ○ ○

Read Only 属性のボリューム ○ ○

Protect 属性のボリューム × ×

Cross-OS File Exchange

メインフレームシステムとオープンシステムの両方

で利用できる中間ボリューム

× ×

Compatible PAV

Compatible PAV ボリューム ○ ○

Virtual LVI

Virtual LVI ボリューム ○ ○

Dynamic Provisioning for Mainframe

仮想ボリューム（DP-VOL） ○ ○
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機能・ボリューム 状態

TC-MF プライマリボリ

ュームとして利用でき

るか？

TC-MF セカンダリボリ

ュームとして利用でき

るか？

プールボリューム × ×

Dynamic Tiering for Mainframe

仮想ボリューム（DP-VOL） ○ ○

プールボリューム × ×

active flash for mainframe

仮想ボリューム（DP-VOL） ○ ○

プールボリューム × ×

Universal Volume Manager

マッピングした外部ボリューム ○ ○

Virtual Partition Manager

Virtual Partition Manager を利用して作成した

CLPR に属しているボリューム

○ ○

Soft Fence

Sofr Fence を設定したボリューム × ×

（凡例）

○：利用できる

×：利用できない

注※1
差分記憶単位によって動作が異なります。詳細については、『Compatible FlashCopy® ユーザ

ガイド(Compatible FlashCopy® V2, Compatible FlashCopy® SE)』を参照してください。

注※2
Compatible FlashCopy® V2 と TrueCopy for Mainframe を併用する場合は、コンシステンシ

ーグループの機能を使用しないで TrueCopy for Mainframe ペアを作成してください。

注※3
FlashCopy to PPRC Primary Volume 機能と Preserve Mirror FlashCopy 機能の詳細につい

ては、『Compatible FlashCopy® ユーザガイド(Compatible FlashCopy® V2, Compatible
FlashCopy® SE)』を参照してください。

注※4
詳細については、『Compatible FlashCopy® ユーザガイド(Compatible FlashCopy® V2,
Compatible FlashCopy® SE)』の、他のプログラムプロダクトとの併用について説明している

個所を参照してください。

注※5
3 つの Universal Replicator for Mainframe サイトによる 3DC マルチターゲット構成および

3DC カスケード構成で、2 つの Universal Replicator for Mainframe ペアが共有しているボリ

ュームは、TrueCopy for Mainframe で使用できません。

また、TrueCopy for Mainframe で使用しているボリュームを、2 つの Universal Replicator
for Mainframe ペアが共有するボリュームとして使用できません。

注※6
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ペア作成操作またはペア再同期操作は、実行可能です。

4.2 Universal Replicator for Mainframe
Universal Replicator for Mainframe と TrueCopy for Mainframe は同じペアボリュームを共用で

きます。TrueCopy for Mainframe と Universal Replicator for Mainframe を合わせた構成を利用

して、災害リカバリのオプションを第 3 のデータセンタに拡張できます。

TrueCopy for Mainframe と同様に、Universal Replicator for Mainframe もストレージシステム間

でペアを作成します。しかし TrueCopy for Mainframe とは異なり、Universal Replicator for
Mainframe のセカンダリボリュームは非同期であり、Universal Replicator for Mainframe の副サ

イトは、TrueCopy for Mainframe の正サイトおよび副サイト間より大幅に離れた場所に設置でき

ます。

TrueCopy for Mainframe と Universal Replicator for Mainframe の両方でバックアップを作成す

れば、正サイトまたは副サイトのどちらかに障害が発生しても、第 3 の場所で作成したコピーを確

実に利用できます。

TrueCopy for Mainframe および Universal Replicator for Mainframe のペアボリュームを使った

構成については、『Universal Replicator for Mainframe ユーザガイド』を参照してください。

4.3 ShadowImage for Mainframe
ShadowImage for Mainframe ボリュームは TrueCopy for Mainframe ペアとして割り当てられ、

TrueCopy for Mainframe ボリュームも ShadowImage for Mainframe ペアとして割り当てられま

す。

TrueCopy for Mainframe と ShadowImage for Mainframe を 1 台のストレージシステムで一緒に

機能させると、重要なデータのストレージシステム内のバックアップとリモートバックアップを実

現できます。

ShadowImage for Mainframe の詳細については、『ShadowImage for Mainframe ユーザガイド』

を参照してください。

ShadowImage for Mainframe は、ストレージシステム内のコピーに使用することをお勧めします。

ShadowImage for Mainframe がインストールされていない場合は、ストレージシステム内のコピ

ー操作に TrueCopy for Mainframe を使用することもできます。この場合、 低 1 個のファイバチ

ャネルケーブルループが必要です。

TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームは ShadowImage
for Mainframe のプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームと共用できます。

ShadowImage for Mainframe の Quick Restore 操作は、TrueCopy for Mainframe ペアが分割され

ているとき、ShadowImage for Mainframe ペアに対して実行できます。Quick Restore 操作の詳

細については、『ShadowImage for Mainframe ユーザガイド』を参照してください。

PPRC を使用している場合は、Split/SUSPOP 状態と V-Sprit/SUSPVS 状態とを区別できません。

ShadowImage for Mainframe セカンダリボリュームを TrueCopy for Mainframe セカンダリボリ

ュームと共用する場合は、Steady Split 操作を実行するために、PPRC コマンドを使用するか、ま

たはペア状態を確認するために Storage Navigator を使用するかのどちらかを選択してください。

CSUSPEND パラメータ（PRIM の製造番号に MPS00 を指定）を使用して Steady Split 操作を実

行してください。
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4.3.1 ShadowImage for Mainframe プライマリボリュームと TrueCopy
for Mainframe プライマリボリュームの共有

ShadowImage for Mainframe プライマリボリュームと TrueCopy for Mainframe プライマリボリ

ュームを共有できます。この構成では、TrueCopy for Mainframe ペアに障害が発生した場合、オ

ンサイトデータバックアップ用に ShadowImage for Mainframe を使用できます。また、

ShadowImage for Mainframe ペアに障害が発生した場合は、TrueCopy for Mainframe を使用して

ShadowImage for Mainframe プライマリボリュームのリモートバックアップを提供できます。

図 7  SI-MF プライマリボリュームと TC-MF プライマリボリュームの共有

この構成では、ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリュームの状態が Resync-R/
REVRSY のときは、TrueCopy for Mainframe ペアを削除する操作しかできません。

ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリュームの状態に応じた TrueCopy for
Mainframe ペアの操作可否を次の表に示します。

表 35  ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリュームの状態に応じた TrueCopy for
Mainframe ペアの操作可否

ShadowIma
ge for

Mainframe
ペアのプラ

イマリボリ

ュームの状

態

TrueCopy for Mainframe ペアの操作

作成

分割 再同期

削除

正サイトと副

サイト間での

業務ボリュー

ムの切り替え

（horctakeove
r）

P-VOL 指定 S-VOL 指定 P-VOL 指定 S-VOL 指定

PENDING
SP-Pend/
TRANS
Resync/
PENDING

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DUPLEX ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

V-Split/
SUSPVS

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Split/
SUSPOP
Suspend/
SUSPER

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Resync-R/
REVRSY

× × × × × ○ ×
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（凡例）

○：TrueCopy for Mainframe ペアを操作できる。

×：TrueCopy for Mainframe ペアを操作できない。

4.3.2 ShadowImage for Mainframe プライマリボリュームと TrueCopy
for Mainframe セカンダリボリュームの共有

ShadowImage for Mainframe プライマリボリュームと TrueCopy for Mainframe セカンダリボリ

ュームを共有できます。この構成によって、ShadowImage for Mainframe を使用して 1 つの

TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームの複数のバックアップコピーを提供できます。

TrueCopy for Mainframe セカンダリボリュームと ShadowImage for Mainframe プライマリボリ

ュームを共有する場合、TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームに対する書き込み処理に

時間が掛かります。特に ShadowImage for Mainframe ペアが V-Split/SUSPVS 状態のときは、

ShadowImage for Mainframe ペアのコピー処理の分だけ余計に時間が掛かることがあります。

図 8  SI-MF のプライマリボリュームと TC-MF セカンダリボリュームの共有

ShadowImage for Mainframe プライマリボリュームと TrueCopy for Mainframe セカンダリボリ

ュームを共有しているときに、ShadowImage for Mainframe セカンダリボリュームのデータが保

証されているかを次に示します。

表 36  SI-MF セカンダリボリュームのデータが保証されているか

TC-MF ペアの状

態

SI-MF ペアの状態

Pending Duplex
Split/

SUSPOP
Pending

V-Split/
SUSPVS

Split/
SUSPOP

Resync/
PENDING

Resync-
R/

REVRSY

Suspend/
SUSPER

Pending × × × × ○ × － ×

Duplex × × × × ○ × － ×

Suspend
（Secondary
Volume by
Operator）/
Suspend

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

（凡例）

○：ShadowImage for Mainframe セカンダリボリュームのデータが保証されている

×：ShadowImage for Mainframe セカンダリボリュームのデータが保証されていない
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この構成では、ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリュームの状態が Resync-R/
REVRSY のときは、TrueCopy for Mainframe ペアを削除する操作しかできません。

ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリュームの状態に応じた TrueCopy for
Mainframe ペアの操作可否を次の表に示します。

表 37  ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリュームの状態に応じた TrueCopy for
Mainframe ペアの操作可否

ShadowIma
ge for

Mainframe
ペアのプラ

イマリボリ

ュームの状

態

TrueCopy for Mainframe ペアの操作

作成

分割 再同期

削除

正サイトと副

サイト間での

業務ボリュー

ムの切り替え

（horctakeove
r）

P-VOL 指定 S-VOL 指定 P-VOL 指定 S-VOL 指定

PENDING
SP-Pend/
TRANS
Resync/
PENDING

○※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DUPLEX ○※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

V-Split/
SUSPVS

○※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Split/
SUSPOP
Suspend/
SUSPER

○※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Resync-R/
REVRSY

× × × × × ○ ×

（凡例）

○：TrueCopy for Mainframe ペアを操作できる。

×：TrueCopy for Mainframe ペアを操作できない。

注※

TrueCopy for Mainframe ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームを Dynamic
Provisioning for Mainframe の DP-VOL として使用している場合、TrueCopy for Mainframe
ペアのセカンダリボリュームと ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリューム

を共有するときは、TrueCopy for Mainframe ペアを作成する前に、ShadowImage for
Mainframe ペアを削除する必要があります。詳細は、「4.6.2 DP-VOL を TrueCopy for
Mainframe ペアのボリュームとして使用するときの注意事項」を参照してください。

4.3.3 ShadowImage for Mainframe プライマリボリュームと TrueCopy
for Mainframe ボリュームの共有

TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方が、

ShadowImage for Mainframe プライマリボリュームと共有できます。この構成では、正副両サイ

トでマルチコピーを提供します。
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図 9  TC-MF ボリュームの共有

ShadowImage for Mainframe ペアのセカンダリボリュームのデータが保証されているかについて

は、「表 36  SI-MF セカンダリボリュームのデータが保証されているか」を参照してください。

この構成では、ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリュームの状態が Resync-R/
REVRSY のときは、TrueCopy for Mainframe ペアを削除する操作しかできません。

ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリュームの状態に応じた TrueCopy for
Mainframe ペアの操作可否を次の表に示します。

表 38  ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリュームの状態に応じた TrueCopy for
Mainframe ペアの操作可否

ShadowIma
ge for

Mainframe
ペアのプラ

イマリボリ

ュームの状

態

TrueCopy for Mainframe ペアの操作

作成

分割 再同期

削除

正サイトと副

サイト間での

業務ボリュー

ムの切り替え

（horctakeove
r）

P-VOL 指定 S-VOL 指定 P-VOL 指定 S-VOL 指定

PENDING
SP-Pend/
TRANS
Resync/
PENDING

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DUPLEX ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

V-Split/
SUSPVS

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Split/
SUSPOP
Suspend/
SUSPER

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Resync-R/
REVRSY

× × × × × ○ ×

（凡例）

○：TrueCopy for Mainframe ペアを操作できる。

×：TrueCopy for Mainframe ペアを操作できない。
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4.3.4 ShadowImage for Mainframe セカンダリボリュームと TrueCopy
for Mainframe プライマリボリュームの共有

ShadowImage for Mainframe セカンダリボリュームと TrueCopy for Mainframe プライマリボリ

ュームを共有できます。

図 10  SI-MF セカンダリボリュームと TC-MF プライマリボリューム共有

この構成では、TrueCopy for Mainframe ペアを作成する前に、ShadowImage for Mainframe ペア

を DUPLEX 状態にしたあと分割して、Split/SUSPOP 状態にする必要があります。ShadowImage
for Mainframe ペアのセカンダリボリュームの状態に応じた TrueCopy for Mainframe ペアの操作

可否を次の表に示します。

表 39  ShadowImage for Mainframe ペアのセカンダリボリュームの状態に応じた TrueCopy for
Mainframe ペアの操作可否

ShadowIma
ge for

Mainframe
ペアのセカ

ンダリボリ

ュームの状

態

TrueCopy for Mainframe ペアの操作

作成

分割 再同期

削除

正サイトと副

サイト間での

業務ボリュー

ムの切り替え

（horctakeove
r）

P-VOL 指定 S-VOL 指定 P-VOL 指定 S-VOL 指定

PENDING
SP-Pend/
TRANS
Resync/
PENDING

× × × × × ○ ×

DUPLEX × × × × × ○ ×

V-Split/
SUSPVS

× × × × × ○ ×

Split/
SUSPOP

○ ○ ○ ○ × ○ ×

Suspend/
SUSPER

○ ○ ○ ×※ × ○ ×

Resync-R/
REVRSY

× × × × × ○ ×

（凡例）

○：TrueCopy for Mainframe ペアを操作できる。
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×：TrueCopy for Mainframe ペアを操作できない。

注※

ShadowImage for Mainframe のセカンダリーボリュームの内容が保証されていない状態のた

め、TrueCopy for Mainframe の再同期はできません。

4.3.5 状態報告

共用ボリュームの組み合わせで、どのペア状態を報告するかを次に示します。

• TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームまたはセカンダリボリュームについて照会

すると、TrueCopy for Mainframe ペアの状態がホストに報告されます。ShadowImage for
Mainframe ペアの状態を得るためには、ShadowImage for Mainframe ペアのプライマリボリ

ュームの状態を確認してください。

• ShadowImage for Mainframe のプライマリボリュームの状態について確認すると、1 組の

ShadowImage for Mainframe ペアの状態だけがホストに報告されます（セカンダリボリューム

の LDEV ID が 1 番小さいペア）。すべてのセカンダリボリュームのペアの状態を得るには、

Storage Navigator でセカンダリボリュームの LDEV ID を指定して確認してください。

ShadowImage for Mainframe は、プライマリボリュームのすべてのセカンダリボリュームにつ

いておよび ShadowImage for Mainframe ペアの状態を表示します。

表 40  Storage Navigator に表示される TC-MF/SI-MF 共用ペアの状態

TC-MF
のペア数

SI-MF
のセカンダリボ

リューム数

Storage Navigator に表示されるペア状態

0 0 ペアの一覧には表示されない

0 1 ShadowImage for Mainframe ペアの状態

0 2 以上 セカンダリボリュームの LDEV ID が 1 番小さい ShadowImage for
Mainframe ペアの状態

1 0 TrueCopy for Mainframe ペアの状態

1 1 TrueCopy for Mainframe ペアの状態

1 2 以上 TrueCopy for Mainframe ペアの状態

4.4 Compatible FlashCopy® V2
Preserve Mirror の Compatible FlashCopy® V2 リレーションシップを COPY モードで作成する

と、正サイトのリレーションシップと副サイトのリレーションシップが作成されますが、双方のコ

ピーは同期していません。コピー中に Withdrawを発行すると、双方の Compatible FlashCopy®

V2 リレーションシップのコピーが停止するため、TrueCopy for Mainframe ペアの状態が Duplex
であってもプライマリボリュームとセカンダリボリュームのデータの整合性は保証できなくなりま

す。この状態は、TrueCopy for Mainframe の PPRC CQUERYコマンド、または Storage Navigator
の［リモートレプリケーション］画面で確認できます。なお、この状態を解除するには TrueCopy
for Mainframe ペアを削除してください。
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4.5 Virtual LVI/LUN（VLL）
VLL ボリュームを TrueCopy for Mainframe ペアに割り当てる場合は、次の点に留意してくださ

い。

• プライマリボリュームと同じ容量のセカンダリボリュームを指定してください。

• 既存の TrueCopy for Mainframe ペアのプライマリボリュームまたはセカンダリボリュームに

VLL 操作を実行する場合は、事前にペアを削除して各ボリュームを Simplex 状態にしてくださ

い。

Virtual LVI/LUN（VLL）の詳細については、『メインフレームシステム構築ガイド』を参照してく

ださい。

4.6 Dynamic Provisioning for Mainframe
Dynamic Provisioning for Mainframe の仮想ボリューム（DP-VOL）は、TrueCopy for Mainframe
ペアとして割り当てられます。

4.6.1 DP-VOL と DP-VOL 以外での TrueCopy for Mainframe ペア構成可

否

DP-VOL と DP-VOL 以外の組み合わせで TrueCopy for Mainframe ペアを作成できます。次の表

に詳細を示します。

表 41  DP-VOL と DP-VOL 以外での TC-MF ペア構成可否

プライマリボリ

ューム

（デバイス

エミュレーショ

ンタイプ）

セカンダリボリューム（デバイスエミュレーションタイプ）

DP-
VOL

（3390-
A）

DP-
VOL 以

外

（3390-
A）

DP-
VOL 以

外

（3390-
X※1）

DP-
VOL

（3380-
A）

DP-
VOL 以

外

（3380-3
）

DP-
VOL

（6586-
A）

DP-
VOL

（6588-
A）

DP-
VOL 以

外

（6588-
X※2）

DP-VOL（3390-
A）

○ ○ × × × × ○ ×

DP-VOL 以外

（3390-A）

○ ○ × × × × ○ ×

DP-VOL 以外

（3390-X※1）

○ ○ ○ × × × ○ ×

DP-VOL（3380-
A）

× × × ○ × × × ×

DP-VOL 以外

（3380-3）
× × × ○ ○ × × ×

DP-VOL（6586-
A）

× × × ○ × ○ × ×

DP-VOL（6588-
A）

○ ○ × × × × ○ ×
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プライマリボリ

ューム

（デバイス

エミュレーショ

ンタイプ）

セカンダリボリューム（デバイスエミュレーションタイプ）

DP-
VOL

（3390-
A）

DP-
VOL 以

外

（3390-
A）

DP-
VOL 以

外

（3390-
X※1）

DP-
VOL

（3380-
A）

DP-
VOL 以

外

（3380-3
）

DP-
VOL

（6586-
A）

DP-
VOL

（6588-
A）

DP-
VOL 以

外

（6588-
X※2）

DP-VOL 以外

（6588-X※2）

○ × × × × × ○ ○

（凡例）

○：ペアを作成できる

×：ペアを作成できない

注※1
3390-X は 3390-A 以外の 3390 系のデバイスエミュレーションタイプを示します（TrueCopy
for Mainframe でサポートされる 3390 系のデバイスエミュレーションタイプは表 5 
TrueCopy for Mainframe のシステム要件を参照願います）。

注※2
6588-X は 6588-A 以外の 6588 系のデバイスエミュレーションタイプを示します（TrueCopy
for Mainframe でサポートされる 6588 系のデバイスエミュレーションタイプは表 5 
TrueCopy for Mainframe のシステム要件を参照願います）。

デバイスエミュレーションタイプが 6586-A および 6588-A の DP-VOL は、DKCMAIN バージョン

90-04-01-00/00 以降のみ、TrueCopy for Mainframe ペアのプライマリボリューム、セカンダリボ

リュームとして使用できます。

既存のデータを DP-VOL（3390-A）または DP-VOL 以外（3390-A）に移行するために、プライマ

リボリューム=DP-VOL 以外（3390-X）、セカンダリボリューム=DP-VOL（3390-A）または DP-
VOL 以外（3390-A）の構成がサポートされます。ただし、逆の構成（プライマリボリューム=DP-
VOL（3390-A）または DP-VOL 以外（3390-A）と、セカンダリボリューム=DP-VOL 以外（3390-
X））へのスワップ操作はできません。

既存のデータを DP-VOL（3380-A）に移行するために、プライマリボリューム=DP-VOL 以外

（3380-3）、セカンダリボリューム=DP-VOL（3380-A）の構成がサポートされます。ただし、逆の

構成（プライマリボリューム=DP-VOL（3380-A）と、セカンダリボリューム=DP-VOL 以外

（3380-3））へのスワップ操作はできません。

4.6.2 DP-VOL を TrueCopy for Mainframe ペアのボリュームとして使用す

るときの注意事項

DP-VOL を TrueCopy for Mainframe ペアとして使用するときの注意事項を次に示します。

• セカンダリボリュームが他のプログラムプロダクトで使用されている場合の手順

プライマリボリューム=DP-VOL、セカンダリボリューム=DP-VOL で TrueCopy for
Mainframe ペアを構成するときに、セカンダリボリュームが ShadowImage for Mainframe、
Volume Migration の移動プラン、Compatible FlashCopy® V2 のどれかのプログラムプロダク

トで使用されている場合は、次の手順で TrueCopy for Mainframe のペア作成を実行してくだ

さい。
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1. ShadowImage for Mainframe、Volume Migration の移動プラン、Compatible FlashCopy®
V2 の設定を解除します。

2. TrueCopy for Mainframe ペアを作成します。

3. 必要に応じて ShadowImage for Mainframe、Volume Migration の移動プラン、Compatible
FlashCopy® V2 を再設定します。

• プライマリボリュームよりもセカンダリボリュームの容量が大きい TrueCopy for Mainframe
ペアを構成する場合

セカンダリボリューム=DP-VOL で、プライマリボリュームよりもセカンダリボリュームの容量

が大きい TrueCopy for Mainframe ペアを構成する場合は、z/OS Security Server RACF
（Resource Access Control Facility）機能を用いて、セカンダリボリュームにあるデータセット

をすべて削除してから TrueCopy for Mainframe ペアを作成してください。なお、z/OS
Security Server RACF 機能については、関連する IBM の出版物を参照してください。

• プライマリボリューム＝旧機種モデル、セカンダリボリューム＝ DP-VOL でのデータ移行

プライマリボリュームが旧機種モデル、セカンダリボリュームが DP-VOL の TrueCopy for
Mainframe ペア構成で、旧機種モデルからのデータ移行を実施する場合、セカンダリボリュー

ムの DP-VOL はプライマリボリュームの容量と同じだけのページ容量を使用することがあり

ます。

• DP-VOL（6586-A）については、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方が DP-
VOL（6586-A）の場合だけ、スワップ操作ができます。

• DP-VOL（6588-A）については、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの両方が DP-
VOL（6588-A）の場合だけ、スワップ操作ができます。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームともに DP-VOL の TrueCopy for Mainframe
ペアで、セカンダリボリュームが Compatible FlashCopy® SE のソースボリュームとして使用

されている場合、TC-MF は全コピーとなることがあります。

Dynamic Provisioning for Mainframe の詳細については、『メインフレームシステム構築ガイド』

を参照してください。

4.6.3 割り当て済みのページがある Dynamic Provisioning for Mainframe
の仮想ボリュームを TrueCopy for Mainframe ペアのセカンダリボリュー

ムに指定する場合の注意事項

割り当て済みのページがある DP-VOL を TrueCopy for Mainframe ペアのセカンダリボリューム

に指定すると、ページの再割り当てが発生します。一時的に DP-VOL のプール使用量が実際の使用

量よりも増加するため、次の点に留意してください。

・TrueCopy for Mainframe ペアを作成する前に DP-VOL のプール残容量が十分にあることを確認

してください。

・TrueCopy for Mainframe ペアを作成する前に、プールに登録したプールボリュームが閉塞して

いないことを確認してください。プールボリュームが閉塞している場合は、プールボリュームの状

態を回復させてからペアを作成してください。

4.6.4 DP-VOL 使用時のページ容量とライセンス容量

DP-VOL で TrueCopy for Mainframe ペアを構成した場合、DP-VOL に割り当てられているページ

容量は TrueCopy for Mainframe のライセンス容量としてカウントされます。なお、プライマリボ

リューム、セカンダリボリュームともに DP-VOL の TrueCopy for Mainframe 構成で、ペア状態が

Duplex 状態であっても、プライマリボリューム、セカンダリボリュームでカウントされるページ

108 他の機能との併用

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



容量またはライセンス容量が異なる場合があります。Dynamic Provisioning for Mainframe では

仮想ボリュームのゼロデータページを破棄してページを解放する機能があります。この機能によっ

てプールの使用可能容量を増やすことができます。ただし、制御シリンダ情報を記録したページは

ページ解放の対象となりません。このため、DP-VOL 同士で TrueCopy for Mainframe ペアを作成

した場合に、次のようにプライマリボリュームとセカンダリボリュームでページ容量またはライセ

ンス容量が異なることがあります。

• TrueCopy for Mainframe のコピー処理では、プライマリボリュームにページ割り当てのあるト

ラックにレコードがなくても、セカンダリボリュームではゼロデータとしてコピーしてデータ

を上書きします。セカンダリボリュームにデータを上書きするとき、対象のトラック情報を管

理する制御シリンダ情報を更新するため、制御シリンダ情報を記録するページが作成される場

合があります。制御シリンダ情報を記録するページは解放の対象とならないため、プライマリ

ボリュームのページ数よりもセカンダリボリュームのページ数が多くなる場合があります。

• TrueCopy for Mainframe でプライマリボリュームのゼロデータのページをコピー処理した場

合、セカンダリボリュームで新規にページが作成されない場合があり、セカンダリボリューム

のページがプライマリボリュームより少なくなることがあります。

• 分割（Suspend）状態でセカンダリボリュームのデータを更新した場合、制御シリンダ情報を

記録するページが新たに作成される場合があります。ペア再開後も、制御シリンダ情報を記録

するページは解放の対象とならないため、プライマリボリュームのページ数よりもセカンダリ

ボリュームのページ数が多くなる場合があります。

• DP-VOL 以外の TrueCopy for Mainframe ペアでは、ボリューム容量が TrueCopy for
Mainframe のライセンス容量としてカウントされます。一方、DP-VOL では、ボリューム容量

のうち、割り当てられているページ容量だけが TrueCopy for Mainframe のライセンス容量と

してカウントされます。したがって、DP-VOL と DP-VOL 以外のボリュームで TrueCopy for
Mainframe ペアを構成すると、プライマリボリュームとセカンダリボリュームでカウントされ

るページ容量またはライセンス容量が異なる場合があります。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームがともに、DP-VOL の TrueCopy for
Mainframe ペアであっても、プールの再配置やページ解放などの操作を実施することで、プラ

イマリボリュームまたはセカンダリボリュームのページ容量が変化し、プライマリボリューム

とセカンダリボリュームの間でカウントされるページ容量またはライセンス容量が異なる場合

があります。

• TrueCopy for Mainframe のペア作成では、プライマリボリュームにページの割り当てがない場

合でも、セカンダリボリュームに制御シリンダ用として、4,060Cyl ごとに 1 ページの割り当て

が発生します。このため、プライマリボリュームのページ数よりもセカンダリボリュームのペ

ージ数が多くなる場合があります。

また、DP-VOL で使用しているページ容量よりも、TrueCopy for Mainframe でカウントされるラ

イセンス容量が少ない場合があります。

ただし、どちらの場合も実際に使用しているページ容量以上に TrueCopy for Mainframe のライセ

ンス容量がカウントされることはありません。

4.7 Performance Monitor
Performance Monitor を使用すると、ストレージシステムの I/O 動作と性能の詳細情報を確認でき

ます。Performance Monitor は、TrueCopy for Mainframe 操作をこれから実行する（またはすで

に実行している）ストレージシステムの監視に使用できます。Performance Monitor によって収集

および表示されるストレージシステムの使用状況と性能データによって、次のことができるように

なります。
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• TrueCopy for Mainframe データを二重化する 適なタイミングを判断する（例：システムの

I/O 動作が少ない期間中）。

• TrueCopy for Mainframe セカンダリボリュームの 適なロケーションを決定する（例：バック

エンド動作のボトルネックを避けるためにアクセス頻度の低いボリュームを持つパリティグル

ープ内）。

• TrueCopy for Mainframe 操作中、およびテスト動作中のストレージシステムのパフォーマンス

を監視する。

PPRC マルチターゲット構成の場合は、正サイトのストレージシステムでは 2 つの副サイトの情報

の合計値が表示されます。

Performance Monitor の詳細については、『Performance Manager ユーザガイド(Performance
Monitor, Server Priority Manager, QoS)』を参照してください。

4.8 Compatible XRC および Concurrent Copy（CC）

VSP 5000 シリーズは、IBM 拡張リモートコピー（XRC）機能および、I-2107 の Concurrent Copy
機能と互換性があります。IBM 拡張リモートコピー（XRC）機能および、I-2107 の Concurrent
Copy 機能については、関連する IBM の出版物を参照してください。

4.9 Volume Migration
TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームとして使われてい

るボリュームが、Volume Migration のボリュームとして利用できるかどうかを次の表に示します。

Volume Migration のボリュームとして使われているボリュームを、TrueCopy for Mainframe のプ

ライマリボリュームおよびセカンダリボリュームとして利用できるかどうかについては、「4.1
TrueCopy for Mainframe と共用可能なボリューム」を参照してください。

表 42  TC-MF のボリュームを Volume Migration のボリュームとして利用できるかどうか

機能・ボリューム Volume Migration のボリュームとして利用できるか？

プライマリボリューム、セカンダリボリ

ューム（Pending 状態）

×

プライマリボリューム、セカンダリボリ

ューム（Duplex 状態）

○

プライマリボリューム、セカンダリボリ

ューム（Suspend 状態）

○

（凡例）

○：利用できる

×：利用できない

Duplex 状態のときに、TrueCopy for Mainframe のボリュームを Volume Migration のボリューム

として利用する場合の留意事項を次に示します。

• ボリューム移動中は I/O レートを 50IOPS 未満にしてください。I/O レートが 50IOPS 以上だ

とボリュームを移動できない場合があります。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムの間の接続に回線障害などが発生している場合は、

回線障害を解決してからボリュームを移動してください。
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• 外部ボリュームを使用している場合、ペアを組んでいる副サイトのストレージシステムの

Storage Navigator の画面にはボリュームを移動する前の情報が表示されます。ボリュームの

移動が完了し、TrueCopy for Mainframe ペアを分割および再同期するとボリュームの情報が更

新されます。

• プライマリボリュームおよびセカンダリボリュームの両方を、同時に移動させないでください。

プライマリボリュームおよびセカンダリボリュームの両方を同時に移動させると、ホスト I/O
がタイムアウトになる場合があります。

• ボリューム移動中にボリュームの状態を変更しないでください。ボリュームの移動中は、ボリ

ュームの状態を変更できない場合があります。

4.10 Volume Retention Manager
TrueCopy for Mainframe ペアを作成すると、セカンダリボリュームのアクセス属性はプライマリ

ボリュームのアクセス属性と同じになります。 なお、ペアを削除しても、それぞれのボリュームの

アクセス属性は変化しません。 Protect 属性のボリュームは、プライマリボリュームにすることも

セカンダリボリュームにすることもできません。TrueCopy for Mainframe で使用中のボリューム

に Protect 属性を設定すると、ペアがサスペンドするおそれがあります。

次の表にペア作成によるアクセス属性の変化の詳細を示します。

表 43  TC-MF のペア作成によるアクセス属性の変化

ボリュ

ーム

アクセス

属性

セカンダリボリューム

アクセス

属性
Read/Write 可 Read Only Protect

VRM ライ

センス
有効 無効 有効 無効 有効 無効

プライ

マリボ

リュー

ム

Read/Write
可

有効 プライマ

リ：RW
セカンダ

リ：RW

プライマ

リ：RW
セカンダ

リ：RW

プライマ

リ：RW
セカンダ

リ：RW

プライマ

リ：RW
セカンダ

リ：RO

ペア作成

不可

ペア作成

不可

無効 プライマ

リ：RW
セカンダ

リ：RW

プライマ

リ：RW
セカンダ

リ：RW

プライマ

リ：RW
セカンダ

リ：RO

プライマ

リ：RW
セカンダ

リ：RO

ペア作成

不可

ペア作成

不可

Read Only 有効 プライマ

リ：RO
セカンダ

リ：RO

ペア作成

不可

プライマ

リ：RO
セカンダ

リ：RO

ペア作成

不可

ペア作成

不可

ペア作成

不可

無効 プライマ

リ：RO
セカンダ

リ：RW

プライマ

リ：RO
セカンダ

リ：RW

プライマ

リ：RO
セカンダ

リ：RO

プライマ

リ：RO
セカンダ

リ：RO

ペア作成

不可

ペア作成

不可

Protect 有効 ペア作成

不可

ペア作成

不可

ペア作成

不可

ペア作成

不可

ペア作成

不可

ペア作成

不可

無効 ペア作成

不可

ペア作成

不可

ペア作成

不可

ペア作成

不可

ペア作成

不可

ペア作成

不可

（凡例）
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プライマリ：プライマリボリューム

セカンダリ：セカンダリボリューム

RW：Read/Write 可

RO：Read Only

4.11 Soft Fence
Soft Fence は、IBM が提供している災害リカバリに対応したボリューム保護機能です。Soft Fence
の詳細については、『メインフレームシステム構築ガイド』および IBM のマニュアルを参照してく

ださい。

Soft Fence が設定されたボリュームに対する操作を以下の表に示します。

表 44  Soft Fence が設定されたボリュームに対するリモートパス操作

操作

Soft Fence 設定有無

操作結果

プライマリボリューム セカンダリボリューム

リモートパス追加 有 無 ×※

無 有 ○

有 有 ×※

無 無 ○

リモートパス削除 有 無 ×※

無 有 ○

有 有 ×※

無 無 ○

（凡例）

○：正常終了します。

×：異常終了します。

注※

RAID Manager および Storage Navigator で操作した場合は正常終了します。

表 45  TrueCopy for Mainframe ペアに Soft Fence が設定されている場合のペア操作

操作

Soft Fence 設定有無

操作結果

プライマリボリューム セカンダリボリューム

ペア作成 有 無 ×

無 有 ×

有 有 ×

無 無 ○

ペア再同期 有 無 ×

無 有 ×

有 有 ×

無 無 ○
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操作

Soft Fence 設定有無

操作結果

プライマリボリューム セカンダリボリューム

ペア分割 有 無 ×※

無 有 ○

有 有 ×※

無 無 ○

ペア削除 有 無 ×※

無 有 ○

有 有 ×※

無 無 ○

（凡例）

○：正常終了します。

×：異常終了します。

注※

RAID Manager または Business Continuity Manager から指定したコンシステンシーグルー

プに登録されているペアは正常終了します。

メモ　

TrueCopy for Mainframe ペアのセカンダリボリュームに、ホスト I/O 実施中または形成コピー中に Soft Fence
を設定すると、TrueCopy for Mainframe ペアは障害サスペンドします。

メモ　

Soft Fence が設定されているかどうかを確認する方法は、『メインフレームシステム構築ガイド』を参照してく

ださい。
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5
TrueCopy for Mainframe の構成操作

この章では、TrueCopy for Mainframe ペア操作用のシステム構成を構築するための構成操作につ

いて説明します。

 5.1 構成操作の流れ

 5.2 ファイバチャネルポートの属性を定義する

 5.3 リモート接続を追加する

 5.4 リモートレプリカオプションを変更する

 5.5 SCP 時間を変更する

 5.6 TrueCopy for Mainframe に関する SIM をコンプリートする
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5.1 構成操作の流れ

構成のためのタスクは次の項目から成ります。

• ストレージシステムで TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームとなるボリュームを決

定します。リモートバックアップシステムでセカンダリボリュームとなるボリュームを作成し

ます。ペアボリューム要件についての詳細は、「3.3 TrueCopy for Mainframe のボリュームペア

の計画」を参照してください。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムを接続する物理パスを設置します。詳細については

「3.4 TrueCopy for Mainframe の物理パスの計画」を参照してください。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムで、TrueCopy for Mainframe 操作に使用するファイ

バチャネルポートの属性（Bidirectional ポート）を定義します。「3.4.4 ポートの計画」を見直

した上、「5.2 ファイバチャネルポートの属性を定義する」で詳細を確認してください。

• 正サイトのストレージシステムに、セカンダリボリュームを配置したい副サイトのストレージ

システムを追加します。「5.3 リモート接続を追加する」を参照してください。ストレージシス

テム間のリモートパスが追加されます。

• 3 つの TrueCopy for Mainframe サイトによる 3DC 構成にする場合は、「6 PPRC マルチターゲ

ット機能を用いた 3DC 構成の構築」に記載されている手順を実行してください。

形成コピー前に次の追加手順も実行できます。

• リモートパスの追加。「8.2.4 リモートパスを追加する」を参照してください。

• 同時にコピーするボリューム数の指定。「5.4 リモートレプリカオプションを変更する」を参照

してください。

このマニュアルでは、正サイトのストレージシステムのボリュームをプライマリボリュームに、副

サイトのストレージシステムのボリュームをセカンダリボリュームに指定してペアを作成する構成

を前提に、説明を記載しています。また、Storage Navigator 動作 PC を接続しているストレージ

システムのことを、ローカルストレージシステムと呼び、ローカルストレージシステムと接続して

いるストレージシステムのことを、リモートストレージシステムと呼んでいます。

5.2 ファイバチャネルポートの属性を定義する

TrueCopy for Mainframe のデータの転送のため、正サイトと副サイトのストレージシステムに

Bidirectional ポートを定義します。

注意　

1 つの Target ポートに接続するホストは、接続の不正な切断を避けるため、128 台までにしてください。128 台

より多くのホストを Target ポートに接続すると、ポートの属性を Target から Bidirectional ポートに変更した

後に、ホストの接続が切断されることがあります。Target ポートおよび Bidirectional ポートについては、「3.4.4
ポートの計画」を参照してください。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（システムリソース管理）ロール

• Target ポートを Bidirectional ポートに変更する場合、変更する前に次の準備を実施します。

◦ ポートがホストからオフラインであることを確認する

◦ ポートをホストから切断する

116 TrueCopy for Mainframe の構成操作

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



◦ ポートへのパスを削除する

• ファイバチャネルポートを Bidirectional から Target に変更する場合、変更する前に次の準備

を実施します。

◦ ポートを使用しているすべてのペアを削除する

◦ Bidirectional ポートからリモートストレージシステムへのすべてのパスを削除する

◦ ローカルストレージシステムからリモートストレージシステムへの接続を切断する

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーの［ポート/ホストグループ/iSCSI ターゲット］を選択します。

2.［ポート］タブを選択します。

3. 属性を変更したいポートのチェックボックスを選択します。

4. 次のどちらかの方法で、［ポート編集］画面を表示します。

• ［ポート編集］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［ポート/ホストグループ管理］‐［ファイバ］‐［ポート編

集］を選択します。

5.［ポート属性］のチェックボックスを選択して、ポートの属性を選択します。

• ［Bidirectional］

［ポート属性］以外の設定については、『オープンシステム構築ガイド』を参照してください。

6.［完了］をクリックします。

7.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

8.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

ポート編集ウィザードについては、『オープンシステム構築ガイド』を参照してください。

5.3 リモート接続を追加する

正サイトのストレージシステムに副サイトのストレージシステムを登録して、リモート接続を追加

します。リモート接続を追加すると、両方のストレージシステムで、TrueCopy for Mainframe の

操作への準備が整います。リモート接続を追加するときに、ストレージシステム間のリモートパス

も設定できます。

システム構成によっては、副サイトのストレージシステムから正サイトのストレージシステムへの

リモート接続も追加します。

メモ　

マイクロプログラムの交換処理中は、リモートパスの操作ができません。マイクロプログラムの交換処理が完了

していることを確認してからリモートパスの操作をしてください。

メモ　

エラーが発生した、または［キャンセル］をクリックしたなどの理由によって、マイクロプログラムの交換処理

が中断されていると、リモートパスの操作ができません。マイクロプログラムの交換処理が正常に完了している

ことを確認してから、リモートパスの操作をしてください。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール
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• ローカルストレージシステムとリモートストレージシステムの両方で TrueCopy for
Mainframe 操作の準備が完了していること（「3.1 TrueCopy for Mainframe を使用するための

VSP 5000 シリーズの準備」を参照）。

• リモートコピー接続パス（物理パス）が設置済みであること（「3.4 TrueCopy for Mainframe の

物理パスの計画」を参照）。

• TrueCopy for Mainframe 用にローカルストレージシステムおよびリモートストレージシステ

ムのポートの属性が定義済みであること（「5.2 ファイバチャネルポートの属性を定義する」を

参照）。

• リモートストレージシステムのモデル、シリアル番号、SSID がわかっていること。

• メインフレームシステムのボリュームが作成済みであること。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモート接続］を選択します。

2.［接続 (To)］タブを選択します。

3. 次のどちらかの方法で、［リモート接続追加］画面を表示します。

• ［リモート接続追加］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモート接続］‐［リモート接続追加］を選択します。

4.［接続タイプ］で［CU］を選択します。

5.［ローカル CU］で、ローカルストレージシステムの CU 番号を 00～FE の間で選択します。

［ローカル CU］には、メインフレームシステムのボリュームがある CU だけが表示されます。

6.［リモートストレージシステム］の各項目を設定します。

• ［モデル］：リモートストレージシステムのモデルを選択します。

VSP 5000 シリーズのときは 8、VSP G1000, G1500 および VSP F1500 のときは 7、VSP
のときは 6 を選択します。

• ［シリアル番号］：リモートストレージシステムのシリアル番号を 5 桁で入力します。

メモ　

• VSP G1000, G1500 および VSP F1500 に接続する場合は、接続先ストレージシステムの 5 桁

のシリアル番号を指定してください。RAID Manager では、”3”＋シリアル番号の 6 桁で指定

しますが、Storage Navigator では先頭の”3”がない 5 桁のシリアル番号を指定します。

• VSP 5000 シリーズに接続する場合は、接続先ストレージシステムの 5 桁のシリアル番号を指

定してください。RAID Manager では、”5”＋シリアル番号の 6 桁で指定しますが、Storage
Navigator では先頭の”5”がない 5 桁のシリアル番号を指定します。

• ［リモート CU］：リモートストレージシステムの CU 番号を 00～FE の間で指定します。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID を指定します。必要な場合は、あとで SSID
を追加したり削除したりできます（「8.2.6 リモートストレージシステムに SSID を追加す

る」および「8.2.7 リモートストレージシステムから SSID を削除する」を参照）。

7.［リモートパス］の各項目を設定します。

• ［ 小パス数］：現在のローカルストレージシステムに接続した各リモートストレージシステ

ムに必要な 小パス数を 1～8 の間で指定します。正常なパスが［ 小パス数］で設定した

数より少なくなると、ローカルストレージシステムは影響を受ける TrueCopy for
Mainframe ペアをすべて分割して、パス数の不足によってホストの性能に悪影響を与えな

いようにします。デフォルトは 1 です。
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メモ　

ローカルストレージシステムに災害リカバリ用の重要なデータを含む TrueCopy for
Mainframe ペアがある場合は、 小パス数を 1 に設定してください。

小パス数を 1 に設定することで、リモートストレージシステムへのパスが 1 つだけの場合で

も TrueCopy for Mainframe 操作を続行できます。

ローカルストレージシステムで高性能を保持したい場合は、 小パス数を 2 以上（CU 当たり

の 大パス数は 8）に設定してください。

パス数が 小パス数を下回って TrueCopy for Mainframe ペアが分割されると、プライマリボ

リュームフェンスレベル（「7.3.1 フェンスレベルとは」を参照）の設定によって、TrueCopy
for Mainframe のプライマリボリュームをフェンスする（すべての Write を拒否する）かどう

かが決まります。

• ローカルストレージシステムとリモートストレージシステムで使用するポートを選択しま

す。パスを追加する場合は、［パス追加］をクリックします。 大 8 パス指定できます。

必要な場合は、あとで［リモートパス追加］画面を使ってパスを追加したり削除したりでき

ます（「8.2.4 リモートパスを追加する」を参照）。

8.［選択タイプ］でポートタイプを選択します。

9. ローカルストレージシステムとリモートストレージシステムで使用するポートを選択します。

10. 必要に応じて、オプションの［RIO MIH 時間］を入力します。

指定できる範囲は 10～100 秒で、デフォルトは 15 秒です。

RIO MIH は Remote I/O Missing Interrupt Handler の略で、ストレージシステム間でのデー

タコピーの要求があったスロットに対して、コピーが開始されてから完了するまでの待ち時間

を意味します。

11.［往復応答時間］をミリ秒単位で入力します。

往復応答時間とは、プライマリボリュームからセカンダリボリュームへデータをコピーすると

きの制限時間です。この値は、形成コピーを実行するとき、形成コピーのコピー速度を自動調

整し、更新 I/O に対するリモート I/O の応答時間に影響を与えにくくするための基準値です。

12.［FREEZE オプション］で、CGROUP（FREEZE/RUN）PPRC TSO コマンドのサポートを有

効にするか無効にするかを選択します。

• ［有効］：ローカルストレージシステムは CGROUP コマンドを受け入れて実行します。

• ［無効］：ローカルストレージシステムは CGROUP コマンドを拒否します。

FREEZE の設定は、［CU オプション変更］画面の［ホストの PPRC 対応］で［該当］を選択

した場合にだけ使用できます。

すべてのローカルストレージシステムとリモートストレージシステム間のパスを追加した後

で、［FREEZE オプション］を有効にしてください。

PPRC コマンドではリモートストレージシステムのオプションを変更できません。

13.［完了］をクリックします。

14.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

15.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連概念

• 5.3.1 往復応答時間とは

関連参照

• 付録 C.8 リモート接続追加ウィザード
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5.3.1 往復応答時間とは

往復応答時間とは、プライマリボリュームからセカンダリボリュームへデータをコピーするときの

制限時間です。この値は、形成コピーを実行するとき、形成コピーのコピー速度を自動調整し、更

新 I/O に対するリモート I/O の応答時間に影響を与えにくくするための基準値です。

往復応答時間のデフォルトは 1 ミリ秒です。正サイトと副サイトのストレージシステム間の距離

が長かったり、回線機器による遅延があったりする場合は、往復応答時間に適切な値を設定してく

ださい。往復応答時間に適切な値を設定しないでデフォルトのままの形成コピーを実行した場合、

形成コピーの完了に不当に時間が掛かるおそれがあります。

例えばリモート I/O の応答時間と［往復応答時間］の値の差が大きい場合（例：リモート I/O の応

答時間が 500 ミリ秒、［往復応答時間］の値が 1 ミリ秒）、回線の帯域すべてを形成コピーで独占し

ないように、コピー速度を落としたり一時的に形成コピーを停止したりします。

逆に、リモート I/O の応答時間と［往復応答時間］の値との差が小さい場合（例：リモート I/O の

応答時間が 5 ミリ秒、［往復応答時間］の値が 1 ミリ秒）、設定されたコピー速度で形成コピーを実

施します。

往復応答時間には 1 ミリ秒から 500 ミリ秒まで設定できます。往復応答時間の値は下記の式で求

められます。

［往復応答時間］の値（ミリ秒）　＝ 正サイトと副サイトのストレージシステム間の往復遅延時間

（Round Trip Time） ×　応答回数※+ 形成コピー応答時間（ミリ秒）

注※

正サイトと副サイトのストレージシステム間の物理パスをファイバチャネルで接続している

場合、ホストモードオプション 51（Round Trip Set Up Option）の設定によって応答回数が

異なります。

ホストモードオプション 51 の設定 応答回数

OFF 2

ON 1

データ転送時には 1 コマンド当たり 2 回の応答シーケンスとなるため、応答回数は 2 です。た

だし、ホストモードオプション 51 が有効の場合は、1 コマンド当たり 1 回の応答シーケンス

となるため、応答回数は 1 です。

形成コピー速度 応答回数

1 6

2 10

3 14

4 18

正サイトと副サイトのストレージシステム間の往復遅延時間（Round Trip Time）については、回

線業者にお問い合わせ頂くか、ping コマンドを使用して測定するなどの方法で、決定してくださ

い。なお、正サイトと副サイトのストレージシステム間で回線を使用せずに接続する場合は、1 と

してください。

関連概念

• (1)　形成コピー応答時間とは
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関連タスク

• 5.3 リモート接続を追加する

(1)　形成コピー応答時間とは

形成コピー応答時間は形成コピーの多重動作に伴う応答時間のことです。形成コピー応答時間につ

いては、形成コピー速度、 大形成コピーボリューム数、正サイトと副サイトのストレージシステ

ム間の回線速度、および回線数を次の計算式に適用して、算出できます。

形成コピー応答時間(ミリ秒) = (1[MB]／“正サイトと副サイトのストレージシステム間の回線速度

[MB/ミリ秒]※1”) × (“形成コピー速度”※2／15) × (“ 大形成コピー数※3”／“正サイトと副サイトの

ストレージシステム間の回線数”※4)

注※1：正サイトと副サイトのストレージシステム間でチャネルエクステンダを使用しないで接続する場合

は、リンクスピードによって、“正サイトと副サイトのストレージシステム間の回線速度”をそれぞれ次に示す

とおりに設定してください。

• リンクスピードが 4Gbps のケーブルの場合：0.34MB/ミリ秒

• リンクスピードが 8Gbps のケーブルの場合：0.68MB/ミリ秒

• リンクスピードが 10Gbps のケーブルの場合：0.85MB/ミリ秒

• リンクスピードが 16Gbps のケーブルの場合：1.36MB/ミリ秒

• リンクスピードが 32Gbps のケーブルの場合：2.72MB/ミリ秒

注※2：上記計算式の形成コピー速度は、「表 46  形成コピー応答時間を算出するための形成コピー速度」を参

照してください。

注※3： 大形成コピー数は、ストレージシステム単位の設定を使用します。デフォルトは、64 です。

注※4：“ 大形成コピー数”／“正サイトと副サイトのストレージシステム間の回線数”が 16 以上になる場合で

も、“ 大形成コピー数”／“正サイトと副サイトのストレージシステム間の回線数”は、16 としてください。

表 46  形成コピー応答時間を算出するための形成コピー速度

操作方法
形成コピーだけを実施

する場合

形成コピーと更新コピーを同時に実施する場合

ペア作成時に指定する

形成コピー速度が 1～8
の場合

ペア作成時に指定する

形成コピー速度が 9～
15 の場合

Storage Navigator ペア作成時に指定するコ

ピー速度

ペア作成時に指定するコ

ピー速度

8

RAID Manager/Business
Continuity Manager

ペア作成時に指定するコ

ピー速度

ペア作成時に指定するコ

ピー速度

8

PPRC コマンド

（TSO/ICKDSF）
かつ CU エミュレーショ

ンタイプが I-2107 のとき

15※ 8※

注※

PPRC コマンド（TSO/ICKDSF）かつ CU エミュレーションタイプが I-2107 のときは、形成

コピー速度の指定は無効となるため、設定値は固定となります。
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表 47  設定例

往復遅延時間

（Round Trip
Time）

［ミリ秒］

正サイトと副

サイトのスト

レージシステ

ム間の回線速

度

［MB/ミリ秒］

正サイトと副

サイトのスト

レージシステ

ム間の回線本

数

形成コピー速

度

大形成コピ

ー数

［往復応答時

間］の値

［ミリ秒］

0 0.1 4 15 64 160

30 0.1 4 15 64 220

100 0.1 4 15 64 360

関連概念

• 5.3.1 往復応答時間とは

関連タスク

• 5.3 リモート接続を追加する

5.4 リモートレプリカオプションを変更する

［リモートレプリカオプション編集］画面で、次のオプション設定を変更できます。

• 1 回の形成コピー操作で、同時にコピーできるボリュームの数

• 1 回の形成コピー操作で同時にコピーできるボリューム数の設定（CU 単位）の有効／無効

• パスの閉塞を監視する時間

• パスの閉塞によって報告される SIM を監視する時間

• ストレージシステム単位のサービス SIM をホストへ報告するかどうか

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］を選択します。

2. 次のどちらかの方法で、［リモートレプリカオプション編集］画面を表示します。

• ［オプション編集］‐［リモートレプリケーション］を選択します。

• ［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［リモートレプリカオプショ

ン編集］を選択します。

3.［コピータイプ］で、［TC/TCMF］を選択します。

4.［ 大形成コピー数］で、1 回の形成コピー操作で同時にコピーできるボリューム数を 1～512 の

間で入力します。デフォルトは 64 です。

• TrueCopy for Mainframe の形成コピーの動作数は、I/O 動作の量、および同時に登録する

ペア数によっては、ローカルストレージシステムの性能に影響を及ぼすことがあります。

• この値が大き過ぎると、リモートストレージシステムに保留中の処理が増え、更新 I/O に対

するリモート I/O の応答時間に影響を及ぼすことがあります。例えば、［ 大形成コピー数］

を 64 ボリュームに設定し、同時に 65 個の TrueCopy for Mainframe ペアを登録すると、ロ
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ーカルストレージシステムは 初 64 ペアの作成を開始し、そのうちの 1 つが同期するまで、

65 番目のペアを開始しません。

5.［パス閉塞監視］で、パスの閉塞を監視する時間を 2～45 秒の間で入力します。

パス障害が発生してすべてのパスが監視中の状態になると、ホストで MIH が発生することがあ

ります。パス閉塞監視時間は、ホストの MIH タイマの設定時間より短くしてください。

6.［パス閉塞 SIM 監視］で、パスの閉塞によって報告される SIM を監視する時間を 2～100 秒の

間で入力します。

7.［リモートコピーのサービス SIM］で、ストレージシステム単位のサービス SIM をホストへ報

告するかどうかを選択します。

8. CU 単位で 大形成コピー数を設定するときには、［ 大形成コピー数］を［有効］にします。

9. オプションを変更したい CU のチェックボックスを選択し、［CU オプション変更］をクリック

します。

10.［ 大形成コピー数］で、CU 単位の 1 回の形成コピー操作で同時にコピーできるボリューム数

を 1～16 の間で入力します。

11.［ホストの PPRC 対応］で、IBM PPRC と互換性のあるセンス情報を生成するかどうかを選択

します。

• TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームに設定している PPRC 対応オプション

を変更する場合、ペア分割およびペア再同期は必要ありません。

• TrueCopy for Mainframe のセカンダリボリュームに設定している PPRC 対応オプション

を変更する場合、ローカルストレージシステムの PPRC 対応オプションを変更したあとに

ペア分割およびペア再同期が必要です。

12.［リモートコピーのサービス SIM］で、CU 単位のサービス SIM をホストへ報告するかどうか

を選択します。

13.［OK］をクリックします。

14.［完了］をクリックします。

15.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

16.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.9 リモートレプリカオプション編集ウィザード

5.5 SCP 時間を変更する

SCP 時間を変更する方法を説明します。

TrueCopy for Mainframe の SCP 時間と Compatible FlashCopy® V2 の SCP 時間は連動していま

す。そのため、下記の手順に従って TrueCopy for Mainframe の SCP 時間を変更する場合は、

Compatible FlashCopy® V2 の SCP 時間も同様に変更されることを考慮して、SCP 時間の設定値

を決めてください。Compatible FlashCopy® V2 の SCP 時間については、『Compatible
FlashCopy® ユーザガイド(Compatible FlashCopy® V2, Compatible FlashCopy® SE)』を参照し

てください。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）ロールまたはストレージ管理

者（リモートバックアップ管理）ロール
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操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーの［レプリケーション］を選択します。

2. 次のどちらかの方法で、［SCP 時間編集］画面を表示します。

• ［オプション編集］‐［SCP 時間編集］を選択します。

• ［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［SCP 時間編集］を選択しま

す。

3. SCP 時間を変更したい CU のチェックボックスを選択し、［SCP 時間変更］をクリックします。

4. 変更後の SCP 時間を入力し、［OK］をクリックします。

5.［完了］をクリックします。

6.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

7.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスにチ

ェックマークを付けた場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.10 SCP 時間編集ウィザード

5.6 TrueCopy for Mainframe に関する SIM をコンプリートする

SIM のコンプリートとは、SIM の状態を完了に変更する操作です。SIM 発生の要因が解決したら、

その SIM に対してコンプリートを実施し、状態を完了に変更してください。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（システムリソース管理）ロール

操作手順

1. SIM が発生した場合の対処を実施します。

2.［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］－［SIM 完了（TC）］を選択しま

す。

3.［SIM 完了（TC）］画面で、［タスク名］にタスク名を入力します。

4.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスにチ

ェックマークを付けた場合は、［タスク］画面が表示されます。

メモ　

TrueCopy に関する SIM もコンプリートされます。

関連参照

• 付録 C.24 ［SIM 完了（TC）］画面
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6
PPRC マルチターゲット機能を用いた 3DC

構成の構築

この章では、PPRC マルチターゲット機能を用いた 3DC 構成を構築する手順を説明します。

 6.1 PPRC マルチターゲット構成の前提条件

 6.2 PPRC マルチターゲット構成を構築する

 6.3 PPRC マルチターゲット構成でのペア操作可否

 6.4 PPRC カスケード構成を構築する

 6.5 PPRC カスケード構成でのペア操作可否

 6.6 PPRC マルチターゲット機能使用時の注意事項

 6.7 他の機能と PPRC マルチターゲット機能の併用
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6.1 PPRC マルチターゲット構成の前提条件

PPRC マルチターゲット機能を使用するには、以下の前提条件を満たしてください。

• 「2.11.1 PPRC マルチターゲット構成の要件」の要件を満たしてください。

• 必要に応じて、それぞれのサイトで「5 TrueCopy for Mainframe の構成操作」の操作を行って

ください。

• 正サイトと 2 つの副サイトを接続する物理パスを設置してください。

• MTIR 構成を使用する場合は、副サイト同士を接続する物理パスを設置してください。

• PPRC マルチターゲット構成を組むことができるボリュームであることを、「6.6 PPRC マルチ

ターゲット機能使用時の注意事項」および「6.7 他の機能と PPRC マルチターゲット機能の併

用」で確認してください。

6.2 PPRC マルチターゲット構成を構築する

サイト A を正サイト、サイト B と C を副サイトとした PPRC マルチターゲット構成の構築手順を

説明します。

操作手順

1. サイト A とサイト B の間で、サイト A のボリュームをプライマリボリュームとして TrueCopy
for Mainframe ペアを作成します。

2. サイト A とサイト C の間で、サイト A のボリュームをプライマリボリュームとして TrueCopy
for Mainframe ペアを作成します。このタイミングで、サイト B とサイト C のセカンダリボリ

ューム間で MTIR ペアが自動で作成されます。

メモ　

MTIR ペアの自動作成が失敗した場合は、「6.2.1 自動作成に失敗した MTIR ペアを再作成する」

を参照してください。

3. 作成した 2 つの TrueCopy for Mainframe ペアが Duplex 状態になるまで待ちます。
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6.2.1 自動作成に失敗した MTIR ペアを再作成する

MTIR ペアが自動で作成されない場合、次の原因の可能性があります。

• 正サイトと副サイト間でパス障害が発生している

• 副サイトのストレージシステムに Remote Replication Extended ライセンスがインストールさ

れていない

• 接続先の副サイトで、既にリモート接続を 大まで使用している

MTIR ペアを再作成するためには上記の原因を解消した後、正サイトと MTIR ペアが作成されてい

ない副サイト間で、ペアの分割および再同期を行ってください。

6.3 PPRC マルチターゲット構成でのペア操作可否

PPRC マルチターゲット構成での、サイト A とサイト C のペア操作可否を示します。サイト A と

サイト B のペア状態によるペア操作可否は次の表の通りです。サイト A とサイト C のペア状態に

よるペア操作可否は、「7 TrueCopy for Mainframe のペア操作」を参照してください。

サイト A とサイト C 間のペア

操作可否
操作元サイト

サイト A とサイト B のペア状態

Duplex Pending Suspend

ペア作成 サイト A ○ ○ ○

サイト C － － －

ペア再同期 サイト A ○ ○ ○

サイト C × × ×

ペア分割 サイト A ○ ○ ○

サイト C ○ ○ ○

ペア削除※1 サイト A ○ ○ ○

サイト C ○ ○ ○

Failover サイト A × × ×

サイト C ○ ○ ○

Failback サイト A × × ×
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サイト A とサイト C 間のペア

操作可否
操作元サイト

サイト A とサイト B のペア状態

Duplex Pending Suspend

サイト C ○※2 ○※2 ○

注※1
サイト C の MTIR ペアは削除されますが、サイト B の MTIR ペアは残ります。

注※2
サイト A とサイト B のペアが Suspend 状態に遷移します。

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない（コマンド拒否）

－：PPRC マルチターゲット構成にならないペア操作

6.4 PPRC カスケード構成を構築する

PPRC カスケード構成は、PPRC マルチターゲット構成から Failover および Failback を実行する

ことによってのみ、構成可能です。ここでは、サイト B を正サイト、サイト A を中間サイト、サイ

ト C を副サイトとした、PPRC カスケード構成の構築手順を説明します。

操作手順

1. PPRC マルチターゲット構成を構成します（「6.2 PPRC マルチターゲット構成を構築する」を

参照）。

2. サイト B で、サイト A と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームに対して、

Failover を実行します。

3. サイト B で、サイト A と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームに対して、

Failback を実行します。サイト A とサイト C の TrueCopy for Mainframe ペアは、Suspend 状

態となります。

4. サイト A とサイト B の TrueCopy for Mainframe ペアが Duplex 状態になるまで待ちます。

前述の PPRC カスケード構成でサイト B とサイト A の TrueCopy for Mainframe ペアが Duplex
状態で、かつ、サイト A とサイト C の TrueCopy for Mainframe ペアが Suspend 状態以外の場合、
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サイト B にてホスト I/O を開始すると、サイト A とサイト C の TrueCopy for Mainframe ペアの

プライマリボリュームは、自動的に Suspend 状態となります。

6.4.1 PPRC カスケード構成を PPRC マルチターゲット構成に変更する

PPRC カスケード構成から、元の PPRC マルチターゲット構成に戻すには、次の操作を行ってくだ

さい。

操作手順

1. サイト A で、サイト B と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームに対して、

Failover を実行します。

2. サイト A で、サイト B と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームに対して、

Failback を実行します（次の手順を先に実行しても問題ありません）。

3. サイト A で、サイト C と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームに対して、

Resync を実行します。

6.5 PPRC カスケード構成でのペア操作可否

PPRC カスケード構成での、サイト A とサイト C（中間サイトと副サイト）のペア操作可否を示し

ます。サイト B とサイト A（正サイトと中間サイト）のペア状態によるペア操作可否は次の表の通

りです。サイト A とサイト C のペア状態によるペア操作可否は、「7 TrueCopy for Mainframe のペ

ア操作」を参照してください。

サイト A（中間サイト）とサイ

ト C（副サイト）のペア操作可

否

操作元サイト

サイト B とサイト A（正サイトと中間サイト）の

ペア状態

Duplex Pending Suspend

ペア作成 サイト A × × ×

サイト C － － －

ペア再同期 サイト A ○※ × ○

サイト C × × ×

ペア分割 サイト A ○ ○ ○

サイト C ○ ○ ○

ペア削除 サイト A ○ ○ ○

サイト C ○ ○ ○

Failover サイト A × × ×

サイト C ○ ○ ○

Failback サイト A × × ×

サイト C × × ×

注※

中間サイトのボリュームに対するデータ更新があると、中間サイトと副サイトのペアは

Suspend 状態に遷移します。

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない（コマンド拒否）

PPRC マルチターゲット機能を用いた 3DC 構成の構築 PPRC マルチターゲット機能を用いた 3DC 構成の

構築 129
TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



－：PPRC カスケード構成にならないペア操作

PPRC カスケード構成での、サイト B とサイト A（正サイトと中間サイト）のペア操作可否を示し

ます。サイト A とサイト C（中間サイトと副サイト）のペア状態によるペア操作可否は次の表の通

りです。サイト B とサイト A のペア状態によるペア操作可否は、「7 TrueCopy for Mainframe のペ

ア操作」を参照してください。

サイト B（正サイト）とサイト

A（中間サイト）のペア操作可

否

操作元サイト

サイト A とサイト C（中間サイトと副サイト）の

ペア状態

Duplex Pending Suspend

ペア作成 サイト B × × ×

サイト A － － －

ペア再同期 サイト B ○※ ○※ ○

サイト A × × ×

ペア分割 サイト B ○ ○ ○

サイト A ○ ○ ○

ペア削除 サイト B ○ ○ ○

サイト A ○ ○ ○

Failover サイト B × × ×

サイト A ○ ○ ○

Failback サイト B × × ×

サイト A ○ ○ ○

注※

中間サイトと副サイトのペアは Suspend 状態に遷移します。

（凡例）

○：操作できる

×：操作できない（コマンド拒否）

－：PPRC カスケード構成にならないペア操作

6.6 PPRC マルチターゲット機能使用時の注意事項

［メインフレームシステム機能編集］画面で No.5 の［TCMF multi-target］（PPRC マルチターゲ

ット機能）を有効化したストレージシステムでは、以下の注意事項があります。

• ［TCMF multi-target］が有効なストレージシステムでは、CU 番号が 0x80～0xfe のボリューム

を、プライマリボリュームまたはセカンダリボリュームとして TrueCopy/TrueCopy for
Mainframe ペアを組むことはできません。ただし、PPRC マルチターゲット機能をサポートし

ていないストレージシステムに対しては、［TCMF multi-target］の有効/無効に関わらず、すべ

ての CU 番号で TrueCopy/TrueCopy for Mainframe ペアを組むことができます。

• PPRC マルチターゲット構成で使用するボリュームの LDEV ID に 0x8000 を加えたボリュー

ムが、コマンドデバイスまたはリモートコマンドデバイスとして設定されている場合、PPRC
マルチターゲット構成を構築できません。
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例：LDEV ID が 0x8010 のボリュームがコマンドデバイスまたはリモートコマンドデバイスと

して設定されている場合、LDEV ID が 0x0010 のボリュームを使用して PPRC マルチターゲッ

ト構成を構築できません。

• ［TCMF multi-target］を有効としたストレージシステム同士で作成した TrueCopy for
Mainframe ペアは、1 対 1 のペアであっても、PPRC マルチターゲット対応のペアとなり、［ペ

アプロパティ参照］画面および［リモートレプリケーション］画面で、マルチターゲットの項

目が有効と表示されます。PPRC マルチターゲット対応ペアがストレージシステムに存在する

場合は、PPRC マルチターゲット機能をサポートするマイクロコードバージョンから、未サポ

ートのマイクロコードバージョンへのバージョンダウンは実施できません。

• PPRC マルチターゲット差分コピー機能サポート版（90-09-21-XX/XX 以降）から PPRC マル

チターゲット差分コピー機能未サポート版（90-09-21-XX/XX 未満）へバージョンダウンする場

合、PPRC マルチターゲット差分コピー対応ペアを削除して、システムオプションモード 1294
を ON に設定した後に、バージョンダウンを実行してください。バージョンダウン後は、シス

テムオプションモード 1294 の設定を OFF に戻してください。

• インクリメンタルリシンク時のコピー動作は、全データコピーまたは差分データコピーです。

このコピー動作は、PPRC マルチターゲット差分コピー非対応ペアか、対応ペアかにより異な

ります。インクリメンタルリシンク時のコピー動作の詳細は、「2.11.3 MTIR を用いる PPRC マ

ルチターゲット構成」で確認してください。また、全データコピー動作から差分データコピー

動作に切り替えるための対応方法についても、上記の節を参照してください。

• PPRC マルチターゲット構成では、正サイトに対して作成できる副サイトは 大 2 つです。3 つ

目の副サイトを追加することはできません。

• PPRC マルチターゲット構成の 2 つの TrueCopy for Mainframe ペアのフェンスレベルは、同

じ設定にすることを推奨します。

• RAID Manager から操作する複数のストレージシステムにまたがるコンシステンシーグループ

機能のボリュームが PPRC マルチターゲットのボリュームと混在する場合、RAID Manager か
らのグループサスペンド(Freeze)が失敗し、障害サスペンドとなる場合があります。

• z/VM 上では、PPRC マルチターゲット機能を使用できません。

• サブチャネルセット#0 以外（1/2/3）で定義されたボリュームは、PPRC マルチターゲット機能

のセカンダリボリュームとして使用できません。

• サブチャネルセット#0 以外（1/2/3）で定義された PAV のエイリアスデバイスは、PPRC マル

チターゲット機能のボリュームとして使用できます。

6.7 他の機能と PPRC マルチターゲット機能の併用

PPRC マルチターゲット機能を使用した TrueCopy for Mainframe ペアと他のプログラムプロダク

トとの連携可否を、以下に示します。

連携可能

• Universal Replicator for Mainframe（ただし、Universal Replicator for Mainframe のデルタ

リシンクは非サポート）

• ShadowImage for Mainframe（ただし、Quick Restore は非サポート）

• Compatible FlashCopy® V2（ソースボリュームとの連携のみサポート）

連携不可

• Volume Migration

• Compatible XRC および Concurrent Copy（CC）
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6.7.1 Universal Replicator for Mainframe と PPRC マルチターゲット機

能の併用

Universal Replicator for Mainframe と PPRC マルチターゲット機能を併用する場合、構築できる

構成は次の通りです。

なお、Universal Replicator for Mainframe のデルタリシンクペアが存在する構成、および、3 つ

の Universal Replicator for Mainframe サイトによる 3DC 構成は、PPRC マルチターゲット構成

との併用はできません。

各ペアのペア操作可否は、Universal Replicator for Mainframe と TrueCopy for Mainframe を併

用した構成でのペア操作可否を参照してください。

PPRC マルチターゲット PPRC カスケード

正サイ

ト
副サイト 正サイト

中間サ

イト
副サイト

MTIR
あり

MTIR
なし

MTIR
あり

MTIR
なし

MTIR
あり

MTIR
なし

UR-MF プライマ

リ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セカンダ

リ

× × × × × × × ×

（凡例）

UR-MF：Universal Replicator for Mainframe
○：併用できる

×：併用できない

Universal Replicator for Mainframe と PPRC マルチターゲットの併用例を次の図に示します。

6.7.2 ShadowImage for Mainframe と PPRC マルチターゲット機能の併

用

ShadowImage for Mainframe と PPRC マルチターゲット機能を併用する場合、構築できる構成は

次の通りです。
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なお、ShadowImage for Mainframe の Quick Restore 機能は非サポートです。

各ペアのペア操作可否は、ShadowImage for Mainframe と TrueCopy for Mainframe を併用した

構成でのペア操作可否を参照してください。

PPRC マルチターゲット PPRC カスケード

正サイ

ト
副サイト 正サイト

中間サ

イト
副サイト

MTIR
あり

MTIR
なし

MTIR
あり

MTIR
なし

MTIR
あり

MTIR
なし

SI-MF プライマ

リ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セカンダ

リ

○ × × ○ ○ × × ×

（凡例）

SI-MF：ShadowImage for Mainframe
○：併用できる

×：併用できない

ShadowImage for Mainframe と PPRC マルチターゲットの併用例を次の図に示します。

6.7.3 Compatible FlashCopy® V2 と PPRC マルチターゲット機能の併用

Compatible FlashCopy® V2 と PPRC マルチターゲット機能を併用する場合、Compatible
FlashCopy® V2 のソースボリュームだけを連携可能です。

各ペアのペア操作可否は、Compatible FlashCopy® V2 と TrueCopy for Mainframe を併用した構

成でのペア操作可否を参照してください。
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PPRC マルチターゲット PPRC カスケード

正サイ

ト
副サイト 正サイト

中間サ

イト
副サイト

MTIR
あり

MTIR
なし

MTIR
あり

MTIR
なし

MTIR
あり

MTIR
なし

FCv2 ソース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ターゲッ

ト

× × × × × × × ×

（凡例）

FCv2：Compatible FlashCopy® V2
○：併用できる

×：併用できない

Compatible FlashCopy® V2 と PPRC マルチターゲットの併用例を次の図に示します。
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7
TrueCopy for Mainframe のペア操作

この章では、TrueCopy for Mainframe を操作するための前提条件と操作方法について説明します。

 7.1 ペア操作の流れ

 7.2 ペア状態の確認

 7.3 TrueCopy for Mainframe ペアの作成

 7.4 TrueCopy for Mainframe ペアを分割する

 7.5 TrueCopy for Mainframe ペアを再同期する

 7.6 TrueCopy for Mainframe ペアの削除

 7.7 TrueCopy for Mainframe ボリュームに対する ICKDSF 留意事項
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7.1 ペア操作の流れ

TrueCopy for Mainframe の基本操作は次の項目で構成されます。

• ペアの状態の確認。TrueCopy for Mainframe の各操作を実行する前に、ペアを各操作に必要な

状態にしておく必要があります。

• ペアの作成。プライマリボリュームを二重化してセカンダリボリュームにします。

• ペアの分割。プライマリボリュームとセカンダリボリュームに分け、必要であればセカンダリ

ボリュームへの Read/Write アクセスを許可します。

• ペアの再同期。セカンダリボリュームに、プライマリボリューム内の更新されたデータを再度

反映します。

• ペアの削除

災害リカバリの手順については、「10 TrueCopy for Mainframe の災害リカバリ」を参照してくだ

さい。

注意　

ペア操作に関する注意事項を次に示します。

• マイクロプログラムの交換処理中は、ペア操作ができません。マイクロプログラムの交換処理が完了してい

ることを確認してからペア操作をしてください。

• エラーが発生した、または［キャンセル］をクリックしたなどの理由によって、マイクロプログラムの交換

処理が中断されていると、ペア操作ができません。マイクロプログラムの交換処理が正常に完了しているこ

とを確認してから、ペア操作をしてください。

注意　

TrueCopy for Mainframe ペアの二重化中に次の状態が継続すると、TrueCopy for Mainframe ペアの二重化よ

りも更新 I/O を優先させるため、ホストが TrueCopy for Mainframe ペアを分割することがあります。

• 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームが属する MP ユニット内のプロセッサの稼働率が

70%以上

• 正サイトのストレージシステムで、プライマリボリュームに対する更新 I/O の転送量が多い

• 副サイトのストレージシステムで、セカンダリボリュームが属する MP ユニットの WritePending が 65%以

上

TrueCopy for Mainframe ペアを作成または再同期する場合は、正サイトおよび副サイトそれぞれのストレージ

システムの負荷の状況を確認してから実施してください。

7.2 ペア状態の確認

TrueCopy for Mainframe ペアの操作では、必ずペアが特定の状態であることが必要です。操作を

実行する前にペアの状態を確認してください。

• 各操作の前提条件に書かれているペア状態であることを確認してください。

• GUI を使ったペアの状態の参照やペアの状態に関する設定の確認については、「8.1.1 TrueCopy
for Mainframe ペアの状態を確認する」を参照してください。
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7.3 TrueCopy for Mainframe ペアの作成

ペアを作成すると、プライマリボリューム内のすべてのデータが、セカンダリボリューム内へコピ

ーされます。このとき、プライマリボリュームは I/O 動作のため、ホストが利用できる状態を保持

します。

7.3.1 フェンスレベルとは

プライマリボリュームのフェンスレベルの設定は、ペアの作成または追加操作時に指定するもので、

TrueCopy for Mainframe がエラーで分割した場合にホストのアクセスを拒否するか、プライマリ

ボリュームへのアクセスを続けるかを決定します。次のフェンスレベルのうち 1 つを選択します。

［セカンダリボリュームデータ］

［セカンダリボリュームデータ］を設定すると、更新コピーが失敗したときに、プライマリボリュー

ムにアクセスできなくなります。このようにプライマリボリュームのフェンスレベルを設定するこ

とで、TrueCopy for Mainframe リモートコピーに失敗した場合は、更新のためにプライマリボリ

ュームにアクセスできなくなります。このフェンスレベルは、 も重要なボリュームの災害リカバ

リに設定することを検討してください。この設定によって、災害リカバリ作業中にセカンダリボリ

ュームのデータが保証されているかを判断するための時間を短縮できます。

この設定は CESTPAIR コマンド用の CRIT(YES-ALL)パラメータと機能的に同等です。

［セカンダリボリューム状態］

［セカンダリボリューム状態］を設定すると、正サイトのストレージシステムがセカンダリボリュー

ムのペアの状態を Suspend に変更できない場合にだけ、プライマリボリュームがフェンスされま

す。正サイトのストレージシステムがセカンダリボリュームのペアの状態を正常に Suspend に変

更すると、以降のプライマリボリュームへの Write I/O は受け付けられ、正サイトのストレージシ

ステムはプライマリボリュームへの更新を記録します。したがって、ペア再同期操作でペアを迅速

に再同期できます（同期していないトラックだけ）。また、この設定によって、災害リカバリ作業中

にセカンダリボリュームのデータが保証されているかを判断するための時間を短縮できます。

この設定は CESTPAIR コマンド用の CRIT(YES PATHS)パラメータと機能的に同等です。

［なし］

［なし］を設定すると、ペアが分割されてもプライマリボリュームはフェンスされません。この設定

は、TrueCopy for Mainframe コピー操作がすべて失敗しても、更新のためにアプリケーションで

プライマリボリュームを使用できるようにします。このため、セカンダリボリュームはプライマリ

ボリュームと同期していないことがありますが、このペアが分割している間、正サイトのストレー

ジシステムはプライマリボリュームへの更新を記録します。この設定を使用する場合は、ホストフ

ェイルオーバ機能が不可欠です。災害リカバリ時にセカンダリボリュームのデータが保証されてい

るかは、ホストフェイルオーバを経由して転送されたセンス情報を使用して判断するか、すでにセ

カンダリボリュームのデータが保証されているかを確認した他のファイルとセカンダリボリューム

の内容を比較して判断します。

この設定は CESTPAIR コマンド用の CRIT(NO)パラメータと機能的に同等です。
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7.3.2 TrueCopy for Mainframe ペアを作成する

1 つまたは複数の新しい TrueCopy for Mainframe ペアを作成する手順を次に示します。正サイト

のストレージシステム（プライマリボリュームを配置するストレージシステム）で、ペアを作成し

ます。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

• セカンダリボリュームはすべてのホストからオフラインとなるようにしてください。

• ペアを作成するには、プライマリボリュームおよびセカンダリボリュームの CU および LDEV
番号が必要です。

• ペアを作成する前に、正サイトおよび副サイトのストレージシステムの論理ユニットを定義・

初期化してください。

• ペアを作成する前に、プライマリボリュームの容量がセカンダリボリュームの容量以下である

ことを、シリンダ単位で確認してください。

メモ　

［論理デバイス］画面の［オプション］で［容量単位］を［Cyl］にして、プライマリボリューム

とセカンダリボリュームの容量が同じであることを確認してください。［容量単位］を［GB］な

どのバイト単位で表示すると、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの容量にわずかな

差があった場合に、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの容量の差異が表れないこと

があります。

• ［メインフレームシステム機能編集］画面で、No.5（PPRC マルチターゲット機能）が有効の場

合、ペアを作成できるボリュームに制限があります。詳細は「6.6 PPRC マルチターゲット機能

使用時の注意事項」を参照してください。

• TrueCopy for Mainframe 用にポートの属性を定義しておきます。詳細については、「5.2 ファイ

バチャネルポートの属性を定義する」を参照してください。

• 正サイトのストレージシステムに副サイトのストレージシステムを登録して、TrueCopy for
Mainframe 用のリモート接続を追加しておきます。詳細については、「5.3 リモート接続を追加

する」を参照してください。

• TCP/IP ネットワークの過剰トラフィックを避けるため、形成コピー実行前に Performance
Monitor を停止してください。

操作手順

1. 次のどれかの方法で、［TC ペア作成］画面を表示します。

• ［よく使うタスク］から［TC ペア作成(リモート)］を選択します。

• ［ストレージシステム］ツリーから［レプリケーション］‐［リモートレプリケーション］

を選択します。［TC ペア］タブで［TC ペア作成］をクリックします。

• ［ストレージシステム］ツリーから［レプリケーション］‐［リモートレプリケーション］

を選択します。［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［TC ペア作

成］を選択します。

2.［コピータイプ］で［TrueCopy for Mainframe］を選択します。

3.［ローカル CU］で、ローカルストレージシステムの CU 番号を 00～FE の間で選択します。

4. リモートストレージシステムを指定します。
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• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号を選択します。

• ［CU / SSID］：リモートストレージシステムの CU と SSID を選択します。

ローカル CU で任意の CU 番号を選択した場合に指定します。

プライマリボリュームとして使用できるボリュームが［利用可能な LDEV］テーブルに表示さ

れます。

5.［プライマリボリューム選択］の［利用可能な LDEV］テーブルで、プライマリボリュームのチ

ェックボックスを選択します。

6.［セカンダリボリューム選択］の［ベースセカンダリボリューム］で、ベースセカンダリボリュ
ームに関する情報を指定します。

• ［LDKC］：「00」が表示されます。

• ［CU］：［リモートストレージシステム］‐［CU/SSID］で指定した CU 番号が表示されま

す。

• ［LDEV］：LDEV を 00～FF の間で選択します。

• ［選択タイプ］：［間隔］または［プライマリボリューム相対］を選択します。

［間隔］を選択した場合、セカンダリボリュームを割り当てる間隔を選択します。

［プライマリボリューム相対］を選択すると、隣接しているプライマリボリューム 2 つの

LDEV 番号の差を計算し、その結果を基にセカンダリボリュームの LDEV 番号を決めます。

例えば、3 つのプライマリボリュームの LDEV 番号がそれぞれ 01、05、06 だとします。こ

の場合、［ベースセカンダリボリューム］の［LDEV］に 02 を指定すると、3 つのセカンダ

リボリュームの LDEV 番号は、それぞれ 02、06、07 になります。

7. 必要に応じて、［オプション］をクリックします。

8.［プライマリボリュームフェンスレベル］を選択します。

• ［なし］：ペアを分割しても、プライマリボリュームに書き込めます。

• ［セカンダリボリュームデータ］：更新コピーが失敗したときに、プライマリボリュームに書

き込めなくなります。

• ［セカンダリボリューム状態］：正サイトのストレージシステムがセカンダリボリュームのペ

アの状態を Suspend に変更できない場合にだけ、プライマリボリュームに書き込めなくな

ります。

各フェンスレベルの詳細は、「7.3.1 フェンスレベルとは」を参照してください。

9.［形成コピータイプ］を選択します。

• ［全てコピー］：TrueCopy for Mainframe ペアを作成し、プライマリボリュームからセカン

ダリボリュームへデータをコピーします（デフォルト）。

• ［なし］：TrueCopy for Mainframe ペアを作成しますが、プライマリボリュームからセカン

ダリボリュームへデータは一切コピーしません。［なし］を選択する場合は、プライマリボ

リュームとセカンダリボリュームが等しいことを確認してください。

10.［コピー速度］で、1 回のリモート I/O でコピーする 大トラックの数（3 または 15）を指定し

ます。

デフォルトは 15 です。

• 3 は低速で、ホスト I/O への影響軽減に使用します。

• 15 は高速です。ホスト I/O 性能が低下するおそれがあります。

11.［形成コピー優先度］で、形成コピー操作の優先順位（スケジューリング順位）を 1～256 で入

力します。

デフォルトは 32 です。
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［リモートレプリカオプション編集］画面で設定した［ 大形成コピー数］の設定値を超えた数

の形成コピー操作を実行する場合、実行する形成コピー操作に対して実行順序（優先度）を設

定できます。

［形成コピー優先度］は、同時に実行した形成コピー操作の数の範囲内で決定されます。このた

め、 初の形成コピー操作で優先度の順番に従った形成コピー操作が完了するまで、追加して

指定した形成コピー操作は開始されません。

メモ　

次のコマンドは、形成コピーの優先順位のオプションをサポートしません。次のコマンドを使用

して TrueCopy for Mainframe ペアを作成すると、形成コピー操作は、次のコマンドが発行され

る順序で実行されます。

• PPRC の CESTPAIR コマンド

• Business Continuity Manager の YKMAKE コマンド

• RAID Manager の paircreate コマンド

注意　

TrueCopy for Mainframe ペアの作成中にタイムアウトが発生した場合、指定した優先順位のとお

りにコピー処理が実行されないことがあります。タイムアウトの原因には CU の構成やリモート

コピー接続パスの不具合などがあるため、原因を確認して改善してください。ペアをいったん削

除してから、再度ペアを作成してください。

12.［CFW データ］リストから、キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピー

するかどうかを指定します。

• ［プライマリボリュームのみ］：セカンダリボリュームにコピーしない。

• ［セカンダリボリュームにコピー］：セカンダリボリュームにコピーする。

注意　

システムオプションモード 1091 が「ON」の状態で、［プライマリボリュームのみ］を指定しない

でください。システムオプションモード 1091 が「ON」の状態で［プライマリボリュームのみ］

を指定すると、セカンダリボリュームへの I/O で異常終了するおそれがあります。システムオプ

ション 1091 については、「3.1.4 TrueCopy for Mainframe のシステムオプションモード」を参照

してください。

13.［セカンダリボリュームへの DFW 使用］で、副サイトのストレージシステムがセカンダリボリ

ュームへ DFW データをコピーできないときに、正サイトのストレージシステムが TrueCopy
for Mainframe ペアを分割するかどうかを指定します。

• ［不要］：TrueCopy for Mainframe ペアを分割しない。

• ［必要］：TrueCopy for Mainframe ペアを分割する。

14.［ホスト I/O タイムスタンプ転送］で、ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送

するかどうかを選択します。デフォルトは［無効］です。

• ［有効］：ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送する。

• ［無効］：ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送しない。

15.［追加］をクリックします。

作成したペアが、［選択したペア］テーブルに追加されます。ペアを［選択したペア］テーブル

から削除したい場合は、そのペアのチェックボックスを選択して［削除］をクリックします。

ペアのチェックボックスを選択して［設定変更］をクリックすると、［設定変更］画面が表示さ

れ、そのペアの設定を変更できます。
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16.［完了］をクリックします。

17.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

18.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.11 ペア作成ウィザード

7.4 TrueCopy for Mainframe ペアを分割する

TrueCopy for Mainframe ペアは分割できます。ペアを分割すると、セカンダリボリュームへのコ

ピーが中断されます。ペアを分割すると、次のことが発生します。

• ホストからの I/O 書き込みはプライマリボリュームに対しては継続しますが、セカンダリボリ

ュームに対しては停止します。

• 現在の更新コピー動作はセカンダリボリュームに対しては 後まで行われるので、分割操作を

した時点までのデータの一貫性は保証されます。

• ペア状態は Suspend に変わります。

• 正サイトのストレージシステムは、ペアの分割後に更新されたプライマリボリュームのトラッ

クを差分データとして記録します。このデータはペアの再同期の際にセカンダリボリュームへ

コピーされます。

• ペアの分割中はプライマリボリュームへの更新を遮断するオプションを設定できます。これに

よってプライマリボリュームとセカンダリボリュームの同期が維持されます。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

• ペア状態が Pending または Duplex であること。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモートレプリケーション］を選択

します。

2.［TC ペア］タブで分割したいペアのチェックボックスを選択し、次のどちらかの方法で［ペア

分割］画面を表示します。

• ［ペア分割］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［ペア分割］を選択します。

3.［選択したペア］テーブルに分割したいペアが表示されていることを確認します。

4.［プライマリボリューム書き込み］で、プライマリボリュームのチェックボックスへの書き込み
を有効にするかどうかを選択します。

• ［プライマリボリュームフェンスレベルによる］：フェンスレベルの設定値に従って、プライ

マリボリュームへの書き込みを有効にするかどうかを選択します（デフォルト）。

• ［無効］：ペアが分割している間はプライマリボリュームのフェンスレベルの設定に関係な

く、正サイトのストレージシステムはプライマリボリュームへのすべての Write I/O 操作を

拒否します。TrueCopy for Mainframe ペアの同期を保持する場合は、この設定を使用して

ください。システム操作にプライマリボリュームが必要な場合は、このオプションは使用し

ないでください。設定内容は、選択したボリュームがプライマリボリュームの場合にだけ有

効です。
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注意　

ペアを分割する必要があって、そのプライマリボリュームがシステム操作に必要な場合は、必ず

［プライマリボリュームフェンスレベルによる］を選択して、プライマリボリュームが I/O を引き

続き受け付けられるようにしてください。

5.［SSB 転送 (F/M = FB)］で、ホストに SSB を通知するかどうかを選択します。

このオプションを［有効］に（かつ［CU オプション変更］画面で［ホストの PPRC 対応］に

［該当］を指定）した場合、ローカルストレージシステムはペアが分割されるすべての接続ホス

トに SSB（Sense Byte）を通知します（F/M：Format/Message）。このオプションは常に有効

にしてください。

［ホストの PPRC 対応］が［非該当］の場合、SSB［F/M = FB］分割オプションが有効であっ

ても、x'FB'センス情報がホストに報告されます。

設定内容は、選択したボリュームがプライマリボリュームの場合にだけ有効です。

6.［完了］をクリックします。

7.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

8.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

ペアを分割したら、［リモートレプリケーション］画面で、TrueCopy for Mainframe ペアが正しく

（Suspend 状態に）表示されていることを確認します。

ペア分割操作の状況を確認するには、Storage Navigator メイン画面の右上にある更新ボタンをク

リックして［リモートレプリケーション］画面の情報を更新するか、［ペアプロパティ参照］画面で

詳細な状態情報を表示してください。

関連参照

• 付録 C.12 ペア分割ウィザード

7.5 TrueCopy for Mainframe ペアを再同期する

TrueCopy for Mainframe ペアを分割している間、正サイトのストレージシステムはセカンダリボ

リュームに対する更新コピー操作を実行しません。ペアを再同期すれば、分割以降に蓄積された差

分データの分だけセカンダリボリュームが更新され、データを再びプライマリボリュームのデータ

と同一にできます。その後、セカンダリボリュームに対して更新コピー動作が再度始まります。

ペア再同期は、プライマリボリュームがあるストレージシステムだけで実行できます。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

• ペア状態が Suspend であること。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモートレプリケーション］を選択

します。

2.［TC ペア］タブで再同期したいペアのチェックボックスを選択し、次のどちらかの方法で［ペ

ア再同期］画面を表示します。

• ［ペア再同期］をクリックします。
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• ［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［ペア再同期］を選択します。

3.［選択したペア］テーブルに再同期したいペアが表示されていることを確認します。

4.［プライマリボリュームフェンスレベル］を選択します。

• ［なし］：ペアを分割しても、プライマリボリュームに書き込めます。

• ［セカンダリボリュームデータ］：更新コピーが失敗したときに、プライマリボリュームに書

き込めなくなります。

• ［セカンダリボリューム状態］：正サイトのストレージシステムがセカンダリボリュームのペ

アの状態を Suspend に変更できない場合にだけ、プライマリボリュームに書き込めなくな

ります。

各フェンスレベルの詳細は、「7.3.1 フェンスレベルとは」を参照してください。

5. コピー優先度を変更したいペアのチェックボックスを選択して、［コピー優先度］で再同期の優
先順位（スケジューリング順位）を 0～256 の間で指定します。

6.［コピー速度］で、1 回のリモート I/O でコピーする 大トラックの数（3 または 15）を指定し

ます。

デフォルトは 15 です。

• 3 は低速で、ホスト I/O への影響軽減に使用します。

• 15 は高速です。ホスト I/O 性能が低下するおそれがあります。

7.［ホスト I/O タイムスタンプ転送］で、ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送

するかどうかを選択します。

8.［完了］をクリックします。

9.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

10.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

ペアを再同期したら、［リモートレプリケーション］画面で、TrueCopy for Mainframe ペアが正し

く（Duplex 状態に）表示されていることを確認します。

ペア再同期操作の状況を確認するには、Storage Navigator メイン画面の右上にある更新ボタンを

クリックして［リモートレプリケーション］画面の情報を更新するか、［ペアプロパティ参照］画面

で詳細な状態情報を表示してください。

関連参照

• 付録 C.13 ペア再同期ウィザード

7.6 TrueCopy for Mainframe ペアの削除

TrueCopy for Mainframe ペアは削除できます。これによって TrueCopy for Mainframe ペアの関

係は削除されますが、ボリュームやそれらのデータは削除されません。

7.6.1 TrueCopy for Mainframe ペアの削除に関する注意事項

プライマリボリュームのリモートコピーを保持する必要がなくなった場合だけ、正サイトのストレ

ージシステムから TrueCopy for Mainframe ペアを削除します。正サイトのストレージシステムか

ら TrueCopy for Mainframe ペアを削除すると、正サイトのストレージシステムは、そのペアにつ

いての全 TrueCopy for Mainframe コピー操作を停止してプライマリボリュームとセカンダリボリ

ュームを単一のボリュームへと変更します。
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TrueCopy for Mainframe ペアを削除したら、正サイトのストレージシステムはプライマリボリュ

ームに対する以降の Write I/O 操作をすべて受け付け続けますが、プライマリボリュームの更新は

差分ビットマップに記録しません。

副サイトのストレージシステムから TrueCopy for Mainframe ペアを削除するのは、災害リカバリ

の場合（「10 TrueCopy for Mainframe の災害リカバリ」を参照）だけにしてください。副サイト

のストレージシステムから TrueCopy for Mainframe ペアを削除すると、副サイトのストレージシ

ステムはセカンダリボリュームを単一のボリュームへと変更します。正サイトのストレージシステ

ムはセカンダリボリュームのペアの状態が変化したことを検出して、プライマリボリュームのペア

の状態を Suspend-delete pair to Remote Storage System に変更します。

正サイトのストレージシステムから TrueCopy for Mainframe ペアを削除するときは、CDELPAIR
TSO コマンドを使用できます。

副サイトのストレージシステムから削除したペアを再同期するには、まず正サイトのストレージシ

ステムからペアを削除し、適切な［形成コピータイプ］（［全てコピー］または［なし］）で正サイト

のストレージシステムからペアを再作成します。

7.6.2 TrueCopy for Mainframe ペアを削除する

TrueCopy for Mainframe ペアを削除する手順を次に示します。

注意　

副サイトのストレージシステムから TrueCopy for Mainframe ペアを削除する場合、セカンダリボリュームとプ

ライマリボリュームが同一（例えば、同じボリュームラベル）であることを確認し、ボリュームの重複によるシ

ステムの問題を発生させないように注意してください。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモートレプリケーション］を選択

します。

2.［TC ペア］タブで削除したいペアのチェックボックスを選択し、次のどちらかの方法で［ペア

削除］画面を表示します。

• ［他のタスク］‐［ペア削除］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［ペア削除］を選択します。

3.［選択したペア］テーブルに削除したいペアが表示されていることを確認します。

4.［削除モード］を選択します。

• ［通常］：選択したペアを削除します。

• ［強制］：選択したペアを強制削除します。

ローカルストレージシステムがリモートストレージシステムと通信できない場合でも、ペア

は削除されます。このオプションは、デバイスエンドを待っていて通信できないホストを、

リモートストレージシステムと通信できないローカルストレージシステムから解放するの

に使用できます。解放すればホストの操作を続行できます。

• ［強制 (同一リモート接続内の全ペアを削除する)］：選択したペアと同じリモート接続を使用

しているペアをすべて強制削除します。

5.［完了］をクリックします。

6.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

7.［適用］をクリックします。
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タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

ペアを削除したら、［リモートレプリケーション］画面で、削除した TrueCopy for Mainframe ペア

が表示されないことを確認します。

ペア削除操作の状況を確認するには、Storage Navigator メイン画面の右上にある更新ボタンをク

リックして［リモートレプリケーション］画面の情報を更新するか、［ペアプロパティ参照］画面で

詳細な状態情報を表示してください。

関連概念

• 7.6.1 TrueCopy for Mainframe ペアの削除に関する注意事項

関連参照

• 付録 C.14 ペア削除ウィザード

7.7 TrueCopy for Mainframe ボリュームに対する ICKDSF 留意

事項

VSP 5000 シリーズは、ICKDSF ユーティリティプログラムの使用をサポートします。

ICKDSF は、DASD のインストール、使用、保守機能、サービス機能、エラー検出、媒体保守を実

施するときに使用します。ICKDSF の詳細については、IBM の関連ドキュメントを参照してくだ

さい。VSP 5000 シリーズでの ICKDSF の使用の詳細については、マニュアル『装置解説書』を参

照してください。

7.7.1 TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームでの ICKDSF
ICKDSF 機能には、通常のアクセス許可ではなく、全トラックアクセス許可を伴う Write I/O の操

作が含まれます。正サイトのストレージシステムは、全トラックアクセス許可を伴う Write I/O 操

作を更新の対象としないので、TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームで ICKDSF を実行

する前に TrueCopy for Mainframe ペアを分割してください。TrueCopy for Mainframe プライマ

リボリュームで ICKDSF を実行する手順は次のとおりです。

操作手順

1. 対象のペアの正サイトのストレージシステムに接続し、TrueCopy for Mainframe プログラムプ

ロダクトをスタートします。

2. ペアがまだ分割されていなければ、セカンダリボリュームの分割オプションを使ってペアを分
割します。CSUSPEND TSO コマンドでもペアを分割できます。

3. プライマリボリュームのペア状態が、Suspend（Secondary Volume by Operator）に変更され

た後、ICKDSF を実行してプライマリボリュームを修復します。

4. ボリュームの修復が完了したら、TrueCopy for Mainframe ペアを再同期します。CESTPAIR
（MODE=RESYNC）コマンドでもペアを再同期できます。

7.7.2 TrueCopy for Mainframe セカンダリボリュームでの ICKDSF
TrueCopy for Mainframe セカンダリボリュームで ICKDSF を実行する場合、セカンダリボリュー

ムのペア状態を Simplex に変更して、ホストがセカンダリボリュームにアクセスできるようにして

ください。次に、適切な［形成コピータイプ］で、TrueCopy for Mainframe ペアを再同期します。

TrueCopy for Mainframe のセカンダリボリュームで ICKDSF を実行する手順は次のとおりです。
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操作手順

1. TrueCopy for Mainframe ペアの場合、セカンダリボリュームの修復中にプライマリボリューム

への Write I/O を停止できます。そのためには、［プライマリボリューム書き込み］オプション

に［無効］を選択して、正サイトのストレージシステムからペアを分割します（CSUSPEND を

使用することもできます）。

2. 対象のセカンダリボリュームを含むストレージシステムに接続した後、TrueCopy for
Mainframe プログラムプロダクトを起動します。

3. Storage Navigator の［リモートレプリケーション］画面で、修復するセカンダリボリュームの

チェックボックスを選択し、そのペアを削除します。CRECOVER でも副サイトのストレージ

システムにあるペアを削除できます。

4. 必要があれば、セカンダリボリューム VOLSER を変更して、VOLSER の重複に関連する問題

を回避します。

5. セカンダリボリュームをオンラインに変更し、ICKDSF を実行してセカンダリボリュームを修

復します。ボリュームの修復が完了したら、セカンダリボリュームをオフラインに戻します。

6. 正サイトのストレージシステムに接続して、目的のプライマリボリュームのチェックボックス
を選択し、ペアを削除します。

7.［TC ペア作成］画面（または CESTPAIR）を使用して、ペアを再同期します。［形成コピータ

イプ］に［全てコピー］を選択して、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを再同期
します。

ヒント　

プライマリボリュームとセカンダリボリュームのデータの一致性が保証できる場合、［なし］を使

用することもできます。
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8
TrueCopy for Mainframe の状態表示と保

守

この章では、TrueCopy for Mainframe の状態表示と保守について説明します。

 8.1 TrueCopy for Mainframe の状態表示

 8.2 TrueCopy for Mainframe の保守

 8.3 ストレージシステムとネットワークデバイスの電源の管理
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8.1 TrueCopy for Mainframe の状態表示

8.1.1 TrueCopy for Mainframe ペアの状態を確認する

TrueCopy for Mainframe ペアの動作を記録・保守するためには継続的なモニタリングが必要です。

• ペア操作を実行したい場合、まずペアの状態を確認してください。操作によっては特定の状態

または特定の状態が組み合わされていることが必要です。

• 操作を実行するとペアの状態が変化します。ペアの状態を確認して、ペアが正しく動作してい

ること、Duplex 状態の場合はプライマリボリュームからセカンダリボリュームへデータが正し

く更新されていること、分割されている場合は差分データの管理が実行されていることを確認

します。

Storage Navigator で TrueCopy for Mainframe のペア状態を確認できます。継続してペア状態を

確認してください。Storage Navigator を使用すると、問題が発生したときにメールで通知するよ

うに設定できます。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモートレプリケーション］を選択

します。

2.［TC ペア］タブでペア状態を確認したい TrueCopy for Mainframe ペアの［状態］を確認しま

す。

さらに詳細な状態情報を確認するには、TrueCopy for Mainframe ペアのチェックボックスを選

択して、次のどちらかの方法で［ペアプロパティ参照］画面を表示します。

• ［他のタスク］‐［ペアプロパティ参照］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［ペアプロパティ参照］を選

択します。

関連参照

• 付録 C.2 ［リモートレプリケーション］画面

• 付録 C.5 ［ペアプロパティ参照］画面

8.1.2 TrueCopy for Mainframe ペア状態の定義

TrueCopy for Mainframe ペアの状態を次の表に示します。 新のペア状態を知りたい場合は、

Storage Navigator で更新ボタンをクリックしてデータが 新であることを確認してください。

RAID Manager からは、pairdisplay コマンドを発行してペアの状態をモニタリングします。

Storage Navigator の画面では、ペア状態は「Storage Navigator でのペア状態/Business
Continuity Manager でのペア状態」という形式で表示されます。Storage Navigator でのペア状態

と Business Continuity Manager でのペア状態が同じ場合は、Business Continuity Manager での

ペア状態は表示されません。

Storage Navigator でのペア状態を次の表に示します。
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表 48  TC-MF ペアの状態

ペア状態

（Storage
Navigator）

ペア状態

（RAID
Manager）

説明

プライマリボ

リュームへの

アクセス

セカンダリボ

リュームへの

アクセス

 Pending COPY このペアの TrueCopy for Mainframe の形成コピー操作

が進行中です。このペアはまだ同期していません。

Read / Write Reject

 Duplex PAIR • この TrueCopy for Mainframe ペアは同期状態で

す。

• ホストからプライマリボリュームへの更新情報はセ

カンダリボリュームで複製されます。

Read / Write Reject、［メイン

フレームシステ

ム機能編集］画

面で No.6 が有

効の場合は

Read Only

 Suspend
（分割タイプについ

ては表 50  TC-MF
の分割タイプを参

照）

PSUS • ユーザによって TrueCopy for Mainframe ペアが分

割または副サイトのストレージシステムから削除さ

れました。

• このペアは同期していません。

• 正サイトのストレージシステムでペアを分割する

と、正サイトのストレージシステムがプライマリボ

リュームとセカンダリボリュームの状態を Suspend
に変えます。

• 副サイトのストレージシステムでペアを分割する

と、副サイトのストレージシステムがセカンダリボ

リュームの状態を Suspend に変えます。パスの状態

が正常であれば正サイトのストレージシステムはこ

の変化を検出し、プライマリボリュームの状態を

Suspend に変えます。ただし、ホストからの I/O が

ない場合、プライマリボリュームの状態が Duplex の

ままになることがあります。

• 副サイトのストレージシステムでペアを削除する

と、副サイトのストレージシステムがセカンダリボ

リュームを単一のボリュームに変えます。パスの状

態が正常であれば正サイトのストレージシステムは

この変化を検出し、プライマリボリュームの状態を

Suspend に変えます。プライマリボリュームを単一

のボリュームにするには、正サイトのストレージシ

ステムでペアを削除してください。

• PPRC マルチターゲット構成構築時、自動作成され

た MTIR ペアのプライマリボリュームとセカンダリ

ボリュームの状態は、Suspend となります。

Read / Write Reject、
mode20=ON の

場合は Read
Only

 Suspend
（分割タイプについ

ては表 50  TC-MF
の分割タイプを参

照）

PSUE • エラーによって正サイトまたは副サイトのストレー

ジシステムがペアを分割しています。

• この TrueCopy for Mainframe ペアは同期していま

せん。

• 何らかの理由で正サイトのストレージシステムがペ

アの同期を保てなくなった場合、正サイトのストレ

ージシステムはプライマリボリュームとセカンダリ

ボリューム（変更できるときだけ）の状態を Suspend
に変えます。

Read / Write：
［プライマリボ

リュームフェン

スレベル］が［セ

カンダリボリュ

ームデータ］の

場合は、Read
Only。

Reject、
mode20=ON の

場合は Read
Only

Business Continuity Manager でのペア状態を次の表に示します。
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表 49  TC-MF ペアの状態（Business Continuity Manager でのペアの状態）

ペア状態 説明

SIMPLEX このボリュームは現在 TrueCopy for Mainframe ペアに割り当てられていません。

PENDING (01) 形成コピーまたは再同期操作が完了していません。

DUPLEX (02) 形成コピーが完了しています。

SUSPOP (03) ユーザがプライマリボリュームにペア分割を実施しました。更新データはセカンダリボ

リュームへ反映されません。

SUSPOP (04) ユーザがセカンダリボリュームにペア分割を実施しました。プライマリボリュームは更

新できます。プライマリボリュームへの更新は、差分ビットマップに記録されます。

SWAPPING (04) ユーザが REVERSE 指定でペアを分割しました。

SUSPOP (05) 副サイトのストレージシステムが正サイトのストレージシステムからの分割要求を受け、

ペアを分割しました。

SUSPCU (06) 正サイトのストレージシステムは副サイトのストレージシステムでのエラーを検出した

ため、ペアを分割しました。

SUSPER (07) ユーザがペアを副サイトのストレージシステムから削除したため、プライマリボリューム

が分割されました。

SUSPCU (08) 正サイトのストレージシステムが副サイトのストレージシステムとの通信中にエラーを

検出したか、または更新コピー中に I/O エラーを検出したため、ペアが分割されました。

SUSPER (09) 正サイトのストレージシステムが電源 ON（IMPL）時、メモリのペア制御情報が揮発し

ていることを検出したため、ペアが分割されました。このエラーは、正サイトのストレー

ジシステムが不揮発メモリのバックアップ時間を超えて電源断の状態が継続した場合に

発生します。

SUSPOP (0A) 正サイトのストレージシステムに PPRC の FREEZE コマンドが発行されたため、ペアが

分割されました。

SUSPER (50) 形成コピー中にプライマリボリュームのデータとセカンダリボリュームのデータの不一

致を検出したため、ペアが分割されました。このエラーは、無効なトラックフォーマット

が原因です。

SUSPOP (10) 正サイトのストレージシステムで TrueCopy for Mainframe ペアが PPRC マルチターゲ

ット構成となったため、副サイトで分割された MTIR ペアが自動的に作成されました。

TrueCopy、Universal Replicator、および Universal Replicator for Mainframe のペア状態につい

ては、『TrueCopy ユーザガイド』、『Universal Replicator ユーザガイド』、および『Universal
Replicator for Mainframe ユーザガイド』を参照してください。

(1)　TrueCopy for Mainframe の分割タイプ

ここでは、ユーザ操作によって分割されたペアと、障害によって分割されたペアについて説明しま

す。

• ユーザは、形成コピー操作の完了後なら、いつでもペアを分割できます。

◦ セカンダリボリュームの書き込みオプションが有効に設定されているボリュームにアクセ

スするためには、ペアを分割しなければなりません。また、TrueCopy for Mainframe ペア

は、CGROUP/FREEZE コマンドが処理されるときにも分割されます。

• 正サイトのストレージシステムは次の状況を検出した場合に TrueCopy for Mainframe ペアを

分割します。

◦ ユーザが副サイトのストレージシステムからペアを削除した。
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◦ 副サイトのストレージシステム、セカンダリボリューム、または TrueCopy for Mainframe
の更新コピーについてエラーが発生した。

◦ セカンダリボリュームへの DFW（DASD（Direct Access Storage Device）高速書き込み）

を、副サイトのストレージシステムが実行できないとき（［セカンダリボリュームへの DFW
使用］で［必要］が選択されている場合だけ）。

◦ 副サイトのストレージシステムと通信できなくなった。

分割タイプは、Storage Navigator の［ペアプロパティ参照］画面の［状態］に表示されます。分

割タイプの一覧と説明を次の表に示します。RAID Manager では、分割タイプは表示されません。

表 50  TC-MF の分割タイプ

分割タイプ 適用対象 説明

Primary Volume
by Operator

プライマリ ユーザがプライマリボリューム障害オプションを使って正サイトのス

トレージシステムからペアを分割しました。セカンダリボリュームの

分割タイプは by MCU です。

Secondary
Volume by
Operator

プライマリ、

セカンダリ

ユーザがセカンダリボリュームオプションを使って正サイトまたは副

サイトのストレージシステムからペアを分割しました。

by MCU セカンダリ 副サイトのストレージシステムが正サイトのストレージシステムから、

ペアの分割要求を受信しました。プライマリボリュームの分割タイプ

は、Primary Volume by Operator または Secondary Volume by
Operator です。

Delete Pair to
RCU

プライマリ 正サイトのストレージシステムは、ユーザが副サイトのストレージシス

テムからペアを削除して、セカンダリボリュームが単一のボリュームに

変わったことを検出しました。この場合、セカンダリボリュームは

Suspend 状態でないため、ペアを再同期できません。

by RCU プライマリ 正サイトのストレージシステムは、TrueCopy for Mainframe ペアの分

割の原因となる、副サイトのストレージシステムのエラー条件を検出し

ました。セカンダリボリュームの分割タイプは Secondary Volume
Failure です。

Secondary
Volume Failure

プライマリ 正サイトのストレージシステムは、副サイトのストレージシステムとの

通信中にエラーを、または更新コピー中に I/O エラーを検出しました。

この場合、セカンダリボリュームの分割タイプは通常、Secondary
Volume Failure です。

この分割タイプは、パスの数が［リモート接続追加］画面で設定したパ

ス数の下限を下回った場合にも表示されます。

MCU IMPL プライマリ、

セカンダリ

正サイトのストレージシステムは IMPL（Initial Microprogram Load）
手続き中、不揮発性メモリ内で有効な制御情報を見つけることができま

せんでした。この状況は、48 時間以上通電しない（例えば停電やバッ

クアップバッテリが完全に放電した）場合にだけ発生します。

Initial Copy
Failed

プライマリ、

セカンダリ

形成コピー操作が完了する前に、ペアが分割されました。セカンダリボ

リュームのデータはプライマリボリュームのデータと同じではありま

せん。

by FREEZE プライマリ、

セカンダリ

ペアは CGROUP/FREEZE TSO コマンドで分割されました。

MTIR プライマリ 正サイトのストレージシステムで TrueCopy for Mainframe ペアが

PPRC マルチターゲット構成となったため、副サイトで分割された

MTIR ペアが自動的に作成されました。

（凡例）
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プライマリ：プライマリボリューム

セカンダリ：セカンダリボリューム

(2)　分割タイプの表記の差異について

Storage Navigator、Business Continuity Manager、および PPRC では分割タイプの表記が異な

ります。Storage Navigator の［ペアプロパティ参照］画面では、分割タイプは「Storage Navigator
の分割タイプ/Business Continuity Manager での分割タイプ」という形式で表示されます。

Storage Navigator、Business Continuity Manager、および PPRC で表示される分割タイプの差

異について、次の表に示します。

表 51  分割タイプの表記の差異（Storage Navigator、Business Continuity Manager、PPRC）

Storage Navigator Business Continuity Manager PPRC

Primary Volume by Operator SUSPOP(03) SUSPEND(03)

Secondary Volume by Operator SUSPOP(04) SUSPEND(04)

SWAPPING(04)

by MCU SUSPOP(05) SUSPEND(05)

by RCU SUSPCU(06) SUSPEND(06)

Delete Pair to RCU SUSPER(07) SUSPEND(07)

Secondary Volume Failure SUSPCU(08) SUSPEND(08)

MCU IMPL SUSPER(09) SUSPEND(09)

by FREEZE SUSPOP(0A) SUSPEND(0A)

Initial Copy Failed SUSPER(50) SUSPEND(08)

MTIR SUSPOP(10) MTIR

各分割タイプの説明については、「(1)　TrueCopy for Mainframe の分割タイプ」を参照してくださ

い。

(3)　分割されたペアの動作

分割されたペアに対するシステム動作について、注意事項を次に示します。

• ペアが分割されると、正サイトのストレージシステムはセカンダリボリュームに対する更新コ

ピーを停止し、プライマリボリュームのフェンスレベルと分割オプションによってプライマリ

ボリュームに対する Write I/O を受け付けたり受け付けなかったりします。

• 更新コピーが失敗すると、正サイトのストレージシステムはユニットチェックを通知し、Write
が失敗したことをホストに通知します。したがって、ホストおよびアプリケーションプログラ

ムは、プライマリボリュームへの Write に失敗したと見なします。

• 正サイトのストレージシステムが分割されたプライマリボリュームに対する Write を受け付け

ると、正サイトのストレージシステムはペアの分割中に更新されたプライマリボリュームのト

ラックを差分データとして記録します。分割された TrueCopy for Mainframe ペアが再同期さ

れると、正サイトのストレージシステムは同期していないプライマリボリュームトラックを差

分データとしてセカンダリボリュームにコピーします。

• TrueCopyTrueCopy for Mainframe は、ペアの分割中にはセカンダリボリュームに対するアク

セスを禁止します（モード 20=ON の場合、Read アクセスだけ許可します）。

• TrueCopy for Mainframe ペアが分割されると、それがユーザ要求によるか障害によるかに関係

なく、正サイトのストレージシステムがセンス情報を生成し、ホストに通知します。ホストが
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IBM PPRC をサポートしていて、ホストの PPRC 対応が有効な場合、この通知は分割の理由を

示す IEA494I および（または）IEA491E システムコンソールメッセージとなります。

8.1.3 TrueCopy for Mainframe ペアの一致率を確認する

ペアの一致率を確認する方法について説明します。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモートレプリケーション］を選択

します。

2.［TC ペア］タブで一致率を確認したいペアのチェックボックスを選択して、次のどちらかの方

法で［ペア一致率参照］画面を表示します。

• ［他のタスク］‐［ペア一致率参照］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［ペア一致率参照］を選択し

ます。

関連参照

• 付録 C.4 ［ペア一致率参照］画面

8.1.4 TrueCopy for Mainframe ペアの操作履歴を確認する

TrueCopy for Mainframe ペアの操作履歴を確認できます。

• ［操作履歴］テーブルは、必ずしも時系列で降順に表示されるとは限りません。

• 1 週間以内に 524,288 件を超える履歴情報が生成されると、超過した分は古い情報から順に削

除されます。したがって、必ずしも 1 週間分の情報が参照できるわけではありません。また日

付が変わると、保持している情報のうち も古い日付の情報を削除するため、1 週間より前の情

報は参照できません。

• 1 度に複数の LDEV で障害分割が起きた場合、表示される「Pair Suspend (Failure)」は、障害

分割が起きた LDEV の数と一致しない場合があります。

• ［CU オプション変更］画面の［リモートコピーのサービス SIM］を［報告する］に設定してい

ると、ホストに SIM が報告されるまで履歴情報は更新されません。SIM がホストに報告される

前に、保守員が SIM を消去すると、未報告分の履歴情報は削除されます。

• 一度に 1,000 ペア以上を操作した場合は、操作履歴の一部が記録されないことがあります。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］を選択します。

2. 次のどちらかの方法で［操作履歴］画面を表示します。

• ［操作履歴参照］‐［リモートレプリケーション］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［操作履歴参照］を選択しま

す。

3.［コピータイプ］で［TCMF］を選択します。

TrueCopy for Mainframe ペアの操作履歴が表示されます。

関連概念

• (1)　［操作履歴］画面の［説明］に表示される文言
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関連参照

• 付録 C.7 ［操作履歴］画面

(1)　［操作履歴］画面の［説明］に表示される文言

［操作履歴］画面の［説明］に表示される文言の説明を次に示します。

表 52  ［操作履歴］画面に表示される TrueCopy for Mainframe の操作

［説明］に表示される文言 説明

Pair Add Start ペアの作成が始まりました。

Pair Add Complete ペアの作成が終わりました。

Pair Delete ペアが削除されました。

Pair Suspend (Operation) ペアが分割されました。

Pair Suspend (Failure) 障害が発生したため、データボリュームペアが分割さ

れました。

Pair Resync. Start ペアの再同期が始まりました。

Pair Resync. Complete ペアの再同期が終わりました。

8.1.5 ライセンス容量を確認する

［レプリケーション］画面でライセンス容量を確認できます。

操作手順

［ストレージシステム］ツリーから［レプリケーション］を選択します。

関連参照

• 付録 C.1 ［レプリケーション］画面

8.1.6 TrueCopy for Mainframe ペアの情報を出力する

TrueCopy for Mainframe のペア情報を TSV ファイルに保存できます。

操作手順

［ストレージシステム］ツリーから［レプリケーション］‐［リモートレプリケーション］を選択

し、［他のタスク］‐［テーブル情報出力］をクリックします。

詳細は、『Hitachi Device Manager - Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

関連参照

• 付録 C.2 ［リモートレプリケーション］画面

8.1.7 コピー操作と I/O 統計データのモニタリング

コピー操作や I/O 統計データをモニタリングできます。詳細は、『Performance Manager ユーザガ

イド(Performance Monitor, Server Priority Manager, QoS)』を参照してください。
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8.1.8 リモート接続とパスの状態を確認する

リモート接続の状態を確認して、リモートパスを維持します。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモート接続］を選択します。

2. 状態を確認したいリモート接続の［状態］を確認します。

状態は［Normal］、［Failed］または［Warning］です。

さらに詳細な状態情報を確認するには、リモート接続のチェックボックスを選択して、次のど

ちらかの方法で［リモート接続プロパティ参照］画面を表示してください。

• ［リモート接続プロパティ参照］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモート接続］‐［リモート接続プロパティ参照］を選択し

ます。

関連概念

• 11.1.2 TrueCopy for Mainframe のリモートパスの状態に関するトラブルシューティング

関連参照

• 付録 C.3 ［リモート接続］画面

• 付録 C.6 ［リモート接続プロパティ参照］画面

8.2 TrueCopy for Mainframe の保守

8.2.1 ペアオプションを編集する

［ペアオプション編集］画面を利用すると、ペアのオプションを変更できます。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

• ペア状態が Pending または Duplex であること。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモートレプリケーション］を選択

します。

2.［TC ペア］タブでペアオプションを変更したいペアのチェックボックスを選択し、次のどちら

かの方法で［ペアオプション編集］画面を表示します。

• ［他のタスク］‐［ペアオプション編集］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［ペアオプション編集］を選

択します。

メモ　

複数のペアのチェックボックスを選択して［ペアオプション編集］画面を表示した場合、画面上

のリストではオプションの値が空白で表示されることがあります。リストから空白以外の値を選

択すると、その値がそれぞれのペアに設定されます。
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3.［プライマリボリュームフェンスレベル］で、フェンスレベルを選択します。

• ［なし］：ペアを分割しても、プライマリボリュームに書き込めます。

• ［セカンダリボリュームデータ］：更新コピーが失敗したときに、プライマリボリュームに書

き込めなくなります。

• ［セカンダリボリューム状態］：正サイトのストレージシステムがセカンダリボリュームのペ

アの状態を Suspend に変更できない場合にだけ、プライマリボリュームに書き込めなくな

ります。

4.［CFW データ］で、キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかど

うかを指定します。

• ［プライマリボリュームのみ］：セカンダリボリュームにコピーしない。

• ［セカンダリボリュームにコピー］：セカンダリボリュームにコピーする。

メモ　

プライマリボリュームで設定したペアオプションを、セカンダリボリュームに反映させる場合は、

TrueCopy for Mainframe のペアをいったん分割してから、再同期してください。

注意　

• システムオプションモード 1091 が「ON」の状態で、［プライマリボリュームのみ］を指定し

ないでください。システムオプションモード 1091 が「ON」の状態で［プライマリボリュー

ムのみ］を指定すると、セカンダリボリュームへの I/O で異常終了するおそれがあります。

• TrueCopy for Mainframe ペアの形成後に、CFW データの設定を変更した場合は、システム

オプションモード 1091 を「ON」にしないでください。システムオプションモード 1091 を

「ON」にすると、セカンダリボリュームへの I/O で異常終了するおそれがあります。

システムオプション 1091 については、「3.1.4 TrueCopy for Mainframe のシステムオプションモ

ード」を参照してください。

5.［完了］をクリックします。

6.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

7.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.15 ペアオプション編集ウィザード

8.2.2 TrueCopy for Mainframe ペアを強制的に削除する

次の場合は、［ペア強制削除(TC ペア)］画面を使用して、TrueCopy for Mainframe ペアを強制的に

削除します。

• ペアが組まれていないボリュームであるにも関わらず、ボリュームにペアの情報が残ってしま

っていて、ほかのペアのボリュームとして使用できない。

• 通信エラーでリモートストレージシステムへ接続できない。

• ハードウェア障害が発生しておらず、負荷が低い状態にも関わらず、ペア削除操作が失敗また

はタイムアウトが発生した場合。

通信エラーでリモートストレージシステムへ接続できない場合は、リモートストレージシステムで

もペアを強制的に削除してください。
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前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

• ペアが組まれていないボリュームであること。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［論理デバイス］を選択します。

2.［LDEV］タブで強制削除したいボリュームのチェックボックスを選択します。

3. 次のどちらかの方法で、［ペア強制削除(TC ペア)］画面を表示します。

• ［他のタスク］‐［ペア強制削除(TC ペア)］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモートレプリケーション］‐［ペア強制削除(TC ペア)］を

選択します。

4. ペアの情報を削除したいボリュームが［選択した LDEV］テーブルに表示されていることを確

認します。

5.［タスク名］にタスク名を入力します。

6.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.22 ［ペア強制削除(TC ペア)］画面

8.2.3 リモート接続オプションを変更する

［リモート接続オプション編集］画面で、次のオプション設定を変更できます。

• 小パス数

• RIO MIH 時間（ローカルストレージシステムからリモートストレージシステムへデータコピー

の要求があったスロットに対して、コピーが開始されてから完了するまでの待ち時間）

• 往復応答時間（プライマリボリュームからセカンダリボリュームへデータをコピーするときの

制限時間）

• FREEZE オプションの有効無効

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモート接続］を選択します。

2.［接続(To)］タブでオプションを変更したいリモート接続のチェックボックスを選択して、次の

どちらかの方法で［リモート接続オプション編集］画面を表示します。

• ［リモート接続オプション編集］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモート接続］‐［リモート接続オプション編集］を選択し

ます。

3. 変更したいオプションのチェックボックスを選択します。

4.［ 小パス数］を選択します。

5.［RIO MIH 時間］を 10 から 100 秒の間で入力します。
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RIO MIH（Remote I/O Missing Interrupt Handler）時間とは、ローカルストレージシステム

からリモートストレージシステムへデータコピーの要求があったスロットに対して、コピーが

開始されてから完了するまでの待ち時間です。デフォルトは 15 秒です。

6.［往復応答時間］を入力します。

往復応答時間とは、プライマリボリュームからセカンダリボリュームへデータをコピーすると

きの制限時間です。この値は、形成コピーを実行するとき、形成コピーのコピー速度を自動調

整し、更新 I/O に対するリモート I/O の応答時間に影響を与えにくくするための基準値です。

往復応答時間については、「5.3.1 往復応答時間とは」を参照してください。

7.［FREEZE オプション］で、CGROUP（FREEZE/RUN）PPRC TSO コマンドのサポートを有

効にするか無効にするかを選択します。

• ［有効］：ローカルストレージシステムは CGROUP コマンドを受け入れて実行します。

• ［無効］：ローカルストレージシステムは CGROUP コマンドを拒否します。

FREEZE の設定は、［CU オプション変更］画面の［ホストの PPRC 対応］で［該当］を選択

した場合にだけ使用できます。

すべてのローカルストレージシステムとリモートストレージシステム間のパスを追加した後

で、［FREEZE オプション］を有効にしてください。

PPRC コマンドではリモート接続オプションを変更できません。

8.［完了］をクリックします。

9.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

10.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.18 リモート接続オプション編集ウィザード

8.2.4 リモートパスを追加する

ローカルストレージシステムからリモートストレージシステムへのリモートパスを追加できます。

大 8 個のパスを設定できます。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

• 「5.3 リモート接続を追加する」でパス関連の前提条件を再確認してください。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモート接続］を選択します。

2.［接続 (To)］タブでリモートパスを追加したいリモート接続のチェックボックスを選択し、次の

どちらかの方法で、［リモートパス追加］画面を表示します。

• ［他のタスク］‐［リモートパス追加］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモート接続］‐［リモートパス追加］を選択します。

3.［選択タイプ］でポートタイプを選択します。

4. ローカルストレージシステムとリモートストレージシステムで使用するポートを選択します。

2 つ以上パスを追加する場合は、［パス追加］をクリックします。

5.［完了］をクリックします。

6.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。
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7.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.16 リモートパス追加ウィザード

8.2.5 リモートパスを削除する

ローカルストレージシステムからリモートストレージシステムへのリモートパスを削除できます。

注意　

残りのパス数が、［リモート接続追加］画面の［ 小パス数］で設定したパス数以上であることを確認してくだ

さい。削除後のパス数が 小パス数を下回ると、リモートパスの削除操作はエラーとなります。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモート接続］を選択します。

2.［接続 (To)］タブでリモートパスを削除したいリモート接続のチェックボックスを選択し、次の

どちらかの方法で、［リモートパス削除］画面を表示します。

• ［他のタスク］‐［リモートパス削除］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモート接続］‐［リモートパス削除］を選択します。

3. 削除したいリモートパスの［削除］のチェックボックスを選択します。

リモートパスを削除すると 小パス数を下回る場合は、チェックボックスを選択できません。

4.［完了］をクリックします。

5.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

6.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.17 リモートパス削除ウィザード

8.2.6 リモートストレージシステムに SSID を追加する

それぞれのリモートストレージシステムに 4 つまで SSID を設定できます。なお、システム単位で

リモート接続を設定している場合は、SSID を追加できません。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

• リモートコピー接続が正しく設定できていること。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモート接続］を選択します。

2.［接続 (To)］タブを選択します。

3. SSID を追加したいリモート接続のチェックボックスを選択します。
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4. 次のどちらかの方法で、［SSID 追加］画面を表示します。

• ［他のタスク］‐［SSID 追加］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモート接続］‐［SSID 追加］を選択します。

5. 追加したい SSID を入力します。

2 つ以上 SSID を追加する場合は、［SSID 追加］をクリックします。

6.［完了］をクリックします。

7.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

8.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.19 SSID 追加ウィザード

8.2.7 リモートストレージシステムから SSID を削除する

リモートストレージシステムから SSID を削除する手順を次に示します。SSID を削除する前に、

ほかの SSID が有効であることを確認してください。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

• リモートコピー接続が正しく設定できていること。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモート接続］を選択します

2.［接続 (To)］タブを選択します。

3. SSID を削除したいリモート接続のチェックボックスを選択します。

4. 次のどちらかの方法で、［SSID 削除］画面を表示します。

• ［他のタスク］‐［SSID 削除］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモート接続］‐［SSID 削除］を選択します。

5. 削除したい SSID の［削除］のチェックボックスを選択します。

6.［完了］をクリックします。

7.［設定確認］画面で設定内容を確認し、［タスク名］にタスク名を入力します。

8.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.20 SSID 削除ウィザード

8.2.8 リモート接続を削除する

ローカルストレージシステムからリモートストレージシステムへのリモート接続を削除できます。

リモート接続を削除すると、ローカルストレージシステムは、選択したリモートストレージシステ

ムの CU へのすべてのリモートパスを削除します。1 つのリモート接続を削除しても、その他のリ

モートストレージシステムの CU との間の TrueCopy for Mainframe 操作には影響しません。
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なお、リモート接続を削除したあとで、別のストレージシステムを登録してリモート接続を再設定

できます。また、Bidirectional ポートを Target ポートに変更して、ホストチャネルを追加するこ

ともできます。

前提条件

• 必要なロール：ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）ロール

• ローカルストレージシステムの CU とリモートストレージシステムの CU との間のすべての

TrueCopy for Mainframe ペアが削除されていること。

操作手順

1.［ストレージシステム］ツリーで［レプリケーション］‐［リモート接続］を選択します

2.［接続 (To)］タブで、削除したいリモート接続のチェックボックスを選択します。

複数のリモート接続を選択できます。

3. 次のどちらかの方法で、［リモート接続削除］画面を表示します。

• ［他のタスク］‐［リモート接続削除］をクリックします。

• ［アクション］メニューから［リモート接続］‐［リモート接続削除］を選択します。

4.［選択したリモート接続］テーブルで、削除対象のリモート接続を確認します。

リモート接続のラジオボタンを選択して［詳細］をクリックすると、［リモート接続プロパティ

参照］画面が表示され、そのリモート接続の詳細を確認できます。

5.［タスク名］にタスク名を入力します。

6.［適用］をクリックします。

タスクが登録され、［「適用」をクリックした後にタスク画面を表示］のチェックボックスを選

択した場合は、［タスク］画面が表示されます。

関連参照

• 付録 C.6 ［リモート接続プロパティ参照］画面

• 付録 C.21 ［リモート接続削除］画面

8.3 ストレージシステムとネットワークデバイスの電源の管理

ユーザは、責任を持って TrueCopy for Mainframe 操作に関わるストレージシステムの電源をオン

にしたりオフにしたりして、管理してください。ストレージシステムの電源を切りたい場合は、

「11.7 お問い合わせ先」に示す問い合わせ先に連絡して作業を依頼してください。

次の項は、TrueCopy for Mainframe コンポーネントを計画的に停止する手順を示しています。

8.3.1 電源オン/オフ時のシステム動作

電源オン／オフ時のシステム動作について次に示します。

• TrueCopy for Mainframe 操作が進行中に正サイトのストレージシステムが停電しても、

TrueCopy for Mainframe ペアに影響はありません。

• 正サイトのストレージシステムの電源が復旧したら、正サイトのストレージシステムは対応す

る副サイトのストレージシステムと通信し、セカンダリボリュームのペア状態を確認します。

プライマリボリュームへの I/O 操作を始める前に、すべての副サイトのストレージシステムへ

のリモートパスが正常であることを確認してください。
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パスの状態が正常でないときに、正サイトのストレージシステムがプライマリボリュームに対

する I/O 操作を受け入れると、正サイトのストレージシステムはペアを分割します。プライマ

リボリュームの状態が Suspend（by RCU）に変更されますが、正サイトのストレージシステム

はセカンダリボリュームのペア状態を変更できません。

• TrueCopy for Mainframe 動作の進行中に副サイトのストレージシステム、またはスイッチやチ

ャネルエクステンダの電源が遮断されると、正サイトのストレージシステムは通信障害を検知

し、影響を受けたすべてのペアを分割して、障害を報告する SIM を生成します。正サイトのス

トレージシステムはプライマリボリュームの状態を Suspend（by RCU）に変更しますが、セカ

ンダリボリュームの状態は変更できません。

• TrueCopy for Mainframe ペアが分割中に正サイトまたは副サイトのストレージシステムが停

電し、バックアップ用のバッテリが完全に放電してしまった場合、差分データは SSD に保存さ

れます。万一このような事態が起こった場合、ペア再同期が実行されると正サイトのストレー

ジシステムは差分トラックだけを副サイトのストレージシステムにコピーします。

8.3.2 計画的な正サイトのストレージシステムの停止

計画的な正サイトのストレージシステムの停止は、TrueCopy for Mainframe には影響しません。

8.3.3 計画的に副サイトのストレージシステムまたはリモートコピー接続を

停止する

副サイトのストレージシステム、またはスイッチやチャネルエクステンダを計画的に停止するには、

影響するすべての TrueCopy for Mainframe ペアを分割しておく必要があります。

操作手順

1. 機器の停止で影響を受けるすべての TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームを識別し

ます。このとき、プライマリボリュームごとに正サイトのストレージシステム、CU および

LDEV ID を確認してください。

a. 副サイトのストレージシステムを停止する場合は、停止する副サイトのストレージシステム
のセカンダリボリュームとペアになっているすべてのプライマリボリュームを識別します。

b. リモートコピー接続を停止する場合は、停止するパスまたはスイッチやチャネルエクステン
ダを使用している正サイトのストレージシステムのすべてのプライマリボリュームを識別
します。

2. 影響を受けるプライマリボリュームがあるストレージシステムに接続し、影響するすべての
TrueCopy for Mainframe ペアを分割します。ペア状態が変更されたことを、［リモートレプリ

ケーション］画面、［ペアプロパティ参照］画面または CQUERY TSO コマンドで確認してくだ

さい。

3. 副サイトのストレージシステムまたはリモートコピー接続を停止します。

4. 副サイトのストレージシステムの電源が完全に入り、操作を再開できるようになったら、正サ
イトのストレージシステムですべての TrueCopy for Mainframe ペアを再同期します。ペア状

態が変更されたことを確認してください。

8.3.4 計画的に正サイトおよび副サイトのストレージシステムを停止する

TrueCopy for Mainframe の正サイトおよび副サイトのストレージシステムを同時に停止する場合

は、副サイトのストレージシステムより先に正サイトのストレージシステムの電源を切ります。ま

た、電源を入れ直すときは、副サイトのストレージシステムの後に正サイトのストレージシステム

の電源を入れます。

計画的に正サイトのストレージシステムおよび副サイトのストレージシステムを停止する手順を次

に示します。

162 TrueCopy for Mainframe の状態表示と保守

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



操作手順

1. 正サイトのストレージシステムを停止します。計画的な正サイトのストレージシステムの停止
は、TrueCopy for Mainframe には影響しないため、特別な設定は不要です。

2. 停止する副サイトのストレージシステムが、手順 1 で停止したストレージシステム以外の正サ

イトのストレージシステムと接続して TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいる場合、副サ

イトのストレージシステムを停止する前にそれらの TrueCopy for Mainframe ペアを分割して

ください。

3.「8.3.3 計画的に副サイトのストレージシステムまたはリモートコピー接続を停止する」の説明

に従って、副サイトのストレージシステムを停止します。

4. 副サイトのストレージシステムの電源を入れます。副サイトのストレージシステムとリモート
接続が正常であることを確認してから、正サイトのストレージシステムの電源を入れてくださ
い。

5. 正サイトのストレージシステムの電源を入れ、正サイトのストレージシステムとリモート接続
が正常であることを確認します。手順 2 でペアを分割した場合は、そのペアをすぐに再同期で

きます。
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9
TrueCopy for Mainframe を使ったデータ

の移行

この章では、TrueCopy for Mainframe を使用したデータの移行について説明します。

 9.1 データの移行
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9.1 データの移行

次のような理由でデータを移行したい場合、TrueCopy for Mainframe を使用すると 1 つのボリュ

ームから別のボリュームにデータを移行できます。

• 新しいボリュームにデータをコピーする場合

• 他の動作（修復など）の都合でボリュームからデータを一時的に削除する場合

• ストレージシステムおよびシステムの性能向上を目的として、作業負荷のバランスをとるため

にボリュームを再配置したり I/O 動作をストレージシステム内およびストレージシステム間に

わたって均等に分散したりする場合

TrueCopy for Mainframe と ShadowImage for Mainframe が同一のストレージシステムに混在す

る場合、そのストレージシステム内でのボリュームのコピーに TrueCopy for Mainframe を使用す

ることはできません。ストレージシステム内でのボリュームのコピーには ShadowImage for
Mainframe の使用を推奨します。また、P/DAS ホストソフトウェア機能を使用してストレージシ

ステム間でデータを移行する場合は、両方のストレージシステムが VSP 5000 シリーズでなければ

なりません。もしそうでない場合は、「11.7 お問い合わせ先」に示す問い合わせ先に問い合わせて

ください。

TrueCopy for Mainframe の形成コピー操作はプライマリボリュームの内容全体をセカンダリボリ

ュームにコピーします。形成コピー操作が完了すると、プライマリボリュームとセカンダリボリュ

ームの内容が同じになります。その後、TrueCopy for Mainframe ペアを削除します。

TrueCopy for Mainframe を使用して、データを 1 つのボリュームから別のボリュームに移行する

手順は次のとおりです。ペア操作に RAID Manager を使用する場合は、『RAID Manager ユーザガ

イド』、Business Continuity Manager を使用する場合は、『Business Continuity Manager ユーザ

ーズガイド』、PPRC コマンドを使用する場合は、「付録 B. TrueCopy for Mainframe に対する

PPRC コマンドの使用」を参照してください。

操作手順

1. 接続された全ホストから、移行先ボリュームがオフラインになっていることを確認します。移
行元ボリュームはオンラインのままでかまいません。

2. 移行元ボリュームがあるストレージシステムに接続し、Storage Navigator を起動します。物理

パスを設置し、ポートの属性を Bidirectional に変更し、移行先のストレージシステムを登録し

ます。移行元のストレージシステムが VSP G1000, G1500 および VSP F1500、または VSP の

場合は、ポートの属性を Initiator に変更してください。

3.［TC ペア作成］画面を使って、TrueCopy for Mainframe ペアを開始します（「7.3 TrueCopy for
Mainframe ペアの作成」を参照）。

4. 形成コピー操作の進行状況とペアの状態を監視します。［リモートレプリケーション］画面およ
び［ペア一致率参照］画面を表示し、必要に応じて更新します。形成コピー操作が完了して、
状態が Pending から Duplex に変わるまで待ちます。ペアの状態が Duplex になると、プライ

マリボリュームとセカンダリボリュームは同じになります。

5. IBM P/DAS ホストソフトウェア機能（「2.4 P/DAS サポートおよび制限事項」を参照）を使用

して、データを保持したまま、すべてのアプリケーション I/O をセカンダリボリュームへ転送

します。ホストが P/DAS をサポートしない場合は、次の手順でプライマリボリュームの使用を

停止して、セカンダリボリュームへ切り替えてください。

a. プライマリボリュームを使用しているすべてのアプリケーションを停止させます。

b. プライマリボリュームへのすべての更新処理が停止したら、移行元ストレージシステムに接
続して、対象となる CU を指定して、TrueCopy for Mainframe ペアを削除します（「7.6
TrueCopy for Mainframe ペアの削除」を参照）。

c. プライマリボリュームとセカンダリボリュームが同じホストに接続している場合は、まずプ
ライマリボリュームがオフラインであることを確認し、次にセカンダリボリュームがオンラ

166 TrueCopy for Mainframe を使ったデータの移行

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



インであることを確認します。プライマリボリュームとセカンダリボリュームの VOLSER
は同じなので、同時に同じホストに対してオンラインにすることはできません。

d. プライマリボリュームよりセカンダリボリュームのシリンダ数が大きい場合は、ICKDSF/
REFORMAT を使ってセカンダリボリュームボリュームテーブル（VTOC）を更新してくだ

さい。

e. ボリュームの同期を維持したい場合は、［TC ペア作成］画面の［形成コピータイプ］（「7.3.2
TrueCopy for Mainframe ペアを作成する」を参照）で［なし］を設定して、逆方向に同じ

TrueCopy for Mainframe ペアを作成します。

f. セカンダリボリュームを使用してアプリケーションを開始します。オリジナルのプライマ
リボリュームが使用できるようになったら、［ペア再同期］画面を使用してペアを再同期で
きます（「7.5 TrueCopy for Mainframe ペアを再同期する」を参照）。

移行元のプライマリボリュームが一時的に更新コピー操作に使用できない場合、新規ペアを分割す

れば、新しい正サイトのストレージシステムが更新データを差分管理します。

［ペアオプション編集］画面で［CFW データ］を［プライマリボリュームのみ］にした場合、CFW
データは移行されません。移行完了後にセカンダリボリュームを使用する場合、該当するデータセ

ットにアクセスしたときに I/O が異常終了するおそれがありますので、ご注意ください。
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10
TrueCopy for Mainframe の災害リカバリ

この章では、災害リカバリのための TrueCopy for Mainframe 使用方法について説明します。

 10.1 災害リカバリの概要

 10.2 副サイトへ操作を切り替える

 10.3 セカンダリボリュームデータが保証されているかどうかの判断方法

 10.4 正サイトに操作を戻す

 10.5 PPRC マルチターゲット機能を用いた 3DC 構成での災害リカバリ
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10.1 災害リカバリの概要

災害リカバリの準備を実施する主な手順は次のとおりです。

操作手順

1. 災害リカバリのための重要なファイルやデータが入っているボリュームおよびボリュームグル
ープを識別します。

2. 障害時にシステムが希望どおりに対応するよう、プライマリボリュームのフェンスレベルの設
定（「7.3.1 フェンスレベルとは」を参照）を考えて TrueCopy for Mainframe ペアを作成しま

す。

3. 正サイトと副サイトのホスト間で情報を転送するよう、ホストフェイルオーバソフトウェアを
インストールし、設定します。

4. ファイルおよびデータベースのリカバリ手順を設定します。これらの手順は、コントロールユ
ニット障害が原因でアクセスできなくなったボリュームを再同期するために事前に設定してお
く必要があります。

5. 正サイトのホストが、SNMP などを経由して正サイトのストレージシステムからセンス情報を

受信できるようにします。ホストが副サイトのストレージシステムに接続している場合、副サ
イトでもセンス情報を受信できるようにする必要があります。

Business Continuity Manager を使用すると、TrueCopy for Mainframe ペアを削除することなく、

災害リカバリを実施できます。Business Continuity Manager からペアを削除せずに災害リカバ

リを実施する場合、あらかじめ副サイトのストレージシステムの Bidirectional ポートと正サイトの

ストレージシステムの Bidirectional ポートをリモートパスで接続し、副サイトのストレージシステ

ムの CU から正サイトのストレージシステムの CU 対して、リモート接続を追加しておく必要があ

ります。

リモートコピーおよび災害リカバリ手順は、性質上複雑です。センスレベルの設定およびリカバリ

手順については、「11.7 お問い合わせ先」に示す問い合わせ先にご相談ください。

10.1.1 サイト間でセンス情報を転送する

エラーのため正サイトのストレージシステムが TrueCopy for Mainframe ペアを分割した場合、正

サイトまたは副サイトのストレージシステムは、ユニットチェックの状況をセンス情報として、該

当するホストに転送します。このセンス情報は、災害リカバリ中に使用され、セカンダリボリュー

ムのデータが保証されているかどうかを判断します。

また、この情報は、ホストフェイルオーバソフトウェアを経由して副サイトにも転送してください。

ホストが IBM PPRC をサポートしない場合、エラー報告通信（ERC）を介してセンス情報を副サ

イトに転送させます。ホストが IBM PPRC をサポートし、TrueCopy for Mainframe ペアに関連す

る PPRC 互換のセンス情報を受信した場合、ホスト OS の動作は次のとおりです。

操作手順

1. プライマリボリュームへのすべてのアプリケーション I/O 操作を一時的に分割します。

2. プライマリボリュームが分割されていた時間を示すシステムログ（SYSLOG）に IEA491E メ

ッセージを入力します。システムログが、主および副側の OS であることを確認します。

3. サービス要員が使用するように、障害（SIM）についての指定情報を SYS1.LOGREC データセ

ットに入力します。SIM については、「11.4 TrueCopy for Mainframe 操作に関する SIM のト

ラブルシューティング」を参照してください。

4. 副サイトのストレージシステムに IEA491E メッセージが到着するのを待ちます。

5. プライマリボリュームへのすべてのホストアプリケーション I/O 操作を再開します。プライマ

リボリュームのフェンスレベルの設定で後続の更新を行えない場合は、正サイトのストレージ
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システムは後続のすべての Write I/O 操作についてのユニットチェックを返し、アプリケーショ

ンを終了します。

正サイトおよび副サイトのストレージシステムがサービスレベルの SIM をホストへ報告するよう

に設定されていることを確認してください。［CU オプション変更］画面の［リモートコピーのサー

ビス SIM］で［報告する］を選択します。

10.1.2 ファイルおよびデータベース復旧手順

災害リカバリ時には、ファイルおよびデータベースのリカバリが必要です。ファイルおよびデータ

ベースのリカバリ手順は、コントロールユニットの障害によってアクセスできなくなったボリュー

ムの復旧と同じ手順で行ってください。

TrueCopy for Mainframe は、消失した更新データの検出、および回復のための手順は提供しませ

ん。消失した更新データを検出して、再作成するには、災害発生時に正サイトのストレージシステ

ムで動作していたほかの現行情報（データベースログファイルなど）を確認してください。

データの検出および検索処理には時間が掛かるため、副サイトでアプリケーションが起動してから

消失データの検出および検索が実行されるように災害リカバリを計画してください。

ファイルおよびデータベース復旧の準備には、ファイル復旧のためのファイル（ 新であることを

確認できたデータベースログファイルなど）および ERC を介して伝送されるシステムタイムスタ

ンプ付きセンス情報を使用します。

10.1.3 CSUSPEND/QUIESCE TSO コマンド

CSUSPEND TSO コマンドのオプションの QUIESCE パラメータについての重要な情報は、IBM
ドキュメントを参照してください。

CSUSPEND コマンドの QUIESCE オプションは、APAR OW15247 または APAR OW15248 で抑

止されます。CSUSPEND コマンドの QUIESCE オプションについての詳細は、これらの APAR、

および 新の IBM PPRC ドキュメントの両方を参照してください。QUIESCE オプション付き

CSUSPEND コマンドが特定のボリューム（アクティブ SPOOL、PAGE、または CATALOG デー

タセット、アクティブ SYSRES ボリュームなど）に対して発行される場合、接続ホストはデッドロ

ック状況となるため、ストレージコントロール IML に状況を修正するよう要求する場合がありま

す。

10.1.4 IEA494I システムコンソールメッセージ

IEA491E メッセージに対する自動化のトリガとして、IEA494I メッセージが推奨されます。これ

は、プライマリボリュームペア状態が変わるたびに、接続した MVS ホストすべてに IEA494I メッ

セージが報告されるのに対して、IEA491E メッセージは 1 つのホストにしか報告されないからで

す。

10.2 副サイトへ操作を切り替える

正サイトで災害または障害が発生した場合、まず操作を副サイトに切り替えます。TrueCopy for
Mainframe のセカンダリボリュームは、ペア状態およびペアごとに設定されたプライマリボリュー

ムのフェンスレベルの設定に基づいて個別に復旧されます。

10.2.1 ペアを削除してから副サイトへ操作を切り替える

ペアを削除してから副サイトに操作を切り替える手順を次に示します。
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操作手順

1. セカンダリボリュームのそれぞれのペア状態とフェンスレベルを記録します。

2. セカンダリボリュームのペアの状態とそのペアのプライマリボリュームのフェンスレベルの設
定に基づいて、セカンダリボリュームのデータが保証されているかを判断します。

「表 53  TC-MF のセカンダリボリュームのデータが保証されているか」を参照してください。

［TC ペア作成］画面の［プライマリボリュームフェンスレベル］の設定が［なし］の TrueCopy
for Mainframe ペアの場合は、さらに分析してセカンダリボリュームのデータが保証されてい

るかを判断します。セカンダリボリュームのデータが保証されているかは、ホストフェイルオ

ーバを介して転送されたセンス情報を使用するか、またはセカンダリボリュームの内容をセカ

ンダリボリュームのデータが保証されていることを確認できた他のファイル（データベースロ

グファイルなど）と比較し、判断できます。セカンダリボリュームのデータが保証されている

かことを確認できたファイルを使用して復旧してください。

3. 必要に応じて、ファイルを復旧します。

4. セカンダリボリュームに対して次のコマンドを使用して、すべてのペアを分割します。

• PPRC の CSUSPEND コマンド

• Business Continuity Manager の YKSUSPND コマンド

• RAID Manager の pairsplit コマンド

5. 次のコマンドを使用してセカンダリボリュームを Simplex の状態に変更します。

• PPRC の CRECOVER コマンド

• Business Continuity Manager の YKRECOVER コマンド

• RAID Manager の pairsplit -S コマンド

6. PPRC、Business Continuity Manager、および RAID Manager がインストールされていない

場合は、副サイトのストレージシステムに接続し、すべての TrueCopy for Mainframe ペアを

削除します。

セカンダリボリュームが Simplex 状態に変わると、それを TrueCopy for Mainframe 以外の単

一のボリュームと区別することはできません。

メモ　

必要に応じて、ICKDSF REFORMAT を使用してセカンダリボリュームのラベル（VOLSER）を

変更します。

7. ファイル回復手順を完了します。

8. セカンダリボリュームをオンラインにする前に、必要なファイルすべての復旧手順が完了して
いることを確認します。

9. セカンダリボリュームをオンラインにする前に、必要なファイルすべての復旧手順が完了して
いることを確認します。副ホストの IPL が不要な場合は、セカンダリボリュームをオンライン

にします。IPL が必要な場合は、

a. 保守員に連絡して、OS IPL の前にリモートコピー SIM を削除します。

b. 副ホストの IPL を実行します。

c. IPL が完了してから、セカンダリボリュームをオンラインにします（自動的にオンラインに

ならなかった場合）。

10. この時点で、前のセカンダリボリュームがプライマリボリュームの代わりとなった副サイトで、
重要なアプリケーションを開始できます。

10.2.2 ペアを削除しないで副サイトへ操作を切り替える

ペアを削除しないで操作を副サイトへ操作を切り替える手順を次に示します。
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操作手順

1. セカンダリボリュームのそれぞれのペア状態とフェンスレベルを記録します。

2. セカンダリボリュームのペアの状態とそのペアのプライマリボリュームのフェンスレベルの設
定に基づいて、セカンダリボリュームのデータが保証されているかを判断します。

「表 53  TC-MF のセカンダリボリュームのデータが保証されているか」を参照してください。

［TC ペア作成］画面の［プライマリボリュームフェンスレベル］の設定が［なし］の TrueCopy
for Mainframe ペアの場合は、さらに分析してセカンダリボリュームのデータが保証されてい

るかを判断します。セカンダリボリュームのデータが保証されているかは、ホストフェイルオ

ーバを介して転送されたセンス情報を使用するか、またはセカンダリボリュームの内容をセカ

ンダリボリュームのデータが保証されていることを確認できた他のファイル（データベースロ

グファイルなど）と比較し、判断できます。セカンダリボリュームのデータが保証されている

かことを確認できたファイルを使用して復旧してください。

3. 必要に応じて、ファイルを復旧します。

4. Business Continuity Manager から YKSUSPND REVERSE 操作を実施します。

5. ファイル回復手順を完了します。

6. セカンダリボリュームをオンラインにする前に、必要なファイルすべての復旧手順が完了して
いることを確認します。

7. セカンダリボリュームをオンラインにする前に、必要なファイルすべての復旧手順が完了して
いることを確認します。副ホストの IPL が不要な場合は、セカンダリボリュームをオンライン

にします。IPL が必要な場合は、

a. 保守員に連絡して、OS IPL の前にリモートコピー SIM を削除します。

b. 副ホストの IPL を実行します。

c. IPL が完了してから、セカンダリボリュームをオンラインにします（自動的にオンラインに

ならなかった場合）。

8. この時点で、前のセカンダリボリュームがプライマリボリュームの代わりとなった副サイトで、
重要なアプリケーションを開始できます。

10.3 セカンダリボリュームデータが保証されているかどうかの判

断方法

Storage Navigator と RAID Manager からのセカンダリボリュームのペアの状態とそのペアのプ

ライマリボリュームのフェンスレベルの設定に基づいて、セカンダリボリュームのデータが保証さ

れているかを判断する方法を次の表に示します。

表 53  TC-MF のセカンダリボリュームのデータが保証されているか

セカンダリボリュームの状態

分割タイプ
フェンス

レベル

セカンダリボリュームのデータが保証されてい

るかStorage
Navigator

RAID
Manager

BCM

単一のボリュ

ーム

SMPL SIMPLEX -- データ

状態

なし

セカンダリボリュームのデータは保証されていま

せん。

このセカンダリボリュームは TC-MF ペアに属し

ていません。

このボリュームに TC-MF ペアを設定した場合で

も、このボリュームを不整合と見なす必要があり

ます。

Pending COPY PENDING -- データ

状態

なし

セカンダリボリュームのデータは保証されていま

せん。

このセカンダリボリュームは、まだプライマリボ

リュームから全トラックをコピーし終わっていな

いので、同期していません。セカンダリボリュー
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セカンダリボリュームの状態

分割タイプ
フェンス

レベル

セカンダリボリュームのデータが保証されてい

るかStorage
Navigator

RAID
Manager

BCM

ムは初期化する（または後でプライマリボリュー

ムからコピーする）必要があります。

Duplex PAIR DUPLEX -- データ

状態

セカンダリボリュームのデータは保証されていま

す。

このセカンダリボリュームはそのプライマリボリ

ュームと同期しています。

なし 分析が必要です。

このセカンダリボリュームのデータが保証されて

いるかを判断するにはさらに分析が必要です。

Suspend PSUE SUSPER(50) Initial Copy
Failed

データ

状態

なし

セカンダリボリュームのデータは保証されていま

せん。

このセカンダリボリュームは、まだプライマリボ

リュームから全トラックをコピーし終わっていな

いので、同期していません。セカンダリボリュー

ムは初期化する（または後でプライマリボリュー

ムからコピーする）必要があります。

Suspend PSUS SUSPOP(04) Secondary
Volume by
Operator

データ

状態

なし

注意が必要です。

ペアが分割された後で Write I/O が発生すると、

このセカンダリボリュームは対応するプライマリ

ボリュームと同期しません。いったんペアを削除

し、［形成コピータイプ］で［全てコピー］を選択

してペアを再作成してください。ただし、プライ

マリボリュームのデータが一切変更されなかった

ことが確かな場合は、［なし］を選択してペアを再

作成できます。

Suspend PSUE SUSPOP/
SUSPER(all
other types)

上記以外 データ セカンダリボリュームのデータは保証されていま

す。

このセカンダリボリュームはそのプライマリボリ

ュームと同期しています。

状態

なし

注意が必要です。

ペアが分割された後で Write I/O が発生すると、

このセカンダリボリュームは対応するプライマリ

ボリュームと同期しません。このセカンダリボリ

ュームの整合性を回復し、必要に応じて更新しま

す。［ペアプロパティ参照］画面の［ 終更新時

刻］に表示されている分割時刻から、このセカン

ダリボリュームが 後に更新された時刻を判断で

きます。

（凡例）

データ：セカンダリボリュームデータ

状態：セカンダリボリューム状態

注

［TC ペア作成］画面の［プライマリボリュームフェンスレベル］の設定が［なし］の TrueCopy
for Mainframe ペアの場合は、さらに分析してセカンダリボリュームのデータが保証されてい

るかを判断します。セカンダリボリュームのデータが保証されているかは、ホストフェイルオ

ーバを介して転送されたセンス情報を使用するか、またはセカンダリボリュームのデータが保

証されていることを確認できた他のファイル（データベースログファイルなど）と比較し、判
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断できます。これらのセカンダリボリュームのデータが保証されていることを確認できたフ

ァイルを使用して復旧してください。

10.4 正サイトに操作を戻す

アプリケーションが副サイトで動作を開始したら、正サイトをリストアして、正サイトに操作を戻

します。

副サイトのボリュームをプライマリボリュームに、正サイトのボリュームをセカンダリボリューム

に指定して、TrueCopy for Mainframe ペアを作成します。

10.4.1 ペアを削除してから正サイトに操作を戻す

ペアを削除してから正サイトに操作を戻す手順を次に示します。

操作手順

1. 正サイトでホストを起動して、すべての TrueCopy for Mainframe コンポーネントが完全に動

作できることを確認します。

2. 正サイトのストレージシステムにあるすべての TrueCopy for Mainframe ペアを削除します。

［削除モード］に［強制(同一リモート接続内の全ペアを削除する)］を指定すると、副サイトの

ストレージシステムと同じ製番と CU の、正サイトのストレージシステムのすべてのペアが削

除されます。

3. 正サイトのストレージシステムで副サイトのストレージシステムの設定を削除します。各正サ
イトのストレージシステムに接続して、すべての副サイトのストレージシステムが削除されて
いることを確認してください。

4. 副サイトのストレージシステムで、TrueCopy for Mainframe ペアを作成する準備が整っている

ことを確認します。

5. 副サイトのストレージシステムで TrueCopy for Mainframe ペアを作成し、元のセカンダリボ

リュームをプライマリボリュームに同期させます。［形成コピータイプ］には必ず［全てコピ
ー］を指定します。

6. 副サイトのアプリケーションを停止し、副サイトのストレージシステムで、プライマリボリュ
ーム（元のセカンダリボリューム）をオフラインに変えます。これは、TrueCopy for Mainframe
ペアの同期を保ちます。

7. 副サイトのストレージシステムですべての TrueCopy for Mainframe ペアを分割し、保留中の

データをキャッシュからデステージします。次へ進む前に、ペアが分割されていることを確認
します。エラーが発生したら、先へ進む前に解決します。

8. 副サイトのストレージシステムのすべての TrueCopy for Mainframe ペアを削除します。これ

には［ペア強制削除(TC ペア)］画面を使用する必要はありません。

9. 正サイトのストレージシステムで、TrueCopy for Mainframe ペアを作成する準備が整っている

ことを確認します。

10. 正サイトのストレージシステムで、TrueCopy for Mainframe ペアを作成します。すべてのプラ

イマリボリュームとセカンダリボリュームの内容が一致している場合は、［形成コピータイプ］
に［なし］を設定できます。ボリュームの内容が一致していない場合は、［形成コピータイプ］
は［全てコピー］にしてください。

11. 正サイトのストレージシステムおよびプライマリボリュームをオンラインに変更し、正サイト
でアプリケーションを開始します。

10.4.2 ペアを削除しないで正サイトに操作を戻す

ペアを削除しないで正サイトに操作を戻す手順を次に示します。
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操作手順

1. 正サイトでホストを起動して、すべての TrueCopy for Mainframe コンポーネントが完全に動

作できることを確認します。

2. Business Continuity Manager から YKRESYNC REVERSE 操作を実施します。

3. 副サイトのアプリケーションを停止し、副サイトのストレージシステムで、プライマリボリュ
ーム（元のセカンダリボリューム）をオフラインに変えます。これは、TrueCopy for Mainframe
ペアの同期を保ちます。

4. Business Continuity Manager から YKSUSPND FORWARD 操作を実施します。

5. Business Continuity Manager から YKRESYNC FORWARD 操作を実施します。

6. 正サイトのストレージシステムおよびプライマリボリュームをオンラインに変更し、正サイト
でアプリケーションを開始します。

10.5 PPRC マルチターゲット機能を用いた 3DC 構成での災害リ

カバリ

3 つの TrueCopy for Mainframe サイトを組み合わせた構成での災害リカバリについて、PPRC マ

ルチターゲット構成の場合と PPRC カスケード構成の場合を、それぞれ説明します。

10.5.1 PPRC マルチターゲット構成で正サイトの障害からの復旧（インク

リメンタルリシンク処理を実行した場合）

(1)　PPRC マルチターゲット構成で正サイトから副サイトへ業務を切り替える

MTIR ペアがある PPRC マルチターゲット構成の運用時に、正サイトで災害や障害が発生した場合

は、副サイトのボリュームを利用してデータの二重化を行いながら業務を継続できます。正サイト

で災害や障害が発生したときには、まず正サイトから副サイトに運用を切り替えてください。

サイト A を正サイト、サイト B とサイト C を副サイトとする PPRC マルチターゲット構成で、サ

イト B で業務を再開し、DR 二重化構成を回復する手順を次に示します。

操作手順

1. サイト B とサイト C で MTIR ペアが存在していることを確認します（MTIR ペアが存在しない

場合は、手順 10 以降は実施しません）。

2. サイト B で、サイト A と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームのペア状態と

フェンスレベルを記録します。

3. サイト B で、サイト A と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームのペアの状態

とそのペアのサイト A 側のボリュームのフェンスレベルの設定に基づいて、ボリュームのデー

タが保証されているかを判断します（「表 53  TC-MF のセカンダリボリュームのデータが保証

されているか」を参照）。

［TC ペア作成］画面の［プライマリボリュームフェンスレベル］の設定が［なし］の TrueCopy
for Mainframe ペアの場合は、さらに分析してボリュームのデータが保証されているかを判断

します。ボリュームのデータが保証されているかどうかは、ホストフェイルオーバを介して転

送されたセンス情報を使用するか、またはボリュームの内容をボリュームのデータが保証され

ていることを確認できた他のファイル（データベースログファイルなど）と比較します。

4. 必要に応じて、ボリュームのデータが保証されていることを確認できたファイルを使用して、
ファイルを復旧します。

5. サイト A で、それぞれの副サイトのペアに対して Freeze を実行します。

サイト A が完全被災している場合は、Freeze コマンドが成功しない可能性があります。その場

合は次の手順に進んでください。

6. サイト A で、それぞれの副サイトのペアに対して Run を実行します。
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サイト A が完全被災している場合は、Run コマンドが成功しない可能性があります。その場合

は次の手順に進んでください。

7. サイト B で、サイト A と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームに対して

Failover を実行します。

8. サイト B で、サイト A と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームをオンライン

にする前に、必要なファイルすべての復旧手順が完了していることを確認します。副ホストの
IPL が不要な場合は、ボリュームをオンラインにします。IPL が必要な場合は、次の手順を実

行してください。

a. 保守員に連絡して、OS IPL の前にリモートコピー関連の SIM をコンプリートします。

b. 副ホストの IPL を実行します。

c. IPL が完了してから、ボリュームをオンラインにします（自動的にオンラインにならなかっ

た場合）。

9. サイト B で業務を再開します。

業務再開前にデータの二重化をする場合は、手順 10、11、12 の実行後に、サイト B で業務を

再開してください。

10. 以降の手順は、MTIR ペアが存在する場合のみ、実施します。

サイト C で、サイト A と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームに対して

Failover を実行します。

11. サイト B から、サイト C と MTIR ペアを組んでいるボリュームに対し、Failback（インクリメ

ンタルリシンク）を実行します。PPRC マルチターゲット差分コピー非対応ペアの場合は、全

データコピー動作、PPRC マルチターゲット差分コピー対応ペアの場合は、差分データコピー

動作となります。PPRC マルチターゲット差分コピー非対応ペアと PPRC マルチターゲット差

分コピー対応ペアが連携しているペアの場合、全データコピー動作となります。ペアを再同期
した際と同じ動作となるため、形成コピーよりコピー速度が遅くなることがあります。

12. MTIR ペアの状態が Duplex になったことを確認します。

13. サイト A が災害から復旧したら、サイト B で、サイト A と TrueCopy for Mainframe ペアを組

んでいるボリュームに対して Failback を実行します。サイト B を頂点とする PPRC マルチタ

ーゲット構成となります。サイト A とサイト C には、MTIR ペアが作成されます。
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(2)　PPRC マルチターゲット構成で副サイトから正サイトに業務を戻す

正サイトでの被災や障害の発生時にどちらか一方の副サイトに業務を切り替えた後、正サイトが災

害から復旧したら、業務を正サイトに戻します。

「(1)　PPRC マルチターゲット構成で正サイトから副サイトへ業務を切り替える」の手順実施後は、

サイト B を頂点とした PPRC マルチターゲット構成となっています。元のサイト A を頂点とした

PPRC マルチターゲット構成に戻すには、「(1)　PPRC マルチターゲット構成で正サイトから副サ

イトへ業務を切り替える」の手順を、サイト B を正サイトとして実施してください。

10.5.2 PPRC カスケード構成での正サイト障害からの復旧

(1)　PPRC カスケード構成で正サイトから中間サイトへ業務を切り替える

PPRC カスケード構成での運用時に、正サイトで災害または障害が発生した場合は、中間サイトの

ボリュームを利用して業務を継続できます。正サイトで災害や障害が発生したときは、まず正サイ

トから中間サイトに運用を切り替えてください。サイト B を正サイト、サイト A を中間サイト、サ

イト C を副サイトとした PPRC カスケード構成で、サイト A で業務を再開後に二重化構成を回復

する手順を次に示します。

操作手順

1. サイト A で、サイト B と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームのペア状態と

フェンスレベルを記録します。

2. サイト A で、サイト B と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームのペアの状態

とそのペアのサイト B 側のボリュームのフェンスレベルの設定に基づいて、ボリュームのデー

タが保証されているかを判断します（「表 53  TC-MF のセカンダリボリュームのデータが保証

されているか」を参照）。

［TC ペア作成］画面の［プライマリボリュームフェンスレベル］の設定が［なし］の TrueCopy
for Mainframe ペアの場合は、さらに分析してボリュームのデータが保証されているかを判断

します。ボリュームのデータが保証されているかは、ホストフェイルオーバを介して転送され

たセンス情報を使用するか、またはボリュームの内容をボリュームのデータが保証されている

ことを確認できた他のファイル（データベースログファイルなど）と比較します。

3. 必要に応じて、ボリュームのデータが保証されていることを確認できたファイルを使用して、
ファイルを復旧します。

4. サイト B で、サイト A のペアに対し Freeze を実行します。

5. サイト B で、サイト A のペアに対し Run を実行します。

6. サイト A で、サイト B と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームに対し、

Failover を実行します。

7. サイト A で、サイト B と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームに対し、

Failback を実行します。

8. サイト A で、サイト B と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームをオンライン

にする前に、必要なファイルすべての復旧手順が完了していることを確認します。副ホストの
IPL が不要な場合は、ボリュームをオンラインにします。IPL が必要な場合は、次の手順を実

行してください。

a. 保守員に連絡して、OS IPL の前にリモートコピー関連の SIM をコンプリートします。

b. 副ホストの IPL を実行します。

c. IPL が完了してから、ボリュームをオンラインにします（自動的にオンラインにならなかっ

た場合）。

9. サイト A で業務を再開します。

業務再開前にデータの二重化をする場合は、手順 10、11 の実行後に、サイト A で業務を再開

してください。
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10. サイト A で、サイト C と TrueCopy for Mainframe ペアを組んでいるボリュームに対し、

Resync を実行します（Suspend 状態となっているため）。

11. サイト A とサイト C の TrueCopy for Mainframe ペアの状態が Duplex になったことを確認し

ます。

12. サイト B が災害から復旧したら、サイト A で、サイト B と TrueCopy for Mainframe ペアを組

んでいるボリュームに対して、Resync を実行します。サイト A を頂点とする PPRC マルチタ

ーゲット構成となります。
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(2)　PPRC カスケード構成で副サイトから正サイトに業務を戻す

「(1)　PPRC カスケード構成で正サイトから中間サイトへ業務を切り替える」の手順実施後は、サ

イト A を頂点とした PPRC マルチターゲット構成となっています。元の PPRC カスケード構成に

戻すには、「6.4 PPRC カスケード構成を構築する」の操作を行ってください。
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11
TrueCopy for Mainframe のトラブルシュ

ーティング

この章ではトラブルシューティングについて説明します。

 11.1 TrueCopy for Mainframe のトラブルシューティング概要

 11.2 TrueCopy for Mainframe 使用時のエラーコードとメッセージ

 11.3 RAID Manager 操作時のトラブルシューティング

 11.4 TrueCopy for Mainframe 操作に関する SIM のトラブルシューティング

 11.5 TPC-R/CSM のトラブルシューティング

 11.6 TrueCopy for Mainframe ボリュームのピントラック回復手順

 11.7 お問い合わせ先
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11.1 TrueCopy for Mainframe のトラブルシューティング概要

一般的なトラブルシューティングには次のものがあります。

• TrueCopy for Mainframe の一般的なエラーと対策

• リモートストレージシステムへのパスについてのトラブルシューティング

• 分割された TrueCopy for Mainframe のペアのトラブルシューティング

PPRC および P/DAS 操作でのトラブルシューティングについては、IBM 出版物を参照してくださ

い。

関連概念

• 11.1.1 TrueCopy for Mainframe の一般的なトラブルシューティング

• 11.1.2 TrueCopy for Mainframe のリモートパスの状態に関するトラブルシューティング

• 11.1.3 分割された TrueCopy for Mainframe ペアのトラブルシューティング

11.1.1 TrueCopy for Mainframe の一般的なトラブルシューティング

エラー／操作の内容 対策

Storage Navigator 動作 PC が停止する、

または TrueCopy for Mainframe 操作が

適切に機能しない。

• 問題の原因が PC、またはネットワークのハードウェア、ソ

フトウェアではないことを確認して、PC を再起動します。

Storage Navigator 動作 PC を再起動してもすでに進行中の

TrueCopy for Mainframe 操作には影響しません。

• すべての TrueCopy for Mainframe 条件と制約が満足されて

いること（トラックフォーマット、LVI、VOLSER、DFW）

を確認します。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムの電源がオンで、

完全に運転できる状態になっていること（NVS、キャッシ

ュ、DFW）を確認します。

• すべての入力値およびパラメータを確認し、Storage
Navigator 動作 PC に正しい情報（リモートストレージシス

テムのシリアル番号と SSID、パスパラメータ、プライマリ

ボリュームとセカンダリボリュームの ID など）が入力され

ていることを確認してください。

VSP 5000 シリーズコントロールパネルに

ある、イニシエータのチャネル使用可

LED（Light-Emitting Diode）インジケー

タが消灯、または点滅している。

お問い合わせください。

ペアや、リモートストレージシステムへの

パスの状態が正しく表示されない。

正しい CU が選択されているかを確認してください。

TrueCopy for Mainframe エラーメッセー

ジが Storage Navigator 動作 PC に表示さ

れる。

エラーの原因を解決し、TrueCopy for Mainframe 操作を再度試

します。

Storage Navigator 動作 PC または

TrueCopy for Mainframe プログラムプロ

ダクトに問題がある。

問題が PC、LAN ハードウェアまたはソフトウェアにないことを

確認します。PC を再起動して、ストレージシステムへの再接続

を試します。
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エラー／操作の内容 対策

リモートストレージシステムへのパス状

態が正常でない。

パス状態を確認（［リモート接続］画面）してください。「11.1.2
TrueCopy for Mainframe のリモートパスの状態に関するトラブ

ルシューティング」を参照してください。

分割されたペアの状態が Suspend であ

る。

「11.1.3 分割された TrueCopy for Mainframe ペアのトラブルシ

ューティング」を参照してください。

ペア作成またはペア再同期操作が失敗し

た。

正サイトのストレージシステムでコントローラボードが閉塞し

ているかを確認してください。閉塞されたコントローラボード

を回復させてから、再度操作してください。

ペア削除操作が失敗またはタイムアウト

した。または、ペアが組まれていないボリ

ュームであるにも関わらず、ボリュームに

ペアの情報が残っていて、他のペアのボリ

ュームとして使用できない。

ペア削除操作が失敗、または、ペア削除後のペア状態確認でペア

が残っている場合、次の手順を実施してください。

1. 次に示す条件に従って、再度通常の削除操作を実施します。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムの両方で、削

除対象のペアが残っている場合は、正サイトのストレー

ジシステムから、通常のペア削除を実施します。

• 正サイトまたは副サイトのストレージシステムのどちら

かで、削除対象のペアが残っている場合は、ペアが残っ

ている方のストレージシステムから、通常のペア削除を

実施します。

2. ペア状態を確認します。

• 正常にペア削除ができている場合、この手順は終了です。

• 通常削除が失敗、またはペア状態が残っている場合は、

残っているペアに対して、「8.2.2 TrueCopy for
Mainframe ペアを強制的に削除する」を参照して、強制

ペア削除操作を実施します。

モニタリングスイッチが［有効］にも関わ

らずモニタリングデータが更新されない。

SVP の時刻設定が変更されたため、モニタリングデータが更新さ

れていないおそれがあります。モニタリングスイッチをいった

ん［無効］にしてから、再度［有効］に設定してください。モニ

タリングスイッチについては、『Performance Manager ユーザガ

イド(Performance Monitor, Server Priority Manager, QoS)』を

参照してください。

11.1.2 TrueCopy for Mainframe のリモートパスの状態に関するトラブル

シューティング

リモートパスの状

態と説明
状態の説明 対策

Normal
正常

このリモートパスは正しく設定されてい

るので、TrueCopy for Mainframe コピー

に使用できる。

リモートパスの状態は正常です。回復する

必要はありません。

Initialization
Failed
初期化エラー

次の不具合により、リモートストレージシ

ステムとの接続を初期化したときに、エラ

ーが発生した。

• ローカルストレージシステムとリモ

ートストレージシステム間の物理パ

スが接続されていない。

• ローカルストレージシステムとスイ

ッチ間の接続がない。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正

してください。

• ローカルストレージシステムのポート

とリモートストレージシステムのポー

ト間、またはローカルストレージシステ

ムのポートとローカルストレージシス

テムのスイッチ間で、ケーブルが正しく

接続されていること。

• リモートストレージシステムのシリア

ル番号とモデル、ローカルストレージシ
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リモートパスの状

態と説明
状態の説明 対策

• リモートパスとして未サポートのプ

ロトコル、チャネルボード、またはポ

ートスピードを使用している。

ステムのポート番号、リモートストレー

ジシステムのポート番号が正しいこと。

• ローカルストレージシステムのポート

とリモートストレージシステムのポー

トのトポロジ（Fabric、FC-AL、Point-
to-point）の設定が正しいこと。

• リモートパスとしてサポート済みのプ

ロトコル、チャネルボード、またはポー

トスピードを使用すること。

Communication
Time Out
通信タイムアウト

ローカルストレージシステムとリモート

ストレージシステムの間の通信がタイム

アウトになった。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正

してください。

• リモートストレージシステムの電源が

オンであり、正常に利用できる（NVS
とキャッシュがオンの状態である）こ

と。

• 次のネットワーク中継機器が正しく構

成されていて、正しく利用できること。

◦ コネクタ

◦ ケーブル

◦ スイッチ（ゾーニング設定）

◦ チャネルエクステンダ装置（チャネ

ルエクステンダ装置接続時）

◦ チャネルエクステンダ装置間に接

続されている回線・装置（チャネル

エクステンダ装置接続時）

Port Rejected
資源不足

ローカルストレージシステム、またはリモ

ートストレージシステムの全資源が他の

接続に使用されているので、ローカルスト

レージシステム、またはリモートストレー

ジシステムはリモートパスを設定する接

続制御機能を拒否した。

• 現在使用していないすべてのリモート

パスを［リモートパス削除］画面で削除

してください。

• 現在使用していないすべてのリモート

ストレージシステムを、［リモート接続

削除］画面で削除してください。

• ポートの属性として、ローカルストレー

ジシステムおよびリモートストレージ

システムに Bidirectional が設定されて

いることを確認してください。正しく

ない場合は、正しいポートの属性に変更

してください。

Serial Number
Mismatch
製番の不一致

リモートストレージシステムのシリアル

番号が指定したシリアル番号と一致しな

い。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正

してください。

• リモートストレージシステムのシリア

ル番号とモデル、ローカルストレージシ

ステムのポート番号、リモートストレー

ジシステムのポート番号が正しいこと。

• ローカルストレージシステムのポート

とリモートストレージシステムのポー

トのトポロジ（Fabric、FC-AL、Point-
to-point）が正しく設定されているこ

と。
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リモートパスの状

態と説明
状態の説明 対策

• 次のネットワーク中継機器が正しく構

成されていて、正しく利用できること。

◦ コネクタ

◦ ケーブル

◦ スイッチ（ゾーニング設定）

◦ チャネルエクステンダ装置（チャネ

ルエクステンダ装置接続時）

◦ チャネルエクステンダ装置間に接

続されている回線・装置（チャネル

エクステンダ装置接続時）

Invalid Port
無効ポート

指定したローカルストレージシステムの

ポートは次の状態である。

• 実装されていない。

• ポートの属性が Bidirectional ではな

い。

• リモートパスが追加済みである。

• リモートパスとして未サポートのプ

ロトコル、チャネルボード、またはポ

ートスピードを使用している。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正

してください。

• 同じ設定のリモートパス（ローカルスト

レージシステムのポート番号とリモー

トストレージシステムのポート番号が

同じ）が追加済みでないこと。

• ローカルストレージシステムのポート

とリモートストレージシステムのポー

トのトポロジ（Fabric、FC-AL、Point-
to-point）の設定が正しいこと。

• 次のネットワーク中継機器が正しく構

成されていて、正しく利用できること。

◦ コネクタ

◦ ケーブル

◦ スイッチ（ゾーニング設定）

◦ チャネルエクステンダ装置（チャネ

ルエクステンダ装置接続時）

◦ チャネルエクステンダ装置間に接

続されている回線・装置（チャネル

エクステンダ装置接続時）

• リモートストレージシステムのシリア

ル番号、モデル、ローカルストレージシ

ステムのポート番号、リモートストレー

ジシステムのポート番号が正しいこと。

• リモートパスとしてサポート済みのプ

ロトコル、チャネルボード、またはポー

トスピードを使用すること。

Pair-Port Number
Mismatch
リモートストレージ

システムのポート番

号不正

指定したリモートストレージシステムの

ポートがローカルストレージシステムと

物理的に接続されていない。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正

してください。

• リモートストレージシステムのポート

番号が正しいこと。

• ローカルストレージシステムのポート

とリモートストレージシステムのポー

ト間、またはリモートストレージシステ

ムのポートとリモートストレージシス

テムのスイッチ間でケーブルが正しく

接続されていること。

• ローカルストレージシステムのポート

とリモートストレージシステムのポー
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リモートパスの状

態と説明
状態の説明 対策

トのトポロジ（Fabric、FC-AL、Point-
to-point）の設定が正しいこと。

Pair-Port Type
Mismatch
リモートストレージ

システムのポートタ

イプ不正

指定したリモートストレージシステムの

ポートの属性が Bidirectional に設定され

ていない。

指定したリモートストレージシステムのポ

ートの属性を、Bidirectional に設定してく

ださい。

ポートの属性の設定に問題がない場合は、

以下のどちらかを実施してください。

• 対象ポートのケーブルをいったん抜い

て、挿入し直す。

• 対象ポートと接続されている FCSW ポ

ートをいったん Disable にして、

Enable にする。

Communication
Failed
通信エラー

ローカルストレージシステムはリモート

ストレージシステムに正しく接続されて

いるが、論理的な通信タイムアウトが発生

した。

次の内容を確認し、正しくない場合は修正

してください。

• リモートストレージシステムのポート

とネットワーク中継機器が正しく設定

されていること。

• 次のネットワーク中継機器が正しく構

成されていて、正しく利用できること。

◦ コネクタ

◦ ケーブル

◦ スイッチ（ゾーニング設定）

◦ チャネルエクステンダ装置（チャネ

ルエクステンダ装置接続時）

◦ チャネルエクステンダ装置間に接

続されている回線・装置（チャネル

エクステンダ装置接続時）

Path Blockade
論理閉塞

パス障害また

はリンク障害

が継続的に発

生したため、閉

塞した。

ローカルストレージシス

テムのポートが故障して

いる。

ローカルストレージシステムのポートを修

復してください。

修復後、状態が正常に戻らない場合は、リ

モートパスを回復させてください。※

リモートストレージシス

テムのポートが故障して

いる。

リモートストレージシステムのポートを修

復してください。

修復後、状態が正常に戻らない場合は、リ

モートパスを回復させてください。※

中継装置が故障してい

る。

中継装置を修復してください。

修復後、状態が正常に戻らない場合は、リ

モートパスを回復させてください。※

ケーブルが壊れている。 ケーブルを交換してください。

修復後、状態が正常に戻らない場合は、リ

モートパスを回復させてください。※

Program Error
プログラムエラー

プログラムエラーが検出された。 リモートパスを回復させてください。※

In Progress
処理中

次のうちどれかの処理を実行中である。

• リモートパス作成

• リモートパス削除

処理が終了するまで待ってください。
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注※

次のどれかの方法でリモートパスを回復させます。

• Storage Navigator の［リモート接続削除］画面でリモート接続を削除し、［リモート接続

追加］画面で再度リモート接続を登録する。

• Storage Navigator の［リモートパス削除］画面でリモートパスを削除し、［リモートパス

追加］画面で再度リモートパスを作成する。

• RAID Manager の raidcom delete rcu_path コマンドでリモートパスを削除し、raidcom
add rcu_path コマンドでリモートパスを再作成する。

• PPRC の CDELPATH コマンドでリモートパスを削除し、CESTPATH コマンドで再度リ

モートパスを作成する。

• Business Continuity Manager の YKDELPTH コマンドでリモートパスを削除し、

YKBLDPTH コマンドで再度リモートパスを作成する。

この操作をしてもリモートパスが回復しない場合は、お問い合わせください。

11.1.3 分割された TrueCopy for Mainframe ペアのトラブルシューティン

グ

ペア状態

（分割タイ

プ）

ペア位置 説明 回復手順

Suspend
（Primary
Volume by
Operator）

プライマリ ユーザが［プライマリボリューム書き込

み］に［無効］を指定して正サイトのス

トレージシステムからペアを分割しま

した。セカンダリボリュームの分割タ

イプは by MCU です。

正サイトのストレージシステムからそ

のペアを再同期してください（［ペア再

同期］画面）。

Suspend
（Secondar
y Volume
by
Operator）

プライマ

リ、セカン

ダリ

ユーザが［プライマリボリューム書き込

み］に［無効］を指定して正サイトのス

トレージシステムまたは副サイトのス

トレージシステムからペアを分割しま

した。

正サイトのストレージシステムからそ

のペアを再同期してください（［ペア再

同期］画面）。

Suspend
（by MCU）

セカンダリ 副サイトのストレージシステムはペア

を分割する要求を正サイトのストレー

ジシステムから受信しました。プライ

マリボリュームの分割タイプは

Primary Volume by Operator または

Secondary Volume by Operator です。

正サイトのストレージシステムからそ

のペアを再同期してください（［ペア再

同期］画面）。

Suspend
（by RCU）

プライマリ 正サイトのストレージシステムは、副サ

イトのストレージシステムでのエラー

状態を検出したため、TrueCopy for
Mainframe ペアを分割しました。セカ

ンダリボリュームの分割タイプは

Secondary Volume Failure です。

副サイトのストレージシステムまたは

セカンダリボリュームでエラーを取り

除いてください。エラーを取り除いた

ら、正サイトのストレージシステムから

ペアを再同期してください（［ペア再同

期］画面）。

なお、セカンダリボリュームのエラーを

取り除くためにセカンダリボリューム

にアクセスしたい場合は、副サイトのス

トレージシステムからそのペアを削除

してください（［ペア削除］画面）。エラ

ーを取り除いたあと、［TC ペア作成］画

面でペアを作成し直してください。
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ペア状態

（分割タイ

プ）

ペア位置 説明 回復手順

Suspend
（Delete
Pair to
RCU）

プライマリ ユーザがペアを副サイトのストレージ

システムから削除したため、セカンダリ

ボリュームが単一のボリュームに変化

したことを正サイトのストレージシス

テムが検出しました。このペアは、セカ

ンダリボリュームの状態が Suspend で

ないため、再同期されません。

正サイトのストレージシステムからそ

のペアを削除し（［ペア削除］画面）、ペ

アを作成し直してください（［TC ペア作

成］画面）。［形成コピータイプ］に［全

てコピー］を指定してペアを再同期して

ください。プライマリボリュームまた

はセカンダリボリュームのデータが一

切変更されていない場合に限り、［形成

コピータイプ］に［なし］を使用できま

す。

Suspend
（Secondar
y Volume
Failure）

プライマリ 正サイトのストレージシステムは副サ

イトのストレージシステムとの通信中

にエラーを、または更新コピー中に I/O
エラーを検出した。この場合、セカンダ

リボリュームの分割タイプは通常

Secondary Volume Failure です。

• ［リモート接続］画面でパスの状態

を確認してください。パスでエラ

ーが発生している場合は、エラーを

取り除いてください。

• 副サイトのストレージシステムま

たはセカンダリボリュームでエラ

ーを取り除いてください。エラー

を取り除いたら、正サイトのストレ

ージシステムからペアを再同期し

てください（［ペア再同期］画面）。

• セカンダリボリュームのエラーを

取り除くためにセカンダリボリュ

ームにアクセスしたい場合は、副サ

イトのストレージシステムからそ

のペアを削除してください（［ペア

削除］画面）。エラーを取り除いた

あと、［TC ペア作成］画面でペアを

作成し直してください。

Suspend
（MCU
IMPL）

プライマ

リ、セカン

ダリ

正サイトのストレージシステムは

IMPL 手順中、その不揮発メモリ内に有

効な制御情報を見つけることができま

せんでした。このエラーは正サイトの

ストレージシステムが 48 時間を超えて

電源断の（つまり電源エラーでバッテリ

ーが完全に放電した）状態の場合にだけ

発生します。

そのペアを正サイトのストレージシス

テムから再同期してください（［ペア再

同期］画面）。ペア再同期の要求への応

答として、正サイトのストレージシステ

ムは形成コピーの操作全体を実行しま

す。

Suspend
（Initial
Copy
Failed）

プライマ

リ、セカン

ダリ

形成コピー操作の間に正サイトのスト

レージシステムはこのペアを停止しま

した。セカンダリボリュームのデータ

がプライマリボリュームのデータと一

致しません。無効なトラックフォーマ

ットがこの停止の原因となります。

正サイトのストレージシステムからそ

のペアを削除してください（［ペア削除］

画面）。正サイトのストレージシステ

ム、プライマリボリューム、副サイトの

ストレージシステム、およびセカンダリ

ボリュームですべてのエラーを取り除

いてください。ICKDSF を使ってフェ

イルトラックを再フォーマットしてく

ださい。［TC ペア作成］画面を使って、

形成コピーを再実行してください。

Suspend
（by
FREEZE）

プライマ

リ、セカン

ダリ

正サイトのストレージシステムのすべ

ての TrueCopy for Mainframe ペアは

CGROUP/FREEZE コマンドによって

分割されます。

［ペア再同期］画面または CESTPAIR
（MODE=RESYNC） TSO コマンドを

使用して正サイトのストレージシステ

ムからペアを再同期してください。
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（凡例）

プライマリ：プライマリボリューム

セカンダリ：セカンダリボリューム

11.1.4 マイクロコード交換時のトラブルシューティング

エラー 対策

オンラインマイクロコード交換を実施す

ると、ホストに IEA498I メッセージが報

告される。

正サイトのストレージシステムと接続しているホストが I-2107
の CU エミュレーションタイプの場合、TrueCopy for
Mainframe ペアがある状態で、正サイトまたは副サイトのスト

レージシステムに対してオンラインマイクロコード交換を実施

すると、パスの閉塞が発生したことを示す IEA498I メッセージ

がホストに対して報告される場合があります。

IEA498I メッセージが報告された場合は、正サイトのストレージ

システムのパスとペア状態を確認してください。

11.2 TrueCopy for Mainframe 使用時のエラーコードとメッセー

ジ

TrueCopy for Mainframe 操作中にエラー状態が発生すると、TrueCopy for Mainframe はエラーメ

ッセージを Storage Navigator 動作 PC に表示します。エラーメッセージは、エラーの説明と 4 桁

の TrueCopy for Mainframe コードを示します。

エラーメッセージには、SVP のエラーコードが含まれている場合もあります。問い合わせのときに

は、TrueCopy for Mainframe と TrueCopy のどちらであるか、および SVP エラーコードを報告し

てください。Storage Navigator 動作 PC に表示されるエラーコードについては、『Storage
Navigator メッセージガイド』を参照してください。

11.3 RAID Manager 操作時のトラブルシューティング

RAID Manager を使用した TrueCopy for Mainframe ペアの操作でエラーが発生した場合、RAID
Manager の画面に出力されるログまたは RAID Manager の操作ログを参照してエラーの要因を特

定できることがあります。RAID Manager の操作ログファイルは、デフォルトでは次のディレクト

リに格納されます。

格納先ディレクトリ：/HORCM/log*/curlog/horcmlog_HOST/horcm.log

• *：インスタンス番号

• HOST：ホスト名

RAID Manager の画面に出力されたログの出力例を次に示します。

「SSB=」の後ろの英数字がエラーコードを示します。コンマ（,）の左側の英数字の下 4 桁を SSB1
（例：B9E1）、右側の英数字の下 4 桁を SSB2 とします（例：B901）。
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エラーコードの意味を調査します。表に記載されていないエラーコードについては、お問い合わせ

ください。

11.3.1 RAID Manager 操作時のエラーコードと内容

RAID Manager 操作時のエラーコードと内容（SSB1 が 2E31/B901/B90A/B90B/B912/D004）を次

の表に示します。

エラーコー

ド（SSB2） 内容

47A3 ペア分割要求（セカンダリボリュームの Write 許可または Swap Suspend）を受け付けまし

たが、指定ペアはプライマリボリュームとセカンダリボリュームの容量が異なる、またはス

ワップできないエミュレーションタイプの組み合わせであるため、コマンドを拒否しました。

47BA ペア作成要求を受け付けましたが、指定されたプライマリボリュームは ShadowImage for
Mainframe のセカンダリボリュームとして使用中、もしくは介入要求状態または保護状態の

ためコマンドを拒否しました。

4A5C TrueCopy for Mainframe 非同期は未サポートのため、ペア作成を拒否しました。

4A96 TrueCopy for Mainframe ペア作成要求を受け付けましたが、指定したプライマリボリュー

ムが属する CLPR とすでに登録されているコンシステンシーグループの CLPR が異なるた

めコマンドを拒否しました。

4AB5 指定されたボリュームは MTIR ペアであるため、ペア再同期はできません。

4AB6 指定されたボリュームは MTIR ペアであるため、ペア削除はできません。

4AE6 指定されたプライマリボリュームは、すでに PPRC マルチターゲット構成であるため、ペア

作成はできません。

4AE7 指定されたボリュームは、すでに TrueCopy for Mainframe ペアであるため、ペア作成はで

きません。

4AE8 指定されたパラメータが正しくないため、操作は失敗しました。

4AF3 ペア分割要求を受け付けましたが、指定したボリュームは Soft Fence が設定されているため

コマンドを拒否しました。

4AF4 ペア削除要求を受け付けましたが、指定したボリュームは Soft Fence が設定されているため

コマンドを拒否しました。

4AF5 ペア作成要求またはペア再同期要求を受け付けましたが、指定したボリュームは Soft Fence
が設定されているためコマンドを拒否しました。

4B02 ペア再同期要求を受け付けましたが、Business Continuity Manager から定義した Open/MF
コンシステンシー属性なしのコンシステンシーグループに対する指示のため、コマンドを拒

否しました。

4B04 ペア作成要求を受け付けましたが、指定されたプライマリボリュームはコマンドデバイスと

して定義されているためコマンドを拒否しました。

4B22 ペア再同期要求を受け付けましたが、指定されたボリュームは PPRC のフェイルオーバー状

態のためコマンドを拒否しました。

4B23 ペア分割要求を受け付けましたが、指定されたボリュームは PPRC のフェイルオーバー状態

のためコマンドを拒否しました。

4B2F ペア操作（作成・分割・再同期・削除）要求を受け付けましたが、オンラインマイクロコー

ド交換中のためコマンドを拒否しました。

4B32 ペア作成要求を受け付けましたが、指定されたプライマリボリュームは、次に示す要因でコ

マンドを拒否しました。

• Compatible FlashCopy® V2 で使用されているボリューム

• Compatible Software for IBM® FlashCopy® SE で使用されているボリューム
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• TSE ボリューム

4B85 コンシステンシーグループに対して、ペア作成またはペア再同期要求を受け付けましたが、

指定されたプライマリボリュームは、Compatible FlashCopy® V2 のターゲットボリューム

のためコマンドを拒否しました。

4B86 ペア作成またはペア再同期要求（差分管理単位は CYL 要求）を受け付けましたが、指定され

たプライマリボリュームは、Compatible FlashCopy® V2 のターゲットボリュームのためコ

マンドを拒否しました。

4BB2 ペア作成要求（タイムスタンプモード）を受け付けましたが、指定されたボリュームは

Compatible XRC で使用されているためコマンドを拒否しました。

4BE0 TrueCopy for Mainframe ペア操作を受け付けましたが、必要なシェアドメモリが正サイト

のストレージシステムに実装されていないため、TrueCopy for Mainframe ペア操作ができ

ません。

4BEB 指定されたボリュームは PPRC マルチターゲット構成であるため、RAID Manager でのペア

操作はできません。

9100 ユーザ認証が実施されていないため、コマンドを実行できません。

B920 装置識別子が不正のため、TrueCopy for Mainframe ペアを作成できません。

B927 2DC 構成の TrueCopy for Mainframe ペアに対して次の操作はできません。

• スワップサスペンド

• テイクオーバ

B928 ミラー ID が不正なため TrueCopy for Mainframe ペアを作成できません。

B929 マイクロコードを交換中のため TrueCopy for Mainframe ペア操作コマンドを拒否しまし

た。

B92A 指定したボリュームがコマンドデバイスであるため、TrueCopy for Mainframe ペアを作成

できません。

B934 TrueCopy for Mainframe プログラムプロダクトが未インストールのためペア作成できませ

ん。

B935 セカンダリボリューム隠蔽モードをサポートしていません。

B93B 指定したボリュームはプライマリボリュームです。セカンダリボリュームとして指定されて

いるため、ペア削除が実行できません。

B941 指定したボリュームはセカンダリボリュームです。プライマリボリュームとして指定されて

いるため、ペア削除が実行できません。

B945 ボリュームの状態が SMPL のためコマンドを拒否しました。

B952 指定された LU が未定義です。DKC の構成が変更されたおそれがあります。RAID
Manager を再起動してください。

B97B ペアの状態が PSUS または PSUE のため、ペア操作ができません。

B97C ボリュームの状態が SMPL のためコマンドを拒否しました。

B990 指定できるコンシステンシーグループ ID より大きい番号を指定したため、ペアを作成できま

せん。なお、コンシステンシーグループ ID の指定を省略したにも関わらずエラーが発生した

場合は、お問い合わせください。

B992
（SSB1 が

B901）

DKC タイプが TrueCopy for Mainframe Asynchronous 未サポートのためペア作成できま

せん。

B992 TrueCopy for Mainframe または Universal Replicator for Mainframe がインストールされ

ていないため、コンシステンシーグループの情報を取得できません。
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（SSB1 が

B90A）

B994 セカンダリボリュームの状態が PSUS、または SSWS ではないため、Swap Resync 操作（セ

カンダリボリュームをプライマリボリュームにスワップし、スワップ後のプライマリボリュ

ームからセカンダリボリュームへ差分データを再同期する操作）ができません。

B998 副サイトのストレージシステムのパス設定が不正のため、TrueCopy for Mainframe ペアを

作成できません。

B99B TrueCopy for Mainframe 非同期は未サポートのため、ペア作成を拒否しました。

B9BD RAID Manager 起動中に DKC の LDEV 構成が変更されたおそれがあります。RAID
Manager を再起動してください。

B9C0 コマンドデバイスの資源がなくなりました。LUN Manager からコマンドデバイスを OFF
にし、そのあと ON にしてください。

C05E ペア分割要求を受け付けましたが、指定された副サイトのストレージシステムの製番と SSID
は、指定された正サイトのストレージシステムの製番と SSID に対して、ペア作成されてい

ないためコマンドを拒否しました。

C073 ペア削除要求を受け付けましたが、指定された副サイトのストレージシステムの製番と SSID
は、指定された正サイトのストレージシステムの製番と SSID に対して、ペア作成されてい

ないためコマンドを拒否しました。

C075 ペア作成またはペア再同期要求を受け付けましたが、TrueCopy for Mainframe のプログラ

ムプロダクトがインストールされていないためコマンドを拒否しました。

C0A1 ペア分割要求を受け付けましたが、指定されたセカンダリボリュームは、指定されたプライ

マリボリュームとペア作成されていないためコマンドを拒否しました。

C0A2 ペア削除要求を受け付けましたが、指定されたセカンダリボリュームは、指定されたプライ

マリボリュームとペア作成されていないためコマンドを拒否しました。

C0F2 ペア作成要求を受け付けましたが、正サイトと副サイトのストレージシステムで指定された

DKC が同一のためコマンドを拒否しました。

C162 ペア再同期要求を受け付けましたが、該当ペアが PSUS または PSUE ではないためコマンド

を拒否しました。

C16B ペア作成要求を受け付けましたが、セカンダリボリュームが使用できる状態にないためコマ

ンドを拒否しました。

C184 ペア削除要求を受け付けましたが、セカンダリボリュームの状態変更が失敗したためコマン

ドを拒否しました。

C189 ペア削除要求を受け付けましたが、ペア状態が不正のためコマンドを拒否しました。

C18A ペア削除要求を受け付けましたが、該当するボリュームが状態変更中または、グループ内に

状態変更中のペアがあるためコマンドを拒否しました。

C194 セカンダリボリュームが状態遷移中のため、コピーペアを分割できません。

C195 ペア分割要求を受け付けましたが、指定したペアはすでに PSUS または PSUE 状態のためコ

マンドを拒否しました。

C198 グループ内に分割できるペアがありません。

C199 ペア分割要求を受け付けましたが、該当するボリュームが状態変更中または、グループ内に

状態変更中のペアがあるためコマンドを拒否しました。

C1BE DKC が電源オン処理中のため、TrueCopy for Mainframe ペアの状態遷移ができません。

C1D6 TrueCopy for Mainframe ペア以外のボリュームに TrueCopy for Mainframe のコマンドが

発行されたため、コマンドを拒否しました。
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C211 指定したボリュームはプライマリボリュームとして使用されているためコマンドを拒否しま

した。なお、指定したボリュームの状態が SMPL であるにも関わらずエラーが発生した場合

は、Storage Navigator でエラーになったボリュームに対して、［ペア強制削除(TC ペア)］画

面を使用してください。そのあとで、再度操作してください。

C212 指定したボリュームはセカンダリボリュームとして使用されているためコマンドを拒否しま

した。なお、指定したボリュームの状態が SMPL であるにも関わらずエラーが発生した場合

は、Storage Navigator でエラーになったボリュームに対して、［ペア強制削除(TC ペア)］画

面を使用してください。そのあとで、再度操作してください。

C214 副サイトのストレージシステムが登録されていないか、または登録されている副サイトのス

トレージシステムの情報が不正であるためコマンドを拒否しました。

C215 内部的な論理矛盾が発生したためコマンドを拒否しました。

C218 ペア状態が不正のためコマンドを拒否しました。

C21A プライマリボリュームの状態が PSUS または PSUE ではないためコマンドを拒否しました。

C21C 副サイトのストレージシステムが登録されていないか、または登録されている副サイトのス

トレージシステムの情報が不正であるためコマンドを拒否しました。

C22A プライマリボリューム以外に対してペア削除が実行されたためコマンドを拒否しました。

C22C ボリュームの状態が SMPL のためコマンドを拒否しました。

C22D 指定したボリュームはプライマリボリューム以外であるためコマンドを拒否しました。

C22E 状態が PAIR ではないボリュームに-P オプション（プライマリボリュームの書き込み禁止）

を指定した pairsplit コマンドが発行されたためコマンドを拒否しました。

C233 セカンダリボリュームの状態が SMPL であるためコマンドを拒否しました。

C234/C235/
C236/C237

内部的な論理矛盾が発生したためコマンドを拒否しました。

C238 指定したボリュームはプライマリボリューム以外であるためコマンドを拒否しました。

C239 状態が PSUS または PSUE ではないボリュームに対してペア再同期が実行されたためコマ

ンドを拒否しました。

C23A 内部的な論理矛盾が発生したためコマンドを拒否しました。

C23B ボリュームの状態が SMPL であるためコマンドを拒否しました。

C23C ボリュームの状態が PAIR または COPY 以外であるためコマンドを拒否しました。

C23D TrueCopy for Mainframe ボリュームに対して TrueCopy for Mainframe 非同期のコマンド

を発行したためコマンドを拒否しました。

C23E ボリュームの状態が COPY であるためコマンドを拒否しました。

C267 コマンドデバイスに対してコマンドを発行したためペアを作成できません。または、PPRC
マルチターゲット構成で使用するボリュームの LDEV ID に 0x8000 を加えたボリュームが、

コマンドデバイスとして設定されているため、PPRC マルチターゲット構成のペアを作成で

きません。

C271 指定したコンシステンシーグループ ID が不正であるためコマンドを拒否しました。

C28B 状態が SSWS ではないボリュームに対して horctakeover コマンドが発行されたためコマン

ドを拒否しました。

C28C 副サイトのストレージシステムが登録されていないか、または登録されている副サイトのス

トレージシステムの情報が不正であるためコマンドを拒否しました。

C28D horctakeover コマンドを実行できるボリュームがありません。

C28E 内部的な論理矛盾が発生したためコマンドを拒否しました。
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C297 指定したボリュームはセカンダリボリュームとして使用されているためコマンドを拒否しま

した。

C2A0 TrueCopy for Mainframe 以外の使用量がライセンス容量を超過しているためペアを作成で

きません。

C2A1 内部的な論理矛盾が発生したためコマンドを拒否しました。

C2A3 TrueCopy for Mainframe の使用量がライセンス容量を超過したためペア作成ができませ

ん。

C2B3 Dynamic Provisioning for Mainframe ボリュームが容量変更中のためコマンドを拒否しま

した。

C2B4 内部的な論理矛盾が発生したためコマンドを拒否しました。

C2B5 TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームが ShadowImage for Mainframe によって

初期化中のため、ペアを作成できません。

C2B6 Dynamic Provisioning for Mainframe ボリュームがページを解放中のためコマンドを拒否

しました。

C2C2 指定されたプライマリボリュームは、すでに PPRC マルチターゲット構成であるため、ペア

作成はできません。

C2C6 指定されたプライマリボリュームは、すでに PPRC マルチターゲット構成であるため、ペア

作成はできません。

C300 正サイトのストレージシステムに Remote Replication Extended プログラムプロダクトがイ

ンストールされていないため、Universal Replicator for Mainframe と連携する TrueCopy
for Mainframe ペアを作成できません。

C301 副サイトのストレージシステムに Remote Replication Extended プログラムプロダクトがイ

ンストールされていないため、Universal Replicator for Mainframe と連携する TrueCopy
for Mainframe ペアを作成できません。

C304 セカンダリボリュームが Dynamic Provisioning for Mainframe の仮想ボリュームのため、ペ

アを作成できません。

C305 ペア作成要求を受け付けましたが、副サイトのストレージシステムの TrueCopy for
Mainframe の使用容量がライセンス容量を超過したためコマンドを拒否しました。関連す

るプログラムプロダクトも合わせて、ライセンス容量を確認してください。

C30D 副サイトのストレージシステムの該当するボリュームまたは同一グループ内に属する他のボ

リュームが SMPL、PSUS、または PSUE 状態に移行中です。数分後に再操作してくださ

い。

C310 正サイトのストレージシステムが NVS ON ではありません。

C311 正サイトのストレージシステムのストレージシステムレベルキャッシュが有効ではありませ

ん。

C312 プライマリボリュームが SMPL 状態ではありません。

C313 プライマリボリュームが PSUS または PSUE 状態ではありません。

C314 プライマリボリュームが SMPL 状態ではありません。

C315 プライマリボリュームに PIN データがあります。

C316 プライマリボリュームが障害支援によってドライブコピー中です。

C317 プライマリボリュームが SVP 要求によってドライブコピー中です。

C318 プライマリボリュームがコピータスク終了処理中です。

C319 プライマリボリュームがコレクションコピー中です。
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C31A プライマリボリュームがコレクションアクセス状態です。

C31B TrueCopy for Mainframe ペア作成または再同期要求を受け付けましたが、指定したプライ

マリボリュームを構成する物理ボリュームが閉塞しているため、コマンドを拒否しました。

C31C プライマリボリュームは閉塞しているためアクセスできません。

C31D プライマリボリュームはフォーマット中です。

C31E プライマリボリュームは読み取り専用です。

C320 正サイトと副サイトのストレージシステム間のリモートパスの本数が 0（未設定）です。

C321 正サイトと副サイトのストレージシステム間に設定が必要な 小パス数を満たしていませ

ん。

C322 正サイトのストレージシステムの DKC タイプが TrueCopy for Mainframe をサポートして

いません。

C324 副サイトのストレージシステムのシーケンス番号、SSID、または CU が不正です。

C325 副サイトのストレージシステムが NVS ON ではありません。

C326 副サイトのストレージシステムのストレージシステムレベルキャッシュが有効ではありませ

ん。

C327 プライマリボリュームはリモートコピーできない状態のため、コピーペアを作成できません。

C328 プライマリボリュームとセカンダリボリュームのトラックフォーマットが一致しません。

C32A セカンダリボリュームが Volume Retention Manager によって保護されています。

C32B プライマリボリュームが Volume Retention Manager によって保護されています。

C32C セカンダリボリュームが Volume Retention Manager によって保護されています。

C32D セカンダリボリュームが Volume Retention Manager によって保護されています。

C32E ペア作成要求を受け付けましたが、指定した副サイトのストレージシステムは未サポート機

種のためコマンドを拒否しました。

C32F TrueCopy for Mainframe ボリュームのシリンダ数が、プライマリボリューム≦セカンダリ

ボリュームではありません。

C330 TrueCopy for Mainframe ボリュームの容量が、プライマリボリューム＝セカンダリボリュ

ームではありません。

C332 セカンダリボリュームのキャッシュが無効になっています。

C333 セカンダリボリュームの DFW（DASD 高速書き込み）が無効になっています。

C335 セカンダリボリュームが TrueCopy for Mainframe 非同期のプライマリボリュームです。

C336 セカンダリボリュームに PIN データがあります。

C337 セカンダリボリュームがリザーブ状態です。

C338 次のどれかの理由のため、ペアを作成できません。

• セカンダリボリュームが、介入要求状態、保護状態、または使用不可状態である。

• セカンダリボリュームが、ShadowImage for Mainframe のセカンダリボリュームまたは

リザーブボリューム、Volume Migration のリザーブボリューム、または Universal
Replicator for Mainframe ペアのボリュームとして設定されている。

C339 セカンダリボリュームは使用できる状態にありません。

C33A ペア作成要求を受け付けましたが、指定した副サイトのストレージシステムは TrueCopy for
Mainframe 未サポート機種のためコマンドを拒否しました。
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C33B 該当ボリュームは他のペアのセカンダリボリュームとして使用されているため、セカンダリ

ボリュームに指定できません。

C33C ペア作成要求を受け付けましたが、指定したセカンダリボリュームは未実装のためコマンド

を拒否しました。

C33E セカンダリボリュームが実装されていないか、または閉塞している（DEV NOT READY 状

態）ためペアを作成できません。

C33F 該当ボリュームはすでに TrueCopy for Mainframe ペアが設定されているため、セカンダリ

ボリュームに指定できません。

C35C プライマリボリュームがアクセス不可です。

C370 パスに障害が発生したか、無効なパスを指定したため、設定が必要な 小パス数を満たして

いません。

C371 セカンダリボリュームが Volume Migration コピー後処理中のため、数分後に再実行してく

ださい。

C372 プライマリボリュームが Volume Migration コピー後処理中のため、数分後に再実行してく

ださい。

C373 ペア作成要求を受け付けましたが、指定したセカンダリボリュームは ShadowImage for
Mainframe のリザーブボリュームのためコマンドを拒否しました。

C378 正常に動作できるパス数が、 小パス数で指定したパス数以下のため、ペア作成が拒否され

ました。

C379 パスに障害が発生したか、無効なパスを指定したため、設定が必要な 小パス数を満たして

いません。

C37A 内部エラーが発生しました。

C37B セカンダリボリュームは使用できる状態にありません。

C37C 副サイトのストレージシステムのストレージシステムレベルキャッシュが有効ではありませ

ん。

C37D 副サイトのストレージシステムが NVS ON ではありません。

C37E セカンダリボリュームのキャッシュが無効になっています。

C37F セカンダリボリュームの DFW（DASD 高速書き込み）が無効になっています。

C380 正サイトのストレージシステムのキャッシュが片面閉塞に移行中です。

C381 正サイトのストレージシステムのキャッシュが回復移行中です。

C382 正サイトのストレージシステムのキャッシュが片面閉塞に移行中か、または片面回復に移行

中です。

C388 ペア作成要求を受け付けましたが、指定したボリュームが使用できないエミュレーションタ

イプのため、コマンドを拒否しました。

C38B 副サイトのストレージシステムがすでに TrueCopy for Mainframe で使用中です。

C38D セカンダリボリュームは使用できる状態にありません。

C38E セカンダリボリュームが TrueCopy for Mainframe 未サポートのデバイスです。

C390 セカンダリボリュームが PSUS または PSUE 状態ではありません。

C391 セカンダリボリュームがコピー不可です。

C392 セカンダリボリュームがオンラインになっています。または TrueCopy for Mainframe 以外

のコピー種別ですでにペア作成されています。

C393 セカンダリボリュームに PIN データがあります。
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ド（SSB2） 内容

C394 セカンダリボリュームがオンラインになっています。

C395 TrueCopy for Mainframe ペア作成または再同期要求を受け付けましたが、指定したセカン

ダリボリュームが閉塞、セカンダリボリュームを構成する物理ボリュームが閉塞、またはコ

レクションアクセスなどのため、コマンドを拒否しました。

C398 ペア作成要求を受け付けましたが、指定したボリュームが使用できないエミュレーションタ

イプのため、コマンドを拒否しました。

C39B 内部エラーが発生しました。

C39E プライマリボリュームの容量が TrueCopy for Mainframe ペアを作成できるボリューム容量

を超過したため、ペア作成ができません。

C39F セカンダリボリュームの容量が TrueCopy for Mainframe ペアを作成できるボリューム容量

を超過したため、ペア作成ができません。

C3A0 プライマリボリュームが TrueCopy for Mainframe 未サポートのデバイスです。

C3A5 指定したデータボリュームがオンラインのため、TrueCopy for Mainframe ペアを作成また

は再同期できません。

C3A6 指定した副サイトのストレージシステムの SSID または CU 番号が不正です。

C3A8 プライマリボリュームとセカンダリボリュームのデバイスタイプの組み合わせが正しくあり

ません。

C3AA 副サイトのストレージシステムのキャッシュが片面閉塞しています。

C3AB 副サイトのストレージシステムのキャッシュが片面閉塞しています。

C3AC 副サイトのストレージシステムのコントローラエミュレーションタイプは、TrueCopy for
Mainframe をサポートしていません。

C3AD 副サイトのストレージシステムの TrueCopy for Mainframe プログラムプロダクトの使用容

量がライセンス容量を超過しました。

C3AE 副サイトのストレージシステムに TrueCopy for Mainframe プログラムプロダクトがインス

トールされていません。

C3AF 副サイトのストレージシステムの DKC タイプが TrueCopy for Mainframe 未サポートで

す。

C3B1 設定が必要な 小パス数を満たしていません。

C3B3 内部エラーが発生しました。

C3B5 プライマリボリュームとセカンダリボリュームの構成の組み合わせが不正です。

C3B6 TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームが ShadowImage for Mainframe ペアのボ

リュームです。

C3B7 TrueCopy for Mainframe セカンダリボリュームが ShadowImage for Mainframe ペアのボ

リュームです。

C3B8 内部エラーが発生しました。

C3B9 指定したセカンダリボリュームの LUN が定義されていない、または指定されたセカンダリ

ボリュームの LUN には、正サイトのストレージシステムがサポートしていない CU 番号の

LDEV が含まれています。

C3BA ペア作成要求を受け付けましたが、次のどちらかの理由によってコマンドを拒否しました。

• 指定した副サイトのストレージシステムの SSID または CU 番号がサポート範囲外であ

る。

• 副サイトのストレージシステムの該当指定値はサポート範囲内だが、正サイトのストレ

ージシステムのマイクロコードが該当範囲を未サポートである。
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エラーコー

ド（SSB2） 内容

C3BD プライマリボリュームがオンラインになっています。

C3BE TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームには次のボリュームを指定できません。

• PSUS 状態以外の ShadowImage for Mainframe セカンダリボリューム

• Reverse Copy 中の ShadowImage for Mainframe プライマリボリューム

C3BF TrueCopy for Mainframe セカンダリボリュームには ShadowImage for Mainframe セカン

ダリボリューム、ShadowImage for Mainframe リザーブボリューム、および Reverse Copy
中の ShadowImage for Mainframe プライマリボリュームを指定できません。

C3C0 TrueCopy for Mainframe ペアのプライマリボリュームが ShadowImage for Mainframe ペ

アのセカンダリボリュームの場合、ShadowImage for Mainframe のプライマリボリューム

とセカンダリボリュームは 1 対 1 で組まれたペアであることが必要です。

C3C7 TrueCopy for Mainframe ペア作成要求を受け付けましたが、指定したボリュームは他の

TrueCopy for Mainframe または Universal Replicator for Mainframe ですでにペア作成さ

れている（ジャーナルボリュームを含む）ためコマンドを拒否しました。

C3CA セカンダリボリュームがリザーブされているか、副サイトのストレージシステム、セカンダ

リボリューム、または正サイトと副サイトのストレージシステム間のパスがビジー状態です。

C3CD TrueCopy for Mainframe セカンダリボリュームが ShadowImage for Mainframe ペアボリ

ュームです。

C3D2 副サイトのストレージシステムの DKC タイプが TrueCopy for Mainframe 未サポートで

す。

C3D3 指定した副サイトのストレージシステムの SSID または CU 番号が不正です。

C3D4 プライマリボリュームは Volume Migration で使用中のため、ペアを作成できません。

C3D6 指定したセカンダリボリュームは接続ポートから認識できないデバイスのため使用できませ

ん。

C3D7 副サイトのストレージシステムのセカンダリボリュームの状態が不正です。

C3D8 指定したセカンダリボリュームはシステムディスクのため、ペアを作成できません。

C3D9 TrueCopy for Mainframe セカンダリボリュームが次のどれかに該当する場合、ペアを作成

できません。

• Dynamic Provisioning for Mainframe ボリュームであり、かつ ShadowImage for
Mainframe ペア、または Volume Migration のリザーブボリュームを使用したペアを組

んでいる場合

• Dynamic Provisioning for Mainframe ボリュームであり、かつ容量拡張中またはページ

を解放中の場合

• プライマリボリュームと容量が異なる場合

• ShadowImage for Mainframe によって初期化中の場合

C3DB セカンダリボリュームの状態が PSUS または PSUE ではありません。

C410 次のどちらかの理由により、操作は失敗しました。

• 選択したペアのセカンダリボリュームが拡張ロングビジー状態である。

• ローカルストレージシステムとリモートストレージシステムとの間で通信タイムアウト

エラーが発生した。

C4FC 副サイトのストレージシステムには、指定された操作に必要なシェアドメモリが実装されて

いません。

CB12 このコンシステンシーグループには TrueCopy、TrueCopy for Mainframe、Universal
Replicator、および Universal Replicator for Mainframe を混在させられません。
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ド（SSB2） 内容

CB19 horctakeover コマンドによるプライマリボリュームとセカンダリボリュームの反転に失敗

したため、副サイトのストレージシステムのコンシステンシーグループを削除できません。

CB1A horctakeover コマンドによるプライマリボリュームとセカンダリボリュームの反転に失敗

したため、副サイトのストレージシステムのコンシステンシーグループ削除が異常終了しま

した。

CB1D セカンダリボリュームにダミーボリュームを作成できません。

CB1F 副サイトのストレージシステムが TrueCopy for Mainframe 未サポートです。

CB20 機能ビット参照時に、システム情報参照関数が異常終了しました。

CB21 ペア再同期で全差分設定が異常終了しました。

CB23 内部エラーが発生しました。

CB60 副サイトのストレージシステムに TrueCopy for Mainframe がインストールされていませ

ん。

CB66 次のどちらかの理由で差分ビットマップエリアを確保できないため、TrueCopy for
Mainframe ペアを作成または再同期できません。

• 副サイトのストレージシステムで、シェアドメモリの空き領域が不足している。

• セカンダリボリュームとして指定したボリュームの、Dynamic Provisioning for
Mainframe のプールの空き容量が不足している。

CB67 副サイトのストレージシステムに増設シェアドメモリが実装されていません。

CB68 正サイトのストレージシステムでシェアドメモリの空き領域が不足して、差分ビットマップ

エリアを確保できないため、TrueCopy for Mainframe ペアを作成または再同期できません。

CB69 同一のコンシステンシーグループ内で作成できるペア数を超えているため、ペアを作成でき

ません。

CB6E プライマリボリュームが他社機種のボリュームのためペアを作成できません。

CB6F 指定したセカンダリボリュームに Soft Fence が設定されているためコマンドを拒否しまし

た。

CB71 プライマリボリュームが他社機種のマイグレーションボリュームのためペアを作成できませ

ん。

CB73 セカンダリボリュームが他社機種のマイグレーションボリュームのためペアを作成できませ

ん。

CB75 装置識別が正しくありません。

CB76 パスを装置単位で設定しているためペアを作成できません。

CB77 副サイトのストレージシステムで Volume Retention Manager プログラムプロダクトの使用

容量がライセンス容量を超過しています。

CB78 指定したセカンダリボリュームはコマンドデバイスとして定義されているためペアを作成で

きません。

CB7E ペア作成要求を受け付けましたが、指定したセカンダリボリュームが属する CLPR とすでに

登録されているコンシステンシーグループの CLPR が異なるためコマンドを拒否しました。

CB9E ペア作成要求を受け付けましたが、副サイトのストレージシステムで次に示す要因でコマン

ドを拒否しました。

• OPEN と MF の同一コンシステンシーグループ定義機能が未サポート

• 複数の正サイトと副サイトのストレージシステムで構成されるコンシステンシーグルー

プ定義機能が未サポート

• OPEN のコンシステンシーグループ定義機能が未サポート
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ド（SSB2） 内容

• タイムスタンプ転送モードが未サポート

CBD7 ストレージシステムが内部処理中です。再度操作してください。

CBD8 指定したプライマリボリュームは、次のどちらかに該当するため、ペアを作成できません。

• Universal Replicator for Mainframe で使用しているジャーナルボリューム

• サスペンド状態以外の Universal Replicator for Mainframe のセカンダリボリューム

CBD9 指定されたセカンダリボリュームは、Compatible FlashCopy® V2 または Compatible
Software for IBM® FlashCopy® SE で使用されているボリューム、または TSE ボリューム

であるためペア作成ができません。

CBDA 副サイトのストレージシステムで Volume Retention Manager プログラムプロダクトの使用

容量がライセンス容量を超えたため、ペアを作成できません。

CBDC TrueCopy for Mainframe‐Universal Replicator for Mainframe 連携時、TrueCopy for
Mainframe ペア作成要求を受け付けましたが、Universal Replicator for Mainframe のミラ

ー ID が 0 のためコマンドを拒否しました。

CBDD TrueCopy for Mainframe‐Universal Replicator for Mainframe のマルチターゲットを構成

時、TrueCopy for Mainframe ペア作成要求を受け付けましたが、Universal Replicator for
Mainframe ペアがコピー中のためコマンドを拒否しました。

CBE2 プライマリボリュームが Dynamic Provisioning for Mainframe のプールボリュームのため、

ペアを作成できません。

CBE3 セカンダリボリュームが Dynamic Provisioning for Mainframe のプールボリュームのため、

ペアを作成できません。

CBE7 1 つのストレージシステム内に 65,280 以上ペアを作成できません。

CBEB 指定したプライマリボリュームは Volume Shredder によってシュレッディング中のため、ペ

アを作成できません。

CBEC 指定したセカンダリボリュームは Volume Shredder によってシュレッディング中のため、ペ

アを作成できません。

CBED TrueCopy for Mainframe ペア作成要求を受け付けましたが、指定したセカンダリボリュー

ムは Universal Replicator for Mainframe のセカンダリボリュームまたはジャーナルボリュ

ームのためコマンドを拒否しました。

CBEE ペア作成要求を受け付けましたが、指定したプライマリボリュームは次に示す用途のどちら

かで、すでにペアが作成されているためコマンドを拒否しました。

• Universal Replicator for Mainframe での差分リシンク用

• 3 つの Universal Replicator for Mainframe サイトによる、3DC マルチターゲット構成

での正サイト用

CBF3 指定したプライマリボリュームが次のどちらかの状態であるため、ペア形成を拒否しました。

• オンラインでのデータ移行用にマッピングされた外部ボリュームである

• データダイレクトマップ属性が有効に設定された外部ボリュームである

CBFA 次に示す理由のどれかによって、ペア操作に失敗しました。

• 副サイトのストレージシステムのメインフレーム接続の CHB が実装されていない

• 副サイトのストレージシステムのメインフレーム接続の CHB がすべて閉塞している

CBFC 指定したコンシステンシーグループ ID はサポート範囲を超えているため、ペアを作成できま

せん。

FD0B 次のどちらかの理由により、操作を完了できません。

• 選択したペアのセカンダリボリュームが拡張ロングビジー状態である。
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• ストレージシステムは要求を正常に受け付けたが、ペア状態の変更処理に時間を要して

いる。

FD0C 次のどちらかの理由で差分ビットマップエリアを確保できないため、TrueCopy for
Mainframe ペアを作成または再同期できません。

• 正サイトのストレージシステムで、シェアドメモリの空き領域が不足している。

• プライマリボリュームとして指定したボリュームの、Dynamic Provisioning for
Mainframe のプールの空き容量が不足している。

FD0E 指定したセカンダリボリュームの内部処理に時間が掛かっています。しばらく時間が経って

から再度実行してください。

FD0F 指定したプライマリボリュームがデータダイレクトマップ属性が有効になっており、かつ R-
DKC の 4TB を超える容量の外部ボリュームをマッピングする機能がサポートされていない

ため、ペアの形成を拒否しました。

FD1B 指定されたボリュームは、PPRC マルチターゲット機能を使用できる構成ではないため、ペ

ア操作はできません。

FD1C 指定された TrueCopy for Mainframe ペアは、PPRC カスケード構成の構築となるためペア

作成はできません。または、PPRC カスケード構成の正サイトと中間サイトのペア状態が

Pending であるため、中間サイトと副サイトでのペア再同期はできません。

FD1D MCU または RCU が、［メインフレームシステム機能編集］画面で No.5 が有効、かつ、CU
番号 0x80 以降のボリュームを使用しているため、TrueCopy for Mainframe ペアに対するペ

ア操作はできません。

FD1E 指定されたプライマリボリュームが次のいずれかのため、PPRC マルチターゲット構成の 2
個目の TrueCopy for Mainframe ペアに対するペア操作ができません。

• Compatible FlashCopy® V2 のターゲット連携のため

• Preserve Mirror FlashCopy 機能を使用中のため

FD1F 指定した MCU に Remote Replication Extended がインストールされていないため、PPRC
マルチターゲット構成のペア操作はできません。

FD20 指定されたプライマリボリュームに Universal Replicator for Mainframe のデルタリシンク

ペアが存在しているため、TrueCopy for Mainframe ペアを作成または再同期できません。

FD24 TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームまたはセカンダリボリュームと、

ShadowImage for Mainframe のプライマリボリュームまたはセカンダリボリュームとでボ

リュームを共有しようとした際、TrueCopy for Mainframe の差分管理方式と ShadowImage
for Mainframe の差分管理方式が異なるため、TrueCopy for Mainframe のペア操作を拒否し

ました。

RAID Manager 操作時のエラーコードと内容（SSB1 が B90B）を次の表に示します。

エラーコード

（SSB2） エラーの内容

B9E0 ペアの強制削除はサポートしていないため、コマンドを拒否しました。

11.4 TrueCopy for Mainframe 操作に関する SIM のトラブルシュ

ーティング

VSP 5000 シリーズのストレージシステムは、ストレージシステムの保守が必要となる場合には、

ホストに SIM を報告します。
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SIM はすべて SVP に保存され、当社保守員が使用します。ホストに報告された SIM は、ホスト

OS の SYSI LOGREC データセットにログされます。SIM は重大度に従って、service、moderate、
serious、acute に分類されます。

TrueCopy for Mainframe 操作中に、正サイトと副サイトのストレージシステムは、通常の状態遷

移（例：Pending から Duplex へ）を含めて、プライマリボリュームまたはセカンダリボリューム

のペア状態が何らかの理由で変化するたびにサービス SIM を生成します。正サイトのストレージ

システムが生成する SIM にはプライマリボリュームデバイス ID（バイト 13）が、副サイトのスト

レージシステムが生成する SIM にはセカンダリボリュームデバイス ID（バイト 13）が含まれま

す。［CU オプション変更］画面では、接続したホストにサービス SIM を報告するかしないかを、

ストレージシステムごとに設定できます。

ストレージシステムからの代表的な 32 バイト SIM を次の図に示します。SIM は、リファレンスコ

ード（RC：Reference Code）および重要性ごとに、ホストシステムコンソールに表示されます。6
桁の RC は、バイト 22、23、および 13 から成り、ありうるエラーを識別し、重大度を決定します。

SIM タイプは、バイト 28 に位置し、エラーが検出されたコンポーネントを示します。バイト 22 =
21 のとき、SIM はコントロールユニット SIM です。バイト 22 = dx のとき、SIM はデバイス SIM
です。バイト 22 = (d8 dc)のとき、ペアは TrueCopy for Mainframe です。SIM リファレンスコー

ド dbfx は、プライマリボリュームの状態がセカンダリボリュームの状態と一致していないこと、ま

たはセカンダリボリュームのペアボリュームの容量が Volume Retention Manager のライセンス

容量を超えることを示します。

図 11  リファレンスコードと SIM タイプを示す代表的な SIM

SIM のリファレンスコードについては、『障害通知ガイド』を参照してください。

11.5 TPC-R/CSM のトラブルシューティング

以下の障害状態と回復手段は、TPC-R/CSM の Basic HyperSwap 機能に適用されます。

11.5.1 ホスト資源の欠乏による再同期失敗

ホストのリソース不足のため、ホストに IOSHM0803E(HyperSwap Disabled)と
IOSHM0201I(Reason Code: 40)のメッセージが表示され、TrueCopy for Mainframe ペアの再同期

が失敗することがあります。なお、TrueCopy for Mainframe ペアの再同期が失敗した場合、ホス

トのリソース不足を回復したあと、TPC-R/CSM から再同期が失敗したサスペンド状態のプライマ

リボリュームとセカンダリボリュームの TrueCopy for Mainframe ペアを削除後、そのペア作成操

作を実施してください。

11.5.2 キャッシュ障害時の注意事項

ストレージシステムにキャッシュ障害が発生している場合は、キャッシュ障害を回復したあと、

TPC-R/CSM から TrueCopy for Mainframe ペアの再同期操作を実施してください。キャッシュ障

害が発生している状態で、TrueCopy for Mainframe ペアの再同期操作を実施すると、TrueCopy for
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Mainframe ペアの再同期が失敗します。TPC-R/CSM は、TrueCopy for Mainframe ペアの再同期

が失敗すると、自動的に TrueCopy for Mainframe ペアのペア削除とペアの再作成操作を発行する

ため、プライマリボリュームのすべてのデータがセカンダリボリュームに再コピーされます。

11.5.3 TPC-R/CSM の未登録エラーコード

Basic HyperSwap を使用するとき、TPC-R/CSM のエラーメッセージに未登録のエラーコードが、

表示される場合があります。このときは、次の表に従って回復してください。

表 54  TPC-R/CSM の未登録エラーコード

エラーコード 操作 説明 回復手順

0F0E ペア作成 キャッシュに障害が発生している状態で

TrueCopy for Mainframe ペア作成操作を

実施したため、TrueCopy for Mainframe ペ

ア作成が失敗しました。

キャッシュの障害を解決して

から、TrueCopy for
Mainframe ペアを再作成して

ください。

ペア再同期 キャッシュに障害が発生している状態で

TrueCopy for Mainframe ペア再同期操作

を実施したため、TrueCopy for Mainframe
ペア再同期が失敗しました。さらに、

TrueCopy for Mainframe ペア再同期失敗

による TPC-R/CSM のリカバリ動作によっ

て、TrueCopy for Mainframe のペアは削除

され、TrueCopy for Mainframe ペア作成

（全コピー）が実施されますが、リカバリ動

作は失敗します。

キャッシュの障害を解決して

から、TrueCopy for
Mainframe ペアを再作成して

ください。

11.5.4 CSM の IWNR1314W と IWNR1311W のメッセージが表示された場

合

CSM のコピーセットの登録時に ESE-VOL を指定すると、CSM に、IWNR1314W と IWNR1311W
のメッセージが表示される場合があります。

このメッセージが表示されても、Basic Hyperswap の動作には影響ありません。CSM での操作を

そのまま継続してください。

11.5.5 CSM のペア状態を示す画面が更新されない場合

CSM のペア状態を示す画面が更新されない場合は、CSM からリフレッシュを実行してください。

11.6 TrueCopy for Mainframe ボリュームのピントラック回復手

順

ピントラックを回復しながらペアのデータ整合性を全面的に確保するには、次の手順に従ってくだ

さい。

操作手順

1. ピントラックのボリュームを含む TrueCopy for Mainframe ペアの正サイトのストレージシス

テムに接続して正しい CU を選択します。

2. ピントラックのボリュームを含む TrueCopy for Mainframe ペアを削除します。

3. 通常の手順で、ピントラックからデータを回復します。
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使用している OS のピントラック回復手順を使用するか、お問い合わせください。

4.［TC ペア作成］画面を使って、ペアを作成します。このとき、［形成コピータイプ］では［全て

コピー］を選択してください。

11.7 お問い合わせ先

• 保守契約をされているお客様は、以下の連絡先にお問い合わせください。

日立サポートサービス：http://www.hitachi-support.com/

• 保守契約をされていないお客様は、担当営業窓口にお問い合わせください。
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A
RAID Manager コマンドリファレンス

RAID Manager を使用するに当たっての参考情報を示します。

 A.1 Storage Navigator のアクション名と RAID Manager コマンドの対応表

 A.2 RAID Manager のオプションのパラメータの設定範囲
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A.1 Storage Navigator のアクション名と RAID Manager コマン

ドの対応表

Storage Navigator のアクション名に対応する RAID Manager コマンドを次の表に示します。

RAID Manager コマンドの詳細については、『RAID Manager コマンドリファレンス』を参照して

ください。

表 55  Storage Navigator のアクション名に対応する RAID Manager コマンド（構成操作）

アクシ

ョン名

オプシ

ョン

Storag
e

Naviga
tor か
らの操

作

RAID Manager BCM

PPRC コマンド名

（TSO コマンド/
ICKDSF コマン

ド）

コマン

ド名

対応す

るオプ

ション

など

コマン

ド名

z/OS BCM VOS3 BCM
コマ

ンド

名

オプショ

ン
対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

［ポート

編集］

［ポート

属性］

○ raidcom
modify
port

-
port_att
ribute <
port
attribut
e>

なし なし なし なし なし なし

［リモー

ト接続

追加］

［接続タ

イプ］

○ なし なし なし なし なし なし なし

［リモー

トストレ

ージシス

テム］

○ raidcom
add rcu

-rcu
<serial#
>
<mcu#>
<rcu#>
<id>

YKBLD
PTH

なし なし なし なし CEST
PATH

［製番によ

る指示］※1

PRIM(mss
id#,
mserial#,
mcu#)
SEC(rssid
#,
rserial#,
rcu#)
［WWNN
による指

示］※2

PRIM(mss
id#,
mwwnn#,
mcu#)
SEC(rssid
#,
rwwnn#,
rcu#)

［リモー

トパス］

○ raidcom
add rcu

-cu_free
<serial#
> <id>
<pid>

YKBLD
PTH

なし なし なし なし CEST
PATH
( 大

8 本の

論理パ

［製番によ

る指示］※3

LINK(x'ab
ccddee',
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アクシ

ョン名

オプシ

ョン

Storag
e

Naviga
tor か
らの操

作

RAID Manager BCM

PPRC コマンド名

（TSO コマンド/
ICKDSF コマン

ド）

コマン

ド名

対応す

るオプ

ション

など

コマン

ド名

z/OS BCM VOS3 BCM
コマ

ンド

名

オプショ

ン
対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

スをコ

ンマで

区切っ

て指定

できま

す)

x'abccddee
' …)
［WWNN
による指

示］※4

LINK(x'cc
ccdddd',
x'ccccdddd
' …)

［RIO
MIH 時

間］

○ raidcom
modify
rcu

-
rcu_opti
on
<mpth>
<rto>
<rtt>[fz
d|fze]

なし なし なし なし なし なし

［リモー

トレプ

リカオ

プショ

ン編集］

［コピー

タイプ］

○ なし なし なし なし なし なし なし

［ 大形

成コピー

数］

○ なし なし なし なし なし なし なし

［リモー

トコピー

のサービ

ス SIM］

○ なし なし なし なし なし なし なし

［PPRC
サポー

ト］

○ なし なし なし なし なし なし CEST
PATH

なし

PPRC：

"Yes"
PPRC 以

外："No"

［パス閉

塞監視］

○ なし なし なし なし なし なし なし

［SCP 時

間編集］

なし ○ なし なし なし なし なし なし なし

（凡例）

○：操作できる。

×：操作できない。

注※1
mssid#：プライマリボリュームが属する CU の SSID#, mserial#：ローカルストレージシステ

ムの装置製番, mcu#：プライマリボリュームの CU#, rssid#：セカンダリボリュームが属する
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CU の SSID#, rserial#：リモートストレージシステムの装置製番, rcu#：セカンダリボリュー

ムの CU#　

注※2
mssid#：プライマリボリュームが属する CU の SSID#, mwwnn#：ローカルストレージシステ

ムの WWNN(World Wide Nord Name), mcu#：プライマリボリュームの CU#, rssid#：セカン

ダリボリュームが属する CU の SSID#, rwwnn#：リモートストレージシステムの

WWNN(World Wide Nord Name), rcu#：セカンダリボリュームの CU#

注※3
a：装置識別 ID, b："0"固定, cc：Initiater ポート, dd：RCU Target ポート, ee：セカンダリボ

リューム CU#

注※4
cc：Initiater ポート, dd：RCU Target ポート

表 56  TrueCopy for Mainframe 操作とオプション設定（ペア操作）

操作

種別

オプシ

ョン

Sto
rag
e

Nav
igat
or
か

ら

の

操

作

RAID Manager BCM PPRC コマンド名

（TSO コマンド/
ICKDSF コマンド）

コマン

ド名

対応す

るオプ

ション

コマン

ド名

z/OS BCM VOS3 BCM

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

コマン

ド名

オプシ

ョン

［TC ペ

ア作

成］

［コピー

タイプ］

○ paircreat
e

-fg -jp YKMAK
E

Copy
Group
Type

なし COPYM
ODE

なし CESTPA
IR

なし

［プライ

マリボリ

ュームフ

ェンスレ

ベル］

○ paircreat
e

-fg YKMAK
E

FENCE
LVL

なし FENCE
LEVEL

なし CESTPA
IR

CRIT(ye
s|no)

［形成コ

ピータイ

プ］

○ paircreat
e

-nocopy
（未指定

の場合は

COPY）

YKMAK
E

なし NOCOP
Y

なし NOCOP
Y

CESTPA
IR

MODE(c
opy|
nocopy|
resync)

［コピー

速度］

○ paircreat
e

-c YKMAK
E

COPY
PACE
（SLOW/
NORMA
L）

なし COPYLE
VEL

なし CESTPA
IR

なし

差分管理 × paircreat
e

-m YKMAK
E

DIF
UNIT

なし なし なし CESTPA
IR

なし

［セカン

ダリボリ

ュームへ

の DFW
使用］

○ なし なし なし なし なし なし CESTPA
IR

なし
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操作

種別

オプシ

ョン

Sto
rag
e

Nav
igat
or
か

ら

の

操

作

RAID Manager BCM PPRC コマンド名

（TSO コマンド/
ICKDSF コマンド）

コマン

ド名

対応す

るオプ

ション

コマン

ド名

z/OS BCM VOS3 BCM

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

コマン

ド名

オプシ

ョン

［ホスト

I/O タイ

ムスタン

プ転送］

○ なし YKMAK
E

TIMEST
AMP

なし なし なし CESTPA
IR

なし

セカンダ

リボリュ

ームオン

ライン許

可

× なし YKMAK
E

なし ONLINE ONLINE ONLINE CESTPA
IR

ONLINS
EC(no/
yes)

FREEZE
SCP

× なし YKMAK
E

FREEZE
SCP

なし なし なし CESTPA
TH

CGROU
P(yes|
no)

［ペア

分割］

［SSB 転

送(F/
M=FB)］

○ なし なし なし なし なし なし CSUSPE
ND

なし

［セカン

ダリボリ

ューム書

き込み］

× pairsplit -rw YKSUSP
ND

PROT
MODE

SVOL({P
ROTECT
|
PERMIT
})

ACCESS
LEVEL

ACCESS
LEVEL(
READ|
WRITE)

CSUSPE
ND

なし

リバース

リシンク

用サスペ

ンド

× なし YKSUSP
ND

なし REVERS
E

なし REVERS
E

CESTPA
IR

ACTIO
N(failov
er)

［ペア

再同

期］

［プライ

マリボリ

ュー ムフ

ェンスレ

ベル］

○ pairresy
nc

-fg YKRESY
NC

FENCE
LVL

なし FENCE
LEVEL

なし CESTPA
IR

CRIT(ye
s|no)

［コピー

速度］

○ pairresy
nc

-c YKRESY
NC

COPY
PACE(S
LOW/
NORMA
L)

なし COPYLE
VEL

なし CESTPA
IR

なし

［ホスト

I/O タイ

ムスタン

プ転送］

○ なし YKRESY
NC

TIMEST
AMP

なし なし なし CESTPA
IR

なし

リバース

リシンク

× pairresy
nc

-restore YKRESY
NC

なし REVERS
E

なし REVERS
E

CESTPA
IR

ACTIO
N(failba
ck)
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操作

種別

オプシ

ョン

Sto
rag
e

Nav
igat
or
か

ら

の

操

作

RAID Manager BCM PPRC コマンド名

（TSO コマンド/
ICKDSF コマンド）

コマン

ド名

対応す

るオプ

ション

コマン

ド名

z/OS BCM VOS3 BCM

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

コマン

ド名

オプシ

ョン

セカンダ

リボリュ

ームオン

ライン許

可

× なし YKRESY
NC

なし ONLINE なし ONLINE CESTPA
IR

ONLINS
EC(no/
yes)

OPEN
CTG/MF
CTG 切

り替え

× なし YKRESY
NC

なし OPENM
FUPDAT
E

なし なし CESTPA
IR

なし

［ペア

削除］

［削除モ

ード］

○ pairsplit -S YKDELE
TE

なし なし なし なし CDELPA
IR

なし

（凡例）

○：操作できる。

×：操作できない。

表 57  Storage Navigator のアクション名に対応する RAID Manager コマンド（状態表示操作）

アク

ショ

ン名

オプション

Stora
ge

Navig
ator

からの

操作

RAID Manager BCM

PPRC コマンド

名

（TSO コマンド/
ICKDSF コマン

ド）

コマン

ド名

対応す

るオプ

ション

など

コマン

ド名

z/OS BCM VOS3 BCM

コマン

ド名

オプ

ショ

ン

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

対応す

る定義

属性

対応

する

オプ

ショ

ン

［ペアプ

ロパテ

ィ参照］

なし ○ pairdispl
ay

-m
<mode>

YKQU
ERY

なし なし なし なし CQUER
Y

なし

［ペア一

致率参

照］

なし ○ pairdispl
ay

-m
<mode>

YKQU
ERY

なし なし なし なし CQUER
Y

なし

［リモー

ト接続

プロパ

ティ参

照］

なし ○ pairdispl
ay

-m
<mode>

YKQRY
DEV

なし PATH なし PATH CQUER
Y

PATHS
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（凡例）

○：操作できる。

表 58  Storage Navigator のアクション名に対応する RAID Manager コマンド（ペアの保守操作）

アクシ

ョン名

オプシ

ョン

Storag
e

Naviga
tor か
らの操

作

RAID Manager BCM

PPRC コマンド名

（TSO コマンド/
ICKDSF コマン

ド）

コマン

ド名

対応す

るオプ

ション

など

コマン

ド名

z/OS BCM VOS3 BCM
コマ

ンド

名

オプショ

ン
対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

［ペアオ

プショ

ン編集］

［CFW
データ］

○ なし なし なし なし なし なし なし なし

［リモー

ト接続

オプシ

ョン編

集］

［RIO
MIH 時

間］

○ なし なし なし なし なし なし なし なし

［リモー

トパス

追加］

なし ○ なし YKBLD
PTH

なし なし なし なし CEST
PATH
※1

［製番によ

る指示］※2

LINK(x'ab
ccddee',
x'abccddee
' …)
［WWNN
による指

示］※3

LINK(x'cc
ccdddd',
x'ccccdddd
' …)

［リモー

トパス

削除］

なし ○ なし なし なし なし なし なし CEST
PATH
※4

［製番によ

る指示］※5

LINK(x'ab
ccddee',
x'abccddee
' …)
［WWNN
による指

示］※6

LINK(x'cc
ccdddd',
x'ccccdddd
' …)

［リモー

ト接続

削除］

なし ○ なし YKDEL
PTH

なし なし なし なし CEST
PATH

［製番によ

る指示］※7

PRIM(mss
id#,
mserial#,
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アクシ

ョン名

オプシ

ョン

Storag
e

Naviga
tor か
らの操

作

RAID Manager BCM

PPRC コマンド名

（TSO コマンド/
ICKDSF コマン

ド）

コマン

ド名

対応す

るオプ

ション

など

コマン

ド名

z/OS BCM VOS3 BCM
コマ

ンド

名

オプショ

ン
対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

対応す

る定義

属性

対応す

るオプ

ション

mcu#)
SEC(rssid
#,
rserial#,
rcu#)
［WWNN
による指

示］※8

PRIM(mss
id# ,
mwwnn# ,
mcu#)
SEC(rssid
#,
rwwnn#,
rcu#)

（凡例）

○：操作できる。

注※1
登録済み論理パスに追加パスを追記して指定します。

注※2
a：装置識別 ID, b："0"固定, cc：Initiater ポート, dd：RCU Target ポート, ee：セカンダリボ

リューム CU#

注※3
cc：Initiater ポート, dd：RCU Target ポート

注※4
残す論理パスだけを指定します。

注※5
a：装置識別 ID, b："0"固定, cc：Initiater ポート, dd：RCU Target ポート, ee：セカンダリボ

リューム CU#

注※6
cc：Initiater ポート, dd：RCU Target ポート

注※7
mssid#：プライマリボリュームが属する CU の SSID#, mserial#：ローカルストレージシステ

ムの装置製番, mcu#：プライマリボリュームの CU#, rssid#：セカンダリボリュームが属する
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CU の SSID#, rserial#：リモートストレージシステムの装置製番, rcu#：セカンダリボリュー

ムの CU#

注※8
mssid#：プライマリボリュームが属する CU の SSID#, mwwnn#：ローカルストレージシステ

ムの WWNN(World Wide Nord Name), mcu#：プライマリボリュームの CU#, rssid#：セカン

ダリボリュームが属する CU の SSID#, rwwnn#：リモートストレージシステムの

WWNN(World Wide Nord Name), rcu#：セカンダリボリュームの CU#

A.2 RAID Manager のオプションのパラメータの設定範囲

RAID Manager のオプションのパラメータで設定できる範囲を次の表に示します。コマンドの詳

細については『RAID Manager コマンドリファレンス』を参照してください。

パラメータの内容 設定範囲

ミラー ID（MU#） 0

CTG ID 0～255

パスグループ ID 0～255
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B
TrueCopy for Mainframe に対する PPRC

コマンドの使用

この付録では PPRC コマンドを使って TrueCopy for Mainframe を操作する方法について説明し

ます。

 B.1 PPRC コマンドの概要

 B.2 CGROUP（FREEZE/RUN）サポート

 B.3 IEA494I と IEA491E のコンソールメッセージ

 B.4 故障条件に対する VSP 5000 シリーズの応答特性
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B.1 PPRC コマンドの概要

VSP 5000 シリーズは、IBM の PPRC TSO コマンド、および ICKDSF コマンドをサポートしてい

るため、zSeries と S/390 ホストから TrueCopy for Mainframe を操作できます。PPRC TSO コマ

ンドは、システムコンソールから TrueCopy for Mainframe ペアのプライマリボリュームまたはセ

カンダリボリュームに発行されます。PPRCOPY の ICKDSF コマンドは JCL（Job Control
Language）ジョブカードから発行されます。PPRC コマンドを使用するためには、TrueCopy for
Mainframe 機能を VSP 5000 シリーズにインストールし、IBM PPRC をホストにインストールし

てください。

ただし、PPRC コマンドでは、CU オプション、ストレージシステムオプション、形成コピー優先

度、セカンダリボリュームへの DFW 使用などのペアオプションは変更できません。

プライマリボリュームとセカンダリボリュームのスワップは、CESTPATH と CDELPATH TSO コ

マンドを経由してサポートされます。

B.1.1 TrueCopy for Mainframe の操作に対応する PPRC コマンド

TrueCopy for Mainframe 操作の一覧と、対応する PPRC TSO コマンドおよび ICKDSF コマンド

の説明を次の表に示します。

表 59  TC-MF 操作対 PPRC TSO と ICKDSF コマンド

TC-MF 操作
TSO

コマンド

ICKDSF
コマンド

コマンド 発行

先
内容

［リモート接続

追加］および

［ポート編集］

CESTPATH PPRCOPY
ESTPATH

正サイトのスト

レージシステム

正サイトのストレージシステムから副サイ

トのストレージシステムにリモートパスを

確立します。副サイトのストレージシステ

ムのオプションの初期値が使われます。

CESTPATH コマンドについては、B.2.5
CESTPATH コマンドの用法を参照してく

ださい。

［リモート接続

削除］

CDELPATH PPRCOPY
DELPATH

正サイトのスト

レージシステム

正サイトと副サイトのストレージシステム

間の全アクティブパスを削除します。

［リモート接続

プロパティ参

照］

CQUERY /
PATHS

PPRCOPY
QUERY /
PATHS

正サイトのスト

レージシステム

DEVN パラメータによって指定された CU
に対するすべてのパスの状態を表示しま

す。TrueCopy for Mainframe は、オプショ

ンの FORMAT/UN FORMAT と

VOLUME/PATHS パラメータをサポート

します。

［TC ペア作

成］

CESTPAIR
（MODE =
COPY）

PPRCOPY
ESTPAIR

プライマリボリ

ューム

TrueCopy for Mainframe ペアを設定し、

［形成コピー優先度］とペアオプションを設

定します（コピーモード＝同期だけ、［形成

コピー優先度］= 0、CFW データ＝プライ

マリボリュームのみ、DFW からセカンダリ

ボリューム＝必要ではない）。TrueCopy
for Mainframe は、オプションの MODE、

PACE、および CRIT パラメータをサポート

します。MSGREQ パラメータの初期値は

「NO」です。
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TC-MF 操作
TSO

コマンド

ICKDSF
コマンド

コマンド 発行

先
内容

［ペア分割］ CSUSPEND PPRCOPY
SUSPEND

プライマリボリ

ューム

または

セカンダリボリ

ューム

TrueCopy for Mainframe ペアを中断しま

す。TrueCopy for Mainframe はオプショ

ンの PRIMARY パラメータをサポートしま

す。QUIESCE パラメータに関する上記の

重要な情報を参照してください。

［ペア削除］（正

サイトのスト

レージシステ

ムから）

CDELPAIR PPRCOPY
DELPAIR

プライマリボリ

ューム

TrueCopy for Mainframe ペアを正サイト

のストレージシステムから削除します。

［ペア削除］（副

サイトのスト

レージシステ

ムから）

CRECOVER PPRCOPY
RECOVER

セカンダリボリ

ューム

TrueCopy for Mainframe ペアを副サイト

のストレージシステムから削除します。

［ペアプロパテ

ィ参照］

CQUERY /
VOLUME

PPRCOPY
QUERY /
VOLUME

プライマリボリ

ューム

または

セカンダリボリ

ューム

ボリュームの TrueCopy for Mainframe ペ

ア状態を表示します。TrueCopy for
Mainframe は、オプションの

FORMAT/UN FORMAT と VOLUME/
PATHS パラメータをサポートします。

［ペア再同期］ CESTPAIR
（MODE =
RESYNC）

PPRCOPY
ESTPAIR

プライマリボリ

ューム

TrueCopy for Mainframe ペアを再同期し、

TrueCopy for Mainframe 形成コピーオプ

ションおよびペアオプションを設定しま

す。TrueCopy for Mainframe は、オプショ

ンの MODE、PACE、および CRIT パラメ

ータをサポートします。

----- P/DAS
SWAP

----- プライマリボリ

ューム

および

セカンダリボリ

ューム

TrueCopy for Mainframe にサポートされ

ます。プライマリボリュームからセカンダ

リボリュームへアプリケーション I/O を変

えます。

----- CGROUP
（FREEZE /R
UN）

----- 正サイトのスト

レージシステム

（プライマリボリ

ューム

または simplex）

TrueCopy for Mainframe にサポートされ

ます。

PPRC TSO コマンドと ICKDSF コマンドには、設定が必要なパラメータとオプションのパラメー

タがあります。詳細は、関連する IBM の出版物を参照してください。

PPRC TSO コマンドと ICKDSF コマンドは、PPRC と同等の機能を提供するために、異なるコマ

ンドおよびキーワード名を用います。例えば、CESTPAIR TSO コマンドは PPRCOPY CESTPAIR
ICKDSF コマンドと等しくなります。この文書では PPRC TSO コマンドを説明します。PPRC
TSO コマンドの代わりに PPRCOPY ICKDSF を使用するための詳細な情報は IBM PPRC と

ICKDSF に関連するドキュメントを参照してください。

B.1.2 PPRC コマンドを使用するときの注意事項

• ファイバチャネルインタフェースに対して、CESTPATH コマンド、CDELPATH コマンドと、

LUN Manager の「SCSI パス定義」機能を同時に使用しないでください。また、CESTPATH
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コマンドおよび CDELPATH コマンドを使用する前に、対象となるファイバチャネルポートを、

Bidirectional ポートに設定してください。

• PPRC TSO コマンドのパラメータサポートは CU エミュレーションに依存します。I-2107 で

の動作時は、PPRC コマンド拡張子がサポートされます。

• CESTPATH コマンドの RESETHP オプションを使用すると、使用中のパスをホストが使用で

きなくなります。CESTPATH コマンドの RESETHP オプションを使用する場合は、使用中の

パスのホスト I/O を停止してください。

• ホストから接続されているパッケージが I-2107 の CU エミュレーションタイプの場合は、正サ

イトと副サイトのストレージシステムの両方に lss を指定してください。

• 正サイトと副サイトのストレージシステムの SSID は 0xFFXX（XX は任意の 16 進数）以外に

してください。PPRC コマンドの SSID パラメータに 0xFFXX を設定すると、コマンドが拒否

される場合があります。

• ICKDSF 機能を使用して、セカンダリボリュームに QUERY コマンドを PATH オプション付き

で発行すると、QUERY コマンドが拒否されることがあります。この場合、CQUERY TSO コ

マンドを使用するか、Storage Navigator を使用してパス状態を確認してください。

• 正サイトのストレージシステムの CU エミュレーションタイプが I-2107 の場合、CESTPAIR
コマンドを使って TrueCopy for Mainframe ペアを作成しようとした時に、ホストがオンライ

ンでセカンダリボリュームにアクセスしていると、CESTPAIR コマンドは拒否されます。しか

し、ONLINSEC(YES)を指示すれば、ホストがオンラインでセカンダリボリュームにアクセス

していてもペアを作成できます。ONLINSEC を指示しない場合（デフォルト）、または

ONLINSEC(NO)を指示した場合は、ペアを作成できません。ただし、副サイトのストレージシ

ステムが I-2107 をサポートしていない場合、ホストがオンラインでセカンダリボリュームにア

クセスしているかどうかは確認できません。CESTPAIR コマンドを発行する場合、正サイトと

副サイトのストレージシステムが次の条件を満たしているときは、必ず ONLINSEC(YES)を指

示してください。

◦ 正サイトのストレージシステムが VSP 5000 シリーズであり、正サイトのストレージシステ

ムのホストが CU エミュレーションタイプが I-2107 のパッケージと接続している。

• ICKDSF 機能を使用して、PPRCOPY SUSPEND コマンドを Pending 状態のペアに発行する

と 、PPRCOPY SUSPEND コマンドが拒否されることがあります。この場合、Storage
Navigator を使用してペアをサスペンドさせてください。

CSUSPEND コマンドの QUIESCE オプションは、APAR OW15247 または APAR OW15248
によって使用できません。CSUSPEND コマンドの QUIESCE オプションについての詳細な情

報は、これらの APAR か、 新の IBM PPRC に関するドキュメントを参照してください。

TrueCopy for Mainframe ペアを中断する場合には、QUIESCE オプションで CSUSPEND コ

マンドを指定する前に、弊社の保守員と確認してください。例えば、アクティブな SPOOL、
PAGE、または CATALOG データセット、アクティブな SYSRES ボリュームなどの、特定のボ

リュームに対して QUIESCE オプションで CSUSPEND コマンドを発行すると、接続している

ホストはデッドロック状態になります。このため、ホストはデッドロック状態を修正するため

に、記憶装置コントロール IML を必要とする場合があります。

B.1.3 Preserve Mirror FlashCopy 機能を使用するときの注意事項

Compatible FlashCopy® V2 との連携機能である Preserve Mirror FlashCopy 機能を使用した場

合に、Preserve Mirror の Compatible FlashCopy® V2 リレーションシップを COPY モードで作成

すると、正サイトのリレーションシップと副サイトのリレーションシップが作成されますが、双方

のコピーは同期していません。コピー中に Withdraw を発行すると、双方の Compatible
FlashCopy® V2 リレーションシップのコピーが停止するため、TrueCopy for Mainframe ペア状態
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が Duplex であってもプライマリボリューム とセカンダリボリューム のデータの整合性は保証で

きなくなります。

この状態は CQUERY コマンドで確認できます。次の図に、VOLUME パラメータを使って

TrueCopy for Mainframe のプライマリボリューム に CQUERY コマンドを発行した場合の出力例

を示します。図に示すように「PAIR WAS THE TARGET OF A WITHDRAWN PRESERVE
MIRROR RELATION」が表示されます。なお、この状態を解除するには TrueCopy for Mainframe
ペアを削除してください。

また、TrueCopy for Mainframe のペアを作成後、リモートパスでの通信が行われずに、リモート

パス状態に変化（パスの設定変更、パス閉塞など）が生じた場合、Withdrawが失敗する可能性が

あります。この現象は、TrueCopy for Mainframe のペアへ I/O を発行する、またはペアを分割後

に再同期することで解消できます。

Preserve Mirror FlashCopy 機能の詳細については、『Compatible FlashCopy® ユーザガイド

(Compatible FlashCopy® V2, Compatible FlashCopy® SE)』を参照してください。

B.2 CGROUP（FREEZE/RUN）サポート

TrueCopy for Mainframe 機能は、IBM の GDPS 環境で使われる、PPRC に対する CGROUP
（FREEZE/RUN）TSO コマンドをサポートします。CGROUP TSO コマンドは、特定の正サイト

と副サイトのストレージシステム間のペアのうち、TrueCopy for Mainframe ペアに対する I/O 操

作を制御するためのものです。

CGROUP コマンドは、正サイトの VSP 5000 シリーズに対してサポートされます。VSP 5000 シリ

ーズは、すべての必須ホストレポートを、GDPS 操作の主要コンポーネントである CGROUP 操作

（例えば拡張ロングビジー（ELB：Extended Long Busy）状態の IEA494I）に提供します。災害復

旧実施の際、災害のイベントで副サイトで業務を運用するため、両方のサイトで VSP 5000 シリー

ズを使わなければなりません。
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CGROUP コマンドには、2 つのパラメータ、FREEZE と RUN があります。CGROUP/FREEZE
コマンドは、関連したセカンダリボリュームへのすべての TrueCopy for Mainframe 更新コピー操

作だけでなく、指定された TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームに対してすべてのホス

ト I/O 操作を停止し、ペア状態を Suspend に変更します。CGROUP/RUN コマンドは、プライマ

リボリュームがホスト I/O を受け入れ開始できるようにします。

注意　

VSP 5000 シリーズでは、TrueCopy for Mainframe ペアの操作で CGROUP コマンドを実行します。また、VSP
5000 シリーズは、CGROUP コマンドと同等の機能である Business Continuity Manager の FREEZE/RUN コ

マンドをサポートしています。CGROUP コマンドと FREEZE/RUN コマンドを同時に使用した場合、VSP
5000 シリーズは該当するボリュームを判断し、動作させることができます。しかし、ホストからはどちらの機

能が動作しているか判断ができません。このため、双方の機能を同時に使用しないでください。Business
Continuity Manager の使用方法の詳細は『Business Continuity Manager ユーザーズガイド』を参照してくだ

さい。

B.2.1 要件

CGROUP コマンドは、正サイトのストレージシステムの TrueCopy for Mainframe プライマリボ

リュームまたは単一ボリュームにだけ発行できます。CGROUP コマンドが TrueCopy for
Mainframe セカンダリボリュームに発行されると、副サイトのストレージシステムは CGROUP コ

マンドを拒絶します（F/M= 0F、TC-MF Reason Code=58）。

CGROUP（FREEZE/RUN）コマンドの要件は次のとおりです:

• ストレージシステム：CGROUP コマンドは、正サイトのストレージシステムに対して発行して

ください。CGROUP コマンドは、オープンシステム用とメインフレーム用のストレージシステ

ムが共存している構成を含め、すべてのメインフレーム用のストレージシステムをサポートし

ています。

• PPRC：正サイトと副サイトのホストは、インストール済みの PPRC ERP PTF だけでなく IBM
PPRC もサポートしている必要があります。ICKDSF は CGROUP コマンドをサポートしませ

ん。

• SSID：CGROUP コマンドが発行される正サイトのストレージシステムは、連続的な SSID を

備えている必要があります。日立の保守員が、VSP 5000 シリーズの SVP の SSID を設定しま

す。

注意　

MVS は、SSID を変更する間、ストレージシステムがオフラインであることが必要です。したが

って、SSID を再設定する場合は、破壊を伴う操作のため、慎重に計画してください。

B.2.2 CGROUP（FREEZE/RUN）コマンド

CGROUP TSO コマンドでは次の項目を指定します。

• 装置（TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームまたは単一ボリュームの LDEV ID）

（DEVN パラメータ）

• 正サイトのストレージシステム（シリアル番号および CU 内の 小 SSID）（PRIM パラメータ）

• 副サイトのストレージシステム（シリアル番号および CU 内の 小 SSID）（SEC パラメータ）

CGROUP TSO コマンドには次の 2 つのオプションがあります。

222 TrueCopy for Mainframe に対する PPRC コマンドの使用

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



• FREEZE：CGROUP が FREEZE オプションで発行されると、正サイトのストレージシステム

は、

◦ 指定されたセカンダリボリュームへのすべての TrueCopy for Mainframe 更新コピー操作

を停止させるため、指定された正サイトと副サイトのストレージシステムの CU の間のリモ

ートパスを遮断します。

◦ 拡張ロングビジー状態での状態変化待ち（SCP）にホスト I/O 要求を与え、プライマリボリ

ュームに対する I/O キューをホストに起こさせます。SCP は、CGROUP/RUN コマンドが

発行されるか、または SCP 時間が満了するまで示されます。ただし、コンシステンシーグ

ループに登録された TC-MF ペアは、CGROUP/FREEZE コマンドを受領しても SCP 状態

になりません。

◦ 指定された CU のプライマリボリュームを使用しているすべての TrueCopy for Mainframe
ペアをサスペンドします。ただし、コンシステンシーグループに登録された TrueCopy for
Mainframe ペアは、CGROUP/FREEZE コマンドを受領してもサスペンドされません。

すべての正サイトと副サイトのストレージシステム間のパスが確立された後に、［SCP 時間

編集］画面を使って、正サイトのストレージシステムに要求された SCP 時間（0～518,400
秒（144 時間））を指定するために確認してください。

もし指定された正サイトのストレージシステムに TrueCopy for Mainframe プライマリボ

リュームがない場合は、CGROUP/FREEZE コマンドは操作されることなく実行されます

（パスは遮断されず、SCP は示されません）。

Storage Navigator の［SCP 時間編集］画面を使って設定した SCP 時間は、Business
Continuity Manager からコンシステンシーグループを指定して作成された TrueCopy for
Mainframe ペアに対しては無効となります。Business Continuity Manager からコンシス

テンシーグループを指定して作成された TrueCopy for Mainframe ペアの場合、

YKFREEZE コマンドで 1 秒～5 秒の範囲で SCP 時間を設定できます。ただし、障害サス

ペンド時の SCP 時間は 120 秒固定となり、設定変更はできません。

CGROUP/RUN コマンドが自動的に発行されない環境で SCP 時間を変更すると、設定した

SCP 時間の分だけ SCP が継続します。この場合、設定した SCP 時間の間、ホストがプラ

イマリボリュームにアクセスできないおそれがあります。

また、Business Continuity Manager から作成された TrueCopy for Mainframe ペアに対し

て、ホスト I/O を実施中に CGROUP/FREEZE コマンドを実行した場合、障害サスペンド

となる可能性があります。

• RUN：CGROUP が RUN オプションで発行されるとき、正サイトのストレージシステムは、

◦ ホストに状態変化割り込み（SCI）を示します。したがって、ホストはプライマリボリュー

ムが SCP 状態にある間待っていた I/O を再発行します。

◦ TrueCopy for Mainframe の［プライマリボリュームフェンスレベル］の設定を［なし］

（PPRC CRIT=NO）に変更し、中断されたプライマリボリュームはホストの Write I/O 操作

を受け取ります。

CGROUP（FREEZE/RUN）操作の間の TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームと

セカンダリボリュームに対する TrueCopy for Mainframe ペア状態を次の表に示します。

TrueCopy for Mainframe に対する PPRC コマンドの使用 223
TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



表 60  CGROUP（FREEZE/RUN）操作の間の TrueCopy for Mainframe ペア状態

CGROUP 操

作

CGROUP（FREEZE/RUN）前 CGROUP/FREEZE 後 CGROUP/RUN 後

プライマリ セカンダリ プライマリ セカンダリ
プライマ

リ

セカンダ

リ

TrueCopy for
Mainframe ペ
ア状態

Simplex --- Simplex --- Simplex ---

Pending Pending Suspend Pending Suspend Pending

Duplex Duplex Suspend Duplex Suspend Duplex

Suspend Suspend Suspend Suspend Suspend Suspend

（凡例）

プライマリ：プライマリボリューム

セカンダリ：セカンダリボリューム

B.2.3 CGROUP コマンドの用法

図 12   GDPS 操作の概要は、GDPS 環境で実施された CGROUP（FREEZE/RUN）コマンドの操

作の例を示します。CGROUP（FREEZE/RUN）TSO コマンドは、ユーザが操作することも、自

動で処理（GDPS など）されることもあります。

1. ホストから、指定したすべての TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームへの更新を中

断します。

2. セカンダリボリュームに TrueCopy for Mainframe 更新コピー操作を停止させるため、指定さ

れた正サイトと副サイトのストレージシステム間のパスを遮断します。

3. 指定したすべての TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームを Suspend 状態に変更し

ます。

4. ホストから、サスペンドされたプライマリボリュームへの更新を再開します。

5. CESTPATH コマンドで、リモートパスを再設定してください。正サイトと副サイトのストレー

ジシステム間のパスが再設定されたあとで、中断されたペアを再同期（CESTPAIR/ RESYNC）

してください。

図 12   GDPS 操作の概要

1. Read・Write I/O がホストから発行されます。

2. TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームに障害が発生し、正サイトのストレージシステ

ムはペアを中断します。
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3. 中断と拡張ロングビジー状態は、ホストに報告されます。

4. ホストは、拡張ロングビジー状態で IEA494I を報告します。

5. CGROUP/FREEZE コマンドはグループに発行されます。

6. I/O が凍結ボリュームに発行される場合、SCP センスバイトが報告されます。

7. I/O はホストでキューされます。

8. 副サイトに切り換わります。

B.2.4 CGROUP サポートによる PPRC TSO コマンドの用法

CESTPATH：遮断された正サイトと副サイトのストレージシステム間のパスを復旧するために、

CESTPATH コマンドを使用します。パスを設定するときには、同じパラメータを使用してくださ

い。コマンドの使用方法については、「B.2.5 CESTPATH コマンドの用法」を参照してください。

CESTPAIR：遮断された正サイトと副サイトのストレージシステム間のパスを再設定した後に、

CGROUP/FREEZE コマンドで中断された TrueCopy for Mainframe ペアを、CESTPAIR/RE
SYNC コマンドで再同期します。

CDELPAIR：遮断された正サイトと副サイトのストレージシステム間のパスを再設定した後に、

CGROUP/FREEZE コマンドで中断された TrueCopy for Mainframe ペアを、CDELPAIR コマン

ドで削除します。正サイトと副サイトのストレージシステム間のパスがまだ遮断されているときに

TrueCopy for Mainframe ペアに CDELPAIR を発行すると、正サイトのストレージシステムはコ

マンドを拒否します（F/M=0F、TrueCopy for Mainframe Reason Code=5A）。

CRECOVER：中断されたセカンダリボリュームを単一ボリュームに変更するために、CRECOVER
コマンドを使用します。このコマンドはセカンダリボリュームに発行され、中断されたプライマリ

ボリュームに影響しません。

CQUERY/PATHS：図 13  CQUERY 出力例：プライマリボリューム ／パス／フォーマットは、

CGROUP/FREEZE コマンドが発行された TrueCopy for Mainframe の正サイトのストレージシ

ステムに発行された CQUERY コマンドの出力例を示します。図 14  CQUERY 出力例：セカンダリ

ボリューム ／パス／フォーマットは、CGROUP/FREEZE コマンドで遮断されたパスがある副サイ

トのストレージシステムに発行された CQUERY コマンドの出力例を示します。

図 13  CQUERY 出力例：プライマリボリューム ／パス／フォーマット
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図 14  CQUERY 出力例：セカンダリボリューム ／パス／フォーマット

CQUERY/VOLUME：図 15  CQUERY 出力例：プライマリボリューム／ボリューム／フォーマッ

トは、CGROUP/FREEZE コマンドによって中断された TrueCopy for Mainframe プライマリボリ

ュームに発行された CQUERY コマンドの出力を示します。図 15  CQUERY 出力例：プライマリボ

リューム／ボリューム／フォーマットに示すように、プライマリボリュームに発行された

CQUERY は、FREEZE オプションの状態も示します。CGRPLB（YES）＝使用可能、CGRPLB
（NO）＝使用不可。図 16  CQUERY 出力例：セカンダリボリューム／ボリューム／フォーマット

に、プライマリボリュームが CGROUP/FREEZE コマンドによって中断された TrueCopy for
Mainframe セカンダリボリュームに発行された CQUERY コマンドの出力を示します。副サイト

のストレージシステムのペア状態とパス状態は変更されません。

注意　

出力例の WWNN、および LIC LEVEL の報告内容は無効値ですので、参照しないでください。

図 15  CQUERY 出力例：プライマリボリューム／ボリューム／フォーマット
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図 16  CQUERY 出力例：セカンダリボリューム／ボリューム／フォーマット

B.2.5 CESTPATH コマンドの用法

CESTPATH コマンドを使用すると、ファイバケーブル使用時のパスを作成できます。また、副サ

イトのストレージシステムの装置識別 ID を入力できます。

CESTPATH コマンドを実行すると、次の順に処理が行われます。

操作手順

1. CESTPATH コマンドを実行する前に使用しているが、CESTPATH コマンドでは指定していな

いパスは削除されます。

2. CESTPATH コマンドを実行する前に使用し、CESTPATH コマンドでも指定しているパスは、

変更されずにそのまま保持されます。

3. CESTPATH コマンドを実行する前には使用していないが、CESTPATH コマンドでは指定して

いるパスが追加されます。

CESTPATH コマンドを実行する前に使用していたパスが、すべて削除されるような指定を実行

すると、上記の処理が行われている間に一時的にパスがない状態となり、ペアサスペンドが発

生することがあります。

PPRC TSO コマンドに対して使われる表記の用途を次の表に示します。

表 61  PPRC TSO コマンドに対する表記の用途

字体／記号 例 用途

通常のテキスト CESTPATH コマンド／キーワード名またはコンソール出力。

斜体 ssid 適切な文字列または数字の列と置換されるパラメータ。

括弧 [ ] [CGROUP(YES)] 省略できるキーワードとパラメータ。

縦線 (YES|NO) 選べるキーワードの一覧。

次に CESTPATH コマンドの使用方法を示します。

CESTPATH コマンドの構文
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表 62  CESTPATH コマンドの用法

パラメータ 内容：ファイバ使用時

aa • Bit 0～3：副サイトのストレージシステムの装置識別 ID
数値（x2～xF）が副サイトのストレージシステムの装置識別 ID を示し

ます。

（VSP は x'6'、VSP G1000, G1500 および VSP F1500 は x'7'、VSP 5000
シリーズは x'8'）

• Bit 4～7：未使用（x0 固定）

bb 正サイトのストレージシステムのポート番号（0x00～0xff）

cc 副サイトのストレージシステムのポート番号（0x00～0xff）

dd 副サイトのストレージシステムの CU 番号（0x00～0xfe）

なお、WWNN（World Wide Node Name）を指定するときは、次の構文を使用できます。

CESTPATH コマンドの構文（WWNN を指定するとき）

表 63  CESTPATH コマンドの用法（WWNN を指定するとき）

パラメータ 内容：ファイバ使用時

aabb 正サイトのストレージシステムの SAID（x'00 とポート番号）

ccdd 副サイトのストレージシステムの SAID（x'00 とポート番号）

WWNN は装置にユニークな番号となり、表示例を次に示します。

図 17  WWNN の表示例

• CDELPATH コマンドの PRIM と SEC のパラメータも同様です。

• この構文をサポートしていない旧機種と接続してパスを作成する場合は、ユニットチェックを

報告します。
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B.3 IEA494I と IEA491E のコンソールメッセージ

ユーザ要求か故障のためかどうかに関わらず、TrueCopy for Mainframe ペアが中断されるときに

は、正サイトのストレージシステムは、ホストに通知するために、センス情報を生成します。PPRC
ERP PTF がインストール済みで、［CU オプション変更］画面の［ホストの PPRC 対応］に［該

当］が選択されていると、この通知は IEA491E メッセージだけでなく IEA494I システムコンソー

ルメッセージにも渡されます。IEA491E メッセージには中断の理由が示されます。IEA494I と
IEA491E メッセージは、ストレージシステムから SIM ではなく、ストレージシステムから SSB
（センスバイト）に基づいてホストで生成されます。したがって、ストレージシステムによってホス

トに報告された SIM は、GDPS スクリプティングによって使われません。

IEA494I メッセージは、IEA491E メッセージのオートメーション用トリガとして推薦されます。

プライマリボリュームペア状態を変更するたびに IEA494I メッセージがすべての接続された MVS
ホストに報告されるのに対して、IEA491E メッセージは 1 つのホストだけに報告されます。GDPS
は、CGROUP（FREEZE/RUN）に対するトリガとして、拡張ロングビジーの IEA494I メッセー

ジを使います。

［CU オプション変更］画面の［ホストの PPRC 対応］に［非該当］が選択されていると、ホスト

は、IEA494I または IEA491E メッセージの代わりに SIM を含むシステムコンソールメッセージを

生成します。

B.3.1 IEA494I メッセージ

TrueCopy for Mainframe ペアの状態が変わるときには、正サイトのストレージシステムは状態変

化割り込み（SCI）をすべてのホストに必ず報告します。SCI に呼応して、IEA494I システムコン

ソールメッセージは生成されます（ホストがサポートしている場合）。VSP 5000 シリーズは、オン

ラインおよびオフラインの両方の装置に対して SCI を報告しますが、ホストはオフライン装置に対

してコンソールメッセージを生成しません。したがって、IEA494I メッセージは決して TrueCopy
for Mainframe セカンダリボリュームデバイスアドレスで生成されません。IEA494I メッセージ

の例を次に示します。

• 正サイトのストレージシステムは、CGROUP/FREEZE コマンドで、SCP 状態にあるすべての

TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームに対して SCI を報告します。次に示すよう

に、この IEA494I メッセージでは、拡張ロングビジー状態が示されます。

拡張ロングビジー状態の IEA494I メッセージの例

IEA494I 0FC3,RD0FC3,PPRC PAIR SUSPENDING,SSID=0FC0,CCA=03,EXTENDED 
LONG BUSY STATE

• 正サイトのストレージシステムは、CGROUP/FREEZE コマンドで、中断されるすべての

TrueCopy for Mainframe プライマリボリュームに対して SCI を報告します。この IEA494I メ
ッセージでは、拡張ロングビジー状態が示されます。

• FREEZE オプションが使用できるときには、正サイトのストレージシステムは、故障が原因で

中断される TrueCopy for Mainframe ペアに対して SCI を報告します。ホストが GDPS をサ

ポートするとき、拡張ロングビジーのこの IEA494I メッセージは、CGROUP（FREEZE/
RUN）コマンドの発行を促します。
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B.3.2 IEA491E メッセージ

故障が原因で TrueCopy for Mainframe ペアが中断されるときに、正サイトのストレージシステム

はユニットチェック状態と同様に SCI と F/M ＝ FB センスバイトを報告します。F/M=FB センス

バイトに呼応して、IEA491E システムコンソールメッセージが生成されます（ホストにサポートさ

れる場合）。IEA491E メッセージの例を次に示します。

ホストが GDPS をサポートし、FREEZE オプションが使用できる場合、拡張ロングビジーの

IEA494I システムコンソールメッセージ（SCI に呼応して生成されたもの）は CGROUP
（FREEZE/RUN）コマンドの発行を促します。

IEA491E メッセージの例

IEA491E DSLFC0,PPRC SUSPENDED, SECONDARY NOT READY, 
INTERVENTION_REQUIRED, （PRI）SER=0113-90797,CCA=00 （SEC）SER=0113-90217,CCA=

B.4 故障条件に対する VSP 5000 シリーズの応答特性

VSP 5000 シリーズは、GDPS 環境で、PPRC 対応の動作を実行し、故障条件に応じて PPRC 対応

のメッセージを返すことで CGROUP コマンドをサポートします。図 18  故障条件に故障条件を示

し、表 64  故障条件に対する VSP 5000 シリーズの応答特性に VSP 5000 シリーズの故障条件に対

しての応答特性を記述しています。

PPRC 対応を設定するには、［CU オプション変更］画面で［ホストの PPRC 対応］に［該当］を

選択します。選択していない場合（［ホストの PPRC 対応］が［非該当］）、ホストプロセッサは

IEA494I または IEA491E メッセージの代わりに SIM を含むシステムコンソールメッセージを生

成します。

図 18  故障条件
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表 64  故障条件に対する VSP 5000 シリーズの応答特性

故障

条件
※1

障害の状態

TC-MF
ペアは

サスペ

ンドし

ている

か?

予想されるメッセージ
FREEZ
E 機能

1 正サイトのストレージシス

テムの全チャンネルインタ

フェースの故障

No IEA480E、IEA491E、または IEA494I メッセ

ージがまったく表示されない。

--

2 正サイトの

ストレージ

システムの

ディスクの

故障

パリティグル

ープ内のディ

スク 1 台の故

障

No 1. 次の I/O がパリティグループのボリュー

ムに発行されるときには、IEA480E メッ

セージ（ディスクを遮断した SIM か、ま

たは、ディスクのポートを遮断した SIM）

が表示される。

2. IEA491E または IEA494I メッセージがま

ったく表示されない。

--

パリティグル

ープ内のディ

スク 2 台の故

障

No 1. 次の I/O がパリティグループのボリュー

ムに発行されるときには、IEA480E メッ

セージ（LDEV を遮断した SIM）が表示さ

れる。

2. IEA491E または IEA494I メッセージがま

ったく表示されない。

--

3 正サイトと副サイトのスト

レージシステム間のリンク

の故障

No 1. この正サイトのストレージシステムの装

置に次の I/O が発行されるときには、

IEA480E メッセージ（TrueCopy for
Mainframe パスを遮断した SIM）が報告

される。

2. IEA491E または IEA494I メッセージがま

ったく表示されない。

起動され

ない。

4 正サイトの

ストレージ

システムで

の NVS の

故障やキャ

ッシュ読み

込みの故障

故障によって

遮断されたキ

ャッシュの一

面

No※2
1. この正サイトのストレージシステムの装

置に次の I/O が発行されるときには、

IEA480E（キャッシュを遮断した SIM）

が報告される。

2. IEA491E または IEA494I メッセージがま

ったく表示されない。

起動され

ない。

メンテナンス

によって遮断

されたキャッ

シュの一面

No※2 IEA480E、IEA491E、または IEA494I メッセ

ージがまったく表示されない。

起動され

ない。

SET CACHE
OFF によっ

て遮断された

キャッシュの

一面

No※2 IEA480E、IEA491E、または IEA494I メッセ

ージがまったく表示されない。

起動され

ない。

5 故障によって遮断された正

サイトのストレージシステ

ムキャッシュの両面

No IEA480E、IEA491E、または IEA494I メッセ

ージがまったく表示されない。

正サイトのストレージシステムはすべての I/O
に対して CC=3 を返す。

起動され

ない。
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故障

条件
※1

障害の状態

TC-MF
ペアは

サスペ

ンドし

ている

か?

予想されるメッセージ
FREEZ
E 機能

6 副サイトの

ストレージ

システムの

ディスクの

故障

パリティグル

ープ内のディ

スク 1 台の故

障

No 1. 次の I/O がパリティグループのボリュー

ムに発行されるときには、副サイトのスト

レージシステムは、IEA480E メッセージ

（ディスクを遮断した SIM か、または、デ

ィスクのポートを遮断した SIM）を、正サ

イトのストレージシステムまたはホスト

プロセッサ（次の I/O を 初に発行する

方）に報告する。正サイトのストレージシ

ステムが SIM を受け取ると、接続された

ホストプロセッサに SIM を渡し、正サイ

トのストレージシステムへの次の I/O が

パリティグループのボリュームとペアに

されたプライマリボリュームに発行され

るときには、IEA480E メッセージが報告

される。

2. IEA491E または IEA494I メッセージがま

ったく表示されない。

起動され

ない。

パリティグル

ープ内のディ

スク 2 台の故

障

Yes 1. 次の I/O がパリティグループのボリュー

ムに発行されるときには、副サイトのスト

レージシステムは、IEA480E メッセージ

（LDEV を遮断した SIM）を、正サイトの

ストレージシステムまたはホストプロセ

ッサ（次の I/O を 初に発行する方）に報

告する。正サイトのストレージシステム

が SIM を受け取ると、接続されたホスト

プロセッサに SIM を渡し、この正サイト

のストレージシステムへの次の I/O がパ

リティグループのボリュームとペアにさ

れた主要ボリュームに発行されるときに

は、IEA480E メッセージが報告される。

2. EXTENDED LONG BUSY を示す 1 つ以

上の IEA494I メッセージが表示される。

3. PAIR SUSPENDED を示す 1 つ以上の

IEA491E と IEA494I メッセージが表示さ

れる。

影響され

た正サイ

トのスト

レージシ

ステムの

ペアに対

して

FREEZE
オプショ

ンが有効

の場合に

作動す

る。

7 副サイトの

ストレージ

システムで

の NVS の

故障やキャ

ッシュ読み

込みの故障

故障によって

遮断されたキ

ャッシュの一

面

No 1. 副サイトのストレージシステムは、

IEA480E メッセージ（キャッシュを遮断

した SIM）を正サイトのストレージシステ

ムまたはホストプロセッサ（次の I/O を

初に発行する方）に報告する。正サイトの

ストレージシステムが SIM を受け取る

と、接続されたホストプロセッサに SIM
を渡す。したがって、この正サイトのスト

レージシステムの装置への次の I/O が発

行されるときには、IEA480E が報告され

る。

起動され

ない。
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故障

条件
※1

障害の状態

TC-MF
ペアは

サスペ

ンドし

ている

か?

予想されるメッセージ
FREEZ
E 機能

2. IEA491E または IEA494I メッセージが全

然表示されない。

メンテナンス

によって遮断

されたキャッ

シュの一面

No IEA480E、IEA491E、または IEA494I メッセ

ージがまったく表示されない。

起動され

ない。

「SET
CACHE
OFF」で遮断

されたキャッ

シュの一面

No IEA480E、IEA491E、または IEA494I メッセ

ージがまったく表示されない。

起動され

ない。

8 故障が原因で遮断された副

サイトのストレージシステ

ムのキャッシュの両面

Yes 1. IEA480E（キャッシュを遮断した SIM）

がまったく表示されない。

2. EXTENDED LONG BUSY を示す 1 つ以

上の IEA494I メッセージが表示される。

3. PAIR SUSPENDED を示す 1 つ以上の

IEA491E と IEA494I メッセージが表示さ

れる。

4. もし CGROUP の FREEZE と RUN が発

行されて、正サイトのストレージシステム

が CGROUP-RUN を受け入れるときに

は、PAIR SUSPENDED を示す IEA494I
メッセージが表示される。これらのメッ

セージは、FREEZE オプションを使用でき

る TrueCopy for Mainframe ペアからで

あり、（3）でまだ IEA491E と IEA494I を
報告していなかったプライマリボリュー

ムからである。

影響され

た正サイ

トのスト

レージシ

ステムの

ペアに対

して

FREEZE
オプショ

ンが有効

の場合に

作動す

る。

9 正サイトと副サイトのスト

レージシステム間の全リン

クの故障

Yes 1. この正サイトのストレージシステムの装

置への次の I/O が発行されるときには、

IEA480E（TrueCopy for Mainframe パス

を遮断した SIM）メッセージが報告され

る。

2. EXTENDED LONG BUSY を示す 1 つ以

上の IEA494I メッセージが表示される。

3. PAIR SUSPENDED を示す 1 つ以上の

IEA491E と IEA494I メッセージが表示さ

れる。

影響され

た正サイ

トのスト

レージシ

ステムの

ペアに対

して

FREEZE
オプショ

ンが有効

の場合に

作動す

る。

10a 電源障害 正サイトのス

トレージシス

テム

No IEA480E、IEA491E、または IEA494I メッセ

ージがまったく表示されない。

起動され

ない。
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故障

条件
※1

障害の状態

TC-MF
ペアは

サスペ

ンドし

ている

か?

予想されるメッセージ
FREEZ
E 機能

10b 副サイトのス

トレージシス

テム

Yes 1. この正サイトのストレージシステムへの

次の I/O が発行されるときには、IEA480E
（TrueCopy for Mainframe パスを遮断し

た SIM）メッセージが報告される。

2. EXTENDED LONG BUSY を示す 1 つ以

上の IEA494I メッセージが表示される。

3. PAIR SUSPENDED を示す 1 つ以上の

IEA491E と IEA494I メッセージが表示さ

れる。

影響され

た正サイ

トのスト

レージシ

ステムの

ペアに対

して

FREEZE
オプショ

ンが有効

の場合に

作動す

る。

注※1
故障条件は図 18  故障条件を参照してください。

注※2
正サイトのストレージシステムのキャッシュの一面が遮断されると、Duplex 状態の TrueCopy
for Mainframe ペアには影響がありませんが、Pending 状態の TrueCopy for Mainframe ペア

は中断されます。Pending 状態で中断された TrueCopy for Mainframe ペアは、キャッシュ故

障で予期しないイベントからの保護を提供します。

B.4.1 GDPS-TrueCopy for Mainframe 機能比較

は、GDPS サポートおよび PPRC 機能について、IBM 3990-6E、VSP 5000 シリーズ、VSP G1000,
VSP G1500, VSP F1500、および VSP で機能比較したものです。

の情報は、この文書の出版時のものですが、時の経過とともに変更します。 新の GDPS と

TrueCopy for Mainframe の機能比較については、お問い合わせください。

表 65  GDPS-TC-MF 機能比較

zSeries と S/390 の

機能
IBM 3990-6E

VSP G1000, G1500 お

よび VSP F1500
VSP 5000 シリーズ VSP

GDPS

計画された供給停止 サポートします。 サポートします。 サポートします。 サポートします。

IEA494I 経由の未計

画の供給停止

サポートします。 サポートします。 サポートします。 サポートします。

IEA494I ロングビジ

ーメッセージ

FREEZE 時間の初期値

は IEA494I メッセージ

発行後 120 秒。

FREEZE 時間の初期値

は IEA494I メッセージ

発行後 120 秒ですが、0
～518,400 秒（144 時間）

までオプションでユーザ

が定義できます。

FREEZE 時間の初期値

は IEA494I メッセージ

発行後 120 秒ですが、0
～518,400 秒（144 時間）

までオプションでユーザ

が定義できます。

FREEZE 時間の初期値

は IEA494I メッセージ

発行後 120 秒ですが、0
～518,400 秒（144 時間）

までオプションでユーザ

が定義できます。
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zSeries と S/390 の

機能
IBM 3990-6E

VSP G1000, G1500 お

よび VSP F1500
VSP 5000 シリーズ VSP

Peer-to-Peer リモー

トコピー

PPRC TrueCopy for
Mainframe

TrueCopy for
Mainframe

TrueCopy for
Mainframe

ハードウェア基準 3990-6 から 3990-6 VSP 5000 シリーズ、

VSP G1000, VSP
G1500, VSP F1500、
VSP、USP V/VM から

VSP 5000 シリーズ、

VSP G1000, VSP
G1500, VSP F1500、
VSP、USP V/VM。

VSP 5000 シリーズ、

VSP G1000, VSP
G1500, VSP F1500、
VSP から VSP 5000 シ

リーズ、VSP G1000,
VSP G1500, VSP
F1500、VSP。

VSP 5000 シリーズ、

VSP G1000, VSP
G1500, VSP F1500、
VSP、USP V/VM、

SANRISE USP および

SANRISE NSC から

VSP 5000 シリーズ、

VSP G1000, VSP
G1500, VSP F1500、
VSP、USP V/VM、

SANRISE USP および

SANRISE NSC。

複数ストレージシス

テム間のインタフェ

ース

ESCON - 大 43 km お
よびチャネルエクステン

ダを経由

ファイバチャネルおよび

ファイバチャネルケーブ

ルを使用したスイッチと

エクステンダを経由

ファイバチャネルおよび

ファイバチャネルケーブ

ルを使用したスイッチと

エクステンダを経由

ファイバチャネルおよび

ファイバチャネルケーブ

ルを使用したスイッチと

エクステンダを経由

コピーモード 同期 同期 同期 同期

二重コピー連動サポ

ート

サポートします。 二重コピーはストレージ

システムによってサポー

トされていません。

二重コピーはストレージ

システムによってサポー

トされていません。

二重コピーはストレージ

システムによってサポー

トされていません。

TSO コマンドサポー

ト

サポートします。 サポートします。

幾つかの追加オプション

は Storage Navigator 動
作 PC（または SVP）を

経由してだけ利用できま

す。

サポートします。

幾つかの追加オプション

は Storage Navigator 動
作 PC（または SVP）を

経由してだけ利用できま

す。

サポートします。

幾つかの追加オプション

は Storage Navigator 動
作 PC（または SVP）を

経由してだけ利用できま

す。

ICKDSF コマンドサ

ポート

サポートします。 サポートします。

幾つかの追加オプション

は Storage Navigator 動
作 PC（または SVP）を

経由してだけ利用できま

す。

サポートします。

幾つかの追加オプション

は Storage Navigator 動
作 PC（または SVP）を

経由してだけ利用できま

す。

サポートします。

幾つかの追加オプション

は Storage Navigator 動
作 PC（または SVP）を

経由してだけ利用できま

す。

P/DAS サポート サポートします。 サポートします。 サポートします。 サポートします。

大ペア数 64 65,280 65,280 32,768

ストレージシステム

間の 大パス数

4 論理制御装置当たり 8 パ

ス

論理制御装置当たり 8 パ

ス

論理制御装置当たり 8 パ

ス

形成コピーでのコピ

ー操作回数

4 デフォルトは 4（CU 単位

で）。

Storage Navigator か
ら、1 から 16 の範囲で設

定を変更できます。

デフォルトは 4（CU 単位

で）。

Storage Navigator か
ら、1 から 16 の範囲で設

定を変更できます。

デフォルトは 4（CU 単位

で）。

Storage Navigator か
ら、1 から 16 の範囲で設

定を変更できます。

ストレージシステム

間の専用インタフェ

ース

いいえ Storage Navigator 動作

PC（または SVP）によっ

て Target に設定される

主要ストレージシステム

ポートを必要とします。

Storage Navigator 動作

PC（または SVP）によっ

て Target に設定される

主要ストレージシステム

ポートを必要とします。

Storage Navigator 動作

PC（または SVP）によ

って Target に設定され

る主要ストレージシステ

ムポートを必要としま

す。
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zSeries と S/390 の

機能
IBM 3990-6E

VSP G1000, G1500 お

よび VSP F1500
VSP 5000 シリーズ VSP

パスコマンドの確立と削

除に基づいてストレージ

システムによって設定す

るように変更します。

パスコマンドの確立と削

除に基づいてストレージ

システムによって設定す

るように変更します。

パスコマンドの確立と削

除に基づいてストレージ

システムによって設定す

るように変更します。

PACE パラメータ形

成コピーオプション

1～255。初期値は 15（1
回の設定で 大 3 トラッ

クを一度にコピーしま

す。2～255 は 大 15 ト

ラックを一度にコピーし

ます）。

3 または 15。初期値= 15
トラック

3 または 15。初期値= 15
トラック

3 または 15。初期値=
15 トラック

CRITICAL ペアエラ

ーオプション（「フェ

ンスレベル」パラメー

タ）

Yes
No - 初期値

セカンダリボリュームデ

ータ

なし （初期値）

セカンダリボリューム状

態

セカンダリボリュームデ

ータ

なし （初期値）

セカンダリボリューム状

態

セカンダリボリュームデ

ータ

なし （初期値）

セカンダリボリューム状

態

CGROUP 論理コントローラ SSID
ペアによる

FREEZE/RUN。

論理コントローラ SSID
ペアによる

FREEZE/RUN。

論理コントローラ SSID
ペアによる

FREEZE/RUN。

論理コントローラ SSID
ペアによる

FREEZE/RUN。

CQUERY サポートします。 サポートします。 サポートします。 サポートします。

TrueCopy for Mainframe ユニーク機能（Storage Navigator 動作 PC または SVP を経由して指定します）

リモート接続オプション

小パス数 サポートしません。 初期値= 1。
正サイトと副サイトのス

トレージシステム間のア

クティブパスの 小数が

この値を下回ると、有効

な［プライマリボリュー

ムフェンスレベル］の設

定に基づきすべてのペア

が中断します。

初期値= 1。
正サイトと副サイトのス

トレージシステム間のア

クティブパスの 小数が

この値を下回ると、有効

な［プライマリボリュー

ムフェンスレベル］の設

定に基づきすべてのペア

が中断します。

初期値= 1。
正サイトと副サイトのス

トレージシステム間のア

クティブパスの 小数が

この値を下回ると、有効

な［プライマリボリュー

ムフェンスレベル］の設

定に基づきすべてのペア

が中断します。

副サイトのストレー

ジシステムから正サ

イトのストレージシ

ステムへの SIM 報告

サービス

IBM 文書でサポートさ

れていません。

初期値 = ［報告しない］；

SIM 報告をサポートし

ない非 MVS のために設

計します。

初期値 = ［報告しない］；

SIM 報告をサポートし

ない非 MVS のために設

計します。

初期値 = ［報告しない］；

SIM 報告をサポートし

ない非 MVS のために設

計します。

CU オプション

ホストの PPRC 対応 ホストは PPRC をサポ

ートしている必要があり

ます。

初期値 = ［該当］；PPRC
は、非 PPRC 可動 OS に

対するホストサポート機

能をオプションでサポー

トしています。

初期値 = ［該当］；PPRC
は、非 PPRC 可動 OS に

対するホストサポート機

能をオプションでサポー

トしています。

初期値 = ［はい］；PPRC
は、非 PPRC 可動 OS に

対するホストサポート機

能をオプションでサポー

トしています。

副サイトのストレー

ジシステムから正サ

イトのストレージシ

ステムへの SIM 報告

IBM 文書でサポートさ

れていません。

すべてのホストに、また

は副サイトのストレージ

システムのホストにだ

け。

すべてのホストに、また

は副サイトのストレージ

システムのホストにだ

け。

すべてのホストに、また

は副サイトのストレージ

システムのホストにだ

け。

ペアオプション

CFW データ サポートしません。 セカンダリボリュームに

オプション

セカンダリボリュームに

オプション

セカンダリボリュームに

オプション

初期値＝［正 VOL のみ］
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zSeries と S/390 の

機能
IBM 3990-6E

VSP G1000, G1500 お

よび VSP F1500
VSP 5000 シリーズ VSP

初期値＝［プライマリボ

リュームのみ］

初期値＝［プライマリボ

リュームのみ］

大ボリューム数 ストレージシステム当た

り 256 個

CU 当たり 256 個 CU 当たり 256 個 CU 当たり 256 個

SIM とエラーのメッ

セージ

IBM ドキュメント参照 IBM ドキュメント参照 IBM ドキュメント参照 IBM ドキュメント参照

正サイトのストレー

ジシステムのインタ

フェース

パラレルまたは ESCON FICON FICON FICON

副サイトのストレー

ジシステムのインタ

フェース

パラレルまたは ESCON FICON FICON FICON

チャンネルエクステ

ンダ

サポートします。 お問い合わせください。 お問い合わせください。 お問い合わせください。
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C
TrueCopy for Mainframe GUI リファレン

ス

ここでは、TrueCopy for Mainframe の操作に必要な画面について説明します。

 C.1 ［レプリケーション］画面

 C.2 ［リモートレプリケーション］画面

 C.3 ［リモート接続］画面

 C.4 ［ペア一致率参照］画面

 C.5 ［ペアプロパティ参照］画面

 C.6 ［リモート接続プロパティ参照］画面

 C.7 ［操作履歴］画面

 C.8 リモート接続追加ウィザード

 C.9 リモートレプリカオプション編集ウィザード

 C.10 SCP 時間編集ウィザード

 C.11 ペア作成ウィザード

 C.12 ペア分割ウィザード

 C.13 ペア再同期ウィザード

 C.14 ペア削除ウィザード

 C.15 ペアオプション編集ウィザード

 C.16 リモートパス追加ウィザード
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 C.17 リモートパス削除ウィザード

 C.18 リモート接続オプション編集ウィザード

 C.19 SSID 追加ウィザード

 C.20 SSID 削除ウィザード

 C.21 ［リモート接続削除］画面

 C.22 ［ペア強制削除(TC ペア)］画面

 C.23 ポート編集ウィザード

 C.24 ［SIM 完了（TC）］画面
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C.1 ［レプリケーション］画面

• サマリ

• ［レプリカ LDEV］タブ

サマリ

• ボタン

項目 説明

操作履歴参照‐ローカル

レプリケーション

ローカルレプリケーションの［操作履歴］画面が表示されます。

操作履歴参照‐リモート

レプリケーション

リモートレプリケーションの［操作履歴］画面が表示されます。

オプション編集‐ローカ

ルレプリケーション

［ローカルレプリカオプション編集］画面が表示されます。

オプション編集‐リモー

トレプリケーション

［リモートレプリカオプション編集］画面が表示されます。

オプション編集‐SCP 時

間

［SCP 時間編集］画面が表示されます。

• テーブル

項目 説明

ライセンス容量 使用量とライセンス容量がプログラムプロダクトごとに表示されます。
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項目 説明

レプリカ LDEV 数 レプリケーションで使用している LDEV の数が表示されます。

FCv2/FCSE リレーショ

ンシップ数

Compatible FlashCopy® V2 および Compatible Software for IBM®

FlashCopy® SE のリレーションシップ数が表示されます。

差分テーブル数 ローカルレプリケーションで使用中の差分テーブル数および 大数を表示し

ます。

リモートレプリケーションで使用中の差分テーブル数は含まれません。

また、次に示す操作では、差分テーブルは使用されません。したがって、これ

らの操作を実行しても差分テーブル数は増減しません。

• 4TB を超える DP-VOL に対する ShadowImage のペア操作

• Thin Image のペア操作

• 262,668Cyl を超える DP-VOL に対する ShadowImage for Mainframe の

ペア操作

• Compatible FlashCopy® V2 および Compatible Software for IBM®

FlashCopy® SE のリレーションシップ操作

［レプリカ LDEV］タブ

各ユーザにプライマリボリューム（FCv2 リレーションシップまたは FCSE リレーションシップの

場合はソースボリューム）、セカンダリボリューム（FCv2 リレーションシップまたは FCSE リレー

ションシップの場合はターゲットボリューム）が割り当てられているペアだけ表示されます。

• ボタン

項目 説明

テーブル情報出力 テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

• テーブル

項目 説明

LDEV ID LDEV ID が表示されます。LDEV ID をクリックすると、［LDEV プロパティ］

画面が表示されます。

LDEV 名 LDEV 名が表示されます。

エミュレーションタイプ エミュレーションタイプが表示されます。

容量 LDEV の容量が表示されます。

コピータイプ LDEV が使用されているコピーとボリュームの種類が表示されます。

コピーの種類

• ［SI-L1］：ShadowImage の L1 ペア

• ［SI-L2］：ShadowImage の L2 ペア

• ［TI］：Thin Image ペア

• ［SIMF］：ShadowImage for Mainframe ペア

• ［FCv2］：Compatible FlashCopy® V2 リレーションシップ

• ［FCSE］：Compatible Software for IBM® FlashCopy® SE リレーション

シップ

• ［TC］：TrueCopy ペア

• ［UR］：Universal Replicator ペア

• ［TCMF］：TrueCopy for Mainframe ペア

• ［URMF］：Universal Replicator for Mainframe ペア
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項目 説明

• ［GAD］：global-active device ペア

ボリュームの種類（SI、TI、SIMF、TC、UR、TCMF、URMF、GAD）

• ［プライマリ］：プライマリボリューム

• ［セカンダリ］：セカンダリボリューム

ボリュームの種類（FCv2、FCSE）

S はソースボリュームを、T はターゲットボリュームを示します。

• ［S-Normal］：正常なソースボリューム

• ［T-Normal］：正常なターゲットボリューム

• ［ST-Normal］：ソースボリュームとターゲットボリュームの両方に設定さ

れている正常なボリューム

• ［S-Failed］、［S-Full］、［S-Full & Failed］：異常なソースボリューム

• ［T-Failed］、［T-Full］、［T-Full & Failed］：異常なターゲットボリューム

• ［ST-Failed］、［ST-Full］、［ST-Full & Failed］：ソースボリュームとター

ゲットボリュームの両方に設定されている異常なボリューム

ペアが設定されていない場合は、［‐］が表示されます。

仮想ストレージマシン※ LDEV が属する仮想ストレージマシンに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：ボリュームの、仮想ストレージマシンのモデルと

シリアル番号が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの仮想 LDEV ID が表示されます。仮想 LDEV
ID が割り当てられていない場合は、空白が表示されます。

• ［デバイス名］：ボリュームの仮想デバイス名が表示されます。

仮想デバイス名は、仮想エミュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム

数、および仮想 CVS 属性を組み合わせた形式で表示されます。仮想エミ

ュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性の

うち、設定済みの項目だけが表示されます。仮想エミュレーションタイプ、

仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性を設定していない場合は、

空白が表示されます。仮想 CVS 属性を設定している場合は、［CVS］が末

尾に追加されます。

• ［SSID］：ボリュームの仮想 SSID が表示されます。仮想 SSID が設定され

ていない場合は、空白が表示されます。

注※

この項目は、初期状態では表示されません。項目を表示する場合は、［カラム設定］画面で

設定を変更してください。［カラム設定］画面の詳細については、『Hitachi Device Manager
- Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

関連概念

• 8.1.5 ライセンス容量を確認する
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C.2 ［リモートレプリケーション］画面

• サマリ

• ［TC ペア］タブ

• ［UR ペア］タブ

• ［ミラー］タブ

• ［GAD ペア］タブ

• ［GAD コンシステンシーグループ］タブ

サマリ

項目 説明

ペア数 プログラムプロダクトごとペアの数が表示されます。

［合計］には、ペアの合計が表示されます。

ミラー数 ミラーの数が表示されます。

• ［オープン］：オープンシステム用のミラーの数が表示されます。

• ［メインフレーム］：メインフレームシステム用のミラーの数が表示されます。

• ［合計］：ミラーの合計が表示されます。

［TC ペア］タブ

各ユーザに、ローカルストレージシステムのボリュームが割り当てられているペアだけ表示されま

す。

• ボタン
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項目 説明

TC ペア作成 ［TC ペア作成］画面が表示されます。

ペア分割 ［ペア分割］画面が表示されます。

ペア再同期 ［ペア再同期］画面が表示されます。

ペア一致率参照※ ［ペア一致率参照］画面が表示されます。

ペアプロパティ参照※ ［ペアプロパティ参照］画面が表示されます。

リモート接続プロパティ

参照※

［リモート接続プロパティ参照］画面が表示されます。

［ペア位置］が［プライマリ］の場合だけ、画面が表示されます。

ペアオプション編集※ ［ペアオプション編集］画面が表示されます。

ペア削除※ ［ペア削除］画面が表示されます。

テーブル情報出力※ テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

注※

［他のタスク］をクリックすると表示されます。

• テーブル

項目 説明

ローカルストレージシス

テム

ローカルストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。LDEV ID をクリ

ックすると、［LDEV プロパティ］画面が表示されます。

• ［LDEV 名］：ボリュームの LDEV 名が表示されます。

• ［ポート名］：ボリュームのポート名が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• ［ホストグループ名/iSCSI ターゲットエイリアス］：ボリュームのホストグ

ループ名または iSCSI ターゲットエイリアスが表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• ［iSCSI ターゲット名］：ボリュームの iSCSI ターゲット名が表示されま

す。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• ［LUN ID］：ボリュームの LUN ID が表示されます。

FC-NVMe でホストに接続されたボリュームの場合、および TrueCopy for
Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• [Namespace ID］：ボリュームの Namespace ID が表示されます。

ファイバチャネルまたは iSCSI でホストに接続されたボリュームの場合、

および TrueCopy for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームが、ペアのプライマリボリュームかセカンダリボ

リュームであるかが表示されます。

• ［プロビジョニングタイプ］※1：ボリュームのプロビジョニングタイプが

表示されます。

• ［エミュレーションタイプ］※1：ボリュームのエミュレーションタイプが

表示されます。

• ［容量］※1：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］※1：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

• ［暗号化］※1：暗号化の情報が表示されます。
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項目 説明

◦ ［有効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が有効です。

または、暗号化設定が有効なプールボリュームのプールに関連付けら

れた仮想ボリュームです。

◦ ［無効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が無効です。

または、暗号化設定が無効なプールボリュームのプールに関連付けら

れた仮想ボリュームです。

◦ ［混在］：LDEV の属するプールに次のどれか 2 つ以上が含まれている

場合に表示されます。

・暗号化が有効なボリューム

・暗号化が無効なボリューム

・外部ボリューム

注意：混在している状態の LDEV ではデータの暗号化が保証されませ

ん。データの暗号化を管理したい場合は、［暗号化］が［有効］または

［無効］の LDEV を使用してください。

◦ ［－］：外部ボリュームまたはマイグレーションボリュームです。

Dynamic Provisioning または Dynamic Provisioning for Mainframe
の仮想ボリュームの場合は、LDEV が属するプールが外部ボリューム

または閉塞しています。

• ［容量削減］※1：容量削減機能の情報が表示されます。

◦ ［圧縮］：圧縮機能を使用します。

◦ ［重複排除および圧縮］：重複排除機能および圧縮機能を使用します。

◦ ［無効］：容量削減機能を使用しません。

• ［圧縮アクセラレータ］※1、※2：圧縮アクセラレータの設定が表示されま

す。

◦ ［有効］：圧縮アクセラレータの設定が有効です。

◦ ［無効］：圧縮アクセラレータの設定が無効です。

◦ ［－］：圧縮アクセラレータが設定できない LDEV です。または、圧縮

アクセラレータが設定できる LDEV で、容量削減が［無効］かつ、容

量削減状態が［Disabled］の状態です。

• ［T10 PI］※1：ボリュームの T10 PI 属性の情報が表示されます。

◦ ［有効］：ボリュームの T10 PI 属性が有効になっています。

◦ ［無効］：ボリュームの T10 PI 属性が無効になっています。

◦ ［－］：エミュレーションタイプが OPEN-V 以外のボリュームです。

• ［仮想ストレージマシン］※1：ボリュームの、仮想ストレージマシンのモ

デルとシリアル番号が表示されます。

• ［仮想 LDEV ID］※1：ボリュームの仮想 LDEV ID が表示されます。

• ［仮想デバイス名］※1：ボリュームの仮想デバイス名が表示されます。

仮想デバイス名は、仮想エミュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム

数、および仮想 CVS 属性を組み合わせた形式で表示されます。仮想エミ

ュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性の

うち、設定済みの項目だけが表示されます。仮想エミュレーションタイプ、

仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性を設定していない場合は、

空白が表示されます。仮想 CVS 属性を設定している場合は、［CVS］が末

尾に追加されます。

• ［仮想 SSID］※1：ボリュームの仮想 SSID が表示されます。仮想 SSID が

設定されていない場合は、空白が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

• ［TC］：TrueCopy ペア

246 TrueCopy for Mainframe GUI リファレンス

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



項目 説明

• ［TCMF］：TrueCopy for Mainframe ペア

状態 ペアの状態が表示されます。

Storage Navigator の画面では、ペア状態は「Storage Navigator でのペア状

態/RAID Manager または Business Continuity Manager でのペア状態」とい

う形式で表示されます。Storage Navigator でのペア状態と RAID Manager
または Business Continuity Manager でのペア状態が同じ場合は、RAID
Manager または Business Continuity Manager でのペア状態は表示されませ

ん。MTIR ペアの場合は、RAID Manager または Business Continuity
Manager でのペア状態に［MTIR(10)］が表示されます。

TrueCopy for Mainframe のペア状態については、「8.1.2 TrueCopy for
Mainframe ペア状態の定義」を参照してください。

処理状態※1 ペアの処理状態が表示されます。

• ［Expanding］：TrueCopy のペアボリュームの容量を拡張中です。

容量拡張中ではない場合、または Dynamic Provisioning の仮想ボリューム以

外をペアボリュームとして使用している場合は、空白が表示されます。

属性※1 ペアの状態の属性が表示されます。

MTIR ペアの場合、［MTIR］が表示されます。

MTIR ペアでない場合は空白が表示されます。

リモートストレージシス

テム

リモートストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル

番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［ポート名］：ボリュームのポート名が表示されます。ペア作成時に LDEV
ID を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更してもこの情報

は更新されません。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• ［ホストグループ ID/iSCSI ターゲット ID］：ボリュームのホストグループ

ID または iSCSI ターゲット ID が表示されます。ペア作成時に LDEV ID
を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更してもこの情報は

更新されません。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• ［LUN ID］：ボリュームの LUN ID が表示されます。ペア作成時に LDEV
ID を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更してもこの情報

は更新されません。

FC-NVMe でホストに接続されたボリュームの場合、および TrueCopy for
Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• [Namespace ID］：ボリュームの Namespace ID が表示されます。ペア作

成時に LDEV ID を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更

しても、この情報は更新されません。

ファイバチャネルまたは iSCSI でホストに接続されたボリュームの場合、

および TrueCopy for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• ［仮想ストレージマシン］※1：ボリュームの、仮想ストレージマシンのモ

デルとシリアル番号が表示されます。

• ［仮想 LDEV ID］※1：ボリュームの仮想 LDEV ID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

更新タイプ※1 更新タイプが表示されます。

• ［同期］：コンシステンシーグループに割り当てられていない TrueCopy ペ

アまたは TrueCopy for Mainframe ペアです。
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項目 説明

• ［同期(CTG 指定)］：コンシステンシーグループを指定して作成した

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアです。

CTG ID※1 コンシステンシーグループ ID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

CTG 利用※1 複数のローカルストレージシステムおよびリモートストレージシステムがコ

ンシステンシーグループを共有しているかどうかが表示されます。

• ［Single］：1 組のストレージシステムで構成されているコンシステンシー

グループです。

• ［Multi］：複数組のストレージシステムで構成されているコンシステンシ

ーグループです。

プリザーブミラー状態
※1

プリザーブミラー状態が表示されます。

• ［－］：正常な Preserve Mirror 状態である、または Preserve Mirror のペ

アではないことを示します。

• ［Withdrawn］：Compatible FlashCopy® V2 のコピーを中断したためペア

ボリュームのデータが一致していないことを示します。

フェンスレベル※1 フェンスレベルが表示されます。

ホスト I/O タイムスタン

プ転送※1
ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送するかどうかが表示

されます。

マルチターゲット※1 PPRC マルチターゲット対応ペアかどうかが表示されます。

• ［有効］：PPRC マルチターゲット対応のペアです。

• ［無効］：PPRC マルチターゲット非対応のペアです。

差分再同期 PPRC マルチターゲット構成でのインクリメンタルリシンク時のコピー動作

が表示されます。

• ［全データコピー］：PPRC マルチターゲット差分コピー非対応ペア（サス

ペンド状態以外）です。

• ［差分データコピー］：PPRC マルチターゲット差分コピー対応ペアです。

• ［－］：PPRC マルチターゲット非対応ペア、または PPRC マルチターゲッ

ト差分コピー非対応ペア（サスペンド状態）です。

注※1

この項目は、初期状態では表示されません。項目を表示する場合は、［カラム設定］画面で

設定を変更してください。［カラム設定］画面の詳細については、『Hitachi Device Manager
- Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

注※2

VSP 5200、VSP 5600 のみ表示されます。

［UR ペア］タブ

各ユーザに、ローカルストレージシステムのボリュームが割り当てられているペアだけ表示されま

す。

• ボタン

項目 説明

UR ペア作成 ［UR ペア作成］画面が表示されます。
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項目 説明

ペア分割 ［ペア分割］画面が表示されます。

ペア再同期 ［ペア再同期］画面が表示されます。

ペア一致率参照※ ［ペア一致率参照］画面が表示されます。

ペアプロパティ参照※ ［ペアプロパティ参照］画面が表示されます。

リモート接続プロパティ

参照※

［リモート接続プロパティ参照］画面が表示されます。

［ペア位置］が［プライマリ］の場合だけ、画面が表示されます。

ペアオプション編集※ ［ペアオプション編集］画面が表示されます。

ペア削除※ ［ペア削除］画面が表示されます。

ミラー分割※ ［ミラー分割］画面が表示されます。

ミラー再同期※ ［ミラー再同期］画面が表示されます。

ミラー削除※ ［ミラー削除］画面が表示されます。

テーブル情報出力※ テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

注※

［他のタスク］をクリックすると表示されます。

• テーブル

項目 説明

ローカルストレージシス

テム

ローカルストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。LDEV ID をクリ

ックすると、［LDEV プロパティ］画面が表示されます。

• ［LDEV 名］：ボリュームの LDEV 名が表示されます。

• ［ポート名］：ボリュームのポート名が表示されます。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されま

す。

• ［ホストグループ名/iSCSI ターゲットエイリアス］：ボリュームのホストグ

ループ名または iSCSI ターゲットエイリアスが表示されます。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されま

す。

• ［iSCSI ターゲット名］：ボリュームの iSCSI ターゲット名が表示されま

す。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されま

す。

• ［LUN ID］：ボリュームの LUN ID が表示されます。

FC-NVMe でホストに接続されたボリュームの場合、および Universal
Replicator for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• [Namespace ID］：ボリュームの Namespace ID が表示されます。

ファイバチャネルまたは iSCSI でホストに接続されたボリュームの場合、

および Universal Replicator for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示

されます。

• ［ペア位置］：ボリュームが、ペアのプライマリボリュームかセカンダリボ

リュームであるかが表示されます。

• ［ジャーナル ID］：ジャーナル ID が表示されます。

• ［ミラー ID］：ミラー ID が表示されます。
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項目 説明

• ［SLU ID］：SLU 属性の LDEV の場合は、SLU ID が表示されます。SLU
属性の LDEV でない場合は、［－］が表示されます。SLU ID が設定され

ていない場合は、［?］が表示されます。

• ［プロビジョニングタイプ］※1：ボリュームのプロビジョニングタイプが

表示されます。

• ［エミュレーションタイプ］※1：ボリュームのエミュレーションタイプが

表示されます。

• ［容量］※1：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］※1：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

• ［暗号化］※1：暗号化の情報が表示されます。

◦ ［有効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が有効です。

または、暗号化設定が有効なプールボリュームのプールに関連付けら

れた仮想ボリュームです。

◦ ［無効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が無効です。

または、暗号化設定が無効なプールボリュームのプールに関連付けら

れた仮想ボリュームです。

◦ ［混在］：LDEV の属するプールに次のどれか 2 つ以上が含まれている

場合に表示されます。

・暗号化が有効なボリューム

・暗号化が無効なボリューム

・外部ボリューム

注意：混在している状態の LDEV ではデータの暗号化が保証されませ

ん。データの暗号化を管理したい場合は、［暗号化］が［有効］または

［無効］の LDEV を使用してください。

◦ ［－］：外部ボリュームまたはマイグレーションボリュームです。

Dynamic Provisioning または Dynamic Provisioning for Mainframe
の仮想ボリュームの場合は、LDEV が属するプールが外部ボリューム

または閉塞しています。

• ［ジャーナル暗号化］※1：ジャーナルの暗号化状態が表示されます。

◦ ［有効］：暗号化ボリュームで作成されたジャーナルです。

◦ ［無効］：非暗号化ボリュームで作成されたジャーナルです。

◦ ［混在］：ジャーナルボリュームの属するプールに次のどれか 2 つ以上

が含まれている場合に表示されます。

・暗号化が有効なボリューム

・暗号化が無効なボリューム

・外部ボリューム

注意：混在している状態のジャーナルではデータの暗号化が保証され

ません。データの暗号化を管理したい場合は、［暗号化］が［有効］ま

たは［無効］のジャーナルを使用してください。

◦ ［－］：ジャーナルボリュームが属するプールが外部ボリューム、マイ

グレーションで作成されたプールまたは閉塞しています。

• ［容量削減］※1：容量削減機能の情報が表示されます。

◦ ［圧縮］：圧縮機能を使用します。

◦ ［重複排除および圧縮］：重複排除機能および圧縮機能を使用します。

◦ ［無効］：容量削減機能を使用しません。

• ［圧縮アクセラレータ］※1、※2：圧縮アクセラレータの設定が表示されま

す。

◦ ［有効］：圧縮アクセラレータの設定が有効です。

◦ ［無効］：圧縮アクセラレータの設定が無効です。
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項目 説明

◦ ［－］：圧縮アクセラレータが設定できない LDEV です。または、圧縮

アクセラレータが設定できる LDEV で、容量削減が［無効］かつ、容

量削減状態が［Disabled］の状態です。

• ［T10 PI］※1：ボリュームの T10 PI 属性の情報が表示されます。

◦ ［有効］：ボリュームの T10 PI 属性が有効になっています。

◦ ［無効］：ボリュームの T10 PI 属性が無効になっています。

• ［仮想ストレージマシン］※1：ボリュームの、仮想ストレージマシンのモ

デルとシリアル番号が表示されます。

• ［仮想 LDEV ID］※1：ボリュームの仮想 LDEV ID が表示されます。仮想

LDEV ID が割り当てられていない場合は、空白が表示されます。

• ［仮想デバイス名］※1：ボリュームの仮想デバイス名が表示されます。

仮想デバイス名は、仮想エミュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム

数、および仮想 CVS 属性を組み合わせた形式で表示されます。仮想エミ

ュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性の

うち、設定済みの項目だけが表示されます。仮想エミュレーションタイ

プ、仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性を設定していない場

合は、空白が表示されます。仮想 CVS 属性を設定している場合は、

［CVS］が末尾に追加されます。

• ［仮想 SSID］※1：ボリュームの仮想 SSID が表示されます。仮想 SSID が

設定されていない場合は、空白が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

• ［UR］：Universal Replicator ペア

• ［URMF］：Universal Replicator for Mainframe ペア

状態 ペアの状態が表示されます。ペアの状態については、『Universal Replicator
ユーザガイド』または『Universal Replicator for Mainframe ユーザガイド』

を参照してください。

処理状態※1 ペアの処理状態が表示されます。

• ［Expanding］：Universal Replicator のペアボリュームの容量を拡張中で

す。

容量拡張中ではない場合、または Dynamic Provisioning の仮想ボリューム以

外をペアボリュームとして使用している場合は、空白が表示されます。

リモートストレージシス

テム

リモートストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル

番号が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［ポート名］：ボリュームのポート名が表示されます。ペア作成時に LDEV
ID を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更してもこの情

報は更新されません。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されま

す。

• ［ホストグループ ID/iSCSI ターゲット ID］：ボリュームのホストグループ

ID または iSCSI ターゲット ID が表示されます。ペア作成時に LDEV
ID を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更してもこの情

報は更新されません。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されま

す。
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• ［LUN ID］：ボリュームの LUN ID が表示されます。ペア作成時に LDEV
ID を特定するためだけの情報であり、接続先でパス設定を変更してもこ

の情報は更新されません。

FC-NVMe でホストに接続されたボリュームの場合、および Universal
Replicator for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示されます。

• [Namespace ID］：ボリュームの Namespace ID が表示されます。ペア作

成時に LDEV ID を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更

しても、この情報は更新されません。

ファイバチャネルまたは iSCSI でホストに接続されたボリュームの場合、

および Universal Replicator for Mainframe ペアの場合は、［－］が表示

されます。

• ［ジャーナル ID］：ジャーナル ID が表示されます。

• ［仮想ストレージマシン］※1：ボリュームの、仮想ストレージマシンのモ

デルとシリアル番号が表示されます。

• ［仮想 LDEV ID］※1：ボリュームの仮想 LDEV ID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

CTG ID※1 コンシステンシーグループ ID が表示されます。

エラーレベル※1 エラーレベルが表示されます。

注※1

この項目は、初期状態では表示されません。項目を表示する場合は、［カラム設定］画面で

設定を変更してください。［カラム設定］画面の詳細については、『Hitachi Device Manager
- Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

注※2

VSP 5200、VSP 5600 のみ表示されます。

［ミラー］タブ

各ユーザに、すべてのジャーナルボリュームが割り当てられているミラーだけ表示されます。

• ボタン

項目 説明

ミラー分割 ［ミラー分割］画面が表示されます。

ミラー再同期 ［ミラー再同期］画面が表示されます。

UR ペア作成 ［UR ペア作成］画面が表示されます。

ミラーオプション編集※ ［ミラーオプション編集］画面が表示されます。

リモート接続プロパティ

参照※

［リモート接続プロパティ参照］画面が表示されます。

［属性］が［マスタ］の場合だけ、画面が表示されます。

ミラー削除※ ［ミラー削除］画面が表示されます。

リモートコマンドデバイ

ス割り当て※

［リモートコマンドデバイス割り当て］画面が表示されます。

リモートコマンドデバイ

ス解除※

［リモートコマンドデバイス解除］画面が表示されます。

テーブル情報出力※ テーブル情報を出力させる画面が表示されます。
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注※

［他のタスク］をクリックすると表示されます。

• テーブル

項目 説明

ジャーナル ID ジャーナル ID が表示されます。ジャーナル ID をクリックすると、個別のジャ

ーナル画面が表示されます。

ミラー ID ミラー ID が表示されます。

ジャーナルタイプ ジャーナルタイプ（コピータイプと同一の値）が表示されます。

属性 ジャーナルの属性が表示されます。

状態 ミラーの状態が表示されます。ミラーの状態については、『Universal
Replicator ユーザガイド』または『Universal Replicator for Mainframe ユー

ザガイド』を参照してください。

リモートストレージシス

テム

リモートストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル

番号が表示されます。

• ［ジャーナル ID］：ジャーナル ID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

データ VOL 数 データボリューム数が表示されます。

データ容量 データ容量が表示されます。

リモートコマンドデバイ

ス

ミラーにリモートコマンドデバイスが割り当てられているかどうかが表示さ

れます。

• ミラーにリモートコマンドデバイスが割り当てられている場合、LDEV ID
が表示されます。

• ミラーにリモートコマンドデバイスが割り当てられていない場合、この欄

は空白です。

• ミラーにリモートコマンドデバイスを割り当てられない場合、［－］が表示

されます。

CTG ID※ コンシステンシーグループ ID が表示されます。

CTG 利用※ 複数のローカルストレージシステムおよびリモートストレージシステムがコ

ンシステンシーグループを共有しているかどうかが表示されます。

• ［Single］：1 組のストレージシステムで構成されているコンシステンシー

グループです。

• ［Multi］：複数組のストレージシステムで構成されているコンシステンシ

ーグループです。

EXCTG 設定※ ジャーナルが拡張コンシステンシーグループに属している場合は、次の情報が

表示されます。ジャーナルが拡張コンシステンシーグループに属していない

場合、［－］が表示されます。

• ［EXCTG ID］：拡張コンシステンシーグループ ID が表示されます。

• ［スーパー DKC］：スーパー DKC の装置名称およびスラッシュ（/）の右

側にシリアル番号が表示されます。

パス監視時間※ パス監視時間が表示されます。

パス監視時間の転送※ マスタジャーナルのパス監視時間を副ミラーに転送するかどうかが表示され

ます。転送すると、正ミラーと副ミラーでパス監視時間が一致します。

• ［該当］：副ミラーにパス監視時間を転送します。

• ［非該当］：副ミラーにパス監視時間を転送しません。
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コピー速度※ ボリューム 1 個当たりの形成コピーの速度が表示されます。［低速］、［中速］

または［高速］のどれかが表示されます。ジャーナルがリストアジャーナルの

場合、［－］が表示されます。

転送速度※ データ転送時の回線速度が表示されます。単位は Mbps（メガビット／秒）で

す。［256］、［100］、［10］、または［3］のどれかが表示されます。

デルタリシンク失敗※ デルタリシンク処理が実行できなかった場合の処理が表示されます。

• ［全てコピー］：デルタリシンク処理が実行できなかった場合、プライマリ

ボリュームのデータをすべてセカンダリボリュームにコピーします。

• ［コピーなし］：デルタリシンク処理が実行できなかった場合、何も処理を

実行しません。したがって、セカンダリボリュームも更新されません。

注※

この項目は、初期状態では表示されません。項目を表示する場合は、［カラム設定］画面で

設定を変更してください。［カラム設定］画面の詳細については、『Hitachi Device Manager
- Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

［GAD ペア］タブ

各ユーザに、ローカルストレージシステムのボリュームが割り当てられているペアだけ表示されま

す。

• ボタン

項目 説明

GAD ペア作成 ［GAD ペア作成］画面が表示されます。

ペア中断 ［ペア中断］画面が表示されます。

ペア再同期 ［ペア再同期］画面が表示されます。

ペア一致率参照※ ［ペア一致率参照］画面が表示されます。

ペアプロパティ参照※ ［ペアプロパティ参照］画面が表示されます。

リモート接続プロパティ

参照※

［リモート接続プロパティ参照］画面が表示されます。

［ペア位置］が［プライマリ］の場合だけ、画面が表示されます。

ペア削除※ ［ペア削除］画面が表示されます。

テーブル情報出力※ テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

注※

［他のタスク］をクリックすると表示されます。

• テーブル

項目 説明

ローカルストレージシス

テム

ローカルストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。LDEV ID をクリ

ックすると、［LDEV プロパティ］画面が表示されます。

• ［LDEV 名］：ボリュームの LDEV 名が表示されます。

• ［ポート名］：ボリュームのポート名が表示されます。FC-NVMe でホスト

に接続されたボリュームの場合、［－］が表示されます。
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• ［ホストグループ名/iSCSI ターゲットエイリアス］：ボリュームのホストグ

ループ名または iSCSI ターゲットエイリアスが表示されます。

• ［iSCSI ターゲット名］：ボリュームの iSCSI ターゲット名が表示されま

す。

• ［LUN ID］：ボリュームの LUN ID が表示されます。FC-NVMe でホスト

に接続されたボリュームの場合、［－］が表示されます。

• ［Namespace ID］：ボリュームの Namespace ID が表示されます。ファイ

バチャネルまたは iSCSI でホストに接続されたボリュームの場合、［－］

が表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームが、ペアのプライマリボリュームかセカンダリボ

リュームであるかが表示されます。

• ［プロビジョニングタイプ］※1：ボリュームのプロビジョニングタイプが

表示されます。

• ［容量］※1：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］※1：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

• ［暗号化］※1：暗号化の情報が表示されます。

◦ ［有効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が有効です。

または、暗号化設定が有効なプールボリュームのプールに関連付けら

れた仮想ボリュームです。

◦ ［無効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が無効です。

または、暗号化設定が無効なプールボリュームのプールに関連付けら

れた仮想ボリュームです。

◦ ［混在］：LDEV の属するプールに次のどれか 2 つ以上が含まれている

場合に表示されます。

・暗号化が有効なボリューム

・暗号化が無効なボリューム

・外部ボリューム

注意：混在している状態の LDEV ではデータの暗号化が保証されませ

ん。データの暗号化を管理したい場合は、［暗号化］が［有効］または

［無効］の LDEV を使用してください。

◦ ［－］：外部ボリュームまたはマイグレーションボリュームです。

Dynamic Provisioning の仮想ボリュームの場合は、LDEV が属するプ

ールが外部ボリュームまたは閉塞しています。

• ［I/O モード］：ボリュームの I/O モードが表示されます。

• ［ALUA モード］※1：ALUA モードの情報が表示されます。

• ［容量削減］※1：容量削減機能の情報が表示されます。

◦ ［圧縮］：圧縮機能を使用します。

◦ ［重複排除および圧縮］：重複排除機能および圧縮機能を使用します。

◦ ［無効］：容量削減機能を使用しません。

• ［圧縮アクセラレータ］※1、※2：圧縮アクセラレータの設定が表示されま

す。

◦ ［有効］：圧縮アクセラレータの設定が有効です。

◦ ［無効］：圧縮アクセラレータの設定が無効です。

◦ ［－］：圧縮アクセラレータが設定できない LDEV です。または、圧縮

アクセラレータが設定できる LDEV で、容量削減が［無効］かつ、容

量削減状態が［Disabled］の状態です。

• ［T10 PI］※1：ボリュームの T10 PI 属性の情報が表示されます。

◦ ［有効］：ボリュームの T10 PI 属性が有効になっています。
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項目 説明

◦ ［無効］：ボリュームの T10 PI 属性が無効になっています。

状態 ペアの状態が表示されます。

処理状態※1 ペアの処理状態が表示されます。

• ［Expanding］：GAD のペアボリュームの容量を拡張中です。

容量拡張中ではない場合、または Dynamic Provisioning の仮想ボリューム以

外をペアボリュームとして使用している場合は、空白が表示されます。

障害要因※1 障害の要因が表示されます。

［障害要因］に表示される文言と説明については「［障害要因］に表示される文

言と説明」を参照してください。

リモートストレージシス

テム

リモートストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル

番号が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［ポート名］：ボリュームのポート名が表示されます。ペア作成時に LDEV
ID を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更してもこの情報

は更新されません。FC-NVMe でホストに接続されたボリュームの場合、

［－］が表示されます。

• ［ホストグループ ID/iSCSI ターゲット ID］：ボリュームのホストグループ

ID または iSCSI ターゲット ID が表示されます。ペア作成時に LDEV ID
を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更してもこの情報は

更新されません。FC-NVMe でホストに接続されたボリュームの場合、

［－］が表示されます。

• ［LUN ID］：ボリュームの LUN ID が表示されます。ペア作成時に LDEV
ID を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更してもこの情報

は更新されません。FC-NVMe でホストに接続されたボリュームの場合、

［－］が表示されます。

• ［Namespace ID］：ボリュームの Namespace ID が表示されます。ペア作

成時に LDEV ID を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更

してもこの情報は更新されません。ファイバチャネルまたは iSCSI でホ

ストに接続されたボリュームの場合、［－］が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

ミラー ID ミラー ID が表示されます。

Quorum ディスク Quorum ディスクに関する情報が表示されます。

• ［ID］：Quorum ディスク ID が表示されます。

• ［LDEV ID］：Quorum ディスクの LDEV ID が表示されます。Quorum デ

ィスクに LDEV が設定されていない場合は、ハイフン（-）が表示されま

す。

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。

Quorum ディスク閉塞

時ペア動作モード

Quorum ディスクが閉塞したときのペア動作のモードが表示されます。

Quorum ディスクに LDEV が設定されていない場合は、ハイフン（-）が表示

されます。

• ［ペア維持（プライマリ/セカンダリ共にアクセス可）］：サーバからプライ

マリボリュームとセカンダリボリュームの両方へ接続できます。

• ［ペア維持（プライマリアクセス可/セカンダリアクセス不可）］：サーバか

らプライマリボリュームへ接続できます。プライマリボリュームへ書き込

まれたデータは、セカンダリボリュームに書き込まれます。
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項目 説明

• ［ペア中断］：サーバからプライマリボリュームへ接続できます。プライマ

リボリュームへ書き込まれたデータは、セカンダリボリュームに書き込ま

れません。

仮想ストレージマシン LDEV が属する仮想ストレージマシンに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：ボリュームの、仮想ストレージマシンのモデルと

シリアル番号が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの仮想 LDEV ID が表示されます。仮想 LDEV
ID が割り当てられていない場合は、空白が表示されます。

• ［デバイス名］：ボリュームの仮想デバイス名が表示されます。

仮想デバイス名は、仮想エミュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム

数、および仮想 CVS 属性を組み合わせた形式で表示されます。仮想エミ

ュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性の

うち、設定済みの項目だけが表示されます。仮想エミュレーションタイプ、

仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性を設定していない場合は、

空白が表示されます。仮想 CVS 属性を設定している場合は、［CVS］が末

尾に追加されます。

• ［SSID］：ボリュームの仮想 SSID が表示されます。仮想 SSID が設定され

ていない場合は、空白が表示されます。

注※1

この項目は、初期状態では表示されません。項目を表示する場合は、［カラム設定］画面で

設定を変更してください。［カラム設定］画面の詳細については、『Hitachi Device Manager
- Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

注※2

VSP 5200、VSP 5600 のみ表示されます。

［障害要因］に表示される文言 説明

ローカルボリューム障害 ローカルストレージシステムのボリュームで障害を検出しました。

リモートパス障害 リモートパスの障害を検出しました。

Quorum ディスク障害 Quorum ディスクの障害を検出しました。

内部エラー 内部エラーを検出しました。

障害なし 障害は検出していませんが、ローカルストレージシステムの電源をオ

ンにした時にペアがサスペンドしました。

リモートボリューム障害 リモートストレージシステムのボリュームで障害を検出しました。

リモート側不特定障害 リモートストレージシステム側で要因を特定できない障害を検出し

ました。

(空白) 障害を検出していません。

［GAD コンシステンシーグループ］タブ

• ボタン

項目 説明

コンシステンシーグルー

プ中断

［コンシステンシーグループ中断］画面が表示されます。
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項目 説明

コンシステンシーグルー

プ再同期

［コンシステンシーグループ再同期］画面が表示されます。

GAD ペア作成 ［GAD ペア作成］画面が表示されます。

テーブル情報出力 テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

• テーブル

項目 説明

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。

利用 コンシステンシーグループが使用されているかどうかが表示されます。［使用中］

または［空き］が表示されます。

Namespace 使用中 コンシステンシーグループに登録されている GAD ペアのボリュームに、

Namespace が設定されているかどうかが表示されます。

• ［該当］：Namespace が設定されています。

• ［非該当］：Namespace が設定されていません。

状態 コンシステンシーグループの状態が表示されます。各状態の説明は、『global-
active device ユーザガイド』を参照してください。

Quorum ディスク Quorum ディスクに関する情報が表示されます。

• ［ID］：Quorum ディスク ID が表示されます。

• ［LDEV ID］：Quorum ディスクの LDEV ID が表示されます。Quorum ディ

スクに LDEV が設定されていない場合は、ハイフン（-）が表示されます。

ミラー ID ミラー ID が表示されます。

ペア位置 コンシステンシーグループに登録されている GAD ペアのボリュームが、プライマ

リボリュームかセカンダリボリュームであるかが表示されます。

I/O モード コンシステンシーグループに登録されている GAD ペアのボリュームの I/O モー

ドが表示されます。

仮想ストレージマシ

ン

仮想ストレージマシンのモデルとシリアル番号が表示されます。

ペア数 コンシステンシーグループに登録されているペア数が表示されます。

画面項目については、『TrueCopy ユーザガイド』、『Universal Replicator ユーザガイド』、

『Universal Replicator for Mainframe ユーザガイド』、または『global-active device ユーザガイ

ド』も参照してください。

関連概念

• 8.1.6 TrueCopy for Mainframe ペアの情報を出力する

関連タスク

• 8.1.1 TrueCopy for Mainframe ペアの状態を確認する
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C.3 ［リモート接続］画面

• サマリ

• ［接続(To)］タブ

• ［接続(From)］タブ

• ［Quorum ディスク］タブ

サマリ

• ボタン

項目 説明

ポート状態参照 ［ポート状態］画面が表示されます。

• テーブル

項目 説明

接続(To) • ［システム］：システム単位のローカルストレージシステムからリモートスト

レージシステムへの接続数が表示されます。

• ［CU］：CU 単位のローカルストレージシステムからリモートストレージシス

テムへの接続数が表示されます。

リモートストレージ

システム

ローカルストレージシステムの接続しているストレージシステムの数が表示され

ます。数値をクリックすると、リモートストレージシステムのモデルとシリアル

番号が、バルーンダイアログで表示されます。

接続(From) • ［システム］：リモートストレージシステムからローカルストレージシステム

へのシステム単位の接続数が表示されます。

• ［CU］：リモートストレージシステムからローカルストレージシステムへの

CU 単位の接続数が表示されます。
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項目 説明

接続数として表示されるのは、TrueCopy ペアおよび TrueCopy for Mainframe ペ

アで使用されているリモート接続の数だけです。

Quorum ディスク Quorum ディスクの数が表示されます。

［接続(To)］タブ

リモートストレージシステム（RCU）の情報が表示されます。

• ボタン

項目 説明

リモート接続追加 ［リモート接続追加］画面が表示されます。

リモート接続オプシ

ョン編集

［リモート接続オプション編集］画面が表示されます。

リモート接続プロパ

ティ参照

［リモート接続プロパティ参照］画面が表示されます。

リモートパス追加※ ［リモートパス追加］画面が表示されます。

リモートパス削除※ ［リモートパス削除］画面が表示されます。

SSID 追加※ ［SSID 追加］画面が表示されます。

SSID 削除※ ［SSID 削除］画面が表示されます。

リモート接続削除※ ［リモート接続削除］画面が表示されます。

テーブル情報出力※ テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

注※

［他のタスク］をクリックすると表示されます。

• テーブル

項目 説明

接続タイプ • ［システム］：ローカルストレージシステムからリモートストレージシステム

へシステム単位で接続されています。

• ［CU］：ローカルストレージシステムからリモートストレージシステムへ CU
単位で接続されています。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

リモートストレージ

システム
• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番

号が表示されます。

• ［CU］：リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

状態 リモート接続の状態が表示されます。

• ［Normal］：リモート接続内のすべてのリモートパスが正常です。

• ［Failed］：リモート接続内のすべてのリモートパスが異常です。

• ［Warning］：リモート接続内の一部のリモートパスが異常です。

リモートパス数 リモートパス数が表示されます。
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項目 説明

小パス数※ 小パス数が表示されます。

RIO MIH 時間(秒)※ RIO MIH 時間(秒)が表示されます。

往復応答時間(ミリ

秒)※
往復応答時間(ミリ秒)が表示されます。

FREEZE オプション
※

FREEZE オプションが表示されます。

注※

この項目は、初期状態では表示されません。項目を表示する場合は、［カラム設定］画面で

設定を変更してください。［カラム設定］画面の詳細については、『Hitachi Device Manager
- Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

［接続(From)］タブ

TrueCopy ペアおよび TrueCopy for Mainframe ペアの S-VOL が形成されている場合だけ、ローカ

ルストレージシステム（MCU）の情報が表示されます。

• ボタン

項目 説明

テーブル情報出力 テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

• テーブル

項目 説明

接続タイプ • ［システム］：リモートストレージシステムからローカルストレージシステム

へシステム単位で接続されています。

• ［CU］：リモートストレージシステムからローカルストレージシステムへ CU
単位で接続されています。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

リモートストレージ

システム
• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番

号が表示されます。

• ［CU］：リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

［Quorum ディスク］タブ

各ユーザに割り当てられている Quorum ディスクだけ表示されます。

• ボタン

項目 説明

Quorum ディスク追

加

［Quorum ディスク追加］画面が表示されます。

Quorum ディスク削

除

［Quorum ディスク削除］画面が表示されます。
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項目 説明

Quorum ディスク編

集

［Quorum ディスク編集］画面が表示されます。

テーブル情報出力 テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

• テーブル

項目 説明

Quorum ディスク ID Quorum ディスク ID が表示されます。

Quorum ディスク Quorum ディスクに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。LDEV ID をクリック

すると、［LDEV プロパティ］画面が表示されます。Quorum ディスクに

LDEV が設定されていない場合は、ハイフン（-）が表示されます。

• ［LDEV 名］：ボリュームの LDEV 名が表示されます。Quorum ディスクに

LDEV が設定されていない場合は、ハイフン（-）が表示されます。

• ［状態］：ボリュームの状態が表示されます。

◦ ［Normal］：正常です。

◦ ［Blocked］：閉塞しています。閉塞状態のボリュームには、ホストか

らアクセスできません。

◦ ［Warning］：ボリュームに問題が発生しています。

◦ ［Formatting］：フォーマット中です。

◦ ［Preparing Quick Format］：クイックフォーマットの準備中です。

◦ ［Quick Formatting］：クイックフォーマットを実行中です。

◦ ［Correction Access］：アクセス属性を修正中です。

◦ ［Copying］：ボリュームのデータをコピーしている状態です。

◦ ［Read Only］：読み取り専用の状態です。Read Only 状態のボリュー

ムには、データの書き込みはできません。

◦ ［Shredding］：シュレッディング操作を実行中です。

◦ ［－］：上記以外の状態です。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。Quorum ディスクに

LDEV が設定されていない場合は、ハイフン（-）が表示されます。

• ［容量］：ボリュームの容量が表示されます。Quorum ディスクに LDEV が設

定されていない場合は、ハイフン（-）が表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムのモデルとシリアル番号が表示されます。

Quorum 監視停止時

Read 応答保証時間

Quorum ディスクが閉塞したあと、または Quorum ディスクに LDEV が設定され

ていない場合は、リモートパスの切断を検知してから、セカンダリボリュームの

ペア状態が PSUE(Block)に変わるまでの時間が表示されます。

関連タスク

• 8.1.8 リモート接続とパスの状態を確認する
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C.4 ［ペア一致率参照］画面

［ペア］テーブル

• テーブル

項目 説明

ローカルストレージシス

テム

ローカルストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［LDEV 名］：ボリュームの LDEV 名が表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームが、ペアのプライマリボリュームかセカンダリボ

リュームであるかが表示されます。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

• ［仮想ストレージマシン］：ボリュームの、仮想ストレージマシンのモデル

とシリアル番号が表示されます。

• ［仮想 LDEV ID］：ボリュームの仮想 LDEV ID が表示されます。

• ［仮想デバイス名］：ボリュームの仮想デバイス名が表示されます。

仮想デバイス名は、仮想エミュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム

数、および仮想 CVS 属性を組み合わせた形式で表示されます。仮想エミ

ュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性の

うち、設定済みの項目だけが表示されます。仮想エミュレーションタイプ、

仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性を設定していない場合は、

空白が表示されます。仮想 CVS 属性を設定している場合は、［CVS］が末

尾に追加されます。

• ［仮想 SSID］：ボリュームの仮想 SSID が表示されます。仮想 SSID が設

定されていない場合は、空白が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

• ［TC］：TrueCopy ペア

• ［TCMF］：TrueCopy for Mainframe ペア

状態 ペアの状態が表示されます。

各ペアの状態については「8.1.2 TrueCopy for Mainframe ペア状態の定義」を

参照してください。

一致率(%) プライマリボリュームとセカンダリボリュームのデータの一致率が割合（％）

で表示されます。

• 形成コピーの処理が進行しているときには、形成コピーの進捗率が表示さ

れます。
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項目 説明

• ペアが分割されているときには、プライマリボリュームとセカンダリボリ

ュームのデータの一致率が表示されます。

• ペアのボリュームが処理待ち（キューイング）のときには、「(Queuing)」
と表示されます。

TrueCopy ペアの場合、ローカルストレージシステムのボリュームがプライマ

リボリュームのときには、ペア状態に関わらず割合（％）が表示されます。ロ

ーカルストレージシステムのボリュームがセカンダリボリュームの場合は、ペ

ア状態が COPY 以外のときにだけ割合（％）が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合、ローカルストレージシステムのボリュ

ームがプライマリボリュームのときには、ペア状態に関わらず割合（％）が表

示されます。ローカルストレージシステムのボリュームがセカンダリボリュ

ームの場合は、ハイフン（-）が表示されます。

MTIR ペアの場合は、ハイフン（-）が表示されます。

リモートストレージシス

テム

リモートストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル

番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［仮想ストレージマシン］：ボリュームの、仮想ストレージマシンのモデル

とシリアル番号が表示されます。

• ［仮想 LDEV ID］：ボリュームの仮想 LDEV ID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

• ボタン

項目 説明

更新 ［ペア］テーブルの情報を更新します。

関連タスク

• 8.1.3 TrueCopy for Mainframe ペアの一致率を確認する
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C.5 ［ペアプロパティ参照］画面

［ペアプロパティ］

項目 説明

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID（LDEV 名）］：ローカルストレージシステムのボリュームの LDEV ID
と LDEV 名が表示されます。

LDEV 名が長く「…」で省略されている場合は、LDEV 名にカーソルを当てると

LDEV 名がツールチップで表示されます。

• ［パス数］：パス数が表示されます。

リンクをクリックすると、パスリストが表示されます。

パスリストは TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

• ［プロビジョニングタイプ,暗号化,T10 PI］：ローカルストレージシステムのボリ

ュームのプロビジョニングタイプ、暗号化の状態、および T10 PI 属性が表示さ

れます。

暗号化の状態は、暗号化が［有効］または［混在］の場合だけ表示されます。T10
PI 属性の情報は、T10 PI 属性が有効の場合だけ表示されます。「…」で省略され
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項目 説明

ている場合は、「…」にカーソルを当てると省略された内容がツールチップで表

示されます。

• ［エミュレーションタイプ,容量］：ローカルストレージシステムのボリュームのエ

ミュレーションタイプおよび容量が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号,CLPR ID:CLPR 名］：ローカルストレージシステムのモデ

ル、シリアル番号、CLPR ID および CLPR 名が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

状態 ペア状態が表示されます。

パスグループ ペアのパスグループ ID が表示されます。

プライマリボリュームがローカルストレージシステムにある場合、パスグループ ID
をクリックするとリモートパスのリストが表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

リモートパス ［リモートパス］と表示されます。

［リモートパス］をクリックすると、リモートパスのリストが表示されます。

プライマリボリュームがローカルストレージシステムにある場合だけ表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：リモートストレージシステムのボリュームの LDEV ID が表示され

ます。

• ［ポート名/ホストグループ ID または iSCSI ターゲット ID/LUN ID］：リモート

ストレージシステムのボリュームのポート名、ホストグループ ID または iSCSI
ターゲット ID、LUN ID が表示されます。

ペア作成時に LDEV ID を特定するための情報であり、接続先でパス設定を変更

してもこの情報は更新されません。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

• ［エミュレーションタイプ,容量］：リモートストレージシステムのボリュームのエ

ミュレーションタイプと容量が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番号が

表示されます。

CU 単位で接続している場合は、SSID も表示されます。

［ペア詳細］テーブル

項目 説明

状態 ペア状態が表示されます。

処理状態 ペアの処理状態が表示されます。

• ［Expanding］：TrueCopy のペアボリュームの容量を拡張中です。

容量拡張中ではない場合、または Dynamic Provisioning の仮想ボリューム以外をペ

アボリュームとして使用している場合は、空白が表示されます。

属性 ペアの状態の属性が表示されます。

MTIR ペアの場合、［MTIR］が表示されます。

MTIR ペアでない場合は空白が表示されます。

更新タイプ 更新タイプが表示されます。

• ［同期］：コンシステンシーグループに割り当てられていない TrueCopy ペアまた

は TrueCopy for Mainframe ペアです。

• ［同期(CTG 指定)］：コンシステンシーグループを指定して作成した TrueCopy ペ

アまたは TrueCopy for Mainframe ペアです。
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項目 説明

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。

CTG 利用 複数組のストレージシステムがコンシステンシーグループを共有しているかどうか

が表示されます。

• ［Single］：1 組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグルー

プです。

• ［Multi］：複数組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグル

ープです。

プリザーブミラー状

態

プリザーブミラー状態が表示されます。

TrueCopy ペアの場合は、［‐］が表示されます。

フェンスレベル フェンスレベルが表示されます。

• ［なし］：ペアを分割しても、プライマリボリュームに書き込めます。

• ［セカンダリボリュームデータ］：更新コピーが失敗したときに、プライマリボリ

ュームに書き込めなくなります。

• ［セカンダリボリューム状態］：正サイトのストレージシステムがセカンダリボリ

ュームのペアの状態を PSUE（TrueCopy の場合）または Suspend（TrueCopy
for Mainframe の場合）に変更できない場合にだけ、プライマリボリュームに書

き込めなくなります。

ホスト I/O タイムスタ

ンプ転送

ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送するかどうかが表示されま

す。

TrueCopy ペアの場合は、［‐］が表示されます。

セカンダリボリュー

ム書き込み

セカンダリボリュームに書き込みできるかどうかが表示されます。

• ［許可］：セカンダリボリュームに書き込みできます。

• ［拒否］：セカンダリボリュームに書き込みできません。

ペアが分割されている場合にだけ「許可」になります。なお、該当ボリュームがセカ

ンダリボリュームで、かつ書き込み操作ができる場合、ホストから書き込み操作を受

け付けたかどうかも表示されます。その場合、すでにホストから書き込み操作を受け

付けたときは「許可(受領済み)」、まだ受け付けていないときは「許可(未受領)」と表

示されます。

コピー速度 コピー速度が表示されます。

形成コピー優先度 ペアプロパティ参照操作の優先順位（スケジューリング順位）が TrueCopy の場合は

1～256、TrueCopy for Mainframe の場合は 0～256 の 10 進数で表示されます。

ペア作成時刻 ペア作成時刻が表示されます。

終更新時刻 終更新時刻が表示されます。

ペアコピー時間 ペアコピー時間が表示されます。

CFW データ キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかが表

示されます。

TrueCopy ペアの場合は、［‐］が表示されます。

セカンダリボリュー

ムへの DFW 使用

副サイトのストレージシステムがセカンダリボリュームへ DFW データをコピーで

きないときに、正サイトのストレージシステムが TrueCopy for Mainframe ペアを分

割するかどうかが表示されます。

TrueCopy ペアの場合は、［‐］が表示されます。

マルチターゲット PPRC マルチターゲット対応ペアかどうかが表示されます。

• ［有効］：PPRC マルチターゲット対応のペアです。

• ［無効］：PPRC マルチターゲット非対応のペアです。

ローカルストレージ

システム

LDEV が属する仮想ストレージマシンに関する情報が表示されます。
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項目 説明

• ［仮想ストレージマシン］：ボリュームの、仮想ストレージマシンのモデルとシリ

アル番号が表示されます。

• ［仮想 LDEV ID］：ボリュームの仮想 LDEV ID が表示されます。

• ［仮想デバイス名］：ボリュームの仮想デバイス名が表示されます。

仮想デバイス名は、仮想エミュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム数およ

び仮想 CVS 属性を組み合わせた形式で表示されます。仮想エミュレーションタ

イプ、仮想 LUSE ボリューム数、および仮想 CVS 属性のうち、設定済みの項目

だけが表示されます。仮想エミュレーションタイプ、仮想 LUSE ボリューム数お

よび仮想 CVS 属性を設定していない場合は、空白が表示されます。仮想 CVS 属

性を設定している場合は、［CVS］が末尾に追加されます。

• ［仮想 SSID］：ボリュームの仮想 SSID が表示されます。仮想 SSID が設定され

ていない場合は、空白が表示されます。

リモートストレージ

システム

LDEV が属する仮想ストレージマシンに関する情報が表示されます。

• ［仮想ストレージマシン］：ボリュームの仮想ストレージマシンのモデルとシリア

ル番号が表示されます。

• ［仮想 LDEV ID］：ボリュームの仮想 LDEV ID が表示されます。

［ページ数（現在/選択数）］

項目 説明

ページ数（現在/選択

数）

「現在のペア情報/選択したペアの数」が表示されます。

関連タスク

• 8.1.1 TrueCopy for Mainframe ペアの状態を確認する
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C.6 ［リモート接続プロパティ参照］画面

［リモート接続プロパティ］テーブル

項目 説明

接続タイプ 接続タイプが表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

リモートストレージ

システム
• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番号が

表示されます。

• ［CU］：リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

パスグループ ID パスグループの ID が表示されます。

チャネルタイプ チャネルタイプが表示されます。

• ［Fibre］：リモート接続内のすべてのリモートパスのローカルポートタイプが

Fibre です。

• ［FCoE］：リモート接続内のすべてのリモートパスのローカルポートタイプが

FCoE です。
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項目 説明

• ［iSCSI］：リモート接続内のすべてのリモートパスのローカルポートタイプが

iSCSI です。

• ［混在］：Fibre、FCoE、または iSCSI のうち、2 つ以上のリモートパスのローカ

ルポートタイプが、同じリモート接続内で混在しています。

状態 リモート接続の状態が表示されます。

• ［Normal］：リモート接続内のすべてのリモートパスが正常です。

• ［Failed］：リモート接続内のすべてのリモートパスが異常です。

• ［Warning］：リモート接続内の一部のリモートパスが異常です。

小パス数 • ［TC/GAD］：TrueCopy および GAD の 小パス数が表示されます。

• ［UR］：Universal Replicator の 小パス数が表示されます。

RIO MIH 時間 RIO MIH 時間が表示されます。

往復応答時間 往復応答時間が表示されます。

FREEZE オプション FREEZE オプションが有効かどうかが表示されます。

登録時刻 登録時刻が表示されます。

終更新時刻 終更新時刻が表示されます。

リモートパス数 リモートパス数が表示されます。

［リモートパス］テーブル

項目 説明

ローカル ローカルストレージシステムのポートに関する情報が表示されます。

• ［ポート名］：ポート名が表示されます。

• ［ポートタイプ］：ポートタイプが表示されます。

◦ ［Fibre］：ファイバチャネルポートです。

◦ ［FCoE］：FCoE ポートです。

◦ ［iSCSI］：iSCSI ポートです。

• ［仮想ポート ID］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、仮想ポート ID が表示

されます。

リモート リモートストレージシステムのポートに関する情報が表示されます。

• ［ポート名］：ポート名が表示されます。

• ［IP アドレス］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、ポートの IP アドレスが

表示されます。

• ［TCP ポート番号］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、ポートの TCP ポー

ト番号が表示されます。

状態 リモートパスの状態が表示されます。各状態の説明は、「11.1.2 TrueCopy for
Mainframe のリモートパスの状態に関するトラブルシューティング」を参照してく

ださい。

関連タスク

• 8.1.8 リモート接続とパスの状態を確認する

• 8.2.8 リモート接続を削除する
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C.7 ［操作履歴］画面

情報設定エリア

項目 説明

コピータイプ コピータイプを選択します。

• ［TC］

• ［TCMF］

• ［UR］

• ［URMF］

• ［GAD］

終更新日時 終更新日時が表示されます。

［コピータイプ］を選択していない場合は、表示されません。

ページ数 ページ数が表示されます。ボタンをクリックすると、前後のページへ移動します。

［コピータイプ］を選択していない場合は、現在のページ数（テキストボックス）と

総ページ数の両方とも表示されません。

［操作履歴］テーブル（［TC］または［TCMF］を選択した場合）

• テーブル

項目 説明

日時 操作の日時が表示されます。

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムのボリュームの情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［プロビジョニングタイプ］：ボリュームのプロビジョニングタイプが表示さ

れます。
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項目 説明

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムのボリュームの情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［プロビジョニングタイプ］：ボリュームのプロビジョニングタイプが表示さ

れます。

説明 操作の説明が表示されます。

各操作の説明については、「(1)　［操作履歴］画面の［説明］に表示される文言」

を参照してください。TrueCopy の操作の説明については、『TrueCopy ユーザガ

イド』を参照してください。

コピー時間 コピー時間が表示されます。

［説明］が「Pair Add Complete」または「Pair Resync. Complete」以外の場合

には［－］が表示されます。

開始時刻 操作の開始時刻が表示されます。

［説明］が「Pair Add Complete」または「Pair Resync. Complete」以外の場合

には［－］が表示されます。

• ボタン

項目 説明

テーブル情報出力 テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

［操作履歴］テーブル（［UR］または［URMF］を選択した場合）

• テーブル

項目 説明

日時 操作の日時が表示されます。

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムのボリュームの情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［プロビジョニングタイプ］：ボリュームのプロビジョニングタイプが表示さ

れます。

• ［ジャーナル ID］：ジャーナル ID が表示されます。

• ［ミラー ID］：ミラー ID が表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムのボリュームの情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［プロビジョニングタイプ］：ボリュームのプロビジョニングタイプが表示さ

れます。

EXCTG ID 拡張コンシステンシーグループ ID が表示されます。

この項目は、URMF を選択した場合だけ、表示されます。

説明 操作の説明が表示されます。

各操作の説明については、各プログラムプロダクトのマニュアルを参照してくだ

さい。

コピー時間 コピー時間が表示されます。

［説明］が下記以外の場合は、［－］が表示されます。

• Paircreate Complete

• Pairresync Complete

• Add Pair Complete

• Resume Pair Complete
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• ボタン

項目 説明

テーブル情報出力 テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

［操作履歴］テーブル（［GAD］を選択した場合）

• テーブル

項目 説明

日時 操作の日時が表示されます。

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムのボリュームの情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームがプライマリボリュームかセカンダリボリュームか

が表示されます。

• ［プロビジョニングタイプ］：ボリュームのプロビジョニングタイプが表示さ

れます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムのボリュームの情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番

号が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［プロビジョニングタイプ］：ボリュームのプロビジョニングタイプが表示さ

れます。

ミラー ID ミラー ID が表示されます。

Quorum ディスク ID Quorum ディスク ID が表示されます。

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。

仮想ストレージマシ

ン

仮想ストレージマシンのボリュームの情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：仮想ストレージマシンのモデルとシリアル番号が表

示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

説明コード 説明コードが表示されます。

説明 操作の説明が表示されます。

コピー時間 コピー時間が表示されます。

［説明］が「Copy Complete.」以外の場合には［－］が表示されます。

• ボタン

項目 説明

テーブル情報出力 テーブル情報を出力させる画面が表示されます。

関連概念

• (1)　［操作履歴］画面の［説明］に表示される文言

関連タスク

• 8.1.4 TrueCopy for Mainframe ペアの操作履歴を確認する
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C.8 リモート接続追加ウィザード

関連タスク

• 5.3 リモート接続を追加する

C.8.1 ［リモート接続追加］画面

情報設定エリア

項目 説明

接続タイプ 接続タイプを選択します。デフォルトは［システム］です。

• ［システム］：ローカルストレージシステムからリモートストレージシステムへシ

ステム単位で接続します。TrueCopy ペア、Universal Replicator ペア、

Universal Replicator for Mainframe ペア、および GAD ペアを作成する場合に

選択します。

• ［CU］：ローカルストレージシステムからリモートストレージシステムへ CU 単

位で接続します。TrueCopy for Mainframe ペアを作成する場合に選択します。

［ローカルストレージシステム］

項目 説明

モデル ローカルストレージシステムのモデルが表示されます。

シリアル番号 ローカルストレージシステムのシリアル番号が表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号を 00～FE の間で選択します。

メインフレームシステムのボリュームがある CU だけが表示されます。
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項目 説明

［接続タイプ］で［CU］を選択した場合だけ表示されます。［接続タイプ］で［シス

テム］を選択した場合は、［－］が表示されます。

［リモートストレージシステム］

項目 説明

モデル リモートストレージシステムのモデルを指定します。

• VSP（6）

• VSP G1000/G1500 and VSP F1500（7）

• VSP 5000 series（8）

• VSP E series, VSP Gx00 and VSP Fx00（18）
メモ：次のストレージシステムを相互に接続する構成では、VSP 5100, 5500 の

Storage Navigator からリモートパス操作ができません。RAID Manager を使

用してください。

• VSP 5100, 5500（DKCMAIN バージョン 90-06-01-XX/XX 未満）と VSP
E590、VSP E790

VSP E series, VSP Gx00 and VSP Fx00（18）は［接続タイプ］で［システム］を

選択した場合だけ、選択できます。

上記以外の数値を指定した場合は、将来サポートされる予定のストレージシステムと

見なされます。この場合、［リモート接続］画面では、モデルには指定した数値を括

弧で囲んだ形式（「(255)」など）で表示されます。

シリアル番号 リモートストレージシステムのシリアル番号を入力します。入力できる値は、指定し

たモデルによって異なります。

• VSP、VSP G1000、VSP G1500、VSP F1500、または VSP 5000 シリーズ：1～
99999

• VSP Gx00、VSP Fx00、または VSP E990：400001～499999

• VSP E590 または VSP E790：600001～699999

• VSP E1090：700001～799999

• 将来サポートされる予定のストレージシステム：0～99999

リモート CU リモートストレージシステムの CU 番号を選択します。

［接続タイプ］で［CU］を選択した場合だけ、選択できます。

SSID リモートストレージシステムの SSID を 0004～FFFE の間（16 進数）で入力しま

す。

［接続タイプ］で［CU］を選択した場合だけ、選択できます。

有効な SSID が 2 つ以上ある場合、［－］ボタンが表示されます。［－］ボタンをクリ

ックすると、SSID のテキストボックスが削除されます。

SSID 追加 ボタンをクリックすると、リモートストレージシステムに SSID が追加されます。

大で 4 つ追加できます。すでに 4 つ追加されている場合は、表示されません。

［リモートパス］

項目 説明

パスグループ ID パスグループ ID を 00～FF の間から選択します。登録できるパスグループ ID の数

は 1 台のストレージシステムにつき 64 個までです。

［接続タイプ］で［システム］を選択した場合だけ、選択できます。

小パス数 小パス数を 1～8 の間で選択します。デフォルトは 1 です。
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項目 説明

Universal Replicator または Universal Replicator for Mainframe の場合は、入力し

た数に関わらず、 小パス数は 1 です。

選択タイプ ポートタイプを選択します。

• ［Fibre］：ファイバチャネルポートです。

• ［iSCSI］：iSCSI ポートです。

TrueCopy for Mainframe または Universal Replicator for Mainframe の場合は、

iSCSI ポートによる接続をサポートしていないため、自動で［Fibre］が選択されま

す。

ポート名

（ローカルストレージ

システム）

ローカルストレージシステムのポート名を選択します。

仮想ポート ID
（ローカルストレージ

システム）

ローカルストレージシステムの仮想ポート ID を表示します。

［選択タイプ］で［iSCSI］を選択したときだけ、表示されます。

ポート名

（リモートストレージ

システム）

リモートストレージシステムのポート名を選択します。

小パス数より有効なパス数が多い場合、［‐］ボタンが表示されます。［‐］ボタン

をクリックすると、ローカルストレージシステムとリモートストレージシステムのポ

ートのテキストボックスが削除されます。

IP アドレス リモートストレージシステムのポートの IP 種別（［IPv4］または［IPv6］）を選択し

て、IP アドレスを入力します。

［選択タイプ］で［iSCSI］を選択したときだけ表示されます。

TCP ポート番号 リモートストレージシステムのポートの TCP ポート番号を入力します。

［選択タイプ］で［iSCSI］を選択したときだけ表示されます。

パス追加 ボタンをクリックすると、パスが追加されます。 大で 8 つ追加できます。

［オプション］

項目 説明

RIO MIH 時間 RIO MIH 時間を 10～100 の間で入力します。

デフォルトは 15 です。

往復応答時間 往復応答時間を 1～500 の間で入力します。

デフォルトは 1 です。

指定した時間は、TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペア、および GAD ペア

を使用するときにだけ有効です。

FREEZE オプション CGROUP（FREEZE/RUN）PPRC TSO コマンドのサポートを有効にするか無効に

するかを選択します。

• ［有効］：ローカルストレージシステムは CGROUP コマンドを受け入れて実行し

ます。

• ［無効］：ローカルストレージシステムは CGROUP コマンドを拒否します。

FREEZE オプションは、TrueCopy for Mainframe ペアを使用するときだけ有効で

す。

［接続タイプ］で［CU］を選択したときだけ、選択できます。
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C.8.2 ［設定確認］画面

［選択したリモート接続］テーブル

項目 説明

接続タイプ 接続タイプが表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番号が

表示されます。

• ［CU］：リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

パスグループ ID パスグループの ID が表示されます。

リモートパス数 リモートパスの数が表示されます。

小パス数 小パス数が表示されます。

RIO MIH 時間(秒) RIO MIH 時間が表示されます。

往復応答時間(ミリ秒) 往復応答時間が表示されます。

FREEZE オプション FREEZE オプションを有効にするかどうかが表示されます。
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［選択したリモートパス］テーブル

項目 説明

ローカル ローカルストレージシステムのポートに関する情報が表示されます。

• ［ポート名］：ポート名が表示されます。

• ［ポートタイプ］：ポートタイプが表示されます。

◦ ［Fibre］：ファイバチャネルポートです。

◦ ［FCoE］：FCoE ポートです。

◦ ［iSCSI］：iSCSI ポートです。

• ［仮想ポート ID］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、仮想ポート ID が表示

されます。

リモート リモートストレージシステムのポートに関する情報が表示されます。

• ［ポート名］：ポート名が表示されます。

• ［IP アドレス］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、ポートの IP アドレスが

表示されます。

• ［TCP ポート番号］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、ポートの TCP ポー

ト番号が表示されます。

C.9 リモートレプリカオプション編集ウィザード

関連タスク

• 5.4 リモートレプリカオプションを変更する

278 TrueCopy for Mainframe GUI リファレンス

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



C.9.1 ［リモートレプリカオプション編集］画面

情報設定エリア

項目 説明

コピータイプ コピータイプを選択します。

• ［TC/TCMF］

• ［UR/URMF］

• ［GAD］
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［ストレージシステムオプション］

［コピータイプ］で［GAD］を選択したときは、表示されません。

項目 説明

大形成コピー数 大形成コピー数を入力します。デフォルトは 64 です。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合は、1～512 の間で入力し

ます。Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペア

の場合は、1～128 の間で入力します。

パス閉塞監視 パス閉塞監視を 2～45 の間で入力します。デフォルトは 40 です。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

注意：global-active device、Universal Replicator、および Universal Replicator for
Mainframe でパスの閉塞を監視する場合、［コピータイプ］で［TC/TCMF］を選択

して、パス閉塞監視を 2～45 の間で入力してください。

パス閉塞 SIM 監視 パス閉塞 SIM 監視を 2～100 の間で入力します。デフォルトは 70 です。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

注意：global-active device、Universal Replicator、および Universal Replicator for
Mainframe でパスの閉塞によって報告される SIM を監視する場合、［コピータイプ］

で［TC/TCMF］を選択して、パス閉塞 SIM 監視を 2～100 の間で入力してくださ

い。

リモートコピーのサ

ービス SIM
リモートコピーのサービス SIM を報告するか選択します。デフォルトは［報告しな

い］です。

• ［報告する］

• ［報告しない］

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

［CU オプション］

［コピータイプ］で［GAD］を選択したときは、表示されません。

項目 説明

大形成コピー数 大形成コピー数を有効にするか選択します。デフォルトは［無効］です。

• ［有効］

• ［無効］

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

［CU］テーブル

［コピータイプ］で［GAD］を選択したときは、表示されません。

• テーブル

項目 説明

CU CU 番号が表示されます。

大形成コピー数 大形成コピー数が表示されます。デフォルトは 4 です。

表の上の［ 大形成コピー数］で［無効］を選択した場合は、［－］が表示されま

す。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

PPRC サポート PPRC をサポートしているかどうかが表示されます。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。
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項目 説明

サービス SIM リモートコピーのサービス SIM による報告を実行するかどうかが表示されます。

• ボタン

項目 説明

CU オプション変更 ［CU オプション変更］画面が表示されます。

［ 大形成コピー数］

大形成コピー数を、1～512 の間で入力します。デフォルトは 64 です。

［コピータイプ］で［GAD］を選択したときだけ、表示されます。

C.9.2 ［CU オプション変更］画面

情報設定エリア

項目 説明

大形成コピー数 大形成コピー数を 1～16 の間で入力します。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアで、［リモートレプリカオプショ

ン編集］画面の［CU オプション］の［ 大形成コピー数］で［有効］を指定した場

合に指定できます。

ホストの PPRC 対応 ホストを PPRC に対応させるどうかを選択します。

TrueCopy または TrueCopy for Mainframe の場合に選択できます。

• ［該当］：ホストを PPRC に対応させる

• ［非該当］：ホストを PPRC に対応させない

リモートコピーのサ

ービス SIM
リモートコピーのサービス SIM を報告するかどうかを選択します。

• ［報告する］

• ［報告しない］
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C.9.3 ［設定確認］画面

［TC/TCMF ストレージシステムオプション］テーブル

［コピータイプ］で［TC/TCMF］を選択したときに表示されます。

項目 説明

大形成コピー数 大形成コピー数が表示されます。

パス閉塞監視（秒） パス閉塞監視が表示されます。

パス閉塞 SIM 監視

（秒）

パス閉塞 SIM 監視が表示されます。
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項目 説明

サービス SIM サービス SIM が表示されます。

［UR/URMF ストレージシステムオプション］テーブル

［コピータイプ］で［UR/URMF］を選択したときに表示されます。

項目 説明

大形成コピー数 大形成コピー数が表示されます。

［GAD ストレージシステムオプション］テーブル

［コピータイプ］で［GAD］を選択したときに表示されます。

項目 説明

大形成コピー数 大形成コピー数が表示されます。

［CU オプション］テーブル

［コピータイプ］で［GAD］を選択したときは、表示されません。

項目 説明

CU CU 番号が表示されます。

大形成コピー数 大形成コピー数が表示されます。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

PPRC サポート PPRC サポートが表示されます。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

サービス SIM サービス SIM が表示されます。

C.10 SCP 時間編集ウィザード

関連タスク

• 5.5 SCP 時間を変更する
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C.10.1 ［SCP 時間編集］画面

［SCP 時間］テーブル

• テーブル

項目 説明

CU CU 番号が表示されます。

SCP 時間（秒） CU に設定されている SCP 時間が表示されます。

• ボタン

項目 説明

SCP 時間変更 ［SCP 時間変更］画面が表示されます。

C.10.2 ［SCP 時間変更］画面
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情報設定エリア

項目 説明

SCP 時間 SCP 時間を指定します。指定できる値は 0 から 518,400（=6 日間）までです。

C.10.3 ［設定確認］画面

［SCP 時間］テーブル

項目 説明

CU CU 番号が表示されます。

SCP 時間（秒） CU に設定されている SCP 時間が表示されます。

C.11 ペア作成ウィザード

関連タスク

• 7.3.2 TrueCopy for Mainframe ペアを作成する
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C.11.1 ［TC ペア作成］画面または［UR ペア作成］画面

情報設定エリア

項目 説明

コピータイプ コピーの種類を選択します。

• ［TrueCopy］

• ［TrueCopy for Mainframe］

• ［Universal Replicator］
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項目 説明

• ［Universal Replicator for Mainframe］

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号を［00］～［FE］から選択します。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムを選択します。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号を選択します。

• ［パスグループ ID］：パスグループの ID を選択します。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合は表示されません。

• ［CU/SSID］：リモートストレージシステムの CU と SSID を選択します。

ローカル CU で任意の CU 番号を選択した場合に指定します。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

［プライマリボリューム選択］

項目 説明

UR ペアのボリューム

を使用

Universal Replicator ペアで使用中のボリュームを使用するか選択します。

• ［該当］：Universal Replicator ペアで使用中のボリュームを使用してペアを作成

します。3 つの Universal Replicator サイトによる 3DC マルチターゲットおよ

びカスケード構成のペアを作成する場合に選択してください。

• ［非該当］：Universal Replicator ペアで使用中のボリュームを使用しないでペア

を作成します。3 つの Universal Replicator サイトによる 3DC マルチターゲッ

トおよびカスケード構成のペアを作成しない場合に選択してください。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

URMF ペアのボリュ

ームを使用

Universal Replicator for Mainframe ペアで使用中のボリュームを使用するか選択

します。

• ［該当］：Universal Replicator for Mainframe ペアで使用中のボリュームを使用

してペアを作成します。3 つの Universal Replicator for Mainframe サイトによ

る 3DC マルチターゲットおよびカスケード構成のペアを作成する場合に選択し

てください。

• ［非該当］：Universal Replicator for Mainframe ペアで使用中のボリュームを使

用しないでペアを作成します。3 つの Universal Replicator for Mainframe サイ

トによる 3DC マルチターゲットおよびカスケード構成のペアを作成しない場合

に選択してください。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

LU 選択 ローカルストレージシステムの LU を選択します。

• ［ポート名］：ポート名を選択します。

• ［ホストグループ名］：ホストグループ名を選択します。［任意］を選択すると、

［利用可能な LDEV］テーブルまたは［利用可能なプライマリボリューム］テー

ブルには指定ポート内のすべての LUN が表示されます。

［ポート名］で Fibre ポートを選択したときに表示されます。

• ［iSCSI ターゲットエイリアス］：iSCSI ターゲットエイリアスを選択します。［任

意］を選択すると、［利用可能な LDEV］テーブルまたは［利用可能なプライマ

リボリューム］テーブルには指定ポート内のすべての LUN が表示されます。

［ポート名］で iSCSI ポートを選択したときに表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

［利用可能な LDEV］テーブル

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。
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項目 説明

ポート名 ポート名が表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

ホストグループ名/
iSCSI ターゲットエイ

リアス

ホストグループ名または iSCSI ターゲットエイリアスが表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

iSCSI ターゲット名 iSCSI ターゲット名が表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

LUN ID LUN ID が表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

LDEV ID LDEV ID が表示されます。

LDEV 名 LDEV 名が表示されます。

プロビジョニングタ

イプ

プロビジョニングタイプが表示されます。

属性 ボリュームの属性が表示されます。

• ［ALU］：ALU 属性が設定されています。

• ［SLU］：SLU 属性が設定されています。

• ［データダイレクトマップ］：データダイレクトマップ属性が設定されています。

• ［－］：属性は設定されていません。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

エミュレーションタ

イプ

エミュレーションタイプが表示されます。

容量 ボリュームの容量が表示されます。

CLPR CLPR ID が表示されます。

暗号化 暗号化の情報が表示されます。

• ［有効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が有効です。または、暗

号化設定が有効なプールボリュームのプールに関連付けられた仮想ボリューム

です。

• ［無効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が無効です。または、暗

号化設定が無効なプールボリュームのプールに関連付けられた仮想ボリューム

です。

• ［混在］：LDEV の属するプールに次のどれか 2 つ以上が含まれている場合に表示

されます。

◦ 暗号化が有効なボリューム

◦ 暗号化が無効なボリューム

◦ 外部ボリューム

注意：混在している状態の LDEV ではデータの暗号化が保証されません。データ

の暗号化を管理したい場合は、［暗号化］が［有効］または［無効］の LDEV を

使用してください。

• ［－］：外部ボリュームまたはマイグレーションボリュームです。

Dynamic Provisioning または Dynamic Provisioning for Mainframe の仮想ボ

リュームの場合は、LDEV が属するプールが外部ボリュームまたは閉塞していま

す。

容量削減 容量削減機能の情報が表示されます。

• ［圧縮］：圧縮機能を使用します。

• ［重複排除および圧縮］：重複排除機能および圧縮機能を使用します。

288 TrueCopy for Mainframe GUI リファレンス

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



項目 説明

• ［無効］：容量削減機能を使用しません。

圧縮アクセラレータ※ 圧縮アクセラレータの設定が表示されます。

• ［有効］：圧縮アクセラレータの設定が有効です。

• ［無効］：圧縮アクセラレータの設定が無効です。

• ［－］：圧縮アクセラレータが設定できない LDEV です。または、圧縮アクセラ

レータが設定できる LDEV で、容量削減が［無効］かつ、容量削減状態が

［Disabled］の状態です。

T10 PI ボリュームの T10 PI 属性の情報が表示されます。

• ［有効］：ボリュームの T10 PI 属性が有効になっています。

• ［無効］：ボリュームの T10 PI 属性が無効になっています。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

注※

VSP 5200、VSP 5600 のみ表示されます。

［利用可能なプライマリボリューム］テーブル

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの場合だけ表示されま

す。

項目 説明

ポート名 ポート名が表示されます。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

ホストグループ名/
iSCSI ターゲットエイ

リアス

ホストグループ名または iSCSI ターゲットエイリアスが表示されます。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

iSCSI ターゲット名 iSCSI ターゲット名が表示されます。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

LUN ID LUN ID が表示されます。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

LDEV ID LDEV ID が表示されます。

LDEV 名 LDEV 名が表示されます。

ペア位置 ボリュームが、ペアのプライマリボリュームかセカンダリボリュームであるかが表

示されます。ペアを組んでいないボリュームの場合、空白が表示されます。

ジャーナル ID ジャーナル ID が表示されます。ペアを組んでいないボリュームの場合、空白が表示

されます。

ミラー ID ミラー ID が表示されます。ペアを組んでいないボリュームの場合、空白が表示され

ます。

プロビジョニングタイ

プ

プロビジョニングタイプが表示されます。

属性 ボリュームの属性が表示されます。

• ［ALU］：ALU 属性が設定されています。

• ［SLU］：SLU 属性が設定されています。

• ［データダイレクトマップ］：データダイレクトマップ属性が設定されています。

• ［－］：属性は設定されていません。
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項目 説明

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

エミュレーションタイ

プ

エミュレーションタイプが表示されます。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

容量 ボリュームの容量が表示されます。

CLPR CLPR ID が表示されます。

暗号化 暗号化の情報が表示されます。

• ［有効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が有効です。または、

暗号化設定が有効なプールボリュームのプールに関連付けられた仮想ボリュー

ムです。

• ［無効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が無効です。または、

暗号化設定が無効なプールボリュームのプールに関連付けられた仮想ボリュー

ムです。

• ［混在］：LDEV の属するプールに次のどれか 2 つ以上が含まれている場合に表

示されます。

◦ 暗号化が有効なボリューム

◦ 暗号化が無効なボリューム

◦ 外部ボリューム

注意：混在している状態の LDEV ではデータの暗号化が保証されません。デー

タの暗号化を管理したい場合は、［暗号化］が［有効］または［無効］の LDEV
を使用してください。

• ［－］：外部ボリュームまたはマイグレーションボリュームです。

Dynamic Provisioning または Dynamic Provisioning for Mainframe の仮想ボ

リュームの場合は、LDEV が属するプールが外部ボリュームまたは閉塞してい

ます。

容量削減 容量削減機能の情報が表示されます。

• ［圧縮］：圧縮機能を使用します。

• ［重複排除および圧縮］：重複排除機能および圧縮機能を使用します。

• ［無効］：容量削減機能を使用しません。

圧縮アクセラレータ※ 圧縮アクセラレータの設定が表示されます。

• ［有効］：圧縮アクセラレータの設定が有効です。

• ［無効］：圧縮アクセラレータの設定が無効です。

• ［－］：圧縮アクセラレータが設定できない LDEV です。または、圧縮アクセラ

レータが設定できる LDEV で、容量削減が［無効］かつ、容量削減状態が

［Disabled］の状態です。

T10 PI ボリュームの T10 PI 属性の情報が表示されます。

• ［有効］：ボリュームの T10 PI 属性が有効になっています。

• ［無効］：ボリュームの T10 PI 属性が無効になっています。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

ペアボリューム ペアボリュームの情報が表示されます。ペアで使用していないボリュームの場合、

空白が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号が表示されます。

• ［LDEV ID］：LDEV ID が表示されます。

• ［ポート名］：ボリュームのポート名が表示されます。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［ホストグループ ID/iSCSI ターゲット ID］：ボリュームのホストグループ ID ま

たは iSCSI ターゲット ID が表示されます。
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項目 説明

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［LUN ID］：ボリュームの LUN ID が表示されます。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

注※

VSP 5200、VSP 5600 のみ表示されます。

［セカンダリボリューム選択］

項目 説明

ベースセカンダリボ

リューム

ベースセカンダリボリュームに関する情報を指定します。

• TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合

◦ ［ポート名］：ポート名を選択します。

◦ ［ホストグループ ID/iSCSI ターゲット ID］：ホストグループ ID または

iSCSI ターゲット ID を選択します。

◦ ［LUN ID］：LUN ID を選択します。

注意：ローカルストレージシステムの Storage Navigator に表示される LUN
ID の表記（10 進数または 16 進数）に合わせて LUN ID を指定してくださ

い。VSP の Storage Navigator に表示される LUN ID は 16 進数で表記さ

れるため、ローカルストレージシステムの LUN ID の表記を 10 進数にして

いる場合は、10 進数に変換した LUN ID を指定してください。Storage
Navigator の LUN ID の表記の切り替え方法については、『Hitachi Device
Manager - Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

• TrueCopy for Mainframe ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペア

の場合

◦ ［LDKC］：「00」が表示されます。変更できません。

◦ ［CU］：TrueCopy for Mainframe の場合は、リモートストレージシステムの

ボリュームの CU 番号が表示されます。Universal Replicator for
Mainframe の場合は、リモートストレージシステムの CU 番号を 00～FE の

間で入力します。

◦ ［LDEV］：LDEV を 00～FF の間で選択します。

選択タイプ 選択タイプを選択します。デフォルトは［間隔］です。

• ［間隔］：セカンダリボリュームを割り当てる間隔を選択します。

• ［プライマリボリューム相対］：隣接しているプライマリボリューム 2 つの LUN
または LDEV 番号の差を計算し、その結果を基にセカンダリボリュームの LUN
または LDEV 番号を決めます。例えば、3 つのプライマリボリュームの LUN ま

たは LDEV 番号がそれぞれ 01、05、06 だとします。この場合、［ベースセカン

ダリボリューム］の［LUN］または［LDEV 番号］に 02 を指定すると、3 つの

セカンダリボリュームの LUN または LDEV 番号は、それぞれ 02、06、07 にな

ります。

［ミラー選択］

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの場合だけ表示されま

す。

項目 説明

マスタジャーナル プライマリボリューム割り当てるマスタジャーナルを選択します。
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項目 説明

［UR ペアのボリュームを使用］または［URMF ペアのボリュームを使用］で［該当］

を選択した場合、［選択した P-VOL による］が選択されます。

ミラー ID ボリュームペアに割り当てるミラー ID を選択します。

リストアジャーナル セカンダリボリュームに割り当てるリストアジャーナルを選択します。

現在のマスタジャー

ナルミラー数

マスタジャーナルに登録されているミラーの数が表示されます。

マスタジャーナルミ

ラー合計数

次の数値の合計が表示されます。

• マスタジャーナルに登録されているミラーの数

• ［UR ペア作成］画面で追加するミラーの数

• ［選択したペア］テーブルに表示されているボリュームのミラーの数

CTG ID コンシステンシーグループを選択します。

ストレージシステムに登録済みのコンシステンシーグループおよび［選択したペア］

テーブルに表示されているコンシステンシーグループにはアスタリスク（*）が付き

ます。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

［オプション］

項目 説明

プライマリボリューム

フェンスレベル

フェンスレベルを選択します。デフォルトは［なし］です。

• ［なし］：ペアを分割しても、プライマリボリュームに書き込めます。

• ［セカンダリボリュームデータ］：更新コピーが失敗したときに、プライマリボリ

ュームに書き込めなくなります。

• ［セカンダリボリューム状態］：正サイトのストレージシステムがセカンダリボリ

ュームのペアの状態を PSUE（TrueCopy の場合）または Suspend（TrueCopy
for Mainframe の場合）に変更できない場合にだけ、プライマリボリュームに書

き込めなくなります。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

形成コピータイプ ペア作成操作のタイプを選択します。デフォルトは［全てコピー］です。

• ［全てコピー］：ペアを作成し、プライマリボリュームからセカンダリボリューム

へデータをコピーします。

• ［なし］：ペアを作成しますが、プライマリボリュームからセカンダリボリューム

へデータは一切コピーしません。［なし］を選択する場合は、プライマリボリュ

ームとセカンダリボリュームが等しいことを確認してください。

• ［デルタ］：ペアを作成しても、形成コピーは実行されません。作成したペアは、

デルタリシンク用のペアとして、Universal Replicator の場合は HOLD または

HOLDING 状態、Universal Replicator for Mainframe の場合は Hold または

Holding 状態になります。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの

場合だけ選択できます。

コピー速度 1 回のリモート I/O でコピーする 大トラック数を入力します。デフォルトは 15 で

す。

指定できる範囲は、ボリュームのエミュレーションタイプの種類によって異なりま

す。対応するエミュレーションタイプについては、「2.1 システム要件」を参照して

ください。

• OPEN-V（TrueCopy の場合）

指定できる範囲は 1～4 です。1～4 を入力します。

◦ 1 は低速で、ホスト I/O への影響軽減に使用されます。
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項目 説明

◦ 2～3 は中間的速度です。

◦ 4 は高速です。ホスト I/O 性能が低下するおそれがあります。

注意：5～15 を入力した場合、4 として設定されます。

• OPEN-V 以外（TrueCopy の場合）

指定できる範囲は 1～15 です。1～15 を入力します。

◦ 1～5 は低速で、ホスト I/O への影響軽減に使用されます。

◦ 6～10 は中間的速度です。

◦ 11～15 は高速です。ホスト I/O 性能が低下するおそれがあります。

• TrueCopy for Mainframe の場合

指定できる値は 3 または 15 です。リストで 3 または 15 を選択します。

◦ 3 は低速で、ホスト I/O への影響軽減に使用されます。

◦ 15 は高速です。ホスト I/O 性能が低下するおそれがあります。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

形成コピー優先度 ペア作成操作の優先順位を 1～256 の 10 進数で入力します。デフォルトは 32 です。

CFW データ キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかを指

定します。デフォルトは［プライマリボリュームのみ］です。

• ［プライマリボリュームのみ］：セカンダリボリュームにコピーしない。

• ［セカンダリボリュームにコピー］：セカンダリボリュームにコピーする。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

セカンダリボリューム

への DFW 使用

副サイトのストレージシステムがセカンダリボリュームへ DFW データをコピーで

きないときに、正サイトのストレージシステムが TrueCopy for Mainframe ペアを分

割するかどうかを指定します。デフォルトは［必要］です。

• ［必要］：TrueCopy for Mainframe ペアを分割する。

• ［不要］：TrueCopy for Mainframe ペアを分割しない。

DFW の設定と、［プライマリボリュームフェンスレベル］の設定の相互作用は、プ

ライマリボリュームの更新時に、ホストアプリケーションで永久 I/O エラーが発生す

る原因となります。DFW に［必要］が設定されているペアを追跡し、［セカンダリ

ボリュームへの DFW 使用］がブロックされないことを確認してください。

IBM PPRC コマンドは［セカンダリボリュームへの DFW 使用］オプションをサポ

ートしません。TrueCopy for Mainframe ペアを CESTPAIR TSO コマンドで作成

すると、［セカンダリボリュームへの DFW 使用］は［不要］に設定されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

ホスト I/O タイムスタ

ンプ転送

ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送するかどうかを選択します。

デフォルトは［無効］です。

• ［有効］：ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送する。

• ［無効］：ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送しない。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

エラーレベル 障害発生時のペア分割の範囲を選択します。デフォルトは［ミラー］です。

• ［ミラー］：このペアに障害が発生すると、このペアと同じミラー内のペアがすべ

て分割されます。Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for
Mainframe ペアの場合に選択できます。

• ［LU］：このペアに障害が発生すると、このペアだけが分割されます。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［ボリューム］：このペアに障害が発生すると、このペアだけが分割されます。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの場合

だけ表示されます。
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項目 説明

CFW キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかを選

択します。デフォルトは［プライマリボリュームのみ］です。

• ［プライマリボリュームのみ］：キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリ

ュームにコピーしません。

• ［セカンダリボリュームにコピー］：キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリ

ボリュームにコピーします。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

［追加］ボタン

左のエリアで指定したペアを、［選択したペア］テーブルに追加します。
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［選択したペア］テーブル

• テーブル

項目 説明

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：LDEV ID が表示されます。

• ［LDEV 名］：LDEV 名が表示されます。

• ［ポート名］：ボリュームのポート名が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［ホストグループ名/iSCSI ターゲットエイリアス］：ボリュームのホストグル

ープ名または iSCSI ターゲットエイリアスが表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。
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項目 説明

• ［iSCSI ターゲット名］：ボリュームの iSCSI ターゲット名が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［LUN ID］：ボリュームの LUN ID が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームが、ペアのプライマリボリュームかセカンダリボリ

ュームであるかが表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペア

の場合だけ表示されます。

• ［ジャーナル ID］：ボリュームのジャーナル ID が表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペア

の場合だけ表示されます。

• ［ミラー ID］：ボリュームのミラー ID が表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペア

の場合だけ表示されます。

• ［エミュレーションタイプ］：ボリュームのエミュレーションタイプが表示さ

れます。

Universal Replicator ペアの場合は表示されません。

• ［属性］：ボリュームの属性が表示されます。

◦ ［ALU］：ALU 属性が設定されています。

◦ ［SLU］：SLU 属性が設定されています。

◦ ［データダイレクトマップ］：データダイレクトマップ属性が設定されてい

ます。

◦ ［－］：属性は設定されていません。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［容量］：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

• ［暗号化］：暗号化の情報が表示されます。

◦ ［有効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が有効です。ま

たは、暗号化設定が有効なプールボリュームのプールに関連付けられた仮

想ボリュームです。

◦ ［無効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が無効です。ま

たは、暗号化設定が無効なプールボリュームのプールに関連付けられた仮

想ボリュームです。

◦ ［混在］：LDEV の属するプールに次のどれか 2 つ以上が含まれている場

合に表示されます。

・暗号化が有効なボリューム

・暗号化が無効なボリューム

・外部ボリューム

注意：混在している状態の LDEV ではデータの暗号化が保証されません。

データの暗号化を管理したい場合は、［暗号化］が［有効］または［無効］

の LDEV を使用してください。

◦ ［－］：外部ボリュームです。

Dynamic Provisioning または Dynamic Provisioning for Mainframe の

仮想ボリュームの場合は、LDEV が属するプールが外部ボリュームまた

は閉塞しています。

• ［ジャーナル暗号化］：ジャーナルの暗号化状態が表示されます。

◦ ［有効］：暗号化ボリュームで作成されたジャーナルです。

◦ ［無効］：非暗号化ボリュームで作成されたジャーナルです。
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項目 説明

◦ ［混在］：ジャーナルボリュームの属するプールに次のどれか 2 つ以上が含

まれている場合に表示されます。

・暗号化が有効なボリューム

・暗号化が無効なボリューム

・外部ボリューム

注意：混在している状態のジャーナルではデータの暗号化が保証されませ

ん。データの暗号化を管理したい場合は、［暗号化］が［有効］または［無

効］のジャーナルを使用してください。

◦ ［－］：ジャーナルボリュームが属するプールが外部ボリューム、マイグレ

ーションで作成されたプールまたは閉塞しているプールです。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペア

の場合だけ表示されます。

• ［容量削減］：容量削減機能の情報が表示されます。

◦ ［圧縮］：圧縮機能を使用します。

◦ ［重複排除および圧縮］：重複排除機能および圧縮機能を使用します。

◦ ［無効］：容量削減機能を使用しません。

• ［圧縮アクセラレータ］※：圧縮アクセラレータの設定が表示されます。

◦ ［有効］：圧縮アクセラレータの設定が有効です。

◦ ［無効］：圧縮アクセラレータの設定が無効です。

◦ ［－］：圧縮アクセラレータが設定できない LDEV です。または、圧縮ア

クセラレータが設定できる LDEV で、容量削減が［無効］かつ、容量削

減状態が［Disabled］の状態です。

• ［T10 PI］：ボリュームの T10 PI 属性の情報が表示されます。

◦ ［有効］：ボリュームの T10 PI 属性が有効になっています。

◦ ［無効］：ボリュームの T10 PI 属性が無効になっています。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号が表示されます。

• ［ポート名］：ポート名が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［ホストグループ ID/iSCSI ターゲット ID］：ホストグループ ID または iSCSI
ターゲット ID が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［LUN ID］：LUN ID が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［SSID］：SSID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアまたは Universal Replicator for Mainframe
ペアの場合だけ表示されます。

• ［ジャーナル ID］：ボリュームのジャーナル ID が表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペア

の場合だけ表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合は表示されません。

フェンスレベル フェンスレベルが表示されます。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。
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項目 説明

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

形成コピータイプ ペア作成操作のタイプが表示されます。

コピー速度 1 回のリモート I/O でコピーする 大トラック数が表示されます。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

形成コピー優先度 ペア作成操作の優先順位が 1～256 の 10 進数で表示されます。

CFW データ キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかが

表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

セカンダリボリュー

ムへの DFW 使用

副サイトのストレージシステムがセカンダリボリュームへ DFW データをコピー

できないときに、正サイトのストレージシステムが TrueCopy for Mainframe ペ

アを分割するかどうかが表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

ホスト I/O タイムス

タンプ転送

ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送するかどうかが表示され

ます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

エラーレベル 障害発生時のペア分割の範囲が表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの場

合だけ表示されます。

CFW キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかが

表示されます。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

注※

VSP 5200、VSP 5600 のみ表示されます。

• ボタン

項目 説明

設定変更 ［設定変更］画面が表示されます。

削除 指定したペアを［選択したペア］テーブルから削除します。

298 TrueCopy for Mainframe GUI リファレンス

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



C.11.2 ［設定変更］画面

情報設定エリア

項目 説明

ベースセカンダリボ

リューム

ベースセカンダリボリュームの設定を変更するときにチェックボックスを選択しま

す。

• TrueCopy ペア、Universal Replicator ペア、または GAD ペアの場合

◦ ［ポート名］：ポート名を選択します。

◦ ［ホストグループ ID/iSCSI ターゲット ID］：ホストグループ ID または

iSCSI ターゲット ID を選択します。

◦ ［LUN ID］：LUN ID を選択します。

注意：ローカルストレージシステムの Storage Navigator に表示される LUN
ID の表記（10 進数または 16 進数）に合わせて LUN ID を指定してくださ

い。VSP の Storage Navigator に表示される LUN ID は 16 進数で表記さ

れるため、ローカルストレージシステムの LUN ID の表記を 10 進数にして

いる場合は、10 進数に変換した LUN ID を指定してください。Storage
Navigator の LUN ID の表記の切り替え方法については、『Hitachi Device
Manager - Storage Navigator ユーザガイド』を参照してください。

• TrueCopy for Mainframe ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペア

の場合

◦ ［LDKC］：「00」が表示されます。変更できません。

◦ ［CU］：TrueCopy for Mainframe の場合は、リモートストレージシステムの

ボリュームの CU 番号が表示されます。Universal Replicator for
Mainframe の場合は、リモートストレージシステムの CU 番号を 00～FE の

間で入力します。

◦ ［LDEV］：LDEV を 00～FF の間で選択します。

• ［間隔］：間隔を選択します。
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項目 説明

プライマリボリュー

ムフェンスレベル

フェンスレベルを選択します。

• ［なし］：ペアを分割しても、プライマリボリュームに書き込めます。

• ［セカンダリボリュームデータ］：更新コピーが失敗したときに、プライマリボリ

ュームに書き込めなくなります。

• ［セカンダリボリューム状態］：正サイトのストレージシステムがセカンダリボリ

ュームのペアの状態を PSUE（TrueCopy の場合）または Suspend（TrueCopy
for Mainframe の場合）に変更できない場合にだけ、プライマリボリュームに書

き込めなくなります。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

形成コピータイプ ペア作成操作のタイプを選択します。

• ［全てコピー］：ペアを作成し、プライマリボリュームからセカンダリボリューム

へデータをコピーします。

• ［なし］：ペアを作成しますが、プライマリボリュームからセカンダリボリューム

へデータは一切コピーしません。［なし］を選択する場合は、プライマリボリュ

ームとセカンダリボリュームが等しいことを確認してください。

• ［デルタ］：ペアを作成しても、形成コピーは実行されません。作成したペアは、

デルタリシンク用のペアとして、Universal Replicator の場合は HOLD または

HOLDING 状態、Universal Replicator for Mainframe の場合は Hold または

Holding 状態になります。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの

場合だけ選択できます。

コピー速度 1 回のリモート I/O でコピーする 大トラック数を入力します。デフォルトは 15 で

す。

指定できる範囲は、ボリュームのエミュレーションタイプの種類によって異なりま

す。対応するエミュレーションタイプについては、「2.1 システム要件」を参照してく

ださい。

• OPEN-V（TrueCopy または global-active device の場合）

指定できる範囲は 1～4 です。1～4 を入力します。

◦ 1 は低速で、ホスト I/O への影響軽減に使用されます。

◦ 2～3 は中間的速度です。

◦ 4 は高速です。ホスト I/O 性能が低下するおそれがあります。

注意：5～15 を入力した場合、4 として設定されます。

• OPEN-V 以外（TrueCopy の場合）

指定できる範囲は 1～15 です。1～15 を入力します。

◦ 1～5 は低速で、ホスト I/O への影響軽減に使用されます。

◦ 6～10 は中間的速度です。

◦ 11～15 は高速です。ホスト I/O 性能が低下するおそれがあります。

• TrueCopy for Mainframe の場合

指定できる値は 3 または 15 です。リストで 3 または 15 を選択します。

◦ 3 は低速で、ホスト I/O への影響軽減に使用されます。

◦ 15 は高速です。ホスト I/O 性能が低下するおそれがあります。

TrueCopy ペア、TrueCopy for Mainframe ペア、または GAD ペアの場合だけ表示さ

れます。

ALUA モード ALUA モードを有効にするか選択します。

• ［有効］：LDEV は ALUA で使用する。

• ［無効］：LDEV は ALUA で使用しない。

GAD ペアの場合だけ表示されます。
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項目 説明

形成コピー優先度 ペア作成操作の優先順位を 1～256 の 10 進数で入力します。

GAD ペアの場合は、表示されません。

CFW データ キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかを指

定します。

• ［プライマリボリュームのみ］：セカンダリボリュームにコピーしない。

• ［セカンダリボリュームにコピー］：セカンダリボリュームにコピーする。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

セカンダリボリュー

ムへの DFW 使用

副サイトのストレージシステムがセカンダリボリュームへ DFW データをコピーで

きないときに、正サイトのストレージシステムが TrueCopy for Mainframe ペアを分

割するかどうかを指定します。

• ［不要］：TrueCopy for Mainframe ペアを分割しない。

• ［必要］：TrueCopy for Mainframe ペアを分割する。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

DFW の設定と、［プライマリボリュームフェンスレベル］の設定の相互作用は、プラ

イマリボリュームの更新時に、ホストアプリケーションで永久 I/O エラーが発生する

原因となります。DFW に［必要］が設定されているペアを追跡し、［セカンダリボリ

ュームへの DFW 使用］がブロックされないことを確認してください。

IBM PPRC コマンドは［セカンダリボリュームへの DFW 使用］オプションをサポ

ートしません。TrueCopy for Mainframe ペアを CESTPAIR TSO コマンドで作成

すると、［セカンダリボリュームへの DFW 使用］は［不要］に設定されます。

ホスト I/O タイムスタ

ンプ転送

ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送するかどうかを選択します。

デフォルトは［無効］です。

• ［有効］：ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送する。

• ［無効］：ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送しない。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

エラーレベル 障害発生時のペア分割の範囲を選択します。

• ［LU］：このペアに障害が発生すると、このペアだけが分割されます。Universal
Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［ミラー］：このペアに障害が発生すると、このペアと同じミラー内のペアがすべ

て分割されます。Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for
Mainframe ペアの場合に選択できます。

• ［ボリューム］：このペアに障害が発生すると、このペアだけが分割されます。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの場合

だけ表示されます。

CFW キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかを選

択します。

• ［プライマリボリュームのみ］：キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリ

ュームにコピーしません。

• ［セカンダリボリュームにコピー］：キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリ

ボリュームにコピーします。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。
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C.11.3 ［設定確認］画面

［選択したペア］テーブル

項目 説明

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：LDEV ID が表示されます。

• ［LDEV 名］：LDEV 名が表示されます。

• ［ポート名］：ボリュームのポート名が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［ホストグループ名/iSCSI ターゲットエイリアス］：ボリュームのホストグループ

名または iSCSI ターゲットエイリアスが表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［iSCSI ターゲット名］：ボリュームの iSCSI ターゲット名が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［LUN ID］：ボリュームの LUN ID が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームが、ペアのプライマリボリュームかセカンダリボリュー

ムであるかが表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの

場合だけ表示されます。

• ［エミュレーションタイプ］：ボリュームのエミュレーションタイプが表示されま

す。Universal Replicator ペアの場合は表示されません。

• ［ジャーナル ID］：ボリュームのジャーナル ID が表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの

場合だけ表示されます。

• ［ミラー ID］：ボリュームのミラー ID が表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの

場合だけ表示されます。
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項目 説明

• ［属性］：ボリュームの属性が表示されます。

◦ ［ALU］：ALU 属性が設定されています。

◦ ［SLU］：SLU 属性が設定されています。

◦ ［データダイレクトマップ］：データダイレクトマップ属性が設定されていま

す。

◦ ［－］：属性が設定されていません。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［容量］：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

• ［暗号化］：暗号化の情報が表示されます。

◦ ［有効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が有効です。また

は、暗号化設定が有効なプールボリュームのプールに関連付けられた仮想ボ

リュームです。

◦ ［無効］：LDEV の属するパリティグループの暗号化設定が無効です。また

は、暗号化設定が無効なプールボリュームのプールに関連付けられた仮想ボ

リュームです。

◦ ［混在］：LDEV の属するプールに次のどれか 2 つ以上が含まれている場合に

表示されます。

・暗号化が有効なボリューム

・暗号化が無効なボリューム

・外部ボリューム

注意：混在している状態の LDEV ではデータの暗号化が保証されません。デ

ータの暗号化を管理したい場合は、［暗号化］が［有効］または［無効］の

LDEV を使用してください。

◦ ［－］：外部ボリュームです。

Dynamic Provisioning または Dynamic Provisioning for Mainframe の仮

想ボリュームの場合は、LDEV が属するプールが外部ボリュームまたは閉塞

しています。

• ［ジャーナル暗号化］：ジャーナルの暗号化状態が表示されます。

◦ ［有効］：暗号化ボリュームで作成されたジャーナルです。

◦ ［無効］：非暗号化ボリュームで作成されたジャーナルです。

◦ ［混在］：ジャーナルボリュームの属するプールに次のどれか 2 つ以上が含ま

れている場合に表示されます。

・暗号化が有効なボリューム

・暗号化が無効なボリューム

・外部ボリューム

注意：混在している状態のジャーナルではデータの暗号化が保証されません。

データの暗号化を管理したい場合は、［暗号化］が［有効］または［無効］の

ジャーナルを使用してください。

◦ ［－］：ジャーナルボリュームが属するプールが外部ボリューム、マイグレー

ションで作成されたプールまたは閉塞しているプールです。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの

場合だけ表示されます。

• ［容量削減］：容量削減機能の情報が表示されます。

◦ ［圧縮］：圧縮機能を使用します。

◦ ［重複排除および圧縮］：重複排除機能および圧縮機能を使用します。

◦ ［無効］：容量削減機能を使用しません。

• ［圧縮アクセラレータ］※：圧縮アクセラレータの設定が表示されます。

◦ ［有効］：圧縮アクセラレータの設定が有効です。
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項目 説明

◦ ［無効］：圧縮アクセラレータの設定が無効です。

◦ ［－］：圧縮アクセラレータが設定できない LDEV です。または、圧縮アクセ

ラレータが設定できる LDEV で、容量削減が［無効］かつ、容量削減状態が

［Disabled］の状態です。

• ［T10 PI］：ボリュームの T10 PI 属性の情報が表示されます。

◦ ［有効］：ボリュームの T10 PI 属性が有効になっています。

◦ ［無効］：ボリュームの T10 PI 属性が無効になっています。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号が表示されます。

• ［ポート名］：ポート名が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［ホストグループ ID/iSCSI ターゲット ID］：ホストグループ ID または iSCSI タ
ーゲット ID が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［LUN ID］：LUN ID が表示されます。

TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

• ［SSID］：SSID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペア

の場合だけ表示されます。

• ［ジャーナル ID］：ボリュームのジャーナル ID が表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの

場合だけ表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合は表示されません。

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。

Universal Replicator ペアの場合だけ表示されます。

フェンスレベル フェンスレベルが表示されます。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

形成コピータイプ ペア作成操作のタイプが表示されます。

コピー速度 1 回のリモート I/O でコピーする 大トラック数が表示されます。

TrueCopy ペアまたは TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

形成コピー優先度 ペア作成操作の優先順位が 1～256 の 10 進数で表示されます。

CFW データ キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかが表

示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

セカンダリボリュー

ムへの DFW 使用

副サイトのストレージシステムがセカンダリボリュームへ DFW データをコピーで

きないときに、正サイトのストレージシステムが TrueCopy for Mainframe ペアを分

割するかどうかが表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

ホスト I/O タイムスタ

ンプ転送

ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送するかどうかが表示されま

す。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。
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項目 説明

エラーレベル 障害発生時のペア分割の範囲が表示されます。

Universal Replicator ペアまたは Universal Replicator for Mainframe ペアの場合

だけ表示されます。

CFW キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかが表

示されます。

Universal Replicator for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

注※

VSP 5200、VSP 5600 のみ表示されます。

C.12 ペア分割ウィザード

関連タスク

• 7.4 TrueCopy for Mainframe ペアを分割する

C.12.1 ［ペア分割］画面

［選択したペア］テーブル

項目 説明

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：LDEV ID が表示されます。

• ［LDEV 名］：LDEV 名が表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームがプライマリボリュームかセカンダリボリュームかが表

示されます。
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項目 説明

• ［エミュレーションタイプ］：ボリュームのエミュレーションタイプが表示されま

す。

• ［容量］：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

状態 ペア状態が表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号が表示されます。

• ［SSID］：SSID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合は表示されません。

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。

CTG 利用 複数組のストレージシステムがコンシステンシーグループを共有しているかどうか

が表示されます。

• ［Single］：1 組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグルー

プです。

• ［Multi］：複数組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグル

ープです。

プリザーブミラー状

態

プリザーブミラーの状態が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

フェンスレベル フェンスレベルが表示されます。

情報設定エリア

項目 説明

セカンダリボリュー

ム書き込み

セカンダリボリュームへの書き込みを有効にするかどうかを選択します。デフォル

トは［無効］です。

選択したボリュームがプライマリボリュームの場合にだけ有効です。セカンダリボ

リュームの場合は、指定した内容に関わらず［無効］が適用されます。

• ［有効］：正サイトのストレージシステムから分割された該当ペアのセカンダリボ

リュームは、Read や Write の I/O を受信できます。［有効］を選択し、ペアをあ

とで再同期させたい場合は、確実にプライマリボリュームとセカンダリボリュー

ムの差分ビットマップが正サイトのストレージシステムに反映されるよう、［プ

ライマリボリューム書き込み］で［プライマリボリュームフェンスレベルによ

る］を選択してください。

• ［無効］：正サイトのストレージシステムから分割された該当ペアのセカンダリボ

リュームは、Read や Write の I/O を受信できません。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

プライマリボリュー

ム書き込み

プライマリボリュームへの書き込みを有効にするかどうかを選択します。デフォル

トは［プライマリボリュームフェンスレベルによる］です。

選択したボリュームがプライマリボリュームの場合にだけ有効です。セカンダリボ

リュームの場合は、指定した内容に関わらず［プライマリボリュームフェンスレベル

による］が適用されます。

• ［プライマリボリュームフェンスレベルによる］：フェンスレベルの設定値に従っ

て、プライマリボリュームへの書き込みを有効にするかどうかを選択します。

306 TrueCopy for Mainframe GUI リファレンス

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



項目 説明

• ［無効］：プライマリボリュームへの書き込みを無効にします。

SSB 転送(F/M = FB) SSB 転送(F/M = FB)を有効にするかどうかを選択します。デフォルトは［無効］で

す。

選択したボリュームがプライマリボリュームの場合にだけ有効です。セカンダリボ

リュームの場合は、指定した内容に関わらず［無効］が適用されます。

• ［有効］：正サイトのストレージシステムは、ペアが分割されるすべての接続ホス

トに SSB を通知します。

• ［無効］：SSB を通知しません。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

C.12.2 ［設定確認］画面

［選択したペア］テーブル

項目 説明

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：LDEV ID が表示されます。

• ［LDEV 名］：LDEV 名が表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームがプライマリボリュームかセカンダリボリュームかが表

示されます。

• ［エミュレーションタイプ］：ボリュームのエミュレーションタイプが表示されま

す。

• ［容量］：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

状態 ペア状態が表示されます。
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項目 説明

セカンダリボリュー

ム書き込み

セカンダリボリューム書き込みが有効かどうかが表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

選択したボリュームがセカンダリボリュームの場合は、指定した内容に関わらず

［‐］が表示されます。

プライマリボリュー

ム書き込み

プライマリボリューム書き込みが有効かどうかが表示されます。

選択したボリュームがセカンダリボリュームの場合は、指定した内容に関わらず

［‐］が表示されます。

フェンスレベル フェンスレベルが表示されます。

SSB 転送(F/M = FB) SSB 転送(F/M = FB)を有効にするかどうかが表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

選択したボリュームがセカンダリボリュームの場合は、指定した内容に関わらず

［‐］が表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号が表示されます。

• ［SSID］：SSID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。

CTG 利用 複数組のストレージシステムがコンシステンシーグループを共有しているかどうか

が表示されます。

• ［Single］：1 組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグルー

プです。

• ［Multi］：複数組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグル

ープです。

プリザーブミラー状

態

プリザーブミラーの状態が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

C.13 ペア再同期ウィザード

関連タスク

• 7.5 TrueCopy for Mainframe ペアを再同期する
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C.13.1 ［ペア再同期］画面

［選択したペア］テーブル

• テーブル

項目 説明

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：LDEV ID が表示されます。

• ［LDEV 名］：LDEV 名が表示されます。

• ［エミュレーションタイプ］：ボリュームのエミュレーションタイプが表示さ

れます。

• ［容量］：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

状態 ペア状態が表示されます。

コピー優先度 ペア再同期操作の優先順位が表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号が表示されます。

• ［SSID］：SSID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。
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項目 説明

CTG 利用 複数組のストレージシステムがコンシステンシーグループを共有しているかどう

かが表示されます。

• ［Single］：1 組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグル

ープです。

• ［Multi］：複数組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグ

ループです。

プリザーブミラー状

態

プリザーブミラー状態が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

• スピンボックス

項目 説明

コピー優先度 コピー優先度を変更したいペアを選択し、優先度を指定します。［変更］をクリッ

クすると、［選択したペア］テーブルに反映されます。

TrueCopy の場合は 1～256、TrueCopy for Mainframe の場合は 0～256 から指定

します。

情報設定エリア

項目 説明

プライマリボリュー

ムフェンスレベル

フェンスレベルを選択します。デフォルトは［なし］です。

• ［なし］：ペアを分割しても、プライマリボリュームに書き込めます。

• ［セカンダリボリュームデータ］：更新コピーが失敗したときに、プライマリボリ

ュームに書き込めなくなります。

• ［セカンダリボリューム状態］：正サイトのストレージシステムがセカンダリボリ

ュームのペアの状態を PSUE（TrueCopy の場合）または Suspend（TrueCopy
for Mainframe の場合）に変更できない場合にだけ、プライマリボリュームに書

き込めなくなります。

コピー速度 1 回のリモート I/O でコピーする 大トラック数を入力します。デフォルトは 15 で

す。

TrueCopy ペアの場合、1～15 を入力します。エミュレーションタイプが OPEN-V で

5～15 を入力した場合、4 として設定されます。TrueCopy for Mainframe ペアの場

合、リストで 3 または 15 を選択します。

ホスト I/O タイムスタ

ンプ転送

ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送するかどうかを選択します。

• ［有効］：ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送します。

• ［無効］：ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送しません。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。
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C.13.2 ［設定確認］画面

［選択したペア］テーブル

項目 説明

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムのボリュームに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：LDEV ID が表示されます。

• ［LDEV 名］：LDEV 名が表示されます。

• ［エミュレーションタイプ］：ボリュームのエミュレーションタイプが表示されま

す。

• ［容量］：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

状態 ペア状態が表示されます。

フェンスレベル フェンスレベルが表示されます。

コピー速度 1 回のリモート I/O でコピーする 大トラック数が表示されます。

コピー優先度 再同期操作の優先順位が表示されます。

ホスト I/O タイムスタ

ンプ転送

ホストのタイムスタンプをセカンダリボリュームに転送するかどうかが表示されま

す。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号が表示されます。

• ［SSID］：SSID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe GUI リファレンス 311
TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



項目 説明

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。

CTG 利用 複数組のストレージシステムがコンシステンシーグループを共有しているかどうか

が表示されます。

• ［Single］：1 組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグルー

プです。

• ［Multi］：複数組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグル

ープです。

プリザーブミラー状

態

プリザーブミラーの状態が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

C.14 ペア削除ウィザード

関連概念

• 7.6 TrueCopy for Mainframe ペアの削除

C.14.1 ［ペア削除］画面

［選択したペア］テーブル

項目 説明

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。
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項目 説明

• ［LDEV 名］：ボリュームの LDEV 名が表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームがプライマリボリュームかセカンダリボリュームかが表

示されます。

• ［エミュレーションタイプ］：ボリュームのエミュレーションタイプが表示されま

す。

• ［容量］：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

状態 ペア状態が表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号が表示されます。

• ［SSID］：SSID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。

CTG 利用 複数組のストレージシステムがコンシステンシーグループを共有しているかどうか

が表示されます。

• ［Single］：1 組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグルー

プです。

• ［Multi］：複数組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグル

ープです。

プリザーブミラー状

態

プリザーブミラーの状態が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

フェンスレベル フェンスレベルが表示されます。

情報設定エリア

項目 説明

削除モード 削除モードを選択します。デフォルトは［通常］です。

• ［通常］：選択したペアを削除します。

• ［強制］：選択したペアを強制削除します。

• ［強制 (同一リモート接続内の全ペアを削除する)］：選択したペアと同じリモート

接続を使用しているペアがすべて強制削除されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。
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C.14.2 ［設定確認］画面

［選択したペア］テーブル

項目 説明

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［LDEV 名］：ボリュームの LDEV 名が表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームがプライマリボリュームかセカンダリボリュームかが表

示されます。

• ［エミュレーションタイプ］：ボリュームのエミュレーションタイプが表示されま

す。

• ［容量］：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

状態 ペア状態が表示されます。

削除モード 削除モードが表示されます。

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号が表示されます。

• ［SSID］：SSID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

CTG ID コンシステンシーグループ ID が表示されます。
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項目 説明

CTG 利用 複数組のストレージシステムがコンシステンシーグループを共有しているかどうか

が表示されます。

• ［Single］：1 組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグルー

プです。

• ［Multi］：複数組のストレージシステムで構成されているコンシステンシーグル

ープです。

プリザーブミラー状

態

プリザーブミラー状態が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

フェンスレベル フェンスレベルが表示されます。

C.15 ペアオプション編集ウィザード

関連タスク

• 8.2.1 ペアオプションを編集する

C.15.1 ［ペアオプション編集］画面

情報設定エリア

項目 説明

プライマリボリュー

ムフェンスレベル

フェンスレベルを選択します。デフォルトは、選択したペアに設定されている値で

す。

• ［なし］：ペアを分割しても、プライマリボリュームに書き込めます。
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項目 説明

• ［セカンダリボリュームデータ］：更新コピーが失敗したときに、プライマリボリ

ュームに書き込めなくなります。

• ［セカンダリボリューム状態］：正サイトのストレージシステムがセカンダリボリ

ュームのペアの状態を PSUE（TrueCopy の場合）または Suspend（TrueCopy
for Mainframe の場合）に変更できない場合にだけ、プライマリボリュームに書

き込めなくなります。

CFW データ キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかを指

定します。デフォルトは、選択したペアに設定されている値です。

• ［プライマリボリュームのみ］：セカンダリボリュームにコピーしない。

• ［セカンダリボリュームにコピー］：セカンダリボリュームにコピーする。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

C.15.2 ［設定確認］画面

［選択したペア］テーブル

項目 説明

ローカルストレージ

システム

ローカルストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

• ［LDEV 名］：ボリュームの LDEV 名が表示されます。

• ［ペア位置］：ボリュームがプライマリボリュームかセカンダリボリュームかが表

示されます。

• ［エミュレーションタイプ］：ボリュームのエミュレーションタイプが表示されま

す。

• ［容量］：ボリュームの容量が表示されます。

• ［CLPR］：ボリュームの CLPR ID が表示されます。

コピータイプ コピーの種類が表示されます。

フェンスレベル フェンスレベルが表示されます。

CFW データ キャッシュ高速書き込みデータをセカンダリボリュームにコピーするかどうかが表

示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。
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項目 説明

リモートストレージ

システム

リモートストレージシステムに関する情報が表示されます。

• ［モデル/シリアル番号］：モデルとシリアル番号が表示されます。

• ［SSID］：SSID が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

• ［LDEV ID］：ボリュームの LDEV ID が表示されます。

パスグループ ID パスグループ ID が表示されます。

TrueCopy ペアの場合だけ表示されます。

プリザーブミラー状

態

プリザーブミラーの状態が表示されます。

TrueCopy for Mainframe ペアの場合だけ表示されます。

C.16 リモートパス追加ウィザード

関連タスク

• 8.2.4 リモートパスを追加する

C.16.1 ［リモートパス追加］画面

［ローカルストレージシステム］

項目 説明

モデル ローカルストレージシステムのモデルが表示されます。

シリアル番号 ローカルストレージシステムのシリアル番号が表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

システム接続の場合は、常に［－］が表示されます。
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［リモートストレージシステム］

項目 説明

モデル リモートストレージシステムのモデルが表示されます。

シリアル番号 リモートストレージシステムのシリアル番号が表示されます。

リモート CU リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

システム接続の場合は、常に［－］が表示されます。

SSID リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

システム接続の場合は、常に［－］が表示されます。

［リモートパス］

項目 説明

パスグループ ID パスグループの ID が表示されます。

CU 接続の場合は、常に［‐］が表示されます。

小パス数 小パス数が表示されます。

合計パス数 合計パス数が表示されます。

リモート接続に登録済みのパス数と追加するパス数（空行を含む）の合計が表示され

ます。

選択タイプ ポートタイプを選択します。デフォルトは［Fibre］です。

• ［Fibre］：ファイバチャネルポートです。

• ［iSCSI］：iSCSI ポートです。

TrueCopy for Mainframe または Universal Replicator for Mainframe の場合は、

iSCSI ポートによる接続をサポートしていないため、自動で［Fibre］が選択されま

す。

ポート名

（ローカルストレージ

システム）

ローカルストレージシステムのポート名を選択します。

仮想ポート ID
（ローカルストレージ

システム）

ローカルストレージシステムの仮想ポート ID を表示します。

［選択タイプ］で［iSCSI］を選択したときだけ、表示されます。

ポート名

（リモートストレージ

システム）

リモートストレージシステムのポート名を選択します。

小パス数より有効なパス数が多い場合、［‐］ボタンが表示されます。［‐］ボタン

をクリックすると、ローカルストレージシステムとリモートストレージシステムのポ

ートのテキストボックスが削除されます。

IP アドレス リモートストレージシステムのポートの IP 種別（［IPv4］または［IPv6］）を選択し

て、IP アドレスを入力します。

［選択タイプ］で［iSCSI］を選択したときだけ表示されます。

TCP ポート番号 リモートストレージシステムのポートの TCP ポート番号を入力します。

［選択タイプ］で［iSCSI］を選択したときだけ表示されます。

パス追加 ボタンをクリックすると、パスが追加されます。 大で 8 つ追加できます。
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C.16.2 ［設定確認］画面

［選択したリモート接続］テーブル

項目 説明

接続タイプ 接続タイプが表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

リモートストレージ

システム
• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番号が

表示されます。

• ［CU］：リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

パスグループ ID パスグループの ID が表示されます。

チャネルタイプ リモート接続のチャネルタイプが表示されます。

• ［Fibre］：リモート接続内のすべてのリモートパスのポートタイプが Fibre です。

• ［FCoE］：リモート接続内のすべてのリモートパスのポートタイプが FCoE です。

• ［iSCSI］：リモート接続内のすべてのリモートパスのポートタイプが iSCSI で
す。

• ［混在］：Fibre、FCoE、または iSCSI のうち、2 つ以上のリモートパスのポート

タイプが、同じリモート接続内で混在しています。

リモートパス数 リモートパスの数が表示されます。
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項目 説明

既存のパス数に追加するパス数を足した値が表示されます。

小パス数 小パス数が表示されます。

［選択したリモートパス］テーブル

項目 説明

ローカル ローカルストレージシステムのポートに関する情報が表示されます。

• ［ポート名］：ポート名が表示されます。

• ［ポートタイプ］：ポートタイプが表示されます。

◦ ［Fibre］：ファイバチャネルポートです。

◦ ［FCoE］：FCoE ポートです。

◦ ［iSCSI］：iSCSI ポートです。

• ［仮想ポート ID］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、仮想ポート ID が表示

されます。

リモート リモートストレージシステムのポートに関する情報が表示されます。

• ［ポート名］：ポート名が表示されます。

• ［IP アドレス］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、リモートストレージシ

ステムのポートの IP アドレスが表示されます。

• ［TCP ポート番号］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、リモートストレー

ジシステムのポートの TCP ポート番号が表示されます。

C.17 リモートパス削除ウィザード

関連タスク

• 8.2.5 リモートパスを削除する
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C.17.1 ［リモートパス削除］画面

［ローカルストレージシステム］

項目 説明

モデル ローカルストレージシステムのモデルが表示されます。

シリアル番号 ローカルストレージシステムのシリアル番号が表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

システム接続の場合は、常に［－］が表示されます。

［リモートストレージシステム］

項目 説明

モデル リモートストレージシステムのモデルが表示されます。

シリアル番号 リモートストレージシステムのシリアル番号が表示されます。

リモート CU リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

システム接続の場合は、常に［－］が表示されます。

SSID リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

システム接続の場合は、常に［－］が表示されます。

［リモートパス］

項目 説明

パスグループ ID パスグループの ID が表示されます。

CU 接続の場合は、常に［‐］が表示されます。

小パス数 小パス数が表示されます。
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項目 説明

合計パス数 合計パス数が表示されます。

選択タイプ ポートタイプを選択します。

• ［Fibre］：ファイバチャネルポートです。

• ［iSCSI］：iSCSI ポートです。

TrueCopy for Mainframe または Universal Replicator for Mainframe の場合は、

iSCSI ポートによる接続をサポートしていないため、自動で［Fibre］が選択されま

す。

ポート名

（ローカルストレージ

システム）

ローカルストレージシステムのポート名が表示されます。

追加済みのパス情報が表示されます。

仮想ポート ID
（ローカルストレージ

システム）

ローカルストレージシステムの仮想ポート ID を表示します。

［選択タイプ］で［iSCSI］を選択したときだけ、表示されます。

ポート名

（リモートストレージ

システム）

リモートストレージシステムのポート名が表示されます。

追加済みのパス情報が表示されます。

IP アドレス リモートストレージシステムのポートの IP アドレスが表示されます。

［選択タイプ］で［iSCSI］を選択したときだけ表示されます。

TCP ポート番号 リモートストレージシステムのポートの TCP ポート番号が表示されます。

［選択タイプ］で［iSCSI］を選択したときだけ表示されます。

削除 リモート接続から削除するパスのチェックボックスを選択します。
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C.17.2 ［設定確認］画面

［選択したリモート接続］テーブル

項目 説明

接続タイプ 接続タイプが表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

リモートストレージ

システム
• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番号が

表示されます。

• ［CU］：リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

パスグループ ID パスグループの ID が表示されます。

チャネルタイプ リモート接続のチャネルタイプが表示されます。

• ［Fibre］：リモート接続内のすべてのリモートパスのポートタイプが Fibre です。

• ［FCoE］：リモート接続内のすべてのリモートパスのポートタイプが FCoE です。

• ［iSCSI］：リモート接続内のすべてのリモートパスのポートタイプが iSCSI で
す。

• ［混在］：Fibre、FCoE、または iSCSI のうち、2 つ以上のリモートパスのポート

タイプが、同じリモート接続内で混在しています。

リモートパス数 リモートパスの数が表示されます。
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項目 説明

既存のパス数から削除するパス数を引いた値が表示されます。

小パス数 小パス数が表示されます。

［選択したリモートパス］テーブル

項目 説明

ローカル ローカルストレージシステムのポートに関する情報が表示されます。

• ［ポート名］：ポート名が表示されます。

• ［ポートタイプ］：ポートタイプが表示されます。

◦ ［Fibre］：ファイバチャネルポートです。

◦ ［FCoE］：FCoE ポートです。

◦ ［iSCSI］：iSCSI ポートです。

• ［仮想ポート ID］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、仮想ポート ID が表示

されます。

リモート リモートストレージシステムのポートに関する情報が表示されます。

• ［ポート名］：ポート名が表示されます。

• ［IP アドレス］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、接続先ポートの IP アド

レスが表示されます。

• ［TCP ポート番号］：［ポートタイプ］が［iSCSI］のときに、接続先ポートの TCP
ポート番号が表示されます。

C.18 リモート接続オプション編集ウィザード

関連タスク

• 8.2.3 リモート接続オプションを変更する

C.18.1 ［リモート接続オプション編集］画面
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情報設定エリア

項目 説明

小パス数 チェックボックスを選択し、 小パス数を選択します。

Universal Replicator または Universal Replicator for Mainframe の場合は、入力し

た数に関わらず、 小パス数は 1 です。

RIO MIH 時間 チェックボックスを選択し、RIO MIH 時間を 10～100 の間で入力します。デフォル

トは 15 です。

往復応答時間 チェックボックスを選択し、往復応答時間を 1～500 の間で入力します。デフォルト

は 1 です。

指定した時間は、TrueCopy、TrueCopy for Mainframe、および GAD を使用すると

きにだけ有効です。

FREEZE オプション CGROUP（FREEZE/RUN）PPRC TSO コマンドのサポートを有効にするか無効に

するかを選択します。デフォルトは［無効］です。

• ［有効］：ローカルストレージシステムは CGROUP コマンドを受け入れて実行し

ます。

• ［無効］：ローカルストレージシステムは CGROUP コマンドを拒否します。

FREEZE オプションは、TrueCopy for Mainframe ペアを使用するときだけ有効で

す。

［接続タイプ］が［CU］のリモート接続のときにだけ、表示されます。

C.18.2 ［設定確認］画面

［選択したリモート接続］テーブル

項目 説明

接続タイプ 接続タイプが表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

リモートストレージ

システム
• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番号が

表示されます。

• ［CU］：リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

パスグループ ID パスグループの ID が表示されます。
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項目 説明

リモートパス数 リモートパスの数が表示されます。

小パス数 小パス数が表示されます。

RIO MIH 時間(秒) RIO MIH 時間が表示されます。

往復応答時間(ミリ秒) 往復応答時間が表示されます。

FREEZE オプション FREEZE オプションを有効にするかどうかが表示されます。

C.19 SSID 追加ウィザード

関連タスク

• 8.2.6 リモートストレージシステムに SSID を追加する

C.19.1 ［SSID 追加］画面

［ローカルストレージシステム］

項目 説明

モデル ローカルストレージシステムのモデルが表示されます。

シリアル番号 ローカルストレージシステムのシリアル番号が表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。
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［リモートストレージシステム］

項目 説明

モデル リモートストレージシステムのモデルが表示されます。

シリアル番号 リモートストレージシステムのシリアル番号が表示されます。

リモート CU リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

SSID リモートストレージシステムの SSID を 0004～FFFE の間（16 進数）で入力しま

す。

有効な SSID が 2 つ以上ある場合、［－］ボタンが表示されます。［－］ボタンをクリ

ックすると、SSID のテキストボックスが削除されます。

SSID 追加 リモートストレージシステムに SSID を追加します。 大で 4 つ追加できます。す

でに 4 つ追加されている場合は、表示されません。

［リモートパス］

項目 説明

パスグループ ID 常に［－］が表示されます。

小パス数 小パス数が表示されます。

ローカルポート名 ローカルポート名が表示されます。

すでに追加されているパス情報が表示されます。

リモートポート名 リモートポート名が表示されます。

すでに追加されているパス情報が表示されます。

C.19.2 ［設定確認］画面

［選択したリモート接続］テーブル

項目 説明

接続タイプ 接続タイプが表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。
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項目 説明

リモートストレージ

システム
• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番号が

表示されます。

• ［CU］：リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。追加済みの

SSID と追加する SSID が表示されます。

パスグループ ID パスグループの ID が表示されます。

リモートパス数 リモートパスの数が表示されます。

小パス数 小パス数が表示されます。

［選択した SSID］テーブル

項目 説明

SSID 追加する SSID が表示されます。

C.20 SSID 削除ウィザード

関連タスク

• 8.2.7 リモートストレージシステムから SSID を削除する

C.20.1 ［SSID 削除］画面
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［ローカルストレージシステム］

項目 説明

モデル ローカルストレージシステムのモデルが表示されます。

シリアル番号 ローカルストレージシステムのシリアル番号が表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

［リモートストレージシステム］

項目 説明

モデル リモートストレージシステムのモデルが表示されます。

シリアル番号 リモートストレージシステムのシリアル番号が表示されます。

リモート CU リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

SSID リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

すでに追加されている SSID が表示されます。

削除 リモートストレージシステムから削除する SSID のチェックボックスを選択します。

［リモートパス］

項目 説明

パスグループ ID 常に［－］が表示されます。

小パス数 小パス数が表示されます。

ローカルポート名 ローカルポート名が表示されます。

リモートポート名 リモートポート名が表示されます。

C.20.2 ［設定確認］画面
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［選択したリモート接続］テーブル

項目 説明

接続タイプ 接続タイプが表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

リモートストレージ

システム
• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番号が

表示されます。

• ［CU］：リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。追加済みの

SSID から削除する SSID を除いた SSID が表示されます。

パスグループ ID パスグループの ID が表示されます。

リモートパス数 リモートパスの数が表示されます。

小パス数 小パス数が表示されます。

［選択した SSID］テーブル

項目 説明

SSID 削除する SSID が表示されます。

C.21 ［リモート接続削除］画面

［選択したリモート接続］テーブル

• テーブル

項目 説明

接続タイプ 接続タイプが表示されます。

ローカル CU ローカルストレージシステムの CU 番号が表示されます。

リモートストレージ

システム
• ［モデル/シリアル番号］：リモートストレージシステムのモデルとシリアル番

号が表示されます。
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項目 説明

• ［CU］：リモートストレージシステムの CU 番号が表示されます。

• ［SSID］：リモートストレージシステムの SSID が表示されます。

パスグループ ID パスグループの ID が表示されます。

チャネルタイプ リモート接続のチャネルタイプが表示されます。

• ［Fibre］：リモート接続内のすべてのリモートパスのポートタイプが Fibre で

す。

• ［FCoE］：リモート接続内のすべてのリモートパスのポートタイプが FCoE で

す。

• ［iSCSI］：リモート接続内のすべてのリモートパスのポートタイプが iSCSI で
す。

• ［混在］：Fibre、FCoE、または iSCSI のうち、2 つ以上のリモートパスのポ

ートタイプが、同じリモート接続内で混在しています。

状態 パスの状態が表示されます。

リモートパス数 リモートパスの数が表示されます。

• ボタン

項目 説明

詳細 ［リモート接続プロパティ参照］画面が表示されます。

関連タスク

• 8.2.8 リモート接続を削除する

C.22 ［ペア強制削除(TC ペア)］画面

［選択した LDEV］テーブル

項目 説明

LDEV ID LDEV ID が表示されます。
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項目 説明

LDEV 名 LDEV 名が表示されます。

エミュレーションタイプ エミュレーションタイプが表示されます。

容量 容量が表示されます。

CLPR CLPR ID が表示されます。

関連タスク

• 8.2.2 TrueCopy for Mainframe ペアを強制的に削除する

C.23 ポート編集ウィザード

『オープンシステム構築ガイド』のポート編集ウィザードの説明を参照してください。

C.24 ［SIM 完了（TC）］画面

関連タスク

• 5.6 TrueCopy for Mainframe に関する SIM をコンプリートする
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D
このマニュアルの参考情報

このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

 D.1 操作対象リソースについて

 D.2 マニュアルで使用する用語について

 D.3 このマニュアルでの表記

 D.4 このマニュアルで使用している略語

 D.5 KB（キロバイト）などの単位表記について
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D.1 操作対象リソースについて

Storage Navigator のメイン画面には、ログインしているユーザ自身に割り当てられているリソー

スだけが表示されます。ただし、割り当てられているリソースの管理に必要とされる関連のリソー

スも表示される場合があります。

また、このマニュアルで説明している機能を使用するときには、各操作対象のリソースが特定の条

件を満たしている必要があります。

各操作対象のリソースの条件については『オープンシステム構築ガイド』または『メインフレーム

システム構築ガイド』を参照してください。

D.2 マニュアルで使用する用語について

Storage Navigator は Hitachi Device Manager のコンポーネントの 1 つです。このマニュアルで

は、Hitachi Device Manager - Storage Navigator のことを「Storage Navigator」と呼びます。

このマニュアルでは、Storage Navigator が動作しているコンピュータを便宜上「Storage
Navigator 動作 PC」と呼びます。また、論理ボリュームは特に断りがない場合、「ボリューム」と

呼びます。

D.3 このマニュアルでの表記

このマニュアルで使用している表記を次の表に示します。

表記 製品名

DP Dynamic Provisioning

FCSE Compatible Software for IBM® FlashCopy® SE

FCv2 Compatible FlashCopy® V2

GAD global-active device

HUS VM Unified Storage VM

SI ShadowImage

SIMF（SI-MF） ShadowImage for Mainframe

Storage Navigator Hitachi Device Manager - Storage Navigator

TC TrueCopy

TCMF（TC-MF） TrueCopy for Mainframe

UR Universal Replicator

URMF（UR-MF） Universal Replicator for Mainframe

VSP Hitachi Virtual Storage Platform

VSP F1500 Virtual Storage Platform F1500

VSP 5100 Virtual Storage Platform 5100

VSP 5200 Virtual Storage Platform 5200

VSP 5500 Virtual Storage Platform 5500

VSP 5600 Virtual Storage Platform 5600
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表記 製品名

VSP 5100H Virtual Storage Platform 5100H

VSP 5200H Virtual Storage Platform 5200H

VSP 5500H Virtual Storage Platform 5500H

VSP 5600H Virtual Storage Platform 5600H

VSP 5000 シリーズ 次の製品を区別する必要がない場合の表記です。

• Virtual Storage Platform 5100

• Virtual Storage Platform 5200

• Virtual Storage Platform 5500

• Virtual Storage Platform 5600

• Virtual Storage Platform 5100H

• Virtual Storage Platform 5200H

• Virtual Storage Platform 5500H

• Virtual Storage Platform 5600H

VSP G1000 Virtual Storage Platform G1000

VSP G1500 Virtual Storage Platform G1500

D.4 このマニュアルで使用している略語

このマニュアルで使用している略語を次の表に示します。

略語 フルスペル

bps Bit Per Second

CLPR Cache Logical Partition

FC Fibre Channel

Gbps Gigabit per second

GUI Graphical User Interface

I/O Input/Output

ID IDentifier

IMPL Initial MicroProgram Load

IOPS Input Output Per Second

iSCSI Internet Small Computer System Interface

LDEV Logical DEVice

LDKC Logical DKC

LU Logical Unit

LUN Logical Unit Number

MB/s MegaByte per second

MCU Main Control Unit

NVS Non-Volatile Storage

OS Operating System

RCU Remote Control Unit
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略語 フルスペル

RIO MIH Remote I/O Missing Interrupt Handler

SIM Service Information Message

SM Shared Memory

SNMP Simple Network Management Protocol

SSD Solid-State Drive

SVP Service Processor

TSV Tab Separated Values

D.5 KB（キロバイト）などの単位表記について

1KB（キロバイト）は 1,024 バイト、1MB（メガバイト）は 1,024KB、1GB（ギガバイト）は

1,024MB、1TB（テラバイト）は 1,024GB、1PB（ペタバイト）は 1,024TB です。

1block（ブロック）は 512 バイトです。

1Cyl（シリンダ）を KB に換算した値は、ボリュームのエミュレーションタイプによって異なりま

す。オープンシステムの場合、OPEN-V の 1Cyl は 960KB で、OPEN-V 以外のエミュレーション

タイプの 1Cyl は 720KB です。メインフレームシステムの場合、1Cyl は 870KB です。3380-xx、
6586-xx について、CLI および GUI の LDEV 容量の表示は、ユーザがデータを格納できるユーザ

領域の容量を表示するため、1Cyl を 720KB としています。xx は任意の数字または文字を示しま

す。
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用語解説

（英字）

ALU
（Administrative Logical Unit）
SCSI アーキテクチャモデルである Conglomerate LUN structure に使われる LU です。

Conglomerate LUN structure では、ホストからのアクセスはすべて ALU を介して行われ、

ALU はバインドされた SLU に I/O を振り分けるゲートウェイとなります。

ホストは、ALU と ALU にバインドされた SLU を SCSI コマンドで指定して、I/O を発行しま

す。

vSphere では、Protocol Endpoint（PE）と呼ばれます。

ALUA
（Asymmetric Logical Unit Access）
SCSI の非対称論理ユニットアクセス機能です。

ストレージ同士、またはサーバとストレージシステムを複数の交替パスで接続している構成の

場合に、どのパスを優先して使用するかをストレージシステムに定義して、I/O を発行できま

す。優先して使用するパスに障害が発生した場合は、他のパスに切り替わります。

CBX
（Controller Box）
CBX は DKC、コントローラシャーシと同義語です。詳しくは、「コントローラシャーシ」を参

照してください。CBX2 台を指す場合は CBX ペアと記載する場合があります。

CC
（Concurrent Copy）
IBM 社の Concurrent Copy 機能のことです。

CHB
（Channel Board）
詳しくは「チャネルボード」を参照してください。

CLPR
（Cache Logical Partition）
キャッシュメモリを論理的に分割すると作成されるパーティション（区画）です。

CM
（Cache Memory（キャッシュメモリ））

詳しくは「キャッシュ」を参照してください。

用語解説 337
TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



CPEX
（Cache Path control adapter and PCI EXpress path switch ）
詳しくは「キャッシュ」を参照してください。

CSV
（Comma Separate Values）
データベースソフトや表計算ソフトのデータをファイルとして保存するフォーマットの 1 つ

で、主にアプリケーション間のファイルのやり取りに使われます。それぞれの値はコンマで区

切られています。

CTG
（Consistency Group）
詳しくは「コンシステンシーグループ」を参照してください。

CU
（Control Unit（コントロールユニット））

主に磁気ディスク制御装置を指します。

CV
（Customized Volume）
固定ボリューム（FV）を任意のサイズに分割した可変ボリュームです。

CYL
（Cylinder（シリンダ））

複数枚の磁気ディスクから構成される磁気ディスク装置で、磁気ディスクの回転軸から等距離

にあるトラックが磁気ディスクの枚数分だけ垂直に並び、この集合を指します。

DKC
（Disk Controller）
DKC は CBX、コントローラシャーシと同義語です。また、システムを総称する論理的な呼称

として DKC が使われる場合があります。詳しくは、「コントローラシャーシ」を参照してくだ

さい。

DKU
（Disk Unit）
各種ドライブを搭載するためのシャーシ（筐体）です。

DP-VOL
詳しくは「仮想ボリューム」を参照してください。

EAV
（Extended Address Volume）
IBM 社のストレージシステムが提供している、従来の 3390 型ボリュームではサポートできな

い大容量のボリュームを定義するための機能です。 大で、1,182,006 シリンダ/ボリュームま

で定義できます。

ECC
（Error Check and Correct）
ハードウェアで発生したデータの誤りを検出し、訂正することです。
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ESE-VOL
（Extent Space - Efficient Volume）
IBM 製品と互換性のある仮想ボリュームで、User Directed Space Release 機能によるページ

解放が可能なボリュームです。

ExG
（External Group）
外部ボリュームを任意にグループ分けしたものです。詳しくは「外部ボリュームグループ」を

参照してください。

External MF
詳しくは「マイグレーションボリューム」を参照してください。

External ポート

外部ストレージシステムを接続するために使用する、ストレージシステムのポートです。

FC-NVMe
Fibre Channel ネットワーク越しにホストとストレージ間で、NVMe-oF 通信プロトコルによ

る通信をするための NVMe over Fabrics 技術のひとつです。

FCF
（Fibre Channel Forwarder）
FCoE スイッチです。

FCoE
（Fibre Channel over Ethernet）
ファイバチャネルのフレームを IEEE DCB（Data Center Bridging）などの拡張された

Ethernet 上で動作させるための規格です。

FICON
（Fibre Connection）
メインフレームシステム用の光チャネルの一種です。FICON では、ファイバチャネルの標準

に基づいて ESCON®
の機能が拡張されており、全二重データによる高速データ転送がサポート

されています。

FMD
（Flash Module Drive）
ストレージシステムにオプションの記憶媒体として搭載される大容量フラッシュモジュールで

す。

FV
（Fixed Volume）
容量が固定されたボリュームです。

GID
（Group ID）

ホストグループを作成するときに付けられる 2 桁の 16 進数の識別番号です。

HBA
（Host Bus Adapter）
詳しくは「ホストバスアダプタ」を参照してください。
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HDEV
（Host Device）
ホストに提供されるボリュームです。

Hyper PAV
IBM OS の機能で、PAV の発展機能です。あるベースデバイスに割り当てたエイリアスデバイ

スが、同一 CU 内のベースデバイスすべてのエイリアスデバイスとして共有化されます。VSP
5000 シリーズで Compatible Hyper PAV 機能を使用することにより、IBM OS から VSP 5000
シリーズ上のデバイスに対してこの機能を使えるようになります。

I/O モード

global-active device ペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームが、それぞれに持つ

I/O の動作です。

I/O レート

ドライブへの入出力アクセスが 1 秒間に何回行われたかを示す数値です。単位は IOPS（I/Os
per second）です。

In-Band 方式

RAID Manager のコマンド実行方式の 1 つです。コマンドを実行すると、クライアントまたは

サーバから、ストレージシステムのコマンドデバイスにコマンドが転送されます。

LCU
（Logical Control Unit）
主に磁気ディスク制御装置を指します。

LDEV
（Logical Device（論理デバイス））

RAID 技術では冗長性を高めるため、複数のドライブに分散してデータを保存します。この複

数のドライブにまたがったデータ保存領域を論理デバイスまたは LDEV と呼びます。ストレ

ージ内の LDEV は、LDKC 番号、CU 番号、LDEV 番号の組み合わせで区別します。LDEV
に任意の名前を付けることもできます。

このマニュアルでは、LDEV（論理デバイス）を論理ボリュームまたはボリュームと呼ぶこと

があります。

LDEV 名

LDEV 作成時に、LDEV に付けるニックネームです。あとから LDEV 名の変更もできます。

LDKC
（Logical Disk Controller）
複数の CU を管理するグループです。各 CU は 256 個の LDEV を管理しています。

LUN/LU
（Logical Unit Number）
論理ユニット番号です。オープンシステム用のボリュームに割り当てられたアドレスです。オ

ープンシステム用のボリューム自体を指すこともあります。

LUN セキュリティ

LUN に設定するセキュリティです。LUN セキュリティを有効にすると、あらかじめ決めてお

いたホストだけがボリュームにアクセスできるようになります。
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LUN パス、LU パス

オープンシステム用ホストとオープンシステム用ボリュームの間を結ぶデータ入出力経路で

す。

LUSE ボリューム

オープンシステム用のボリュームが複数連結して構成されている、1 つの大きな拡張ボリュー

ムのことです。ボリュームを拡張することで、ポート当たりのボリューム数が制限されている

ホストからもアクセスできるようになります。

MCU
（Main Control Unit）
リモートコピーペアのプライマリボリューム（正 VOL）を制御するディスクコントロールユニ

ットです。ユーザによって Storage Navigator 動作 PC または管理クライアントから要求され

たリモートコピーコマンドを受信・処理し、RCU に送信します。

Mfibre
(Mainframe Fibre)
IBM のメインフレームのファイバチャネルを示す用語です。

MP ユニット

データ入出力を処理するプロセッサを含んだユニットです。データ入出力に関連するリソース

（LDEV、外部ボリューム、ジャーナル）ごとに特定の MP ユニットを割り当てると、性能をチ

ューニングできます。特定の MP ユニットを割り当てる方法と、ストレージシステムが自動的

に選択した MP ユニットを割り当てる方法があります。MP ユニットに対して自動割り当ての

設定を無効にすると、その MP ユニットがストレージシステムによって自動的にリソースに割

り当てられることはないため、特定のリソース専用の MP ユニットとして使用できます。

MTIR
（Multi-Target Internal Relationship）
IBM 社の Multiple Target PPRC 機能で、2 つの副サイト間で作成されるペアです。

MU
（Mirror Unit）
1 つのプライマリボリュームと 1 つのセカンダリボリュームを関連づける情報です。

MVS
（Multiple Virtual Storage）
IBM 社のメインフレームシステム用 OS です。

Namespace
複数 LBA 範囲をまとめた、論理ボリュームの空間のことです。

Namespace Globally Unique Identifier
Namespace を識別するための、グローバルユニーク性を保証する 16Byte の識別情報です。

SCSI LU での NAA Format6 で表現される、WWN に類似する情報です。

Namespace ID
NVM サブシステム上に作成された Namespace を、NVM サブシステムの中でユニークに識別

するための識別番号です。
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NGUID
（Namespace Globally Unique Identifier）
詳しくは、「Namespace Globally Unique Identifier」を参照してください。

NQN
（NVMe Qualified Name）
NVMe-oF 通信プロトコルで、NVMe ホストまたは NVM サブシステムを特定するためのグロ

ーバルユニークな識別子です。

NSID
（Namespace ID）

Namespace を特定するための、4Byte の識別情報です。

NVM
（Non-Volatile Memory）
不揮発性メモリです。

NVM サブシステムポート

ホストとコントローラが、NVMe I/O をするための Fabric に接続する通信ポートです。

NVMe
（Non-Volatile Memory Express）
PCI Express を利用した SSD の接続インタフェース、通信プロトコルです。

NVMe over Fabrics
NVMe-oF 通信プロトコルによる通信を、様々な種類のネットワークファブリックに拡張する

NVMe のプロトコルです。

NVMe コントローラ

NVMe ホストからのコマンド要求を処理する、物理的または論理的な制御デバイスです。

NVM サブシステム

NVM のデータストレージ機能を提供する制御システムです。

Open/MF コンシステンシーグループ

Open/MF コンシステンシー維持機能を使用した、コンシステンシーグループのことです。

Open/MF コンシステンシーグループ内の TrueCopy ペアおよび TrueCopy for Mainframe ペ

アを、同時に分割したり再同期したりできます。

Out-of-Band 方式

RAID Manager のコマンド実行方式の 1 つです。コマンドを実行すると、クライアントまたは

サーバから LAN 経由で仮想コマンドデバイスにコマンドが転送されます。仮想コマンドデバ

イスからストレージシステムに指示を出し、ストレージシステムで処理が実行されます。

PAV
IBM OS の機能で、一つのデバイスに対して複数の I/O 操作を平行して発行できるようにする

機能です。VSP 5000 シリーズで Compatible PAV 機能を使用することにより、IBM OS から

VSP 5000 シリーズ上のデバイスに対してこの機能を使えるようになります。

PCB
（Printed Circuit Board）
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プリント基盤です。このマニュアルでは、チャネルアダプタやディスクアダプタなどのボード

を指しています。

PPRC
（Peer-to-Peer Remote Copy）
IBM 社のリモートコピー機能です。

Quorum ディスク

パスやストレージシステムに障害が発生したときに、global-active device ペアのどちらのボリ

ュームでサーバからの I/O を継続するのかを決めるために使われます。外部ストレージシステ

ムに設置します。

RAID
（Redundant Array of Independent Disks）
独立したディスクを冗長的に配列して管理する技術です。

RAID Manager
コマンドインタフェースでストレージシステムを操作するためのプログラムです。

RCU
（Remote Control Unit）
リモートコピーペアのセカンダリボリューム（副 VOL）を制御するディスクコントロールユニ

ットです。リモートパスによって MCU に接続され、MCU からコマンドを受信して処理しま

す。

RCU Target
属性が Initiator のポートと接続するポートが持つ属性です。

RCU Target ポート

Initiator ポートと接続します。RCU Target ポートは、ホストのポートとも通信できます。

RDEV
（Real Device）
IBM 用語です。DASD の実装置アドレスを意味します。

Read Hit 率
ストレージシステムの性能を測る指標の 1 つです。ホストがディスクから読み出そうとして

いたデータが、どのくらいの頻度でキャッシュメモリに存在していたかを示します。単位はパ

ーセントです。Read Hit 率が高くなるほど、ディスクとキャッシュメモリ間のデータ転送の回

数が少なくなるため、処理速度は高くなります。

S/N
（Serial Number）
ストレージシステムに一意に付けられたシリアル番号（装置製番）です。

SIM
（Service Information Message）
ストレージシステムのコントローラがエラーやサービス要求を検出したときに生成されるメッ

セージです。原因となるエラーを解決し、Storage Navigator 画面上で SIM が解決したことを

報告することを、「SIM をコンプリートする」と言います。
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SLU
（Subsidiary Logical Unit）
SCSI アーキテクチャモデルである Conglomerate LUN structure に使われる LU です。

SLU は実データを格納した LU であり、DP-VOL またはスナップショットデータ（あるいは

スナップショットデータに割り当てられた仮想ボリューム）を SLU として使用できます。

ホストから SLU へのアクセスは、すべて ALU を介して行われます。

vSphere では、Virtual Volume（VVol）と呼ばれます。

SM
（Shared Memory）
詳しくは「シェアドメモリ」を参照してください。

SMS
（Storage Management Subsystem）

IBM 社のメインフレームの OS が提供するツールで、データセットを容易かつ効率的に割り当

てることができます。

SSID
ストレージシステムの ID です。ストレージシステムでは、搭載される LDEV のアドレスごと

（64、128、256）に 1 つの SSID が設定されます。

SSL
（Secure Sockets Layer）
インターネット上でデータを安全に転送するためのプロトコルであり、Netscape
Communications 社によって 初に開発されました。SSL が有効になっている 2 つのピア（装

置）は、秘密鍵と公開鍵を利用して安全な通信セッションを確立します。どちらのピア（装置）

も、ランダムに生成された対称キーを利用して、転送されたデータを暗号化します。

Super PAV
IBM OS の機能で、Hyper PAV の拡張機能です。あるベースデバイスに割り当てたエイリアス

デバイスが、複数 CU 内のすべてのベースデバイスのエイリアスデバイスとして共有化されま

す。VSP 5000 シリーズで Super PAV 機能を有効にすれば、IBM OS から VSP 5000 シリーズ

上のデバイスに対してこの機能を使えるようになります。

SVP
（Service Processor）
ストレージシステムに内蔵されているコンピュータです。SVP は、保守員が障害情報を解析し

たり装置診断をするときに利用します。ユーザーは Storage Navigator を使用して SVP にア

クセスし、ストレージシステムの設定や参照ができます。

T10 PI
（T10 Protection Information）
SCSI で定義された保証コード基準の一つです。T10 PI では、512 バイトごとに 8 バイトの保

護情報（PI）を追加して、データの検証に使用します。T10 PI にアプリケーションおよび OS
を含めたデータ保護を実現する DIX（Data Integrity Extension）を組み合わせることで、ア

プリケーションからディスクドライブまでのデータ保護を実現します。

Target
ホストと接続するポートが持つ属性です。
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TSE-VOL
（Track Space - Efficient Volume）
DP-VOL 同様の仮想ボリュームですが、IBM 製品の FlashCopy、および Compatible Software
for IBM® FlashCopy® SE のターゲットボリュームとしてのみ使用できます。IBM ホストか

ら認識できるよう互換を保持しています。DP-VOL とプールを共用するため、TSE-VOL を使

用するためには、Compatible Software for IBM® FlashCopy® SE だけではなく、Dynamic
Provisioning for Mainframe のライセンスもインストールする必要があります。

UUID
（User Definable LUN ID）

ホストから論理ボリュームを識別するために、ストレージシステム側で設定する任意の ID で

す。

Vary Offline
メインフレームシステム用ホストとオンライン接続しているデバイスを、オフライン状態に切

り替える操作です。Vary Offline の操作をするには、メインフレームシステム用ホストからコ

マンドを実行します。

Vary Online
デバイスをメインフレームシステム用ホストとオンライン接続するための操作です。Vary
Online の操作をするには、メインフレームシステム用ホストからコマンドを実行します。

VDEV
（Virtual Device）
IBM 用語です。DASD の仮想アドレスを意味します。

または、Hitachi 用語でパリティグループ内にある論理ボリュームのグループを意味します。

VDEV は固定サイズのボリューム（FV）と剰余ボリューム（フリースペース）から構成され

ます。VDEV 内に任意のサイズのボリューム（CV）を作成することもできます。

VLAN
（Virtual LAN）

スイッチの内部で複数のネットワークに分割する機能です（IEEE802.1Q 規定）。

VOLSER
（Volume Serial Number）
個々のボリュームを識別するために割り当てられる番号です。VSN とも呼びます。LDEV 番

号や LUN とは無関係です。

VSN
（Volume Serial Number）
個々のボリュームを識別するために割り当てられる番号です。VOLSER とも呼びます。

VTOC
（Volume Table of Contents）
ディスク上の複数データセットのアドレスや空き領域を管理するための情報を格納するディス

ク領域です。

Write Hit 率
ストレージシステムの性能を測る指標の 1 つです。ホストがディスクへ書き込もうとしてい

たデータが、どのくらいの頻度でキャッシュメモリに存在していたかを示します。単位はパー
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セントです。Write Hit 率が高くなるほど、ディスクとキャッシュメモリ間のデータ転送の回

数が少なくなるため、処理速度は高くなります。

WWN
（World Wide Name）
ホストバスアダプタの ID です。ストレージ装置を識別するためのもので、実体は 16 桁の 16
進数です。

XRC
（eXtended Remote Copy）
IBM 社のリモートコピー機能です。

zHyperWrite 機能

IBM 社の DS シリーズ ディスクアレイ装置でサポートしている zHyperWrite の互換機能で

す。上位アプリケーションである DB2 のログを書き込むときに行われる二重化処理で、

TrueCopy for Mainframe の更新コピーを使用して二重化処理を行うのではなく、ホストから

TrueCopy for Mainframe のプライマリボリュームおよびセカンダリボリュームに対して書き

込みを行います。zHyperWrite の詳細については、IBM のマニュアルを参照してください。

（ア行）

アクセス属性
ボリュームが読み書き可能になっているか（Read/Write）、読み取り専用になっているか（Read
Only）、それとも読み書き禁止になっているか（Protect）どうかを示す属性です。

アクセスパス
ストレージシステム内におけるデータとコマンドの転送経路です。

インクリメンタルリシンク
IBM 社の Multiple Target PPRC 機能で、MTIR ペア間で実行される差分コピーです。

インスタンス
特定の処理を実行するための機能集合のことです。

インスタンス番号
インスタンスを区別するための番号です。１台のサーバ上で複数のインスタンスを動作させる

とき、インスタンス番号によって区別します。

エクステント
IBM 社のストレージシステム内で定義された論理デバイスは、ある一定のサイズに分割されて

管理されます。この、分割された 小管理単位の名称です。

エミュレーション
あるハードウェアまたはソフトウェアのシステムが、ほかのハードウェアまたはソフトウェア

のシステムと同じ動作をすること（または同等に見えるようにすること）です。一般的には、

過去に蓄積されたソフトウェアの資産を役立てるためにエミュレーションの技術が使われま

す。

（カ行）

外部ストレージシステム
VSP 5000 シリーズに接続されているストレージシステムです。
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外部パス
VSP 5000 シリーズと外部ストレージシステムを接続するパスです。外部パスは、外部ボリュ

ームを内部ボリュームとしてマッピングしたときに設定します。複数の外部パスを設定するこ

とで、障害やオンラインの保守作業にも対応できます。

外部ボリューム
VSP 5000 シリーズのボリュームとしてマッピングされた、外部ストレージシステム内のボリ

ュームです。

外部ボリュームグループ
マッピングされた外部ボリュームのグループです。外部ボリュームをマッピングするときに、

ユーザが外部ボリュームを任意の外部ボリュームグループに登録します。

外部ボリュームグループは、外部ボリュームを管理しやすくするためのグループで、パリティ

情報は含みませんが、管理上はパリティグループと同じように取り扱います。

鍵管理サーバ
暗号化鍵を管理するサーバです。暗号化鍵を管理するための規格である KMIP（Key
Management Interoperability Protocol）に準じた鍵管理サーバに暗号化鍵をバックアップで

き、また、鍵管理サーバにバックアップした暗号化鍵から暗号化鍵をリストアできます。

書き込み待ち率
ストレージシステムの性能を測る指標の 1 つです。キャッシュメモリに占める書き込み待ち

データの割合を示します。

仮想ボリューム
実体を持たない、仮想的なボリュームです。Dynamic Provisioning、Dynamic Provisioning
for Mainframe、Dynamic Tiering、Dynamic Tiering for Mainframe、active flash、または

active flash for mainframe で使用する仮想ボリュームを DP-VOL とも呼びます。

監査ログ
ストレージシステムに対して行われた操作や、受け取ったコマンドの記録です。監査ログは、

SVP から Storage Navigator 動作 PC にダウンロードしたり、FTP サーバや syslog サーバに

転送したりできます。

キャッシュ
チャネルとドライブの間にあるメモリです。中間バッファとしての役割があります。キャッシ

ュメモリとも呼ばれます。

形成コピー
ホスト I/O プロセスとは別に、プライマリボリュームとセカンダリボリュームを同期させるプ

ロセスです。

更新コピー
形成コピー（または初期コピー）が完了したあとで、プライマリボリュームの更新内容をセカ

ンダリボリュームにコピーして、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの同期を保持

するコピー処理です。

構成定義ファイル
RAID Manager を動作させるためのシステム構成を定義するファイルを指します。
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交替パス
チャネルプロセッサの故障などによって LUN パスが利用できなくなったときに、その LUN
パスに代わってホスト I/O を引き継ぐ LUN パスです。

コピー系プログラムプロダクト
ストレージシステムに備わっているプログラムのうち、データをコピーするものを指します。

ストレージシステム内のボリューム間でコピーするローカルコピーと、異なるストレージシス

テム間でコピーするリモートコピーがあります。

コピーグループ
プライマリボリューム（正側ボリューム）、およびセカンダリボリューム（副側ボリューム）か

ら構成されるコピーペアを 1 つにグループ化したものです。または、正側と副側のデバイスグ

ループを 1 つにグループ化したものです。RAID Manager でレプリケーションコマンドを実

行する場合、コピーグループを定義する必要があります。

コマンドデバイス
ホストから RAID Manager コマンドまたは Business Continuity Manager コマンドを実行す

るために、ストレージシステムに設定する論理デバイスです。コマンドデバイスは、ホストか

ら RAID Manager コマンドまたは Business Continuity Manager コマンドを受け取り、実行

対象の論理デバイスに転送します。

RAID Manager 用のコマンドデバイスは Storage Navigator から、Business Continuity
Manager 用のコマンドデバイスは Business Continuity Manager から設定します。

コマンドデバイスセキュリティ
コマンドデバイスに適用されるセキュリティです。

コレクションコピー
ストレージシステム内のディスク障害を回復するためのコピー動作のことです。予備ディスク

へのコピー、または交換ディスクへのコピー等が含まれます。

コンシステンシーグループ
コピー系プログラムプロダクトで作成したペアの集まりです。コンシステンシーグループ ID
を指定すれば、コンシステンシーグループに属するすべてのペアに対して、データの整合性を

保ちながら、特定の操作を同時に実行できます。

コントローラシャーシ
ストレージシステムを制御するコントローラが備わっているシャーシ（筐体）です。コントロ

ーラシャーシは DKC、CBX と同義語です。

（サ行）

再同期
差分管理状態（ペアボリュームがサスペンド状態）からプライマリボリュームへの更新データ

をセカンダリボリュームにコピーしてプライマリボリューム／セカンダリボリュームのデータ

を一致させることです。

サイドファイル
非同期のリモートコピーで使用している内部のテーブルです。C/T グループ内のレコードの更

新順序を正しく保つために使用されます。

348 用語解説

TrueCopy for Mainframe ユーザガイド



サイドファイルキャッシュ
非同期コピーの処理時に生成されるレコードセットを格納する領域で、キャッシュ内に一時的

に確保されます。

サスペンド状態
ペア状態のセカンダリボリュームへのデータ更新が中止された状態です。この状態ではプライ

マリボリュームで更新データを差分管理します。

サブ画面
Java 実行環境（JRE）で動作する画面で、メイン画面のメニューを選択して起動します。

サブシステム NQN
NVM サブシステムに定義された NQN です。

NQN の詳細については、「NQN」を参照してください。

差分テーブル
コピー系プログラムプロダクト、global-active device、および Volume Migration で共有する

リソースです。Volume Migration 以外のプログラムプロダクトでは、ペアのプライマリボリ

ューム（ソースボリューム）とセカンダリボリューム（ターゲットボリューム）のデータに差

分があるかどうかを管理するために使用します。Volume Migration では、ボリュームの移動

中に、ソースボリュームとターゲットボリュームの差分を管理するために使用します。

差分データ
ペアボリュームがサスペンドしたときの状態からの正ボリュームへの更新データのことです。

シェアドメモリ
キャッシュ上に論理的に存在するメモリです。共用メモリとも呼びます。ストレージシステム

の共通情報や、キャッシュの管理情報（ディレクトリ）などを記憶します。これらの情報を基

に、ストレージシステムは排他制御を行います。また、差分テーブルの情報もシェアドメモリ

で管理されており、コピーペアを作成する場合にシェアドメモリを利用します。なお、シェア

ドメモリは 2 面管理になっていて、停電等の障害時にはバッテリを利用してシェアドメモリの

情報を SSD へ退避します。

システムディスク
ストレージシステムが使用するボリュームのことです。一部の機能を使うためには、システム

ディスクの作成が必要です。

システムプール VOL
プールを構成するプール VOL のうち、1 つのプール VOL がシステムプール VOL として定義

されます。システムプール VOL は、プールを作成したとき、またはシステムプール VOL を削

除したときに、優先順位に従って自動的に設定されます。なお、システムプール VOL で使用

可能な容量は、管理領域の容量を差し引いた容量になります。管理領域とは、プールを使用す

るプログラムプロダクトの制御情報を格納する領域です。

システムプールボリューム
プールを構成するプールボリュームのうち、1 つのプールボリュームがシステムプールボリュ

ームとして定義されます。システムプールボリュームは、プールを作成したとき、またはシス

テムプールボリュームを削除したときに、優先順位に従って自動的に設定されます。なお、シ

ステムプールボリュームで使用可能な容量は、管理領域の容量を差し引いた容量になります。

管理領域とは、プールを使用するプログラムプロダクトの制御情報を格納する領域です。
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ジャーナルボリューム
Universal Replicator と Universal Replicator for Mainframe の用語で、プライマリボリュー

ムからセカンダリボリュームにコピーするデータを一時的に格納しておくためのボリュームの

ことです。ジャーナルボリュームには、プライマリボリュームと関連づけられているマスタジ

ャーナルボリューム、およびセカンダリボリュームと関連づけられているリストアジャーナル

ボリュームとがあります。

シュレッディング
ダミーデータを繰り返し上書きすることで、ボリューム内のデータを消去する処理です。

状態遷移
ペアボリュームのペア状態が変化することです。

初期コピー
新規にコピーペアを作成すると、初期コピーが開始されます。初期コピーでは、プライマリボ

リュームのデータがすべて相手のセカンダリボリュームにコピーされます。初期コピー中も、

ホストサーバからプライマリボリュームに対する Read／Write などの I/O 操作は続行できま

す。

シリアル番号
ストレージシステムに一意に付けられたシリアル番号（装置製番）です。

スナップショットグループ
Thin Image で作成した複数のペアの集まりです。複数のペアに対して同じ操作を実行できま

す。

スナップショットデータ
Thin Image (CAW/CoW)では、更新直前のプライマリボリュームまたはセカンダリボリューム

のデータを指します。Thin Image (CAW/CoW)では、ペア分割状態のプライマリボリュームま

たはセカンダリボリュームを更新すると、更新される部分の更新前データだけが、スナップシ

ョットデータとしてプールにコピーされます。

Thin Image Advanced では、プライマリボリュームまたはセカンダリボリュームの更新後デー

タを指します。Thin Image Advanced では、ペア分割状態のプライマリボリュームまたはセカ

ンダリボリュームを更新すると、更新される部分の更新後データだけが、スナップショットデ

ータとしてプールに格納されます。

スワップ
プライマリボリューム/セカンダリボリュームを逆転する操作のことです。

正 VOL、正ボリューム

詳しくは「プライマリボリューム」を参照してください。

正サイト
通常時に、業務（アプリケーション）を実行するサイトを指します。

セカンダリボリューム
ペアとして設定された 2 つのボリュームのうち、コピー先のボリュームを指します。副ボリュ

ームとも言います。なお、プライマリボリュームとペアを組んでいるボリュームをセカンダリ

ボリュームと呼びますが、Thin Image では、セカンダリボリューム（仮想ボリューム）では

なく、プールにデータが格納されます。
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絶対 LUN
SCSI/iSCSI/Fibre ポート上に設定されているホストグループとは関係なく、ポート上に絶対的

に割り当てられた LUN を示します。

センス情報
エラーの検出によってペアがサスペンドされた場合に、MCU または RCU が、適切なホストに

送信する情報です。ユニットチェックの状況が含まれ、災害復旧に使用されます。

専用 DASD
IBM 用語です。z/VM 上の任意のゲスト OS のみ利用可能な DASD を意味します。

ソースボリューム
Compatible FlashCopy®、および Volume Migration の用語で、Compatible FlashCopy®の場

合はボリュームのコピー元となるボリュームを、Volume Migration の場合は別のパリティグ

ループへと移動するボリュームを指します。

（タ行）

ターゲットボリューム
Compatible FlashCopy®、および Volume Migration の用語で、Compatible FlashCopy®の場

合はボリュームのコピー先となるボリュームを、Volume Migration の場合はボリュームの移

動先となる領域を指します。

チャネルエクステンダ
遠隔地にあるメインフレームホストをストレージシステムと接続するために使われるハードウ

ェアです。

チャネルボード
ストレージシステムに内蔵されているアダプタの一種で、ホストコマンドを処理してデータ転

送を制御します。

重複排除用システムデータボリューム
同一プール内の重複データを検索するための検索テーブルを格納するボリュームです。プール

に重複排除用システムデータボリュームを割り当てれば、重複排除が利用できます。

ディスクボード
ストレージシステムに内蔵されているアダプタの一種で、キャッシュとドライブの間のデータ

転送を制御します。

データ削減共有ボリューム
データ削減共有ボリュームは、Adaptive Data Reduction の容量削減機能を使用して作成する

仮想ボリュームです。Thin Image Advanced ペアのボリュームとして使用できます。データ

削減共有ボリュームは、Redirect-on-Write のスナップショット機能を管理するための制御デー

タ（メタデータ）を持つボリュームです。

データリカバリ・再構築回路
RAID-5 または RAID-6 のパリティグループのパリティデータを生成するためのマイクロプロ

セッサです。ディスクアダプタに内蔵されています。

転送レート
ストレージシステムの性能を測る指標の 1 つです。1 秒間にディスクへ転送されたデータの大

きさを示します。
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同期コピー
ホストからプライマリボリュームに書き込みがあった場合に、リアルタイムにセカンダリボリ

ュームにデータを反映する方式のコピーです。ボリューム単位のリアルタイムデータバックア

ップができます。優先度の高いデータのバックアップ、複写、および移動業務に適しています。

トポロジ
デバイスの接続形態です。Fabric、FC-AL、および Point-to-point の 3 種類があります。

（ナ行）

内部ボリューム
VSP 5000 シリーズが管理するボリュームを指します。

（ハ行）

パリティグループ
同じ容量を持ち、1 つのデータグループとして扱われる一連のドライブを指します。パリティ

グループには、ユーザデータとパリティ情報の両方が格納されているため、そのグループ内の

1 つまたは複数のドライブが利用できない場合にも、ユーザデータにはアクセスできます。

場合によっては、パリティグループを RAID グループ、ECC グループ、またはディスクアレ

イグループと呼ぶことがあります。

非対称アクセス
global-active device でのクロスパス構成など、サーバとストレージシステムを複数の交替パス

で接続している場合で、ALUA が有効のときに、優先して I/O を受け付けるパスを定義する方

法です。

非同期コピー
ホストから書き込み要求があった場合に、プライマリボリュームへの書き込み処理とは非同期

に、セカンダリボリュームにデータを反映する方式のコピーです。複数のボリュームや複数の

ストレージシステムにわたる大量のデータに対して、災害リカバリを可能にします。

ピントラック
（pinned track）
物理ドライブ障害などによって読み込みや書き込みができないトラックです。固定トラックと

も呼びます。

ファイバチャネル
光ケーブルまたは銅線ケーブルによるシリアル伝送です。ファイバチャネルで接続された

RAID のディスクは、ホストからは SCSI のディスクとして認識されます。

ファイバチャネルアダプタ
（Fibre Channel Adapter）
ファイバチャネルを制御します。

ファイバチャネルオーバイーサネット
詳しくは、「FCoE」を参照してください。

プール
プールボリューム（プール VOL）を登録する領域です。Dynamic Provisioning、Dynamic
Provisioning for Mainframe、Dynamic Tiering、Dynamic Tiering for Mainframe、Thin
Image、active flash、および active flash for mainframe がプールを使用します。
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プールボリューム、プール VOL
プールに登録されているボリュームです。Dynamic Provisioning、Dynamic Provisioning for
Mainframe、Dynamic Tiering、Dynamic Tiering for Mainframe、active flash、および active
flash for mainframe ではプールボリュームに通常のデータを格納し、Thin Image ではスナッ

プショットデータをプールボリュームに格納します。

副 VOL、副ボリューム

詳しくは「セカンダリボリューム」を参照してください。

副サイト
主に障害時に、業務（アプリケーション）を正サイトから切り替えて実行するサイトを指しま

す。

プライマリボリューム
ペアとして設定された 2 つのボリュームのうち、コピー元のボリュームを指します。

ブロック
ボリューム容量の単位の一種です。1 ブロックは 512 バイトです。

分散パリティグループ
複数のパリティグループを連結させた集合体です。分散パリティグループを利用すると、ボリ

ュームが複数のドライブにわたるようになるので、データのアクセス（特にシーケンシャルア

クセス）にかかる時間が短縮されます。

ペアテーブル
ペアまたは移動プランを管理するための制御情報を格納するテーブルです。

ページ
DP の領域を管理する単位です。Dynamic Provisioning の場合、1 ページは 42MB、Dynamic
Provisioning for Mainframe の場合、1 ページは 38MB です。

ポートモード
ストレージシステムのチャネルボードのポート上で動作する、通信プロトコルを選択するモー

ドです。ポートの動作モードとも言います。

ホスト-Namespace パス

日立ストレージシステムで、Namespace セキュリティを使用する際に、ホスト NQN ごとに各

Namespace へのアクセス可否を決定するための設定です。

Namespace パスとも呼びます。

ホスト NQN
NVMe ホストに定義された NQN です。

NQN の詳細については、「NQN」を参照してください。

ホストグループ
ストレージシステムの同じポートに接続し、同じプラットフォーム上で稼働しているホストの

集まりのことです。あるホストからストレージシステムに接続するには、ホストをホストグル

ープに登録し、ホストグループを LDEV に結び付けます。この結び付ける操作のことを、LUN
パスを追加するとも呼びます。
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ホストグループ 0（ゼロ）

「00」という番号が付いているホストグループを指します。

ホストバスアダプタ
（Host Bus Adapter）
オープンシステム用ホストに内蔵されているアダプタで、ホストとストレージシステムを接続

するポートの役割を果たします。それぞれのホストバスアダプタには、16 桁の 16 進数による

ID が付いています。ホストバスアダプタに付いている ID を WWN（Worldwide Name）と呼

びます。

ホストモード
オープンシステム用ホストのプラットフォーム（通常は OS）を示すモードです。

（マ行）

マイグレーションボリューム
異なる機種のストレージシステムからデータを移行させる場合に使用するボリュームです。

マッピング
VSP 5000 シリーズから外部ボリュームを操作するために必要な管理番号を、外部ボリューム

に割り当てることです。

ミニディスク DASD
IBM 用語です。z/VM 上で定義される仮想 DASD を意味します。

メイン画面
Storage Navigator にログイン後、 初に表示される画面です。

（ラ行）

リソースグループ
ストレージシステムのリソースを割り当てたグループを指します。リソースグループに割り当

てられるリソースは、LDEV 番号、パリティグループ、外部ボリューム、ポートおよびホスト

グループ番号です。

リモートコマンドデバイス
外部ストレージシステムのコマンドデバイスを、内部ボリュームとしてマッピングしたもので

す。リモートコマンドデバイスに対して RAID Manager コマンドを発行すると、外部ストレ

ージシステムのコマンドデバイスに RAID Manager コマンドを発行でき、外部ストレージシ

ステムのペアなどを操作できます。

リモートストレージシステム
ローカルストレージシステムと接続しているストレージシステムを指します。

リモートパス
リモートコピー実行時に、遠隔地にあるストレージシステム同士を接続するパスです。

レコードセット
非同期コピーの更新コピーモードでは、正 VOL の更新情報と制御情報をキャッシュに保存し

ます。これらの情報をレコードセットといいます。ホストの I/O 処理とは別に、RCU に送信さ

れます。
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レスポンスタイム
モニタリング期間内での平均の応答時間。または、エクスポートツールで指定した期間内での

サンプリング期間ごとの平均の応答時間。単位は、各モニタリング項目によって異なります。

ローカルストレージシステム
Storage Navigator 動作 PC を接続しているストレージシステムを指します。
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